
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

黄庭堅詩歌言語研究

蒙, 顕鵬

https://hdl.handle.net/2324/1959063

出版情報：Kyushu University, 2018, 博士（文学）, 課程博士
バージョン：
権利関係：



黄
庭
堅
詩
歌
言
語
研
究

蒙
　
顕
鵬



 

 
黄
庭
堅
詩
歌
言
語
研
究 

 
 

目
次 

 

凡
例
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

１ 

 

序
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２ 

 
 

一 

黄
庭
堅
詩
の
奇
と
双
関
語
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２ 

 
 

二 

黄
庭
堅
の
詩
と
禅
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

４ 

 
 

三 

黄
庭
堅
の
人
生
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

８ 

 
 

四 

本
論
文
に
関
連
す
る
先
行
研
究
の
概
要
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

12 

 
 

五 

本
論
文
の
構
成
と
目
的
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

13 

 

第
一
章 

黄
庭
堅
詩
に
お
け
る
双
関
語
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

15 

 
 

一 

双
関
語
の
遊
戯
性
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

15 

 
 

二 

黄
庭
堅
独
自
の
双
関
語
―
「
名
」
と
「
用
」
の
ず
れ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

21 

 
 

三 

黄
庭
堅
双
関
語
の
極
致
―
禽
言
詩
と
薬
名
詩
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

28 

 
 

四 

双
関
語
と
擬
人
法
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

36 

 



 

第
二
章 

黄
庭
堅
と
「
竹
枝
詞
」
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

43 

 
 

一 

黄
庭
堅
の
左
遷
と
竹
枝
詞
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

43 

 
 

二 
歌
と
し
て
の
竹
枝
詞
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

48 

 
 

三 
劉
禹
錫
「
竹
枝
詞
九
首
」
へ
の
評
価
と
黄
庭
堅
晩
年
の
詞
作
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

56 

 
 

四 

竹
枝
詞
と
地
域
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

64 

 

第
三
章 

黄
庭
堅
の
薬
名
詩
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

68 

 
 

一 

黄
庭
堅
と
薬
名
詩
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

68 

 
 

二 

「
薬
名
詩
奉
送
楊
十
三
子
問
省
親
清
江
」
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

68 

 
 

三 

「
荊
州
即
事
薬
名
詩
八
首
」
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

73 

 
 

四 

黄
庭
堅
の
薬
学
知
識
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

78 

 
 

五 

黄
庭
堅
薬
名
詩
の
特
色
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

81 

 
 

小
結
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

85 

 

第
四
章 

黄
庭
堅
と
『
景
徳
伝
灯
録
』
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

88 

 
 

一 

『
景
徳
伝
灯
録
』
に
つ
い
て
の
書
作
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

88 

 
 

二 

人
物
の
禅
化
―
『
景
徳
伝
灯
録
』
と
身
体
描
写
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

102 

 
 

三 

物
の
禅
化
―
『
景
徳
伝
灯
録
』
と
題
画
詩
・
詠
物
詩
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

106 

 



 

第
五
章 

黄
庭
堅
に
お
け
る
枯
木
の
詩
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

113 

 
 

一 

枯
木
の
系
譜
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

113 

 
 

二 
絵
画
に
お
け
る
枯
木
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

116 

 
 

三 
絵
画
に
関
わ
る
詩
文
に
於
け
る
枯
木
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

120 

 
 

四 

『
荘
子
』
か
ら
仏
語
へ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

128 

 

第
六
章 

黄
庭
堅
の
墨
竹
詩
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

136 

 
 

一 

墨
竹
と
造
化
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

136 

 
 

二 

墨
竹
の
「
幻
出
」
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

143 

 
 

三 

胸
中
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
竹
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

148 

 
 

四 

風
雨
の
中
の
竹
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

153 

 

結
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

165 

附
録
一 

黄
庭
堅
略
図
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

174 

附
録
二 

黄
庭
堅
略
年
譜
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

175 

初
出
一
覧
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

182 

主
要
参
考
文
献
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

183 

 



1

凡
例

一
、
本
書
に
引
用
す
る
黄
庭
堅
の
詩
は
『
黄
庭
堅
詩
集
注
』
（
二
〇
〇
七
年
、
中
華
書
局
）
を
底
本
と
し
た
。
該
書
に
は
『
山
谷
詩
集

注
』
（
南
宋
任
淵
注
）
『
山
谷
外
集
詩
注
』
（
南
宋
史
容
注
）
、
『
山
谷
別
集
詩
注
』
（
南
宋
史
季
温
注
）
、
『
黄
庭
堅
詩
集
注

補
遺
』
が
収
録
さ
れ
る
。
文
と
詞
は
『
黄
庭
堅
全
集
』
（
二
〇
〇
一
年
、
四
川
大
学
出
版
社
）
を
参
照
。
該
書
は
正
集
、
外
集
、

別
集
、
續
集
、
補
遺
の
五
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
現
代
に
伝
わ
る
黄
庭
堅
の
詩
文
集
の
版
本
に
つ
い
て
は
倉
田

淳
之
助
氏
『
黄
山
谷
』
（
『
漢
詩
大
系
』
第
十
八
巻
、
集
英
社
、
一
九
六
七
年
）
解
説
第
二
十
二
～
二
十
三
頁
を
参
照
。
黄
庭
堅

作
品
の
編
年
は
黄
㽦
『
山
谷
年
譜
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
）
、
鄭
永
曉
『
黄
庭
堅
年
譜
新
編
』
（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
一

九
九
七
年
）
及
び
荒
井
健
『
黄
庭
堅
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）
を
参
照
。

二
、
本
書
に
引
用
し
た
李
白
の
詩
は
『
李
太
白
文
集
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
る
。

三
、
本
書
に
引
用
し
た
杜
甫
の
詩
は
『
杜
詩
詳
注
』
（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。

四
、
本
書
に
引
用
し
た
韓
愈
の
詩
は
『
韓
昌
黎
詩
集
編
年
箋
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
）
に
よ
る
。

五
、
本
書
に
引
用
し
た
白
居
易
の
詩
は
岡
村
繁
『
白
氏
文
集
』
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
五
～
二
〇
一
八
年
）
に
よ
る
。

六
、
本
書
に
引
用
し
た
劉
禹
錫
の
詩
文
は
陶
敏
・
陶
紅
雨
校
注
『
劉
禹
錫
全
集
編
年
校
注
』
（
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
る
。

七
、
本
書
に
引
用
し
た
蘇
軾
の
作
品
は
、
孔
凡
礼
点
校
『
蘇
軾
詩
集
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
及
び
『
蘇
軾
文
集
』
（
中
華
書

局
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
。



2

序
論

一

黄
庭
堅
詩
の
奇
と
双
関
語

黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
、
字
は
魯
直
）
の
「
奇
」
な
る
詩
風
は
宋
代
の
人
々
が
共
有
す
る
認
識
で
あ
る
。
例
え
ば
、
友
人

の
陳
師
道
（
一
〇
五
三
～
一
一
〇
一
）
『
後
山
詩
話
』
に
は
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。

王
介
甫
以
工
、
蘇
子
瞻
以
新
、
黃
魯
直
以
奇
。
而
子
美
之
詩
、
奇
常
、
工
易
、
新
陳
、
莫
不
好
也
。

王
介
甫
は
工
を
以
て
し
、

蘇
子
瞻
は
新
を
以
て
し
、

黄
魯
直
は
奇
を
以
て
す
。
而
し
て
子
美
の
詩
は
、
奇
と
常
、
工
と
易
、
新

と
陳
、
好
か
ら
ざ
る
莫
き
な
り
。

陳
師
道
は
王
安
石
の
詩
風
を
「
工
」
と
、
蘇
軾
の
詩
風
を
「
新
」
と
、
黄
庭
堅
の
詩
風
を
「
奇
」
と
概
括
す
る
。
一
方
で
杜
甫
は
彼

ら
の
よ
う
に
一
つ
風
格
の
み
に
堪
能
で
は
な
く
、
「
奇
常
（
革
新
的
と
伝
統
的
）
、
工
易
（
巧
み
さ
と
平
易
さ
）
、
新
陳
（
新
し
さ
と

古
さ
）
」
に
関
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
と
述
べ
る
。

ま
た
、
黄
庭
堅
の
「
奇
」
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

唐
人
不
學
杜
詩
、
惟
唐
彥
謙
與
今
黃
亞
夫
庶
、
謝
師
厚
景
初
學
之
。
魯
直
、
黃
之
子
、
謝
之
婿
也
。
其
於
二
父
、
猶
子
美
之
於
審

言
也
。
然
過
於
出
奇
、
不
如
杜
之
遇
物
而
奇
也
。
三
江
五
湖
、
平
漫
千
里
、
因
風
石
而
奇
爾
。

唐
人
杜
詩
を
学
ば
ず
、
惟
だ
唐
彦
謙
と
今
の
黄
亜
夫
庶
、
謝
師
厚
景
初

之
を
学
ぶ
。
魯
直
は
、
黄
の
子
、
謝
の
婿
な
り
。
其
の
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二
父
に
於
け
る
や
、
猶
ほ
子
美
の
審
言
に
於
け
る
が
ご
と
し
。
然
れ
ど
も
奇
を
出
だ
す
に
過
ぎ
、
杜
の
物
に
遇
ひ
て
奇
な
る
に
如

か
ざ
る
な
り
。
三
江
五
湖
、
平
漫
す
る
こ
と
千
里
、
風
石
に
因
り
て
奇
な
る
の
み
。

唐
代
以
来
、
杜
甫
の
詩
を
学
ぶ
詩
人
は
少
な
い
が
、
晩
唐
の
唐
彦
謙
及
び
黄
庭
堅
の
父
で
あ
る
黄
庶
、
岳
父
の
謝
景
初
お
よ
び
黄
庭

堅
が
特
に
杜
甫
の
詩
を
学
ん
だ
。
し
か
し
、
黄
庭
堅
は
「
奇
」
の
意
識
が
あ
ま
り
に
も
強
す
ぎ
、
杜
甫
の
よ
う
に
自
然
な
作
風
の
中
に

奇
抜
が
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
な
詩
で
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
陳
師
道
は
、
杜
甫
と
比
較
し
て
黄
庭
堅
の
詩
を
批
判
す
る
も
の
の
、

そ
の
特
徴
を
「
奇
」
に
認
め
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
南
宋
の
詩
人
も
黄
庭
堅
の
詩
を
「
奇
」
と
評
価
す
る
。
例
え
ば
、
呉
可
は

「
東
坡
豪
な
り
、
山
谷
奇
な
り
（
東
坡
豪
、
山
谷
奇
）
」
（
『
蔵
海
詩
話
』
）
と
言
い
、
林
希
逸
「
読
黄
詩
」
詩
は
「
内
篇
外
篇
手
づ

か
ら
分
別
し
、
冥
搜
し
到
る
所
真
に
奇
絶
な
り
（
内
篇
外
篇
手
分
別
、
冥
搜
所
到
真
奇
絶
）
」
（
『
竹
溪
十
一
稿
』
）
と
述
べ
、
そ
れ

ぞ
れ
「
奇
」
及
び
「
奇
絶
」
と
黄
庭
堅
の
詩
を
評
価
す
る
。

勿
論
、
各
詩
人
が
標
榜
す
る
黄
庭
堅
の
「
奇
」
は
必
ず
し
も
同
じ
も
の
で
は
な
い
が
、
本
論
文
は
「
奇
」
の
詩
人
た
る
黄
庭
堅
が
如

何
に
言
葉
を
紡
ぐ
こ
と
で
そ
の
奇
な
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
か
、
そ
の
究
明
を
主
な
目
的
と
す
る
。

黄
庭
堅
が
囲
碁
を
詠
め
る
「
湘
東
の
一
目
は
誠
に
死
に
甘
ん
ず
、
天
下
中
分
す
る
も
尚
ほ
持
す
べ
け
ん
や
（
湘
東
一
目
誠
甘
死
、
天

下
中
分
尚
可
持
）
」
（
「
弈
棋
二
首
呈
任
公
漸
」
其
二
、
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
二
）
句
に
つ
い
て
、
方
回
『
瀛
奎
律
髓
』
巻
二
十
一

に
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
り
、
黄
庭
堅
の
詩
の
「
奇
」
の
一
端
を
示
唆
し
て
い
る
。

侯
景
之
黨
王
偉
、
檄
梁
元
帝
云
、
「
項
羽
重
瞳
、
尚
有
烏
江
之
敗
、
湘
東
一
目
、
豈
爲
赤
縣
所
歸
。
」
元
帝
盲
一
目
、
引
用
此
事
、

謂
其
兩
眼
而
活
、
一
眼
而
死
。
天
下
中
分
、
或
作
三
分
、
此
又
謂
救
棋
各
分
占
路
數
也
。
皆
奇
不
可
言
。
南
朝
梁
武
帝
第
七
子
名

繹
、
先
封
爲
湘
東
王
、
眇
一
目
。
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侯
景
の
党
王
偉
、
梁
元
帝
に
檄
し
て
云
く
、
「
項
羽
に
重
瞳
あ
る
も
、
尚
ほ
烏
江
の
敗
有
り
、
湘
東
の
一
目
、
豈
に
赤
県
を
帰
る

所
と
為
さ
ん
や
。
」
と
。
元
帝
一
目
を
盲
し
、
此
の
事
を
引
用
す
る
は
、
其
れ
両
眼
あ
れ
ば
活
き
、
一
眼
な
れ
ば
死
す
る
を
謂
ふ
。

天
下
中
分
、
或
い
は
三
分
と
作
す
。
此
れ
又
棋
を
救
ひ
各
々
路
数
を
分
占
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
皆
奇
な
り
て
言
ふ
可
か
ら
ず
。
南

朝
梁
武
帝
第
七
子
名
は
繹
、
先
に
封
じ
て
湘
東
王
と
為
し
、
一
目
を
眇
す
。

「
一
目
」
は
囲
碁
に
お
け
る
用
語
で
、
相
手
の
碁
石
を
囲
ん
で
一
目
を
残
し
、
こ
の
時
そ
の
一
目
に
石
を
置
け
ば
、
相
手
の
囲
ま
れ

た
碁
石
は
全
部
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
生
き
る
余
地
が
な
い
故
に
、
「
誠
に
死
に
甘
ん
ず
」
と
い
う
。
更
に
梁
元
帝
の
片
目
が
不
自

由
で
あ
る
こ
と
を
連
想
し
、
囲
碁
の
「
目
」
を
梁
元
帝
の
「
目
」
に
擬
え
る
。
こ
の
比
喩
は
「
一
目
」
と
い
う
言
葉
の
多
義
性
か
ら
発

想
を
得
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
「
双
関
語
」
（
日
本
語
の
所
謂
「
掛
け
言
葉
」
）
と
称
さ
れ
る
。
方
回
が
黄
庭
堅
詩

を
「
皆
奇
な
り
て
言
ふ
可
か
ら
ず
」
と
評
価
す
る
の
は
こ
の
双
関
の
表
現
に
よ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

双
関
語
は
一
つ
の
言
葉
を
異
な
る
事
柄
に
関
連
づ
け
る
修
辞
技
法
で
あ
る
。
唐
以
前
の
双
関
語
は
ほ
と
ん
ど
恋
愛
詩
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
黄
庭
堅
の
場
合
は
異
な
り
、
双
関
語
を
更
に
多
彩
な
日
常
生
活
の
題
材
に
用
い
る
の
で
あ
る
。
黄
庭
堅
の
詩
は
常
に

日
常
生
活
の
物
の
原
義
か
ら
派
生
し
て
、
そ
の
派
生
し
た
意
義
を
中
心
と
し
て
新
し
い
比
喩
や
擬
人
法
な
ど
の
表
現
を
展
開
す
る
。
そ

の
結
果
、
擬
人
法
や
比
喩
が
言
葉
の
原
義
と
遠
く
離
れ
る
た
め
、
読
者
に
奇
な
る
印
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
双
関
語
の
使
用
は
黄
庭

堅
の
奇
な
る
詩
風
の
形
成
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
論
文
の
前
三
章
は
主
に
双
関
語
と
い
う
視
点
か
ら
黄
庭
堅
詩

の
表
現
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

黄
庭
堅
の
詩
と
禅



5

黄
庭
堅
は
禅
と
も
深
い
関
係
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
黄
庭
堅
の
出
身
地
の
分
寧
（
い
ま
の
江
西
省
九
江
市
修
水
県
）
の
近
く
に
臨
済

宗
の
一
大
拠
点
と
な
っ
た
黄
竜
山
が
あ
る
。
黄
庭
堅
は
「
水
辺
林
下
衲
子
に
逢
ひ
、
南
北
東
西
古
道
場
あ
り
（
水
邊
林
下
逢
衲
子
、
南

北
東
西
古
道
場
）
」
（
「
送
密
老
住
五
峰
」
詩
、
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
六
）
と
故
郷
一
帯
の
禅
の
盛
ん
な
さ
ま
を
述
べ
る
。
黄
庭
堅

の
若
年
期
に
禅
に
参
じ
た
記
録
は
な
い
が
、
彼
の
祖
母
で
あ
る
仙
源
君
及
び
彼
を
扶
養
す
る
叔
父
李
常
（
一
〇
二
七
～
一
〇
九
〇
）
は

禅
に
親
し
む
人
物
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
禅
が
盛
ん
で
あ
っ
た
社
会
背
景
及
び
家
族
の
影
響
の
下
で
、
黄
庭
堅
が
禅
学
に
精
通
す

る
こ
と
は
理
解
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
元
豊
七
年
（
一
〇
八
〇
）
、
四
十
歳
の
黄
庭
堅
は
「
発
願
文
」
を
制
作
し
、
仏
教
徒
の

よ
う
に
酒
色
と
肉
食
を
断
つ
誓
い
を
立
て
る
。

南
宋
に
成
立
し
た
『
五
灯
会
元
』
巻
十
七
（
南
宋
の
釈
暁
瑩
『
羅
湖
野
録
』
巻
一
に
も
見
え
る
）
に
は
黄
庭
堅
が
黄
龍
派
の
晦
堂
祖

心
の
法
嗣
と
し
て
晦
堂
祖
心
の
も
と
で
禅
を
悟
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

往
依
晦
堂
、
乞
指
徑
捷
處
。
堂
曰
、
「
祇
如
仲
尼
道
、
『
二
三
子
以
我
爲
隱
乎
、
吾
無
隱
乎
爾
』
者
、
太
史
居
常
如
何
理
論
。
」

公
擬
對
、
堂
曰
、
「
不
是
、
不
是
。
」
公
迷
悶
不
已
。
一
日
侍
堂
山
行
次
、
時
巖
桂
盛
放
、
堂
曰
、
「
聞
木
犀
華
香
麼
。
」
公
曰
、

「
聞
。
」
堂
曰
、
「
吾
無
隱
乎
爾
。
」
公
釋
然
、
即
拜
之
。
曰
、
「
和
尚
得
恁
麼
老
婆
心
切
。
」
堂
笑
曰
、
「
祇
要
公
到
家
耳
。
」

（
黄
庭
堅
）
往
き
て
晦
堂
に
依
り
、
径
捷
の
処
を
指
す
を
乞
ふ
。
堂
曰
く
、
「
祇
だ
仲
尼
の
道
ふ
が
如
く
、
『
二
三
子
、
我
を
以

て
隠
せ
り
と
為
す
か
、
吾
隠
す
こ
と
無
き
の
み
』
。
太
史
常
に
居
り
て
如
何
に
理
論
す
。
」
と
。
公
対
え
ん
と
擬
す
る
に
。
堂
曰

く
、
「
是
れ
な
ら
ず
、
是
れ
な
ら
ず
。
」
と
。
公
迷
悶
し
て
已
ま
ず
。
一
日
、
堂
山
行
の
次
に
侍
す
。
時
に
岩
桂
盛
放
し
、
堂
曰

く
、
「
木
犀
華
の
香
を
聞
く
か
」
と
。
公
曰
、
「
聞
く
。
」
と
。
堂
曰
、
「
吾
隠
す
こ
と
無
き
の
み
。
」
と
。
公
釈
然
と
し
て
、

即
ち
之
を
拜
す
。
曰
く
、
「
和
尚

か

か

る

恁
麼
老
婆
の
心
切
な
る
を
得
た
り
。
」
と
。
堂
笑
ひ
て
曰
く
、
「
祇
だ
公
家
に
到
る
を
要
す
る

の
み
。
」
と
。
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黄
庭
堅
が
晦
堂
祖
心
に
禅
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、
晦
堂
祖
心
は
『
論
語
』
述
而
篇
の
「
二
三
子
、
我
を
以
て
隠
せ
り
と
為
す
か
、
吾

隠
す
こ
と
無
き
の
み
」
を
引
用
し
て
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
文
を
理
解
す
る
の
か
を
聞
き
返
し
た
。
黄
庭
堅
が
答
え
よ
う
と
し
た
が
、
晦

堂
祖
心
が
そ
の
回
答
に
不
満
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
晦
堂
祖
心
と
共
に
山
奥
で
金
木
犀
の
匂
い
を
嗅
ぎ
、
晦
堂
祖
心
は
そ
の
匂
い
こ
そ

が
「
吾
隠
す
こ
と
無
き
の
み
」
の
真
諦
で
あ
る
と
伝
え
、
黄
庭
堅
は
よ
う
や
く
悟
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
説
明
が
行
わ
れ
て
い
な
い

が
、
晦
堂
祖
心
が
禅
を
金
木
犀
の
匂
い
に
擬
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
金
木
犀
の
香
り
は
目
に
見
え
な
い
が
、
周
囲
に
実
在
す
る
も
の
で
あ

り
、
隠
れ
る
こ
と
が
な
い
。
金
木
犀
と
禅
の
繋
が
り
は
こ
の
故
事
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

黄
庭
堅
は
金
木
犀
の
ほ
か
、
多
く
の
も
の
を
通
し
て
禅
の
悟
り
の
境
地
に
到
達
し
た
。
例
え
ば
、
「
題
王
居
士
所
蔵
王
友
画
桃
杏
花

二
首
」
（
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
十
七
、
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）
の
作
）
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

其
一

凌
雲
一
笑
見
桃
花

凌
雲
一
笑
し
て
桃
花
を
見
、

三
十
年
來
始
到
家

三
十
年
来

始
め
て
家
に
到
る
。

從
此
春
風
春
雨
後

此
れ
よ
り
春
風
春
雨
の
後
、

亂
隨
流
水
到
天
涯

乱
れ
て
流
水
に
随
ひ
て
天
涯
に
至
ら
ん
。

其
二

凌
雲
見
桃
萬
事
無

凌
雲

桃
を
見
て
万
事
無
と
な
り
、

我
見
杏
花
心
亦
如

我

杏
花
を
見
て
心
も
亦
如
た
り
。

從
此
華
山
圖
籍
上

此
れ
よ
り
華
山
図
籍
の
上
、
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更
添
潘
閬
倒
騎
驢

更
に
潘
閬
の
倒
に
驢
に
騎
す
る
を
添
へ
ん
。

元
符
三
年
（
一
一
一
〇
）
戎
州
（
い
ま
の
四
川
省
宜
賓
市
）
で
の
題
画
詩
で
あ
る
。
其
一
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
一
の
霊
雲
禅
師

の
故
事
を
引
用
す
る
。

初
在
潙
山
、
因
桃
華
悟
道
。
有
偈
曰
、
三
十
年
來
尋
劍
客
、
幾
逢
落
葉
幾
抽
枝
。
自
從
一
見
桃
華
後
、
直
至
如
今
更
不
疑
。

初
め
潙
山
に
在
り
、
桃
華
に
因
り
て
悟
道
す
。
偈
有
り
て
曰
く
、
「
三
十
年
来

剣
客
を
尋
ね
、
幾
た
び
か
落
葉
に
逢
ひ
幾
た
び

か
枝
を
抽
く
。
桃
華
を
一
見
し
て
よ
り
後
、
直
に
如
今
に
至
る
ま
で
更
に
疑
は
ず
。
」
と
。

霊
雲
志
勤
禅
師
は
唐
末
五
代
の
禅
僧
で
あ
り
、
潙
山
で
桃
の
花
を
見
て
禅
を
悟
っ
た
。
其
二
の
「
我
見
杏
花
心
亦
如
」
は
、
霊
雲
禅

師
が
桃
花
を
見
て
禅
を
悟
っ
た
よ
う
に
、
黄
庭
堅
も
ま
た
杏
の
花
を
見
て
悟
っ
た
こ
と
を
言
う
。
こ
こ
で
は
、
詩
に
お
け
る
桃
花
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
、
始
め
て
禅
の
世
界
と
繋
が
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
桃
花
を
見
て
禅
を
悟
る
こ
と
に
触
発
さ
れ
、
杏
の
花
そ
の
も

の
が
禅
の
世
界
へ
の
通
路
で
も
あ
る
よ
う
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

黄
庭
堅
は
常
に
禅
の
目
で
物
を
観
察
す
る
。
と
同
時
に
、
黄
庭
堅
の
詩
集
に
は
、
仏
教
語
が
溢
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
仏

典
で
あ
る
『
景
徳
伝
灯
録
』
が
頻
繁
に
援
用
さ
れ
る
。
任
淵
、
史
容
、
史
季
温
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
黄
庭
堅
の
詩
に
『
景
徳
伝
灯
録
』

を
援
用
す
る
の
は
百
四
十
箇
所
に
も
達
し
て
お
り
（
し
か
し
一
八
七
八
首
の
中
で
注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
は
一
四
〇
〇
首
程
度
に

す
ぎ
な
い
）
、
北
宋
の
詩
人
の
中
で
最
多
で
あ
る
。
本
論
文
の
後
三
章
は
、
黄
庭
堅
が
如
何
に
し
て
禅
の
言
葉
を
吸
収
し
、
更
に
そ
れ

ぞ
れ
の
題
材
が
ど
の
よ
う
に
禅
の
色
彩
を
帯
び
て
ゆ
く
か
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
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三

黄
庭
堅
の
人
生

で
は
、
黄
庭
堅
の
人
生
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
こ
こ
で
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

慶
暦
五
年
（
一
〇
四
五
）
六
月
十
二
日
、
黄
庭
堅
は
分
寧
県
（
い
ま
の
江
西
省
九
江
市
修
水
県
）
に
お
い
て
、
父
黄
庶
、
母
李
氏
の

次
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
四
人
の
兄
弟
は
大
臨
、
叔
献
、
叔
達
、
仲
熊
で
あ
る
。
黄
庭
堅
は
少
年
時
代
に
す
で
に
文
才
で

頭
角
を
表
し
て
い
た
。
八
歳
の
時
に
制
作
し
た
「
送
人
赴
挙
」
詩
（
『
山
谷
別
集
詩
注
』
巻
上
）
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

青
衫
烏
帽
蘆
花
前

青
衫
烏
帽

蘆
花
の
前
、

送
君
歸
去
明
主
前

君
が
明
主
の
前
に
帰
去
す
る
を
送
る
。

若
問
舊
時
黃
庭
堅

若
し
旧
時
の
黄
庭
堅
を
問
は
ば
、

謫
在
人
間
今
八
年

謫
さ
れ
て
人
間
に
在
る
こ
と
今
八
年
。

父
の
黄
庶
（
一
〇
一
九
～
一
〇
五
八
）
は
杜
甫
の
詩
を
学
び
、
そ
の
詩
集
『
伐
檀
集
』
が
伝
存
す
る
。
黄
庭
堅
が
十
四
歳
の
時
、
黄

庶
は
康
州
（
い
ま
の
広
東
省
徳
慶
県
）
で
没
し
た
。
三
年
後
、
彼
は
母
の
弟
で
あ
る
李
常
の
も
と
に
遊
学
す
る
。
黄
庭
堅
は
「
我
を
長

じ
我
を
教
ふ
る
は
、
実
に
惟
れ
舅
氏
あ
り
（
長
我
教
我
、
實
惟
舅
氏
）
」
（
『
黄
庭
堅
全
集
』
正
集
巻
二
十
九
）
と
述
べ
る
。
後
に
黄

庭
堅
の
詩
文
や
人
柄
を
大
い
に
讃
え
て
蘇
軾
へ
紹
介
す
る
の
も
こ
の
李
常
で
あ
る
。

治
平
四
年
（
一
〇
六
七
）
二
十
三
歳
の
黄
庭
堅
は
進
士
第
三
甲
に
及
第
し
汝
州
葉
県
（
い
ま
の
河
南
省
平
頂
山
市
）
の
尉
に
任
命
さ

れ
た
。
同
年
、
旧
法
党
に
属
す
る
孫
覚
（
一
〇
二
八
～
一
〇
九
〇
）
の
十
八
歳
の
娘
と
結
婚
す
る
（
鄭
永
暁
『
黄
庭
堅
年
譜
新
編
』
参

照
）
。
翌
年
の
煕
寧
元
年
（
一
〇
六
八
）
、
汝
州
に
到
着
し
た
が
、
期
限
に
遅
れ
た
た
め
、
知
事
の
富
弼
の
怒
り
を
買
い
、
役
人
の
拷
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問
を
受
け
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
、
仕
官
生
活
に
対
す
る
不
満
の
情
を
作
品
に
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
の
年
の
「
次
韻
戯
答
彦
和
」

詩
に
は
「
天
は
万
物
に
於
い
て
定
め
て
我
を
貧
し
く
し
、
智
は
一
官
を

つ
と効

む
る
全
て
親
の
為
（
天
於
萬
物
定
貧
我
、
智
効
一
官
全
爲
親
）
」

（
『
山
谷
外
集
詩
注
』
）
と
あ
り
仕
官
は
親
族
を
扶
養
す
る
た
め
で
あ
る
と
述
べ
る
。
「
次
韻
裴
仲
謀
同
年
」
詩
で
は
「
白
髮
斉
し
く

生
じ
て
種
有
る
が
如
く
、
青
山
好
く
去
る
も
坐
に
銭
無
し
（
白
髮
齊
生
如
有
種
、
青
山
好
去
坐
無
錢
）
」
と
、
白
髪
が
次
か
ら
次
へ
生

じ
る
が
、
隠
居
し
よ
う
に
も
、
山
を
買
う
金
が
な
い
と
嘆
く
。

煕
寧
二
年
（
一
〇
六
九
）
、
妻
の
孫
氏
が
二
十
歳
で
没
し
た
。
煕
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
、
北
京
（
大
名
府
）
国
子
監
教
授
と
な
り
、

翌
年
謝
景
初
の
二
十
歳
の
娘
と
再
婚
し
た
。
元
豊
元
年
（
一
〇
七
八
）
、
黄
庭
堅
は
ま
だ
蘇
軾
と
の
面
識
は
な
か
っ
た
が
、
既
に
詩
文

の
往
酬
を
始
め
て
い
た
。
黄
庭
堅
に
「
古
風
二
首
上
子
瞻
」
詩
二
首
が
あ
り
、
そ
の
後
蘇
軾
こ
れ
に
次
韻
し
た
。
こ
れ
は
蘇
・
黄
の
初

め
て
の
唱
和
で
あ
る
。
黄
庭
堅
詩
の
其
一
を
み
て
み
よ
う
。

江
梅
有
佳
實

江
梅

佳
実
有
り
、

託
根
桃
李
場

根
を
託
す

桃
李
の
場
。

桃
李
終
不
言

桃
李

終
に
言
は
ず
、

朝
露
借
恩
光

朝
露

恩
光
を
借
る
。

孤
芳
忌
皎
潔

孤
芳

皎
潔
を
忌
ま
れ
、

冰
雪
空
自
香

冰
雪

空
し
く
自
ら
香
し
。

古
來
和
鼎
實

古
来

鼎
実
を
和
す
る
に
、

此
物
升
廟
廊

此
の
物

廟
廊
に
升
る
。

歲
月
坐
成
晚

歳
月

坐
に
晩
と
成
り
、
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烟
雨
青
已
黄

烟
雨

青

已
に
黄
た
り
。

得
升
桃
李
盤

桃
李
の
盤
に
升
る
を
得
、

以
遠
初
見
嘗

遠
き
を
以
て
初
め
て
嘗
せ
ら
る
。

終
然
不
可
口

つ

い

終
然
に

口
に
す
可
か
ら
ず

擲
置
官
道
傍

官
道
の
傍
に
擲
置
さ
る
。

但
使
本
根
在

但
だ
本
根
を
し
て
在
ら
使
め
ば
、

棄
捐
果
何
傷

棄
捐

果
し
て
何
を
か
傷
ま
ん
。

黄
庭
堅
は
蘇
軾
を
梅
に
擬
え
、
「
孤
芳
忌
皎
潔
」
と
梅
花
の
高
潔
さ
を
讃
え
る
。
更
に
「
古
來
和
鼎
實
、
此
物
升
廟
廊
」
の
出
典
は

『
尚
書
』
説
命
篇
下
の
「
若
し
和
羹
を
作
ら
ば
、
爾
惟
れ
鹽
梅
（
若
作
和
羹
、
爾
惟
鹽
梅
）
」
を
出
典
と
す
る
。
「
和
鼎
実
」
と
は
双

関
語
で
あ
り
、
鼎
の
中
身
を
調
和
す
る
原
義
と
国
政
を
取
り
き
る
と
い
う
比
喩
的
な
意
味
を
掛
け
て
言
う
。
梅
に
は
「
和
鼎
実
」
の
効

用
が
あ
る
が
、
果
物
と
し
て
は
不
味
い
。
「
終
然
不
可
口
」
と
蘇
軾
の
才
能
が
正
し
く
朝
廷
に
用
い
ら
れ
な
い
と
比
喩
的
に
言
う
。
「
但

使
本
根
在
、
棄
捐
果
何
傷
」
は
自
身
の
初
心
を
守
れ
ば
、
重
用
さ
れ
な
く
と
も
泰
然
と
し
て
対
処
す
べ
き
と
蘇
軾
を
慰
め
る
。
こ
れ
に

対
し
蘇
軾
は
「
古
風
二
首
、
物
を
託
し
類
を
引
き
、
真
に
古
詩
人
の
風
を
得
た
り
（
古
風
二
首
、
託
物
引
類
、
真
得
古
詩
人
之
風
）
」

（
『
蘇
軾
文
集
』
巻
五
十
二
）
と
黄
庭
堅
の
詩
を
高
く
讃
え
る
。

元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
、
蘇
軾
は
有
名
な
「
烏
台
詩
案
」
の
た
め
逮
捕
さ
れ
、
黄
州
に
左
遷
さ
れ
る
。
黄
庭
堅
は
朝
廷
や
新
法
を

風
刺
す
る
と
言
わ
れ
た
蘇
軾
の
詩
文
を
隠
し
朝
廷
に
報
告
し
な
か
っ
た
た
め
、
罰
金
と
し
て
二
十
斤
の
銅
を
課
さ
れ
、
ま
た
翌
年
は
吉

州
太
和
県
（
い
ま
の
江
西
省
吉
州
市
泰
和
県
）
知
事
に
左
遷
さ
れ
た
。

元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
の
二
月
十
二
日
、
後
妻
の
謝
氏
が
二
十
六
歳
で
没
し
た
。
黄
庭
堅
が
帰
郷
す
る
途
中
、
舒
州
懐
寧
県
（
い
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ま
の
安
徽
省
安
慶
市
潜
山
県
）
の
三
祖
山
・
山
谷
寺
の
石
牛
洞
に
遊
び
、
「
題
山
谷
石
牛
洞
」
詩
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
一
）
を
制
作

し
、
「
山
谷
道
人
」
と
号
し
た
。
元
豊
六
年
（
一
〇
八
三
）
十
二
月
、
監
徳
平
鎮
（
い
ま
の
山
東
省
德
州
市
臨
邑
県
）
に
転
任
を
命
じ

ら
れ
、
翌
年
の
元
豊
七
年
（
一
〇
八
四
）
、
監
徳
平
鎮
へ
の
途
中
、
泗
州
（
い
ま
の
江
蘇
省
淮
安
市
盱
眙
県
）
僧
伽
塔
に
立
ち
寄
り
、

「
発
願
文
」
を
制
作
し
た
。
南
宋
に
制
作
さ
れ
た
「
豫
章
先
生
伝
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

公
奉
佛
最
謹
。
過
泗
州
僧
伽
塔
、
遂
作
「
發
願
文
」
、
痛
戒
酒
色
與
肉
食
。
但
朝
粥
午
飯
、
如
浮
屠
法
。

公
仏
を
奉
ず
る
こ
と
最
も
謹
む
。
泗
州
僧
伽
塔
に

よ過
ぎ
り
、
遂
に
「
発
願
文
」
を
作
り
、
酒
色
と
肉
食
と
を
痛
く
戒
し
む
。
但
だ

朝
に
粥
あ
り
午
に
飯
あ
り
、
浮
屠
の
法
の
如
し
。

黄
庭
堅
は
こ
の
時
か
ら
僧
侶
の
よ
う
に
酒
色
と
肉
食
を
断
っ
た
と
い
う
。
晩
年
は
病
気
の
た
め
酒
肉
の
戒
は
ゆ
る
め
て
い
る
が
、
彼

は
ほ
と
ん
ど
こ
の
誓
い
を
守
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

元
豊
八
年
（
一
〇
八
五
）
四
月
、
秘
書
省
校
書
郎
に
任
命
さ
れ
、
都
の
開
封
に
戻
り
、
初
め
て
蘇
軾
と
面
会
し
た
。
そ
の
政
治
的
背

景
と
し
て
、
こ
の
年
の
三
月
、
新
法
を
支
持
す
る
神
宗
が
崩
御
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
時
に
九
歳
で
あ
っ
た
息
子
の
哲
宗
が
即
位

し
、
宣
仁
皇
太
后
が
摂
政
と
な
っ
て
、
新
法
を
逐
次
廃
止
し
、
旧
法
党
の
司
馬
光
や
蘇
軾
ら
が
中
央
に
起
用
さ
れ
た
。
翌
年
の
元
祐
元

年
（
一
〇
八
六
）
十
月
、
黄
庭
堅
は
神
宗
実
録
院
検
討
官
・
集
賢
校
理
に
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
元
豊
八
年
か
ら
元
祐
四
年
（
一
〇
八
九
）

に
至
る
ま
で
の
四
年
間
に
、
黄
庭
堅
は
四
百
首
あ
ま
り
の
詩
を
制
作
し
て
お
り
、
彼
の
詩
作
の
最
盛
期
と
言
え
、
蘇
軾
、
晁
補
之
、
張

耒
、
秦
観
、
陳
師
道
な
ど
の
開
封
に
集
ま
る
詩
人
と
の
唱
和
も
多
い
。
元
祐
四
年
、
蘇
軾
は
竜
図
閣
学
士
に
除
せ
ら
れ
、
知
杭
州
と
な

っ
た
。
詩
詞
唱
和
の
重
要
な
相
手
で
あ
っ
た
蘇
軾
が
都
開
封
を
離
れ
て
杭
州
に
出
守
し
た
と
と
も
に
、
ま
た
黄
庭
堅
自
身
も
眼
病
に
罹

り
、
更
に
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
に
は
母
が
死
去
し
、
彼
は
三
年
間
の
服
喪
に
入
っ
た
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
詩
詞
創
作
の
筆
を
断
っ
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た
。
こ
の
間
の
詩
作
は
二
十
首
に
も
満
た
な
い
。
黄
竜
山
に
て
臨
済
宗
黄
竜
派
の
晦
堂
祖
心
に
師
事
し
た
の
は
元
祐
六
年
以
降
の
こ
と

で
あ
る
。

元
祐
八
年
、
宣
仁
太
后
が
没
す
る
と
と
も
に
哲
宗
が
親
政
を
執
る
よ
う
に
な
り
、
政
治
の
場
で
は
一
転
し
て
新
法
党
が
登
用
さ
れ
、

旧
法
党
は
次
々
と
左
遷
さ
れ
た
。
黄
庭
堅
も
『
神
宗
実
録
』
で
新
法
を
非
難
し
た
罪
で
、
翌
年
の
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
涪
州
別
駕
・

黔
州
安
置
へ
貶
謫
さ
れ
、
元
符
元
年
（
一
〇
九
八
）
に
戎
州
安
置
と
な
る
。
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）
、
哲
宗
が
没
し
、
徽
宗
が
即
位

し
、
大
赦
令
が
出
さ
れ
、
朝
廷
に
招
か
れ
た
が
、
年
老
や
病
気
を
理
由
と
し
て
そ
れ
を
辞
退
、
太
平
州
（
い
ま
の
安
徽
省
馬
鞍
山
市
当

塗
県
）
の
知
事
を
希
望
し
、
朝
廷
の
命
令
を
待
つ
た
め
、
荊
州
に
一
時
仮
寓
し
て
い
た
。
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
、
有
名
な
「
元
祐

党
籍
碑
」
が
立
て
ら
れ
、
司
馬
光
、
蘇
軾
、
黄
庭
堅
、
張
耒
、
秦
観
、
晁
補
之
な
ど
の
三
百
九
人
の
名
が
石
碑
に
刻
ま
れ
た
。
黄
庭
堅

は
荊
州
で
「
承
天
禅
院
塔
記
」
を
書
き
、
後
に
朝
廷
を
風
刺
す
る
と
い
う
不
実
な
罪
名
で
除
籍
さ
れ
、
宜
州
（
い
ま
の
広
西
壮
族
自
治

区
河
池
市
宜
州
区
）
に
貶
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
崇
寧
四
年
（
一
一
〇
五
）
、
黄
庭
堅
は
宜
州
の
寓
居
で
病
没
し
、
度
重
な
る
の
左

遷
の
生
涯
を
終
え
た
。

四

本
論
文
に
関
連
す
る
先
行
研
究
の
概
要

本
論
文
は
、
黄
庭
堅
詩
に
お
け
る
①
双
関
語
と
②
禅
の
二
つ
の
観
点
か
ら
論
じ
る
。
本
論
文
が
引
用
す
る
参
考
文
献
に
つ
い
て
概
説

し
て
お
き
た
い
。

①
双
関
語
に
つ
い
て

ま
ず
、
双
関
語
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
陳
望
道
『
修
辞
学
発
凡
』
（
上
海
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
九
六
頁
）
第
五
編
「
双
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関
」
が
あ
る
。
該
書
は
一
九
三
二
年
に
出
版
さ
れ
、
双
関
語
を
論
述
す
る
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
甲
斐
勝
二
、
間
ふ
さ
子
、
宮
下
尚

子
、
張
璐
、
王
毓
雯
の
訳
を
参
照
（
『
福
岡
大
学
研
究
部
論
集
（
人
文
科
学
編
）
』
第
十
四
巻
、
二
〇
一
五
年
一
月
）
。

ま
た
、
銭
鍾
書
『
談
芸
録
』
「
黄
庭
堅
詩
補
注
・
附
論
比
喩
」
（
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
）
は
初
め
て
黄
庭
堅
詩
の
双
関
語
を
随

筆
の
形
式
と
し
て
簡
潔
に
言
及
し
た
も
の
で
、
本
論
文
に
深
く
示
唆
を
与
え
た
。

②
黄
庭
堅
の
詩
と
禅
に
つ
い
て

黄
庭
堅
の
詩
と
禅
に
つ
い
て
の
研
究
は
既
に
複
数
の
論
文
が
あ
る
。
中
村
茂
夫
「
黄
庭
堅
の
絵
画
観
」
（
『
中
国
画
論
の
展
開
』
、

中
山
文
華
堂
、
一
九
六
五
年
）
は
黄
庭
堅
の
画
論
が
禅
の
影
響
を
受
け
た
と
指
摘
し
た
。
長
谷
川
昌
宏
「
黄
庭
堅
の
芸
術
と
禅
」
（
鈴

木
哲
雄
編
『
宋
代
禅
宗
の
社
会
的
影
響
』
所
收
、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
二
年
）
は
黄
庭
堅
の
書
論
、
画
論
に
見
え
る
禅
の
影
響
を

論
じ
て
い
る
。
周
裕
鍇
「
法
眼
看
世
界
―
仏
禅
観
照
方
式
対
北
宋
後
期
芸
術
観
念
的
影
響
」
（
『
文
学
遺
産
』
、
二
〇
〇
六
年
第
五
期
、

同
氏
『
法
眼
看
世
界
』
）
は
仏
教
の
禅
の
世
界
観
が
北
宋
の
芸
術
に
与
え
た
影
響
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
張
高
評
『
詩
、
画
、
禅
与

蘇
軾
、
黄
庭
堅
詠
竹
題
画
研
究
』
（
『
唐
宋
題
画
詩
及
其
流
韻
』
万
巻
楼
、
二
〇
一
六
年
）
も
主
に
墨
竹
詩
の
イ
メ
ー
ジ
と
禅
と
の
関

わ
り
を
論
じ
る
。

五

本
論
文
の
構
成
と
目
的

本
論
文
の
前
三
章
は
「
双
関
語
」
、
後
三
章
は
「
禅
」
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
、
黄
庭
堅
詩
の
言
語
の
特
色
を
究
明
す
る
も
の
で

あ
る
。
各
章
節
の
問
題
の
所
在
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章
「
黄
庭
堅
詩
に
お
け
る
双
関
語
に
つ
い
て
」
は
総
合
的
に
黄
庭
堅
詩
に
お
け
る
双
関
語
表
現
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
双
関
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表
現
は
言
葉
が
内
包
す
る
潜
在
的
意
義
を
拡
大
さ
せ
、
そ
の
結
果
と
し
て
黄
庭
堅
詩
に
お
け
る
新
し
い
題
材
や
言
葉
、
表
現
を
も
た
ら

す
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
二
章
「
黄
庭
堅
と
竹
枝
詞
」
で
は
、
頻
繁
に
双
関
語
を
駆
使
し
た
竹
枝
詞
の
創
作
背
景
や
黄
庭
堅
の
詩
風
に
も
た
ら
し
た
変
化
に

つ
い
て
論
じ
る
。
黄
庭
堅
は
黔
州
に
赴
い
て
、
現
地
の
歌
謡
を
聞
き
、
唐
代
の
劉
禹
錫
を
手
本
と
し
て
「
竹
枝
詞
」
を
創
作
し
た
。
黔

州
と
い
う
地
を
契
機
と
し
て
黄
庭
堅
の
詩
風
（
詞
風
）
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
三
章
「
黄
庭
堅
の
薬
名
詩
に
つ
い
て
」
は
、
双
関
の
表
現
に
欠
か
せ
な
い
薬
名
詩
の
成
立
背
景
、
例
え
ば
黄
庭
堅
の
左
遷
途
中
で

の
薬
と
の
接
触
、
黄
庭
堅
の
医
薬
知
識
の
獲
得
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
庭
堅
の
薬
名
詩
の
詳
細
な
分
析
を
通
し
て
、

作
品
の
制
作
背
景
を
考
察
し
た
上
で
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
の
知
識
を
得
た
の
か
、
ま
た
薬
名
詩
が
黄
庭
堅
の
詩
に
如
何
な

る
影
響
を
与
え
た
か
を
論
じ
た
。

第
四
章
「
黄
庭
堅
と
『
景
徳
伝
灯
録
』
」
で
は
、
黄
庭
堅
の
禅
学
の
重
要
な
基
盤
に
な
る
『
景
徳
伝
灯
録
』
と
彼
の
詩
作
の
関
わ
り

を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
禅
の
修
養
が
ど
の
よ
う
に
黄
庭
堅
の
詩
、
特
に
詠
物
詩
と
題
画
詩
に
影
響
を
与
え
た
か
を
考
察
し
た
。

第
五
章
「
黄
庭
堅
に
お
け
る
枯
木
の
詩
」
で
は
、
黄
庭
堅
詩
に
お
け
る
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
は
唐
以
前
と
比
べ
て
如
何
な
る
新
し
い
特

色
を
有
す
る
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
庭
堅
の
枯
木
へ
の
認
識
は
、
禅
学
の
色
彩
を
深
く
帯
び
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
六
章
「
黄
庭
堅
の
墨
竹
詩
」
で
は
、
黄
庭
堅
の
初
期
（
煕
寧
・
元
豊
間
）
・
中
期
（
元
祐
年
間
）
・
晩
年
（
戎
州
左
遷
期
）
に
お

け
る
墨
竹
詩
の
文
学
性
を
論
じ
、
黄
庭
堅
が
蘇
軾
の
墨
竹
詩
の
表
現
を
如
何
に
学
び
、
そ
し
て
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
、
更
に

人
生
観
を
ど
の
よ
う
に
深
化
さ
せ
て
い
た
か
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
彼
の
「
風
雨
竹
」
に
対
す
る
題
画
詩
は
、
墨
竹
図

を
悟
り
の
世
界
を
具
現
化
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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第
一
章

黄
庭
堅
詩
に
お
け
る
双
関
語
に
つ
い
て

一

双
関
語
の
遊
戯
性

黄
庭
堅
は
ユ
ー
モ
ア
に
富
む
詩
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
ユ
ー
モ
ア
は
当
時
の
人
々
の
記
録
か
ら
も
窺
え
る
。
例
え
ば
、
親
友
の
陳
師

道
『
後
山
叢
談
』
巻
五
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

魯
直
爲
禮
部
試
官
、
或
以
柳
枝
來
、
有
法
官
曰
、
「
漏
泄
春
光
有
柳
條
。
」
魯
直
曰
、
「
榆
條
準
此
。
」
蓋
律
語
有
「
餘
條
準
此
」

也
。
一
坐
大
哄
、
而
文
吏
共
深
恨
之
。

魯
直

礼
部
試
官
と
為
り
、
或
ひ
と
柳
枝
を
以
て
来
た
る
。
法
官
有
り
て
曰
く
、
「
春
光
を
漏
泄
し
て
柳
条
有
り
。
」
と
。
魯
直

曰
く
、
「
楡
条
は
此
に
準
ず
。
」
蓋
し
律
語
に
「
余
条
此
に
準
ず
」
と
有
る
な
り
。
一
坐
大
い
に
哄
し
、
文
吏
共
に
深
く
こ
れ
を

恨
む
。

元
祐
三
年
（
一
〇
八
八
）
、
黄
庭
堅
が
科
挙
の
試
験
官
と
な
っ
た
時
の
話
で
あ
る
。
「
漏
泄
春
光
有
柳
條
」
は
杜
甫
「
臘
日
」
（
『
杜

詩
詳
注
』
巻
五
）
の
詩
句
で
あ
り
、
柳
の
小
枝
が
芽
を
出
し
、
早
春
の
訪
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
あ
る
人
が
柳
の
枝
を
持
っ
て
来
訪
し
、
法
律
を
司
る
長
官
が
文
才
を
示
そ
う
と
し
て
、
こ
の
杜
甫
の
詩
句
を
吟
じ
た
。
し
か
し
、

黄
庭
堅
が
更
に
「
楡
の
木
の
枝
は
、
柳
の
枝
に
随
う
（
芽
が
出
る
）
」
と
い
い
、
一
座
の
人
々
は
大
笑
し
た
。
「
余
」
（y

ú

）
と
「
楡
」

（y
ú

）
の
発
音
が
近
い
た
め
に
、
法
律
用
語
の
「
余
条
準
此
」
（
ほ
か
の
条
目
も
こ
れ
に
準
ず
る
）
を
わ
ざ
と
「
楡
條
準
此
」
に
掛
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け
て
言
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
速
や
か
な
反
応
か
つ
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
発
言
は
同
席
し
た
官
僚
達
を
笑
わ
せ
た
が
、
法
律
用
語
を

冗
談
の
素
材
と
し
て
使
用
し
た
た
め
に
法
律
部
門
の
官
吏
に
恨
ま
れ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
修
辞
の
手
法
と
し
て
「
双
関
」
と
称
す
る
。
陳
望
道
（
一
八
九
一
～
一
九
七
七
）
『
修
辞
学
発
凡
』
に
「
双

関
は
一
つ
の
言
葉
を
異
な
る
事
柄
に
関
連
づ
け
る
修
辞
技
法
で
あ
る
」
と
述
べ

（
１
）

る
。
双
関
語
と
は
二
つ
の
異
な
る
意
味
を
持
つ
言
葉

で
あ
る
（
日
本
語
で
所
謂
「
掛
け
言
葉
」
）
。
次
の
よ
う
に
黄
庭
堅
が
友
人
に
送
っ
た
手
紙
「
与
忠
玉
金
部
簡
」
（
『
黃
庭
堅
全
集
』

補
遺
巻
四
）
に
も
見
え
る
。

腳
婆
已
支
僱
値
、
附
子
尚
未
來
取
價
。
幸
頤
旨
問
之
。
庭
堅
再
拜
。

脚
婆
す
で
に
僱
値
を
支
し
、
附
子
、
尚
ほ
未
だ
来
り
て
価
を
取
ら
ず
。
幸
ひ
に
し
て
頤
旨
し
て
こ
れ
を
問
ふ
。
庭
堅
再
拜
。

建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
荊
州
仮
寓
時
に
、
黄
庭
堅
は
当
地
の
長
官
及
び
友
人
の
馬
瑊
（
字
は
中
玉
）
に
湯
た
ん
ぽ
と
附
子

と
い
う
薬
を
求
め
た
際
、
そ
の
値
段
を
尋
ね
た
手
紙
で
あ
る
。
「
脚
婆
」
と
は
湯
た
ん
ぽ
の
俗
称
で
あ
り
、
「
脚
婆
已
支
僱
值
、
附

子
尚
未
來
取
價
」
は
、
湯
た
ん
ぽ
を
買
う
た
め
の
お
金
は
既
に
支
払
っ
た
が
、
附
子
の
値
段
は
ま
だ
教
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
湯
た

ん
ぽ
を
「
雇
」
う
と
い
う
動
詞
を
使
う
の
は
、
「
脚
婆
」
と
い
う
言
葉
の
多
義
性
か
ら
の
発
想
な
の
で
あ
ろ
う
。
「
脚
婆
」
の
字
面

上
の
意
味
で
は
脚
を
面
倒
す
る
お
婆
さ
ん
で
あ
る
た
め
、
人
を
雇
う
た
め
の
お
金
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
附
子
ま
た
の
名
は
烏
頭
、

脚
気
、
傷
寒
な
ど
に
効
能
が
あ
る
。
黄
庭
堅
が
こ
の
時
脚
気
を
患
っ
て
い
た
た
め
、
友
人
に
こ
の
薬
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
（
本
論

文
第
三
章
参
照
）
。
同
じ
よ
う
に
「
附
子
」
が
「
主
人
に
附
着
す
る
子
」
つ
ま
り
男
の
使
用
人
の
意
味
を
持
ち
、
そ
れ
を
雇
用
す
る

に
も
お
金
が
必
要
で
あ
る
。
「
附
子
」
は
ま
だ
雇
用
す
る
値
段
を
教
え
ら
れ
な
い
の
で
、
彼
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
と
黄
庭

堅
が
戯
れ
に
薬
の
値
段
を
友
人
に
聞
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
脚
婆
と
附
子
に
、
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
意
味
及
び
派
生
す
る
意
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味
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
る
場
合
、
所
謂
意
義
双
関
語
に
当
た
る
。

附
子
（
烏
頭
）
と
そ
の
実
（
『
中
薬
大
辞
典
』
、
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
〇
一
、
一
四
七
〇
頁
）

更
に
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
巻
四
十
八
に
は
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。

東
坡
云
、
「
魯
直
作
『
漁
父
詞
』
云
、
『
新
婦
磯
頭
眉
黛
愁
、
女
兒
浦
口
眼
波
秋
。
驚
魚
錯
認
月
沉
鉤
。
青
箬
笠
前
無
限
事
、

綠
蓑
衣
底
一
時
休
。
斜
風
細
雨
轉
船
頭
。
』
其
詞
清
新
婉
麗
、
聞
其
得
意
。
自
言
、
『
以
水
光
山
色
、
替
卻
玉
肌
花
貌
。
』
此

乃
真
得
漁
父
家
風
也
。
然
才
出
新
婦
磯
、
又
入
女
兒
浦
。
此
漁
父
無
乃
太
瀾
浪
也
。
」

東
坡
云
く
、
「
魯
直
『
漁
父
詞
』
作
り
て
云
く
、
『
新
婦
磯
頭

眉
黛
愁
ひ
、
女
児
浦
口

眼
波
秋
な
り
。
驚
く
魚
は
錯
ま
り
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て
月
鉤
を
沉
む
と
認
む
。
青
箬
笠
の
前

無
限
の
事
、
綠
蓑
衣
の
底

一
時
休
む
。
斜
風
細
雨

船
頭
を
転
す
。
』
と
。
其
の

詞
は
清
新
婉
麗
な
り
、
其
れ
意
を
得
た
る
を
聞
く
。
自
ら
言
く
、
『
水
光
山
色
を
以
て
、
玉
肌
花
貌
を
替
却
す
。
』
と
。
此
れ

乃
ち
真
に
漁
父
家
風
を
得
る
な
り
。
然
れ
ど
も
才
か
に
新
婦
の
磯
を
出
で
、
又
女
児
浦
に
入
る
。
此
の
漁
父
乃
ち
太
だ
瀾
浪
た

る
無
か
ら
ん
か
。
」
と
。

黄
庭
堅
「
漁
父
詞
」
の
詞
牌
は
「
漁
父
詞
」
（
正
集
巻
十
四
）
で
あ
る
。
唐
の
有
名
な
張
志
和
の
「
漁
父
」
詩
を
踏
ま
え
る
作
品

で
あ
る
。

西
塞
山
前
白
鷺
飛

西
塞
山
前

白
鷺
飛
び
、

桃
花
流
水
鱖
魚
肥

桃
花
流
水

鱖
魚
肥
ふ
。

青
箬
笠

綠
蓑
衣

青
箬
笠

緑
蓑
衣

斜
風
細
雨
不
須
歸

斜
風
細
雨

帰
る
を
須
ゐ
ず
。

こ
こ
で
、
黄
庭
堅
詞
の
「
新
婦
磯
頭
眉
黛
愁
、
女
兒
浦
口
眼
波
秋
」
に
注
意
を
払
い
た
い
。
新
婦
磯
と
女
児
浦
は
鄱
陽
湖
の
地
名

で
あ
る
が
、
そ
の
本
義
か
ら
派
生
し
、
磯
に
い
る
新
婦
と
浦
口
に
い
る
女
児
と
擬
人
化
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
「
眉
黛
が
愁
う
」
と

「
眼
波
が
秋
の
色
を
帯
び
る
」
よ
う
に
な
る
。
と
同
時
に
、
巧
み
に
緑
の
新
婦
磯
を
眉
に
、
女
児
浦
を
ぱ
ち
ぱ
ち
と
動
く
ま
な
ざ
し

に
喩
え
、
同
じ
言
葉
で
複
数
の
意
味
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
「
水
光
山
色
を
以
て
、
玉
肌
花
貌
を
替
却
す
」
と
自
慢
し
て

見
せ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
漁
父
が
妻
や
妾
が
な
い
で
も
、
自
然
の
水
光
山
色
が
あ
れ
ば
満
足
だ
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
は
他
の
詩
に
も
見
え
る
。
例
え
ば
、
「
香
草
は
姫
妾
に
当
た
り
、
珠
翠
の
粧
を
須
ゐ
ず
（
香
草
當
姫
妾
、
不
須
珠
翠
粧
）
」

（
「
顏
徒
貧
楽
斎
二
首
」
其
二
、
『
山
谷
詩
集
』
巻
十
八
）
な
ど
が
あ
る
。
蘇
軾
が
戯
れ
に
こ
の
双
関
語
を
故
意
に
「
新
婦
と
女
子
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が
居
る
処
に
頻
繁
に
往
来
す
る
漁
父
が
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
」
と
曲
解
し
、
冗
談
を
言
う
の
で
あ
る
が
、
「
此
れ
乃
り
真
に
漁
父
家

風
を
得
る
な
り
」
と
黄
庭
堅
詞
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
双
関
語
は
宋
以
前
の
詩
に
お
い
て
も
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
次
の
南
朝
楽
府
民
歌
の
例
が
挙
げ
ら
れ

る
。

今
夕
已
歡
別

今
夕

已
に
歓
と
別
れ
、

合
會
在
何
時

合
会
す
る
は
何
れ
の
時
に
か
在
る
。

明
燈
照
空
局

明
灯

空
局
を
照
ら
し
、

悠
然
未
有
期

悠
然
と
し
て
未
だ
期
有
ら
ず
。

（
『
楽
府
詩
集
』
巻
四
十
四
「
子
夜
歌
四
十
二
首
」
其
七
）

恋
人
と
別
れ
る
歌
で
あ
る
。
恋
人
と
別
れ
て
再
び
会
う
の
は
い
つ
か
と
聞
く
が
、
「
未
だ
期
有
ら
ず
」
と
答
え
、
再
会
す
る
時
が

な
い
と
い
う
。
こ
の
「
期
」
と
「
棋
」
は
同
音
で
あ
り
、
つ
ま
り
諧
音
双
関
で
あ
る
。
灯
火
が
何
で
も
置
か
れ
て
い
な
い
、
つ
ま
り

碁
石
が
な
い
碁
盤
「
空
局
」
を
照
ら
す
た
め
に
、
「
未
だ
棋
有
ら
ず
」
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
南
朝
楽
府
に
お
い

て
、
糸
（
思
（s

ī

）
と
同
音
）
、
匹
（
布
の
意
味
と
配
偶
の
意
味
を
含
む
）
、
苦
（
味
が
苦
い
意
味
と
心
が
苦
し
い
意
味
を
含
む
）

な
ど
の
双
関
語
が
多
用
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

始
欲
識
郎
時

始
め

き
み郎

を
識
り
し
時
、

兩
心
望
如
一

両
心
一
つ
の
如
き
を
望
む
。
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理
絲
入
殘
機

絲
を
理
し
て

そ
こ
な

残

い
し
機
に
入
る
も
、

何
悟
不
成
匹

何
ぞ
匹
を
成
さ
ざ
る
を
悟
ら
ん
や
。

（
『
楽
府
詩
集
』
巻
四
十
四
「
子
夜
歌
四
十
二
首
」
其
九
）

末
尾
の
二
句
「
理
絲
入
殘
機
、
何
悟
不
成
匹
」
に
お
い
て
、
「
糸
」
と
「
思
」
が
同
音
で
あ
り
、
「
匹
」
は
同
時
に
布
の
意
味
と

配
偶
の
意
味
を
含
む
。
表
面
的
に
は
、
機
織
り
の
失
敗
を
言
う
が
、
も
う
一
つ
の
意
味
は
、
君
を
恋
に
し
て
い
る
が
、
私
達
は
結
婚

で
き
な
い
、
或
い
は
片
思
い
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

自
從
別
歡
後

き
み歓

と
別
れ
て
後
、

歎
音
不
絶
響

歎
き
の
音

響
き
を
絶
え
ず
。

黃
蘗
向
春
生

黄
蘗
は
春
に
向
か
い
て
生
じ
、

苦
心
隨
日
長

苦
き
心
は
日
に
随
い
て
長
ず
。

（
『
楽
府
詩
集
』
巻
四
十
四
「
子
夜
春
歌
四
二
十
首
」
其
二
十
）

黄
蘗
は
苦
味
の
多
い
木
で
あ
る
。
苦
心
は
黄
蘗
の
「
苦
心
」
と
人
の
「
苦
心
」
を
掛
け
て
言
う
。
「
黃
蘗
向
春
生
、
苦
心
隨
日
長
」

二
句
は
表
面
的
に
黄
蘗
が
苦
い
と
言
う
が
、
実
は
恋
人
と
別
れ
た
後
の
苦
し
み
に
耐
え
な
い
心
情
を
婉
曲
に
表
現
し
て
い
る
。

以
上
に
見
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
双
関
語
は
ほ
と
ん
ど
恋
愛
詩
に
使
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
特
徴
は
、
唐
以
降
の
恋
愛
詩
に
も
受

け
継
が
れ
る
。
例
え
ば
劉
禹
錫
の
「
竹
枝
詞
」
の
「
東
辺
に
日
出
で
て
西
辺
雨
ふ
る
、
道
ふ
是
れ
晴
無
き
は
却
て
晴
有
る
と
（
東
邊

日
出
西
邊
雨
、
道
是
無
晴
卻
有
晴
）
」
、
こ
こ
で
の
「
晴
」
と
「
情
」
は
同
音
の
双
関
語
で
あ
る
。
東
に
は
太
陽
が
照
ら
し
、
西
に

は
雨
が
降
り
、
つ
ま
り
晴
れ
て
い
な
い
が
晴
れ
て
も
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
も
し
末
句
の
「
晴
」
を
「
情
」
に
入
れ
替
え
る
と
、
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「
冷
た
い
よ
う
に
見
て
も
実
は
愛
情
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
ま
た
、
李
商
隠
「
無
題
」
の
「
春
蚕
死
に
至
り
て
糸
始
め
て

尽
き
、
蝋
炬
灰
と
な
り
て
涙
始
め
て
乾
く
（
春
蠶
到
死
絲
方
盡
、
蠟
炬
成
灰
淚
始
乾
）
」
で
も
、
「
糸
」
と
「
思
」
は
同
音
で
あ
り
、

諧
音
双
関
で
あ
る
。

双
関
語
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
の
多
く
は
南
朝
楽
府
民
歌
に
限
ら
れ

（
２
）

る
。
以
上
に
見
え
る
よ
う
に
、
唐
以
前
の
双
関

語
は
恋
歌
に
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
宋
詩
に
至
っ
て
双
関
語
に
ど
の
よ
う
な
新
し
い
表
現
が
見
出
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な

い
。
宋
詩
の
特
徴
と
い
え
ば
、
常
に
遊
戯
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
双
関
と
い
う
手
法
は
先
に
挙
げ
る
黄
庭
堅
の
「
榆
條
準
此
」
と
「
腳

婆
已
支
僱
値
、
附
子
尚
未
來
取
價
」
の
よ
う
に
、
確
か
に
遊
戯
性
を
有
し
て
い
る
が
、
双
関
語
を
使
用
す
る
場
合
は
遊
戯
性
を
際
立

た
せ
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
本
章
は
双
関
語
と
い
う
視
点
か
ら
、
黄
庭
堅
が
如
何
に
し
て
言
葉
を
紡
い
で
新
し
い
表
現
を
生
み

出
し
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二

黄
庭
堅
独
自
の
双
関
語
―
「
名
」
と
「
用
」
の
ず
れ

黄
庭
堅
詩
に
お
け
る
最
も
特
徴
的
な
双
関
語
と
し
て
そ
の
詠
物
詩
に
お
け
る
巧
み
な
用
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
銭
鍾

書
（
一
九
一
八
―
一
九
九
八
）
は
『
談
芸
録
』
「
黄
庭
堅
詩
補
注
・
附
論
比
喻
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ

（
３
）

る

。

就
現
成
典
故
比
喩
字
面
上
、
更
生
新
意
、
將
錯
而
遽
認
眞
、
坐
實
以
爲
鑿
空
。

典
故
や
比
喩
の
元
々
の
字
義
の
上
に
、
更
に
新
し
い
意
味
を
加
え
、
そ
の
故
意
に
曲
解
し
た
意
味
に
執
着
し
、
新
し
い
詩
境
を
開

拓
し
た
。
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と
簡
潔
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
初
め
て
黄
庭
堅
詩
の
双
関
語
の
表
現
の
特
徵
を
概
括
し
、
更
に
検
討
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

黄
庭
堅
詩
の
双
関
語
の
特
色
を
究
明
す
る
た
め
、
先
ず
は
惠
洪
（
一
〇
七
〇
～
一
一
二
八
）
の
『
冷
斎
夜
話
』
巻
四
に
見
え
る
次
の
話

を
み
て
み
よ
う
。

用
事
琢
句
、
妙
在
言
其
用
、
不
言
其
名
耳
。
此
法
唯
荊
公
、
東
坡
、
山
谷
三
老
知
之
。
荊
公
曰
、
「
含
風
鴨
綠
鱗
鱗
起
、
弄
日
鵝

黄
裊
裊
垂
。
」
此
言
水
柳
之
用
、
而
不
言
水
柳
之
名
也
。
東
坡
「
別
子
由
」
詩
、
「
猶
勝
相
逢
不
相
識
、
形
容
變
盡
語
音
存
。
」

此
用
事
而
不
言
其
名
也
。
山
谷
曰
、
「
管
城
子
無
食
肉
相
、
孔
方
兄
有
絶
交
書
。
」

事
を
用
ひ
て
句
を
琢
く
に
、
妙
は
其
の
用
を
言
ひ
、
其
の
名
を
言
は
ざ
る
に
在
り
。
此
の
法
は
唯
だ
荊
公
（
王
安
石
）
、
東
坡
（
蘇

軾
）
、
山
谷
（
黄
庭
堅
）
の
三
老
の
み
之
を
知
る
。
荊
公
曰
く
、
「
風
を
含
み
て
鴨
緑
鱗
鱗
と
し
て
起
き
、
日
を
弄
び
て
鵞
黄
裊

裊
と
し
て
垂
る
。
」
と
。
此
れ
水
柳
の
用
を
言
ひ
、
水
柳
の
名
を
言
は
ず
。
東
坡
の
「
子
由
に
別
る
る
詩
」
に
、
「
猶
ほ
相
逢
ふ

は
相
識
ら
ざ
る
に
勝
る
。
形
容
変
じ
尽
く
し
て
語
音
存
す
。
」
と
。
此
れ
事
を
用
ひ
て
其
の
名
を
言
わ
ざ
る
な
り
。
山
谷
曰
く
、

「
管
城
子
に
食
肉
の
相
無
く
、
孔
方
兄
に
絶
交
の
書
有
り
。
」

惠
洪
は
こ
こ
で
「
名
」
つ
ま
り
名
称
、
「
用
」
つ
ま
り
そ
の
物
体
の
性
質
と
の
表
現
の
あ
り
方
に
注
目
し
て
い
る
。
王
安
石
「
南

（
４
）

浦
」

の
詩
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

南
浦
東
岡
二
月
時

南
浦
東
岡

二
月
の
時
、

物
華
撩
我
有
新
詩

物
華
我
を

い
ど撩

み
新
詩
有
り
。

含
風
鴨
緑
粼
粼
起

風
を
含
む
鴨
綠
は
粼
粼
と
し
て
起
ち
、
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弄
日
鵝
黄
裊
裊
垂

日
を
弄
ぶ
鵝
黄
は
裊
裊
と
し
て
垂
る
。

春
の
景
色
を
詠
め
る
詩
で
あ
る
。
末
尾
の
二
句
は
、
水
と
柳
を
詠
ず
る
が
、
直
接
に
水
と
柳
と
言
わ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
鴨
綠
と
鵞
黄

と
い
う
言
葉
を
使
い
、
水
と
柳
を
「
鴨
の
よ
う
な
緑
」
と
「
鵝
の
よ
う
な
黄
」
と
比
喩
的
に
描
写
す
る
。
蘇
軾
の
「
子
由
将
に
南
都
に

赴
か
ん
と
し
、
余
と
逍
遥
堂
に
会
宿
し
、
両
絶
句
を
作
る
。
之
を
読
み
、
殆
ど
懐
を
為
す
べ
か
ら
ず
、
因
り
て
其
の
詩
に
和
し
て
以
て

自
ら
解
す
。
余

子
由
の
少
き
自
り
曠
達
と
し
て
、
天
資
道
に
近
く
、
又
至
人
養
生
長
年
の
訣
を
得
る
を
観
、
而
し
て
余
も
亦
た
竊
に

其
の
一
二
を
聞
く
。
以
為
ら
く
今
宦
遊
し
相
別
る
る
の
日
浅
く
、
而
れ
ど
も
異
時
退
休
し
相
従
ふ
の
日
は
長
か
ら
ん
。
既
に
以
て
自
ら

解
し
、
且
つ
以
て
子
由
を
慰
め
て
云
ふ
（
子
由
將
赴
南
都
、
與
余
會
宿
於
逍
遙
堂
、
作
兩
絶
句
、
讀
之
、
殆
不
可
爲
懐
、
因
和
其
詩
以

自
解
。
余
觀
子
由
自
少
曠
達
、
天
資
近
道
、
又
得
至
人
養
生
長
年
之
訣
、
而
余
亦
竊
聞
其
一
二
。
以
爲
今
者
宦
遊
相
別
之
日
淺
、
而
異

時
退
休
相
從
之
日
長
。
既
以
自
解
、
且
以
慰
子
由
云
）
」
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
十
五
）
詩
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

別
期
漸
近
不
堪
聞

別
期
漸
く
近
づ
き
聞
く
に
堪
え
ず
、

風
雨
蕭
蕭
已
斷
魂

風
雨
蕭
蕭
と
し
て
已
に
魂
を
断
つ
。

猶
勝
相
逢
不
相
識

猶
ほ
相
逢
ふ
る
も
相
識
ら
ざ
る
に
勝
り
、

形
容
變
盡
語
音
存

形
容
変
じ
尽
く
し
て
語
音
存
す
。

蘇
轍
を
懐
か
し
む
詩
で
あ
る
。
「
猶
勝
相
逢
不
相
識
、
形
容
變
盡
語
音
存
」
で
は
、
『
後
漢
書
』
「
黨
錮
伝
」
に
見
え
る
逃
亡
し
て

い
た
夏
馥
の
「
親
ら
煙
炭
を
突
き
、
形
貌
毀
瘁
と
し
て
、
人
知
る
者
無
し
（
親
突
煙
炭
、
形
貌
毀
瘁
、
人
無
知
者
）
」
及
び
『
戦
国
策
』

「
趙
策
」
に
あ
る
復
讐
の
た
め
顔
を
醜
く
傷
つ
け
た
豫
讓
の
「
乃
ち
身
に
漆
し
て
厲
と
為
り
、
鬚
を
滅
び
眉
を
去
り
、
自
ら
刑
し
て
以
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て
其
の
容
を
変
ず
（
乃
漆
身
爲
厲
、
滅
鬚
去
眉
、
自
刑
以
變
其
容
）
」
と
い
う
典
故
を
用
い
る
。
彼
自
身
を
夏
馥
と
豫
讓
に
擬
え
て
も
、

直
接
に
夏
馥
と
豫
讓
の
名
を
直
接
に
言
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
故
事
を
述
べ
る
。

一
方
で
、
王
安
石
と
蘇
軾
の
場
合
は
「
名
」
と
「
用
」
は
対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
鴨
緑
と
鵞
黄
は
水
と
柳
の
色
を
表
し
、
夏
馥
と

豫
讓
の
名
前
と
そ
の
典
故
も
勿
論
対
応
し
て
い
る
。

し
か
し
、
黄
庭
堅
の
場
合
は
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
構
造
で
は
な
い
。
「
戯
呈
孔
毅
父
」
詩
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
六
）
は
次
の
よ

う
に
あ
る
。

管
城
子
無
食
肉
相

管
城
子
に
食
肉
の
相
無
く
、

孔
方
兄
有
絶
交
書

孔
方
兄
に
絶
交
の
書
有
り
。

文
章
功
用
不
經
世

文
章
の
功
用

世
を

お
さ経

め
ず
、

何
異
絲
窠
綴
露
珠

何
ぞ

し

か

糸
窠
の
露
珠
を

つ
づ綴

る
に
異
ら
ん
た
、

校
書
著
作
頻
詔
除

校
書

著
作

頻
り
に
詔
除
せ
ら
れ
、

猶
能
上
車
問
何
如

猶
ほ

能
く
車
に
上
り
何
如
と
問
ふ
が
ご
と
し
。

忽
憶
僧
床
同
野
飯

忽
ち
憶
ふ
僧
床
に
野
飯
を
同
う
せ
し
を
、

夢
隨
秋
鴈
到
東
湖

夢
は
秋
雁
に
随
ひ
て
東
湖
に
到
る
。

「
管
城
子
」
は
韓
愈
の
有
名
な
散
文
「
毛
穎
伝
」
を
出
典
と
す
る
。
「
秦
の
皇
帝
（
蒙
）
恬
を
し
て
之
に
湯
沐
を
賜
ひ
、
こ
れ
を
管

城
を
封
じ
、
管
城
子
と
号
せ
し
む
（
秦
皇
帝
使
恬
賜
之
汤
沐
、
而
封
諸
管
城
、
号
曰
管
城
子
）
」
と
あ
り
、
戯
れ
に
筆
を
人
間
と
し
て

伝
記
を
展
開
し
て
い
る
。
「
管
城
子
」
と
は
本
来
、
筆
の
別
名
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
食
肉
の
相
」
と
は
ほ
と
ん
ど
無
関
係
で
あ
る
。
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し
か
し
、
こ
こ
で
故
意
に
「
管
城
子
」
の
意
味
を
曲
解
し
、
城
を
管
理
す
る
役
人
と
し
て
捉
え
る
と
、
人
相
と
し
て
の
「
食
肉
の
相
」

と
の
繋
が
り
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
「
管
城
子
」
は
二
重
の
意
義
を
有
し
て
い
る
。
「
名
」
と

し
て
の
筆
の
管
と
「
用
」
と
し
て
の
役
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
名
」
と
「
用
」
と
が
無
関
係
な
ま
ま
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
こ
そ
が
黄
庭
堅
に
特
異
な
点
で
あ
り
、
黄
庭
堅
は
こ
こ
で
意
識
的
に
「
管
城
子
」
の
意
味
を
派
生
さ
せ
る
。
そ
の
出
典
で
あ

る
韓
愈
の
「
管
城
子
」
と
は
、
筆
を
人
と
し
て
戯
画
化
す
る
が
、
黄
庭
堅
も
こ
れ
に
触
発
さ
れ
、
金
銭
の
別
称
で
あ
る
「
孔
方

（
５
）

兄

」
の

「
兄
」
の
字
面
を
強
調
し
、
人
間
と
し
て
の
兄
の
意
味
で
作
品
中
に
用
い
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
「
絶
交
の
書
有
り
」
と
の
繋
が
り
も

先
の
「
管
城
子
」
と
「
食
肉
の
相
」
と
の
関
係
と
同
じ
よ
う
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
戯
れ
と
し
て
黄
庭
堅
自
身

の
役
人
と
し
て
の
前
途
の
不
安
と
貧
し
い
状
況
を
戯
れ
に
吐
露
し
て
い
る
。
こ
の
二
句
は
宋
代
の
詩
話
で
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。
例

え
ば
、
江
少
虞
（
約
一
一
三
一
年
前
後
在
世
）
『
事
實
類
苑
』
巻
四
十
に
「
魯
直
は
善
く
事
を
用
ひ
（
中
略
）
、
又
云
ふ
、
『
管
城
子

に
食
肉
の
相
無
く
、
孔
方
兄
に
絶
交
の
書
有
り
。
』
と
。
精
妙
隱
密
し
、
加
ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
、
当
に
此
の
語
を
以
て
三
隅
に
反
る

べ
き
な
り
（
魯
直
善
用
事
（
中
略
）
又
云
、
管
城
子
無
食
肉
相
、
孔
方
兄
有
絶
交
書
。
精
妙
隱
密
、
不
可
加
矣
、
當
以
此
語
反
三
隅
也
）
」

と
あ
り
、
巧
み
な
双
関
語
の
使
用
こ
そ
が
、
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
生
み
出
す
上
で
の
不
可
欠
の
要
因
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

「
名
」
と
「
用
」
と
の
巧
妙
な
呼
応
は
黄
庭
堅
の
詩
に
多
く
看
ら
れ
る
。
更
に
一
つ
例
を
挙
げ
る
。
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
後
集
巻
三
十

一
に
は
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
。

「
水
仙
花
」
詩
云
、
「
借
水
開
花
自
一
奇
、
水
沉
爲
骨
玉
爲
肌
。
暗
香
已
壓
酴
醾
倒
、
只
愧
寒
梅
無
好
枝
。
」
第
水
仙
花
初
不
在

水
中
生
、
雖
欲
形
容
水
字
、
卻
反
成
病
語
。

(

黄
庭
堅
の)

「
水
仙
花
」
詩
に
云
ふ
、
「
水
を
借
り
て
花
を
開
く

自
ず
か
ら
一
奇
な
り
、
水
沉
は
骨
と
為
り
玉
は
肌
と
為
る
。

暗
香
已
に
酴
醾
を
圧
倒
し
、
只
だ
寒
梅
の
ご
と
く
好
枝
無
き
を
愧
ず
。
」
と
。
第
だ
水
仙
の
花
の
み
初
め
よ
り
水
中
に
在
り
て
生
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ぜ
ず
、
「
水
」
の
字
を
形
容
せ
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
却
反
て
病
語
と
成
す
。

黄
庭
堅
が
詩
題
の
水
仙
の
二
字
の
多
義
性
を
利
用
し
て
、
水
中
に
生
長
し
な
い
水
仙
花
を
水
上
の
仙
人
で
あ
る
と
喩
え
た
の
で
あ
る
。

『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
が
敘
述
し
た
と
お
り
、
そ
れ
は
事
実
に
違
反
す
る
手
法
と
し
て
批
判
さ
れ
、
黄
庭
堅
の
新
奇
な
発
想
は
多
く
の
人
々

に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
黄
庭
堅
は
こ
の
比
喩
を
愛
用
し
、
例
え
ば
「
王
充
道
送
水
仙
花
五
十
枝
、
欣
然
會
心
、
爲
之
作
詠
」

詩
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
五
）
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

淩
波
仙
子
生
塵
襪

波
を
淩
ぐ
仙
子

塵
を
生
ず
る
襪
、

水
上
輕
盈
步
微
月

水
上
軽
盈

微
月
に
歩
む
。

是
誰
招
此
斷
腸
魂

是
れ

誰
か
此
の
断
腸
の
魂
を
招
き
、

種
作
寒
花
寄
愁
絶

種
へ
て
寒
花
と
作
し

愁
絶
を
寄
す
。

含
香
體
素
欲
傾
城

香
を
含
み

体
は
素
に
し
て

城
を
傾
む
け
ん
と
欲
す
、

山
礬
是
弟
梅
是
兄

山
礬
は
是
れ
弟

梅
は
是
れ
兄
。

坐
對
真
成
被
花
惱

坐
し
て
対
す
れ
ば

し
ん
せ
い

真
成
に

花
に
悩
ま
さ
る
。

出
門
一
笑
大
江
横

門
を
出
で
て
一
笑
す
れ
ば

大
江
横
た
わ
る
。

一
・
二
句
は
曹
植
「
洛
神
賦
」
「
波
を
凌
い
て
微
歩
、
羅
襪
塵
を
生
ず
（
凌
波
微
步
、
羅
襪
生
塵
）
」
（
『
文
選
』
巻
三
十
一
）
の

句
を
踏
ま
え
て
い
る
。
該
詩
は
水
仙
の
花
を
仙
人
や
「
傾
城
」
の
美
人
と
し
て
描
き
、
結
尾
の
二
句
は
、
黄
庭
堅
が
そ
れ
を
見
て
心
が

乱
さ
れ
だ
が
、
門
を
出
て
大
江
の
流
れ
を
見
る
と
、
そ
れ
が
単
な
る
妄
想
で
あ
っ
た
こ
と
が
告
白
さ
れ
て
い
る
。
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さ
ら
に
双
関
語
の
使
用
例
と
し
て
、
別
の
詠
物
詩
を
挙
げ
よ
う
。

煙
雲
杳
靄
合
中
稀

煙
雲
杳
靄
と
し
て
合
の
中
に
稀
な
り
、

霧
雨
空
濛
密
更
微

霧
雨
空
濛
と
し
て
密
に
し
て
更
に
微
か
な
り
。

園
客
蠒
絲
抽
萬
緒

園
客
の

け

ん

し

蠒
糸

万
緒
を
抽
き
、

蛛
䖥
網
面
罩
群
飛

し
ゅ
も
う

蛛
䖥
の
網
面

群
飛
を

こ罩
む
。

風
光
錯
綜
天
經
緯

風
光
錯
綜
す
る
は
天
の
経
緯
、

草
木
文
章
帝
杼
機

草
木
の
文
章
は
帝
の
杼
機
。

願
染
朝
霞
成
五
色

願
は
く
は
朝
霞
を
染
め
て
五
色
を
成
し
、

爲
君
王
補
坐
朝
衣

君
王
の
た
め

坐
朝
の
衣
を
補
は
ん
。

（
「
次
韻
雨
糸
雲
鶴
二
首
」
其
一

『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
二
）

元
符
二
年
（
一
〇
九
九
）
、
戎
州
（
い
ま
の
四
川
省
宜
賓
市
）
で
、
細
や
か
な
糸
の
よ
う
に
降
る
春
の
雨
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
三
～

八
句
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
繭
の
糸
・
蜘
蛛
の
網
・
天
の
経
緯
・
万
物
を
作
る
造
化
の
機
械
・
君
王
の
衣
裳
を
補
う
布
と
い
う
五
つ
の
比
喩

を
用
い
て
雨
の
糸
を
形
容
す
る
。
こ
の
詩
の
な
か
で
、
特
に
結
尾
の
二
句
に
つ
い
て
は
金
代
の
王
若
虚
は
『
滹
南
詩
話
』
巻
中
で
次
の

よ
う
な
批
評
が
あ
る
。

夫
雨
絲
云
者
、
但
謂
其
狀
如
絲
而
已
。
今
直
説
出
如
許
用
度
、
予
所
不
曉
也
。

夫
れ
雨
糸
と
云
ふ
は
、
但
だ
其
の
状
の
糸
の
如
き
を
謂
ふ
の
み
。
今

た
だ直

ち
に
許
の
如
き
用
度
を
説
き
出
す
は
、
予
の

さ
と暁

ら
ざ
る
所



28

な
り
。

黄
庭
堅
詩
の
末
二
句
は
杜
牧
「
郡
斎
独
酌
」
詩
の
「
平
生
五
色
の
線
、
願
は
く
は
舜
の
衣
裳
を
補
ふ
（
平
生
五
色
線
、
願
補
舜
衣

裳
）
」
を
踏
ま
え
る
。
雨
が
朝
霞
に
染
め
ら
れ
、
五
色
の
糸
の
よ
う
に
見
え
、
そ
の
糸
を
用
い
て
帝
舜
の
衣
裳
を
補
お
う
と
し
て
い

る
と
い
う
。
確
か
に
雨
は
糸
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
雨
の
糸
で
は
君
王
の
衣
裳
を
補
う
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
は
な
い
と
、

王
若
虚
は
黄
庭
堅
詩
を
批
判
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
黄
庭
堅
が
愛
用
す
る
双
関
の
手
法
な
の
で
あ
る
。
「
糸
」
は
雨
の
糸
お
よ
び
比

喩
義
を
持
つ
糸
と
い
う
二
つ
の
意
義
を
重
ね
て
い
る
が
、
「
名
」
と
し
て
の
雨
の
糸
か
ら
裁
縫
に
使
う
糸
の
意
味
に
派
生
さ
せ
る
こ
と

で
、
詩
の
内
容
に
遊
戯
的
な
面
白
さ
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
江
西
詩
派
に
傾
倒
す
る
宋
末
元
初
の
方
回
は
『
瀛
奎
律
髓
』
巻

二
十
七
に
て
「
所
謂
天
の
経
緯
、
帝
の
杼
機
、
末
句
願
は
く
は
朝
霞
を
染
め
、
君
王
の
衣
を
補
ふ
は
、
意
思
宏
大
な
り
、
老
筆
に
非
ら

ざ
れ
ば
道
ふ
能
は
ず
（
所
謂
天
經
緯
、
帝
杼
機
、
末
句
願
染
朝
霞
、
補
君
王
衣
、
意
思
宏
大
、
非
老
筆
不
能
道
也
）
」
と
高
く
評
価
す

る
。一

般
的
に
言
え
ば
、
詠
物
詩
に
お
け
る
物
品
の
名
称
と
性
質
と
は
相
応
じ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
が
、
黄
庭
堅
の
場
合
は
わ
ざ
と
双
関

語
を
利
用
し
て
、
名
称
と
性
質
に
ず
れ
を
生
じ
、
新
奇
な
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
前
例
の
な
い
新
奇
な
表

現
効
果
を
生
み
、
詩
人
の
あ
り
ふ
れ
た
日
常
生
活
の
一
齣
を
、
積
極
的
に
詩
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。

三

黄
庭
堅
双
関
語
の
極
致
―
禽
言
詩
と
薬
名
詩

次
に
宋
代
に
新
た
に
流
行
し
た
双
関
句
法
と
し
て
禽
言
詩
と
薬
名
詩
を
見
て
み
よ
う
。
禽
言
詩
は
宋
初
の
梅
尭
臣
に
よ
り
創
始
さ
れ
、

鳥
の
鳴
き
声
を
擬
え
る
詩
体
で
あ

（
６
）る

。
黄
庭
堅
に
は
「
戲
和
答
禽
語
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
一
）
と
い
う
禽
言
詩
が
あ
る
。
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南
村
北
村
雨
一
犁

南
村

北
村

雨

一
犁
。

新
婦
餉
姑
翁
哺
兒

新
婦
は
姑
に
餉
し

翁
は
児
に
哺
す
。

田
中
啼
鳥
自
四
時

田
中
の
啼
鳥

自
ら
四
時
。

催
人
脱
袴
著
新
衣

人
を
催
し
て
袴
を
脱
し
、
新
衣
を
著
け
し
む
。

著
新
替
舊
亦
不
惡

新
を
著
け
旧
に
替
ふ
る
も
亦
た
悪
し
か
ら
ず
、

去
年
租
重
無
袴
著

去
年

租

重
く
し
て

袴
を
著
く
る
無
し
。

戯
れ
に
禽
の
言
葉
に
和
答
す
る
詩
で
あ
る
。
一
・
二
句
は
村
々
の
人
が
雨
の
な
か
で
田
植
え
を
し
て
い
る
場
面
を
表
現
す
る
。
「
雨

一
犁
」
は
蘇
軾
の
「
帰
り
な
ん
帰
り
な
ん
、
江
上
一
犁
の
春
雨
（
歸
去
歸
去
、
江
上
一
犁
春
雨
）
」
（
「
如
夢
令
」
、
『
東
坡
樂
府
』

巻
三
）
を
意
識
す
る
表
現
で
あ
り
、
雨
に
よ
る
湿
り
気
が
一
鋤
の
深
さ
ま
で
入
る
ほ
ど
の
雨
で
あ
る
。
三
句
目
以
降
は
農
民
と
郭
公
と

が
会
話
す
る
場
面
を
描
く
。
若
い
嫁
は
お
婆
さ
ん
に
食
べ
物
を
田
の
畔
ま
で
運
ん
だ
り
、
お
爺
さ
ん
が
孫
に
食
べ
さ
せ
た
り
し
て
い
る
。

田
で
鳴
く
鳥
は
厚
い
冬
の
ズ
ボ
ン
を
脱
い
で
新
し
い
も
の
を
穿
く
よ
う
に
と
す
す
め
て
い
る
。
新
し
い
も
の
を
着
け
る
の
も
悪
く
な
い

が
、
去
年
の
年
貢
が
重
か
っ
た
の
で
新
し
い
ズ
ボ
ン
が
な
い
よ
、
と
農
民
達
が
そ
の
鳥
に
答
え
る
。

「
脱
袴
」
へ
の
連
想
は
郭
公
の
鳴
き
声
を
擬
え
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
禽
言
詩
の
主
題
は
郭
公
で
あ
り
、
蘇
軾
「
五
禽
言
五
首
」

其
二
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
十
）
に
「
土
人
は
布
穀
（
郭
公
）
を
謂
ひ
て
、
脱
却
布
袴
と
為
す
（
土
人
謂
布
穀
爲
脱
卻
布
袴
）
」
と
い

う
自
注
が
あ
り
、
脱
卻
布
袴
と
は
郭
公
の
俗
称
で
あ
る
と
い
う
。
「
脱
却
布
袴
」
の
字
面
は
ズ
ボ
ン
を
脱
ぐ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
黄

庭
堅
の
こ
の
詩
で
は
、
本
義
と
し
て
の
「
脱
却
布
袴
」
が
郭
公
と
い
う
鳥
の
鳴
き
声
を
指
す
が
、
ま
た
「
脱
却
布
袴
」
の
も
う
一
つ
の

意
味
は
字
面
か
ら
派
生
し
、
厚
い
ズ
ボ
ン
を
脱
ぐ
と
い
う
意
味
と
な
る
。
「
催
人
脱
袴
著
新
衣
、
著
新
替
舊
亦
不
惡
、
去
年
租
重
無
袴
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著
」
で
は
、
郭
公
は
も
は
や
単
純
に
鳥
の
鳴
き
声
で
は
な
く
、
そ
の
字
面
の
意
味
を
捉
え
て
、
本
意
か
ら
逸
脱
し
て
作
品
が
描
か
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
詩
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
諧
音
双
関
語
と
し
て
の
「
脱
却
布
袴
」
（
「
脱
袴
」
）
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

勿
論
、
一
般
の
諧
音
双
関
の
言
葉
と
言
葉
が
同
音
で
あ
る
の
と
は
異
な
り
、
こ
の
双
関
語
は
鳥
の
鳴
き
声
と
言
葉
が
近
い
の
で
あ
り
、

一
種
の
特
別
な
双
関
語
で
あ
る
。

任
淵
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
元
豊
四
年
か
ら
元
豊
六
年
ま
で
の
間
の
作
品
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
農
民
の
日
常
を
あ
ら
わ
し
、

末
尾
二
句
は
農
民
の
苦
し
い
生
活
へ
の
同
情
を
述
べ
て
い
る
。
元
豊
二
年
、
蘇
軾
は
所
謂
烏
台
詩
案
の
た
め
に
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
後
六

年
間
も
左
遷
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
新
法
に
対
し
て
誹
謗
の
罪
を
招
く
危
険
性
が
な
い
と
は
言
い
難
い
。

だ
が
戯
れ
の
禽
言
詩
を
作
る
こ
と
で
、
そ
の
危
険
を
多
少
は
避
け
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

黄
庭
堅
の
禽
言
詩
は
先
に
挙
げ
る
「
戲
和
答
禽
語
」
し
か
現
存
し
な
い
が
、
鳥
に
つ
い
て
の
描
写
も
、
常
に
鳥
の
名
前
や
鳴
声
の
字

面
的
意
味
か
ら
着
想
を
得
て
い
た
。
同
様
の
例
と
し
て
、
「
次
韻
向
和
卿
行
松
滋
県
與
鄒
天
錫
夜
語
南
極
亭
二
首
」
其
一
（
『
山
谷
詩

集
注
』
巻
十
六
、
靖
中
建
国
元
年
の
作
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

雪
泥
滑
滑
到
山
郭

雪
泥
滑
滑
し
て
山
郭
に
到
り
、

提
壺
勸
沽
亦
不
惡

提
壷
沽
ふ
を
勧
め
て
も
亦
悪
か
ら
ず
。

林
中
解
道
不
如
歸

林
中

不
如
帰
を
道
ふ
を
解
し
、

家
人
應
念
思
歸
樂

家
人

応
に
思
帰
の
楽
を
念
ふ
。

旅
の
生
活
を
叙
述
作
品
で
あ
る
。
そ
の
詩
の
大
意
は
、
滑
り
や
す
い
雪
の
道
を
歩
い
て
山
奥
の
村
に
至
り
、
そ
こ
の
人
々
が
壷
を
捧

げ
て
私
に
酒
を
勧
め
る
こ
と
は
悪
く
な
い
。
私
は
「
不
如
帰
」
（
帰
り
た
い
）
と
嘆
き
、
今
家
の
親
族
は
恐
ら
く
私
が
帰
る
こ
と
を
願
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っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
四
句
の
詩
に
は
そ
れ
ぞ
れ
泥
滑
滑
（
コ
ジ
ュ
ケ
イ
）
、
提
壷
鳥
、
不
如
帰
（
杜
鵑
）
、
思
帰
楽
（
杜
鵑
）

四
つ
の
鳥
の
名
が
入
っ
て
い
る
。
も
う
一
例
を
挙
げ
る
。
「
次
韻
叔
父
聖
謨
詠
鸎
遷
谷
」
詩
（
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
一
）
の
前
半
は

次
の
よ
う
に
あ
る
。

鴉
舅
頗
強
聒

鴉
舅

頗
ぶ
る
強
く
聒
し
、

仆
姑
常
勃
磎

仆
姑

常
に
勃
磎
す
。

黄
鳥
懷
好
音

黄
鳥

好
音
を
懐
き
、

秋
菊
染
春
衣

秋
菊

春
衣
を
染
む
。

嚶
嚶
求
朋
友

嚶
嚶
と
し
て
朋
友
を
求
め
、

憂
患
同
一
枝

憂
患

一
枝
を
同
う
す
。

提
壺
要
酤
我

提
壺

我
を
酤
ふ
を
要
し
、

杜
宇
賦
式
微

杜
宇

式
微
を
賦
す
。

鶯
を
詠
め
る
詩
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
「
鴉
舅
」
と
「
仆
姑
」
を
言
う
。
「
鴉
舅
」
（
舅
で
あ
る
鴉
）
が
う
る
さ
く
、
仆
姑
（
使
用
人

と
し
ゅ
と
め
）
が
喧
嘩
し
て
い
る
た
め
、
鶯
は
そ
の
友
人
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
提
壷
鳥
が
鶯
に
酒
を
勧
め
、
杜
鵑
が
不
如
帰
（
『
詩

経
』
邶
風
「
式
微
」
詩
に
「
式
微
式
微
、
胡
不
帰
」
と
い
う
詩
句
が
あ
る
）
と
吟
じ
る
。
鴉
、
仆
姑
（
鳩
）
、
提
壷
鳥
、
杜
宇
（
杜
鵑
）

と
鶯
の
間
一
種
の
家
族
や
親
友
の
関
係
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

黄
庭
堅
は
禽
言
詩
を
の
作
法
に
つ
い
て
の
記
述
を
残
し
て
い
な
い
が
、
以
下
に
挙
げ
る
韓
愈
の
詩
へ
の
評
価
か
ら
、
そ
の
態
度
の
一

斑
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
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『
冷
齋
夜
話
』
云
、
「
贈
同
遊
」
詩
、
「
喚
起
窗
全
曙
、
催
歸
日
未
西
。
無
心
花
裏
鳥
、
更
與
盡
情
啼
。
」
山
谷
曰
、
「
吾
兒
時

毎
哦
此
詩
、
而
了
不
解
其
意
、
自
謫
峽
川
、
吾
年
五
十
八
矣
。
時
春
晩
、
憶
此
詩
、
方
悟
之
。
喚
起
、
催
歸
、
二
鳥
名
。
若
虛
設
、

故
人
不
覺
耳
。
古
人
於
小
詩
用
意
精
深
如
此
。
」

『
冷
斎
夜
話
』
に
云
く
、
「
同
遊
に
贈
る
」
の
詩
に
、
「
喚
起
す
れ
ば
窓
全
く
曙
け
、
帰
る
を
催
せ
ば
日
い
ま
だ
西
に
あ
ら
ず
。

無
心
、
花
裏
の
鳥
、
更
に
与
に
情
を
尽
く
し
て
啼
く
。
」
と
。
山
谷
曰
く
、
「
吾
れ
児
た
り
し
時
、
毎
に
こ
の
詩
を
哦
し
て
了
に

其
の
意
を
解
せ
ざ
る
も
、
峽
川
に
謫
さ
れ
て
よ
り
、
吾
が
年
五
十
八
な
り
。
時
に
春
晩
、
此
の
詩
を
憶
ひ
、
方
に
之
を
悟
る
。
喚

起
、
催
帰
は
、
二
鳥
の
名
、
虚
設
す
る
が
若
く
、
故
に
人
覚
え
ざ
る
な
り
。
古
人
、
小
詩
に
於
い
て
も
用
意
精
深
な
る
こ
と
此
く

の
如
し
。

（
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
巻
十
七
）

黄
庭
堅
の
後
輩
で
あ
る
恵
洪
『
冷
斎
夜
話
』
の
現
行
本
に
は
こ
の
文
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
に
引
用
さ
れ

る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
黄
庭
堅
は
韓
愈
の
詩
の
前
二
句
の
「
喚
起
」
（
ウ
グ
イ
ス
）
と
「
催
帰
」
（
杜
鵑
）
の
用
法
の
巧
み
さ
に
感
心

し
て
い
た
。
そ
れ
は
人
に
気
付
か
せ
な
い
程
度
に
、
鳥
の
名
を
詩
中
に
紛
れ
込
ま
せ
て
い
る
点
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、

鳥
と
し
て
の
存
在
を
人
に
忘
れ
さ
せ
、
そ
の
鳥
の
名
の
派
生
義
し
か
気
づ
か
れ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
巻

二
十
七
も
禽
言
詩
の
作
法
に
言
及
し
て
い
る
。

苕
溪
漁
隱
曰
、
禽
言
詩
當
如
藥
名
詩
。
用
其
名
字
隱
入
詩
句
中
、
造
語
穏
貼
無
異
尋
常
詩
、
乃
爲
造
微
入
妙
。
如
藥
名
詩
云
、
四

海
無
遠
志
、
一
溪
甘
遂
心
。
遠
志
、
甘
遂
、
二
藥
名
也
。
禽
言
詩
云
、
喚
起
窗
全
曙
、
催
歸
日
未
西
。
喚
起
、
催
歸
、
二
禽
名
也
。

https://www.weblio.jp/content/%E3%82%A6%E3%82%B0%E3%82%A4%E3%82%B9
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梅
聖
俞
禽
言
詩
如
泥
滑
滑
、
苦
竹
岡
之
句
、
皆
善
造
語
者
也
。

『
苕
溪
漁
隱
』
に
曰
く
、
禽
言
詩
は
当
に
薬
名
詩
の
如
く
な
る
べ
し
、
其
の
名
字
を
用
ゐ
て
詩
句
中
に
隠
入
し
、
造
語
穏
貼
に
し

て
尋
常
の
詩
と
異
な
る
こ
と
無
か
ら
し
む
れ
ば
、
乃
ち
造
微
入
妙
と
為
せ
り
。

た
と如

へ
ば
薬
名
の
詩
に
云
く
、
「
四
海
に
遠
志
無
く
、

一
溪
に
心
を
遂
ぐ
る
に
甘
ん
ず
。
」
と
。
遠
志
・
甘
遂
は
、
二
薬
名
な
り
。
禽
言
詩
に
云
く
「
喚
起
す
れ
ば
窓
全
く
曙
け
、
帰
る

を
催
せ
ば
日
い
ま
だ
西
に
あ
ら
ず
。
」
と
。
喚
起
・
催
帰
は
二
禽
の
名
な
り
。
梅
聖
俞
の
禽
言
詩
に
「
泥
滑
滑
た
り
、
苦
竹
岡
」

の
句
の
如
き
は
、
皆
な
善
く
語
を
造
る
者
な
り
。

理
想
的
な
禽
言
詩
は
鳥
の
名
や
鳴
き
声
を
人
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
な
く
普
通
の
詩
歌
の
よ
う
に
巧
妙
に
作
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
手

法
に
お
い
て
薬
名
詩
を
模
範
と
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
薬
名
詩
と
は
、
薬
の
名
を
頻
繁
に
詩
に
入
れ
る
詩
体
で
あ

（
８
）る

。
こ
の
点

に
お
い
て
薬
名
詩
と
禽
言
詩
と
は
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
挙
げ
る
薬
名
詩
は
、
黄
庭
堅
「
荊
州
即
事
薬
名
詩
八
首
」

の
第
一
首
で
あ
る
。

四
海
無
遠
志

四
海
に
遠
志
無
く
、

一
溪
甘
遂
心

一
溪
に
心
を
遂
ぐ
る
に
甘
ん
ず
。

牽
牛
避
洗
耳

牛
を
牽
き
て
耳
を
洗
ふ
を
避
け
、

臥
著
桂
枝
陰

桂
枝
の
陰
に
臥
着
す
。

此
の
詩
に
は
遠
志
、
甘
遂
、
牽
牛
子
、
葈
耳
（
洗
耳
と
同
音
）
、
桂
枝
と
い
う
四
種
の
薬
材
の
名
が
見
え
る
。
遠
志
は
オ
ン
ジ
、
「
心

（
五
臓
の
一
つ
）
の
栄
養
状
態
を
改
善
す
る
こ
と
か
ら
、
精
神
を
安
定
さ
せ
、
智
恵
を
益
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
甘
遂
は
ト
ウ
ダ
イ
グ
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サ
科
の
多
年
草
カ
ン
ス
イ
の
根
を
用
い
、
脚
気
や
水
腫
な
ど
に
効
能
が
あ
る
。
牽
牛
子
（
ア
サ
ガ
オ
）
は
下
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
、
脚

気
な
ど
に
効
能
が
あ
る
。
葈
耳
（
オ
ナ
モ
ミ
）
ま
た
の
名
は
蒼
耳
子
、
卷
耳
。
そ
の
果
実
は
慢
性
鼻
炎
や
風
邪
の
薬
と
な
る
。
桂
枝
は

ト
ン
キ
ン
ニ
ッ
ケ
イ
（
カ
シ
ア
）
な
ど
の
幼
若
枝
ま
た
は
樹
皮
を
乾
燥
し
た
も
の
で
あ
り
、
健
胃
・
解
熱
・
鎮
痛
・
去
痰
の
効
能
が
あ

る
。
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遠
志
、
甘
遂
、
牽
牛
子
、
桂
枝

『
中
薬
大
辞
典
』
（
上
海
科
技
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
三
四
、
七
九
三
、
二
二
九
三
、
二
五
二
一
頁
）

詩
の
大
意
は
私
に
は
遠
大
な
る
志
は
な
く
、
た
だ
溪
谷
の
ほ
と
り
で
耳
を
洗
っ
た
許
由
や
牛
を
牽
く
巣
父
な
ど
の
隠
士
の
よ
う
に
深

山
の
桂
樹
の
林
に
隠
居
し
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
牽
牛
は
詩
の
中
で
す
で
に
薬
名
詩
で
は
な
く
、
「
牛
を
牽
く
」
と
い
う
意
味

に
な
り
、
巣
父
が
牛
を
牽
く
と
い
う
典
故
に
応
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
薬
材
と
し
て
の
原
義
は
す
で
に
意
味
を
失
い
、
一
種
の
詠
懐

詩
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
薬
名
を
使
っ
た
二
重
の
意
味
を
有
す
る
言
葉
と
は
、
一
般
的
に
双
関
語
が
持
つ
二
重
の
意
味
が

作
品
を
鑑
賞
す
る
上
で
等
価
値
で
あ
る
の
と
は
異
な
り
、
そ
の
薬
名
の
名
称
そ
の
も
の
を
作
品
内
で
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
名
称

の
字
面
か
ら
理
解
さ
れ
る
派
生
的
意
味
を
よ
り
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
薬
名
詩
に
お
け
る
双
関
語
は
第
一
節
に
挙

げ
る
六
朝
楽
府
の
双
関
語
と
は
大
き
く
相
異
す
る
。
な
お
、
従
来
の
薬
名
詩
が
か
な
り
の
遊
戯
性
を
有
し
て
い
る
が
、
黄
庭
堅
詩
の
タ
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イ
ト
ル
に
見
え
る
「
即
事
」
及
び
詩
の
内
容
か
ら
み
れ
ば
、
完
全
に
遊
戯
の
態
度
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
第

三
章
に
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

四

双
関
語
と
擬
人
法

黄
庭
堅
詩
に
お
け
る
双
関
語
と
は
、
常
に
擬
人
法
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
節
に
も
言
及
し
た
が
、
禽
言
詩
は
ほ
と
ん
ど

鳥
を
擬
人
化
さ
せ
て
、
詩
人
あ
る
い
は
詩
の
主
人
公
と
の
一
種
の
交
流
が
あ
る
。
ま
た
、
脚
婆
（
湯
た
ん
ぽ
）
を
詠
じ
る
詩
は
「
戯
詠

暖
足
瓶
二
首
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
五
）
を
見
よ
う
。

其
一

小
姬
煖
足
臥

小
姫

足
を
煖
め
て
臥
す
、

或
能
起
心
兵

或
い
は
能
く
心
兵
を
起
こ
す
。

千
金
買
腳
婆

千
金

脚
婆
を
買
ひ
、

夜
夜
睡
天
明

夜
夜

天
明
に
睡
る
。

其
二

脚
婆
元
不
食

脚
婆
元
よ
り
食
は
ず
、

纒
裹
一
衲
足

纒
裹
す
る
に
一
衲
足
る
。

天
明
更
傾
瀉

天
明
更
に
傾
瀉
し
、

頮
面
有
餘
燠

面
を

あ
ら頮

ふ
に
余
燠
有
り
。
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建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
荊
州
仮
寓
時
の
作
で
あ
る
。
詩
の
テ
ー
マ
は
「
脚
婆
」
（
湯
た
ん
ぽ
）
で
あ
る
が
、
最
初
の
二
句
は

一
見
全
く
無
関
係
に
思
え
る
「
小
姫
」
（
若
い
妾
）
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
も
や
は
り
名
称
の
多
義
性
に
敏
感
な
黄
庭
堅
が
「
脚
婆
」

と
い
う
言
葉
か
ら
老
婆
を
連
想
し
、
そ
こ
に
少
女
（
小
姫
）
を
対
比
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
第
二
首
の
一
・
二
句
も
ま
た
同
様
に
「
婆
」

と
い
う
漢
字
を
め
ぐ
っ
て
の
発
想
で
あ
り
、
「
脚
婆
元
不
食
、
纒
裹
一
衲
足
」
は
、
食
物
を
食
べ
ず
、
た
だ
僧
侶
の
衣
（
衲
）
を
着
て

満
足
す
る
「
脚
婆
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
戯
画
的
に
描
き
出
す
。
「
脚
婆
」
と
い
う
日
常
生
活
の
物
品
を
詩
に
入
れ
る
の
は
黄
庭
堅
に
始
ま

る
が
、
こ
の
よ
う
に
擬
人
法
で
湯
た
ん
ぽ
を
詠
う
こ
と
は
南
宋
の
詩
人
達
お
よ
び
日
本
五
山
の
漢
詩
人
に
受
け
継
が
れ

（
９
）

る
。
例
と
し
て

南
宋
・
虞
儔
「
脚
婆
子
」
（
『
尊
白
堂
集
』
巻
二
）
の
詩
を
挙
げ
よ
う
。

此
姥
原
無
妬
與
嗔

此
姥

も
と原

よ
り
妬
と
嗔
と
無
し
、

平
生
氣
類
竹
夫
人

平
生
の
気
は
竹
夫
人
に
類
す
。

蛾
眉
漸
遣
溫
柔
夢

蛾
眉
漸
く
温
柔
の
夢
を
遣
し
、

鴟
腹
猶
疑
見
在
身

鴟
腹
な
ほ
見
在
の
身
を
疑
ふ
。

包
裹
形
模
才
一
衲

形
模
を
包
裹
し

才
か
に
一
衲
、

薰
蒸
湯
沸
穩
相
親

湯
沸
を
薰
蒸
し

穏
や
か
に
相
親
し
む
。

承
恩
腳
底
非
由
貌

恩
を
脚
底
に
承
く
る
は

貌
に
由
ら
ず
、

啓
沃
憐
儂
夜
夜
新

啓
沃
し

儂
を
憐
れ
み

夜
夜
新
た
な
り
。

冒
頭
の
「
此
姥
原
無
妬
與
嗔
」
は
、
黄
庭
堅
の
「
脚
婆
元
不
食
」
を
踏
ま
え
、
五
句
目
の
「
包
裹
形
模
才
一
衲
」
は
「
纒
裹
一
衲
足
」
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を
踏
ま
え
、
脚
婆
の
穏
や
か
な
性
格
を
言
う
。
詩
全
体
は
湯
た
ん
ぽ
と
お
婆
さ
ん
を
掛
け
て
詠
い
、
「
蛾
眉
」
「
鴟
腹
」
「
相
親
」
「
承

恩
」
「
啓
沃
」
（
啓
発
し
、
潤
す
）
は
い
ず
れ
も
人
的
色
彩
を
帯
び
た
表
現
で
あ
る
。

顧
み
る
と
、
先
に
挙
げ
た
双
関
語
を
使
う
黄
庭
堅
の
詩
作
は
ほ
と
ん
ど
擬
人
法
と
結
び
つ
く
。
例
え
ば
「
管
城
子
無
食
肉
相
、
孔
方

兄
有
絶
交
書
」
は
、
筆
（
管
城
子
）
に
よ
り
高
い
官
位
を
得
ら
れ
な
い
人
を
擬
え
、
金
銭
は
「
孔
方
兄
」
と
絶
交
し
た
兄
弟
を
擬
え
る
。

「
淩
波
仙
子
生
塵
襪
、
水
上
輕
盈
步
微
月
」
は
水
仙
を
水
面
に
い
る
女
神
に
擬
え
る
。
「
願
染
朝
霞
成
五
色
、
爲
君
王
補
坐
朝
衣
」
は

雨
の
糸
を
君
王
の
衣
を
補
う
人
（
君
王
を
補
佐
す
る
大
臣
）
を
擬
え
る
。
歴
代
の
詠
物
詩
は
擬
人
化
す
る
場
合
が
多
い
が
、
黄
庭
堅
は

ま
さ
に
双
関
語
を
利
用
し
、
其
の
上
さ
ら
に
物
品
を
擬
人
化
さ
せ
る
こ
と
を
愛
用
し
、
新
し
い
詩
風
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
（
８
）る

。
南
宋
の
呉
沆
（
一
一
一
六
―
一
一
七
二
）
の
『
環
溪
詩
話
』
巻
中
に
、
次
の
よ
う
な
黄
庭
堅
の
擬
人
法
に
つ
い
て
の
論
述
が
あ
る
。

環
溪
仲
兄
問
、
山
谷
詩
亦
有
可
法
者
乎
。
環
溪
曰
、
山
谷
除
拗
體
似
杜
而
外
、
以
物
爲
人
一
體
、
最
可
法
。
於
詩
爲
新
巧
、
於
理

亦
未
大
害
。
仲
兄
云
、
何
謂
以
物
爲
人
。
環
溪
云
、
山
谷
詩
文
中
、
無
非
以
物
爲
人
者
、
此
所
以
擅
一
時
之
名
、
而
度
越
流
輩
也
。

環
溪
の
仲
兄
問
ふ
、
山
谷
の
詩
も
亦
た
法
る
可
き
者
有
ら
ん
か
。
環
溪
曰
く
、
山
谷
の
拗
体
の
杜
に
似
た
る
を
除
き
て
の
外
に
、

物
を
以
て
人
と
為
す
の
一
体
、
最
も
法
る
可
し
。
詩
に
於
い
て
新
巧
と
為
し
、
理
に
於
い
て
も
亦
た
未
だ
大
に
害
せ
ず
。
仲
兄
云

く
、
何
を
か
物
を
以
て
人
と
為
す
と
謂
ふ
。
環
溪
云
く
、
山
谷
詩
文
の
中
、
物
を
以
て
人
と
為
さ
ざ
る
に
非
ざ
る
者
無
し
、
此
れ

一
時
の
名
を
擅
に
し
て
流
輩
を
度
越
す
る
所
以
な
り
。

こ
こ
で
は
黄
庭
堅
詩
の
最
大
の
特
徴
を
「
以
物
為
人
」
つ
ま
り
擬
人
法
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
結
果
は
「
新
巧
」
つ
ま
り
新
し
く
巧

妙
な
表
現
が
出
来
上
が
る
と
言
っ
て
い
る
。
黄
庭
堅
が
詩
人
と
し
て
群
を
抜
い
て
い
た
の
は
擬
人
法
の
使
用
な
の
で
あ
る
と
い
う
。
さ
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ら
に
呉
沆
は
同
じ
『
環
溪
詩
話
』
で
自
身
の
擬
人
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
発
言
す
る
。

弟
在
襄
陽
時
、
嘗
有
「
厭
看
花
笑
客
、
忍
受
草
欺
人
」
、
「
水
流
成
獨
往
、
山
勢
作
友
朋
」
、
「
春
令
乍
來
風
掠
地
、
歲
威
潛
退

雪
消
峰
」
、
又
詠
雪
詩
「
爭
屯
未
就
雲
頭
合
、
結
黨
欲
成
風
勢
高
」
等
句
。
時
未
知
有
山
谷
、
蓋
偶
然
而
合
也
。
是
後
有
「
葉
稀

林
脱
穎
、
沙
現
水
分
鑣
」
、
詠
竹
云
「
起
於
懷
素
節
、
嘉
乃
伴
虛
心
」
、
又
「
柔
柔
翠
竹
相
傾
倒
、
細
草
幽
花
自
發
明
」
、
「
草

迷
花
徑
煩
調
護
、
波
泊
蓮
塘
欠
節
宣
」
等
句
、
時
則
知
有
山
谷
、
蓋
效
之
而
作
也
。

弟
襄
陽
に
在
り
し
時
、
嘗
て
「
厭
ひ
看
る

花
の
客
を
笑
ふ
を
、
忍
ん
で
受
く

草
の
人
を
欺
く
を
」
、
「
水
流
れ
て
独
り
往
く
を

成
し
、
山
勢

友
朋
と
作
す
」
、
「
春
令

た
ち
ま

乍

ち
来
り
て
風

地
を

か
す掠

め
、
歳
威

ひ
そ潛

か
に
退
き
て
雪

峰
に
消
ゆ
」
、
又
た
雪
を
詠

ず
る
の
詩
に
「
屯
を
争
ひ
て
未
だ
就
か
ざ
る
に
雲
頭

が
っ合

し
、
党
を
結
び
て
成
ら
ん
と
欲
す
る
に
風
勢
高
し
」
等
の
句
有
り
。
時
に

未
だ
山
谷
有
る
を
知
ら
ず
、
蓋
し
偶
然
に
合
す
る
な
り
。
是
の
後
「
葉
稀
に
し
て
林

穎
を
脱
し
、
沙
現
れ
て
水
鑣
を
分
か
つ
」
、

竹
を
詠
じ
て
云
く
「
素
節
を
懐
く
に
起
き
、

よ
み嘉

す
る
は
乃
ち
虚
心
を
伴
ふ
を
」
、
又
「
柔
柔
な
る
翠
竹

相
ひ
傾
倒
し
、
細
草
幽
花

自
ら
発
明
す
」
、
「
草
花

径
に
迷
ひ
調
護
す
る
を
煩
し
、
波
蓮

塘
に
泊
し
、
節
宣
し
き
を
欠
く
」
等
の
句
有
り
、
時
に
則
ち
山

谷
有
る
を
知
り
、
蓋
し
之
に
效
ひ
て
作
る
な
り
。

呉
沆
は
、
黄
庭
堅
の
擬
人
法
を
意
識
す
る
前
と
、
意
識
し
た
後
の
二
つ
の
時
期
の
擬
人
法
の
作
品
を
、
自
身
の
実
作
に
即
し
て
紹
介

し
て
い
る
。
も
し
双
関
語
と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
列
挙
し
た
詩
句
の
前
半
、
つ
ま
り
黄
庭
堅
の
詩
を
意
識
す
る
前
の
詩
句
は

双
関
語
が
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
半
の
詩
句
は
、
最
後
の
「
草
迷
花
徑
煩
調
護
、
波
泊
蓮
塘
欠
節
宣
」
を
除
い
て
、
み
な
双
関
語

を
含
む
の
で
あ
る
。
「
葉
稀
林
脱
穎
」
は
木
の
葉
が
凋
落
し
、
穂
先
が
落
ち
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
脱
穎
」
は
『
史
記
』
「
平
原

君
列
伝
」
の
「
毛
遂
自
薦
」
の
典
故
を
掛
け
て
い
る
。
「
遂
を
し
て

は
や蚤

く
囊
中
に

お処
る
を
得
し
む
れ
ば
、
乃
ち
穎
脱
し
て
出
で
ん
（
使
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遂
蚤
得
處
囊
中
、
乃
穎
脱
而
出
）
」
と
毛
遂
が
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
「
穎
を
脱
す
」
は
錐
の
先
が
突
き
抜
け
て
袋
の
外
に
ぬ
け
出
る

こ
と
を
指
し
、
才
能
の
あ
る
人
は
多
く
の
人
の
中
に
い
て
も
、
そ
の
才
能
が
自
然
に
外
に
現
れ
て
く
る
こ
と
を
喩
え
る
。
「
起
於
懷
素

節
、
嘉
乃
伴
虛
心
」
の
素
節
は
竹
の
節
を
表
現
し
、
そ
の
象
徴
と
し
て
君
子
の
高
潔
な
節
操
を
描
く
。
「
虚
心
」
は
竹
の
空
洞
を
指
す

が
、
人
の
先
入
観
や
偏
見
を
も
た
ず
、
あ
り
の
ま
ま
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
「
柔
柔
翠
竹
相
傾
倒
、
細
草
幽

花
自
發
明
」
の
「
相
傾
倒
」
は
竹
が
互
い
に
向
き
合
う
こ
と
を
描
写
す
る
が
、
人
の
お
互
い
に
尊
敬
し
慕
う
こ
と
を
言
う
。
「
自
発
明
」

は
草
と
花
の
色
彩
や
光
沢
が
互
い
に
輝
く
の
を
言
う
が
、
人
の
心
の
悟
る
こ
と
を
掛
け
て
言
う
。
こ
れ
ら
の
詩
句
は
黄
庭
堅
の
擬
人
法

を
模
倣
し
て
制
作
し
た
詩
句
で
あ
る
と
、
呉
沆
は
告
白
し
て
い
る
。
特
に
双
関
語
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
擬
人
法
と
関
係
の
深
い
双

関
の
技
法
も
呉
沆
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
判
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
に
論
述
し
た
よ
う
に
、
双
関
語
は
黄
庭
堅
の
詩
作
に
お
け
る
手
法
の
一
種
の
重
要
な
基
盤
と
言
え
、
後
世
の
詩
人
に
も
そ

の
影
響
を
与
え
て
い
る
。
双
関
表
現
は
言
葉
が
内
包
す
る
潜
在
的
意
味
を
拡
大
さ
せ
、
そ
の
結
果
と
し
て
宋
詩
に
お
け
る
新
し
い
題
材

や
言
葉
、
表
現
を
も
た
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

注

（
１
）

陳
望
道
『
修
辞
学
発
凡
』
、
上
海
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
九
六
頁
。
甲
斐
勝
二
、
間
ふ
さ
こ
、
宮
下
尚
子
、
張
璐
、

王
毓
雯
の
訳
を
参
照
の
訳
を
参
照
（
『
福
岡
大
学
研
究
部
論
集
（
人
文
科
学
編
）
』
第
十
四
巻
、
二
〇
一
五
年
一
月
）
。
陳

望
道
は
双
関
語
を
二
種
類
に
分
け
る
。
（
１
）
た
だ
発
音
の
み
が
類
似
す
る
だ
け
の
「
諧
音
双
関
」
と
も
呼
ば
れ
る
双
関
語
。

（
２
）
漢
字
が
同
じ
で
あ
る
が
、
意
味
が
異
な
り
、
「
意
義
双
関
」
と
も
呼
ば
れ
る
双
関
語
。
先
に
挙
げ
た
「
楡
」
と
「
余
」

は
（
１
）
に
属
し
、
二
字
が
同
音
な
の
に
意
味
が
異
な
る
。
そ
の
（
２
）
の
双
関
語
、
つ
ま
り
字
が
同
じ
で
あ
る
が
、
意
味
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が
異
な
る
場
合
で
は
、
次
に
挙
げ
る
「
脚
婆
」
と
「
附
子
」
の
分
析
を
参
照
。

（
２
）

例
え
ば
、
王
運
煕
「
論
呉
声
西
曲
与
諧
音
双
関
語
」
（
『
楽
府
詩
述
論
』
所
収
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
、
市

川
桃
子
「
中
国
古
典
詩
に
於
け
る
諧
音
双
関
語
―
楽
府
「
江
南
」
古
辞
の
「
魚
」
に
つ
い
て
」
（
『
明
海
大
学
外
国
語
学
部
論

集
』
第
三
号
、
一
九
九
一
年
三
月
）
、
吉
田
文
子
「
呉
声
西
曲
に
お
け
る
双
関
語
の
構
造
―
比
喩
表
現
と
の
比
較
に
お
い
て
」

（
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
二
十
五
号
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）
な
ど
を
参
照
。

（
３
）

中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
、
二
二
頁
。
さ
ら
に
「
而
要
以
玉
溪
爲
最
擅
此
、
著
墨
無
多
、
神
韻
特
遠
。
如
「
天
涯
」
曰
、
「
鶯

啼
如
有
淚
、
爲
濕
最
高
花
」
、
認
眞
啼
字
、
雙
關
出
「
淚
濕
」
也
。
「
病
中
遊
曲
江
」
曰
、
「
相
如
未
是
眞
消
渴
、
猶
放
沱
江

過
錦
城
」
、
坐
實
「
渴
」
字
、
雙
關
出
沱
江
水
竭
也
。
「
春
光
」
曰
、
「
幾
時
心
緒
渾
無
事
、
得
及
游
絲
百
尺
長
」
、
執
著
「
緒
」

字
、
雙
關
出
「
百
尺
長
」
也
。
他
若
「
新
蒲
似
酒
思
投
日
、
芳
草
如
茵
憶
吐
時
」
、
亦
用
此
法
、
特
明
而
未
融
也
。
山
谷
固
深

於
小
李
者
」
と
あ
り
、
黄
庭
堅
の
双
関
語
表
現
の
源
を
李
商
隠
詩
と
す
る
。

（
４
）

高
克
勤
点
校
『
王
荊
文
公
詩
箋
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
巻
四
十
一
。

（
５
）
孔
方
兄
は
魯
褒
「
銭
神
論
」
（
『
晋
書
』
巻
百
三
十
「
魯
褒
伝
」
）
の
「
親
愛
如
兄
、
字
曰

孔
方
。
失
之
則
貧
弱
、
得
之
則

富
強
」
を
出
典
と
す
る
。

（
６
）
禽
言
詩
に
つ
い
て
、
張
高
評
「
宋
代
禽
言
詩
与
化
俗
為
雅
―
從
遺
妍
開
發
、
創
意
造
語
切
入
」
（
『
宋
代
文
學
研
究
叢
刊
』

第
十
三
期
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
７
）

同
様
の
例
と
し
て
、
「
次
韻
叔
父
聖
謨
詠
鸎
遷
谷
」
詩
（
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
一
）
の
「
鴉
舅
頗
強
聒
、
仆
姑
常
勃
磎
。

黄
鳥
懷
好
音
、
秋
菊
染
春
衣
。
嚶
嚶
求
朋
友
、
憂
患
同
一
枝
。
提
壺
要
酤
我
、
杜
宇
賦
式
微
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
８
）

薬
名
詩
に
つ
い
て
は
、
田
中
謙
二
「
薬
名
詩
の
系
譜
」
（
『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）

が
あ
る
。
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（
９
）

同
様
の
例
と
し
て
、
「
趙
子
充
示
竹
夫
人
詩
、
蓋
凉
寝
竹
器
、
憩
臂
休
膝
、
似
非
夫
人
之
職
。
予
爲
名
曰
青
奴
、
并
以
小
詩

取
之
二
首
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
一
）
其
一
の
「
青
奴
元
不
解
梳
妝
、
合
在
禪
齋
夢
蝶
床
」
、
其
二
の
「
我
無
紅
袖
堪
娛

夜
、
正
要
青
奴
一
味
凉
」
と
あ
り
、
涼
を
と
る
た
め
に
抱
い
て
寝
る
円
筒
状
の
篭
を
「
青
奴
」
と
命
名
し
、
擬
人
化
さ
せ
る
の

で
あ
る
。
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第
二
章

黄
庭
堅
と
「
竹
枝
詞
」

一

黄
庭
堅
の
左
遷
と
竹
枝
詞

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
、
黄
庭
堅
は
『
神
宗
実

（
１
）

録
』
に
お
い
て
新
法
を
非
難
し
た
罪
で
、
涪
州
別
駕
・
黔
州
安
置
を
命
じ
ら
れ
た
。

十
二
月
に
都
開
封
に
近
い
陳
留
を
出
発
、
翌
紹
聖
二
年
四
月
、
兄
の
黄
大
臨
と
と
も
に
黔
州
（
い
ま
の
重
慶
市
彭
水
県
）
に
到
着
し
た
。

そ
の
途
中
、
彼
は
「
竹
枝
詞
」
二
首
を
創
作
し
て
い
る
。
「
竹
枝
詞
」
は
ま
た
の
名
を
「
竹
枝
歌
」
と
も
称
し
、
そ
の
詩
型
は
七
言
絶

句
に
近
く
民
歌
を
模
し
た
詩
体
で
あ
る
。
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
こ
の
歌
謡
の
創
作
範
囲
は
、
四
川
省
を
下
り
、
江
南
地
方
に
ま
で

及
ぶ
長
江
流
域
と
推
定
さ
れ
て
い

（
２
）る

。

撑
崖
拄
谷
蝮
蛇
愁

崖
に

つ
か撑

へ
谷
に

つ
か拄

へ

蝮
蛇
も
愁
ふ
、

入
箐
攀
天
猿
掉
頭

せ
ん箐

に
入
り
天
に

よ攀
じ

猿
も
頭
を

ふ掉
る
。

鬼
門
關
外
莫
言
遠

鬼
門
関
外

遠
し
と
言
ふ
莫
か
れ
、

五
十
三
驛
是
皇
州

五
十
三
駅

是
れ
皇
州
。

浮
雲
一
百
八
盤
縈

浮
雲
は

一
百
八
盤
に

ま
と縈

ひ
、

落
日
四
十
八
渡
明

落
日
は

四
十
八
渡
に
明
ら
か
な
り
。

鬼
門
關
外
莫
言
遠

鬼
門
関
外

遠
し
と
言
ふ
莫
か
れ
、
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四
海
一
家
皆
弟
兄

四
海
は
一
家

皆
弟
兄
な
ら
ん
。

（
「
竹
枝
詞
二
首
」
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
二
）

崖
や
谷
の
峻
険
さ
は
蛇
で
も
愁
え
る
ほ
ど
で
、
森
林
は
天
に
届
く
ほ
ど
に
密
生
し
、
猿
で
さ
え
恐
怖
の
あ
ま
り
に
首
を
振
っ
て
し
ま

う
。
こ
の
鬼
門
関
の
道
の
り
が
遠
い
こ
と
を
言
わ
な
い
で
ほ
し
い
、
京
都
開
封
ま
で
は
五
十
三
駅
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
と
詩
人
は
慰

め
て
い
る
。
黄
庭
堅
兄
弟
は
首
都
と
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
黔
州
に
赴
い
た
わ
け
で
あ
り
、
慰
め
の
言
葉
の
中
に
無
力

感
が
漂
う
の
は
已
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
二
首
は
途
中
通
過
し
た
辺
鄙
な
場
所
と
し
て
一
百
八
盤
（
い
ま
の
湖
北
省
恩
施
市

南
陵
県
南
陵
山
中
に
地
名
が
残
る
）
及
び
四
十
八
渡
（
い
ま
の
重
慶
市
南
川
馬
嘴
山
付
近
）
の
浮
雲
と
落
日
を
描
写
す
る
。
こ
れ
は
、

李
白
の
「
浮
雲
遊
子
の
意
、
落
日
故
人
の
情
」
（
「
送
友
人
」
詩
）
を
踏
ま
え
、
漂
泊
と
離
別
の
情
を
表
現
し
て
い
る
。
第
三
句
は
前

詩
の
第
三
句
を
踏
襲
し
、
第
四
句
は
「
君
子
敬
し
み
て
失
無
く
、
人
に
与
し
、
恭
し
く
し
て
礼
有
ら
ば
、
四
海
の
内
、
皆
兄
弟
と
為
る

な
り
。
君
子
何
ぞ
兄
弟
無
き
を
患
へ
ん
や
」
と
い
う
『
論
語
』
顔
淵
篇
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
私
は
遠
い
黔
州
に
左
遷
さ
れ
て
も
、
き

っ
と
現
地
の
人
々
は
私
を
兄
弟
と
し
て
付
き
合
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
心
配
は
要
ら
な
い
と
兄
を
慰
め
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
「
竹
枝
詞
」
二
首
に
は
他
に
も
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
は
そ
の
地
名
の
多
用
で
あ
る
。
第
一
首

に
は
蛇
倒
退
・
胡
孫
愁
・
鬼
門
関
、
第
二
首
に
一
百
八
盤
・
四
十
八
渡
・
鬼
門
関
の
計
五

（
３
）

つ

が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
彼
ら
の

実
際
の
行
程
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
黄
庭
堅
は
こ
の
旅
路
を
回
想
し
た
文
章
を
九
年
後
の
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
に
残
し
て

い
る
。初

元
明
自
陳
留
出
尉
氏
、
許
昌
、
渡
漢
、
江
陵
上
夔
峽
、
過
一
百
八
盤
、
渉
四
十
八
渡
、
送
余
安
置
于
摩
圍
山
之
下
。
淹
留
數
月

不
忍
別
、
士
大
夫
共
慰
勉
之
、
乃
肯
行
。
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初
め
元
明
、
陳
留
よ
り
尉
氏
、
許
昌
を
出
で
、
漢
を
渡
り
、
江
陵
よ
り
夔
峽
を
上
り
、
一
百
八
盤
を
過
ぎ
、
四
十
八
渡
を
渉
り
、

余
の
摩
囲
山
の
下
に
安
置
せ
ら
る
る
を
送
る
。
淹
留
す
る
こ
と
数
月
、
別
る
る
に
忍
び
ず
、
士
大
夫
と
共
に
慰
め
て
こ
れ
を

は
げ勉

ま

し
、
乃
ち
行
く
こ
と
を
肯
ず
。

（
「
書
萍
郷
縣
廳
記
」
『
黄
庭
堅
全
集
』
正
集
巻
二
十
）

文
中
で
は
兄
弟
二
人
の
苛
刻
な
道
程
が
つ
ぶ
さ
に
描
か
れ
て
い
る
。
到
着
後
、
兄
は
数
ヶ
月
間
黔
州
に
滞
在
し
、
黄
庭
堅
と
の
別
離

を
惜
し
み
、
周
り
の
士
士
大
夫
た
ち
か
ら
慰
め
ら
れ
て
よ
う
や
く
帰
途
に
立
っ
た
と
い
う
。

一
方
、
地
名
は
同
時
に
双
関
語
（
い
わ
ゆ
る
掛
け
言
葉
）
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。
「
撑
崖
拄
谷
蝮
蛇
愁
」
が
三
峡
の
地
名
で
あ

る
と
同
時
に
「
蝮
蛇
も
愁
う
」
ほ
ど
険
し
い
場
所
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
ほ
か
、
「
入
箐
攀
天
猿
掉
頭
」
の
「
猿
も
首
を
回
す
」

ほ
ど
高
い
と
い
う
発
想
も
ま
た
三
峡
の
地
名
の
「
胡
孫
愁
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
鬼
門
関
」
は
、
伝
説
上
命

を
失
う
場
所
と
さ
れ
る
鬼
門
を
連
想
さ
せ
る
。
竹
枝
詞
で
は
現
地
の
地
名
を
用
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
地
名
が

持
つ
字
面
上
の
意
味
を
作
品
中
に
反
映
さ
せ
る
点
は
黄
庭
堅
の
く
ふ
う
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
双
関
語
の
巧
み
な
例
と
し
て
劉
禹

錫
「
竹
枝
詞
」
の
「
東
辺
日
出
で
て
西
辺
雨
ふ
り
、
道
ふ
な
ら
く
是
れ
晴
れ
無
き
も
却
て
晴
れ
有
り
（
東
邊
日
出
西
邊
雨
、
道
是
無
晴

却
有
晴
）
」
が
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
が
、
黄
庭
堅
も
双
関
語
を
多
用
し
て
い
る
。

黄
庭
堅
は
、
こ
の
「
竹
枝
詞
」
二
首
を
作
っ
て
ま
も
な
く
、
夢
の
中
で
大
詩
人
の
李
白
と
出
会
い
、
李
白
か
ら
口
述
で
三
首
の
「
竹

枝
詞
」
を
教
え
ら
れ
た
と
い
う
。

予
既
作
竹
枝
詞
、
夜
宿
歌
羅
驛
、
夢
李
白
相
見
於
山
間
曰
、
予
往
謫
夜
郎
、
於
此
聞
杜
鵑
、
作
竹
枝
詞
三
疊
、
世
傳
之
不
。
子
細

憶
集
中
無
有
、
請
三
誦
乃
得
之
。
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予
既
に
「
竹
枝
詞
」
を
作
り
、
夜
に
歌
羅
駅
に
宿
す
、
夢
に
李
白
と
山
間
に
相
見
え
て
曰
く
、
「
予

か
つ往

て
夜
郎
に
謫
せ
ら
れ
、
此

に
於
て
杜
鵑
を
聞
き
、
「
竹
枝
詞
」
三
畳
を
作
る
。
世
に
之
を
伝
ふ
や
否
や
。
」
子
細
に
集
中
に
有
る
無
し
を
憶
ひ
、
三
誦
せ
ん

こ
と
を
請
う
て
乃
ち
之
を
得
た
り
。

（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
二
）

こ
の
長
い
文
章
が
、
夢
中
に
李
白
よ
り
授
け
ら
れ
た
竹
枝
詞
三
首
に
着
想
を
得
た
作
品
の
詩
題
で
あ
る
。
「
夢
中
得
句
」
の
詩
句
の

所
有
権
に
つ
い
て
浅
見
洋
二
氏
に
専
論
が
あ

（
４
）

り

、
こ
の
作
品
は
黄
庭
堅
本
人
の
作
品
と
し
て
認
め
て
よ
い
の
か
微
妙
な
問
題
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
こ
の
三
首
の
詩
を
黄
庭
堅
自
身
の
作
品
と
し
て
取
り
扱
う
。
其
の
一
を
見
て
み
よ
う
。

一
聲
望
帝
花
片
飛

一
声
の
望
帝

花
片
飛
ぶ
、

萬
里
明
妃
雪
打
圍

万
里
の
明
妃

雪
に

だ
ゐ

打
囲
す
。

馬
上
胡
兒
那
解
聽

馬
上
の
胡
児

い
づ
く

那

ん
ぞ
聴
く
こ
と
を
解
せ
ん
、

琵
琶
應
道
不
如
歸

琵
琶
応
に
不
如
帰
と
道
ふ
べ
し
。

遠
い
蕃
夷
の
地
へ
追
放
さ
れ
た
主
人
公
（
李
白
も
黄
庭
堅
も
）
は
、
都
か
ら
万
里
の
彼
方
で
匈
奴
と
結
婚
し
た
王
昭
君
を
連
想
す
る

の
で
あ
る
。
望
帝
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
別
名
で
、
そ
の
声
は
「
不
如
帰
去
（
帰
る
に
如
か
ず
）
」
と
鳴
く
と
さ
れ
、
宋
代
の
詩
歌
で
は
よ

く
故
郷
を
思
う
隠
喩
と
し
て
取
り
込
ま
れ

（
５
）

る

。
一
方
、
望
帝
は
「
皇
帝
を
望
む
」
と
い
う
字
面
上
の
意
味
も
含
ん
だ
双
関
語
で
あ
り
、

都
（
皇
城
）
を
連
想
さ
せ
や
す
い
。
詩
の
大
意
は
、
王
昭
君
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
「
不
如
帰
去
」
を
聞
き
、
望
郷
の
念
に
惹
か
れ
て
、

琵
琶
の
音
に
郷
愁
を
託
す
が
、
匈
奴
の
人
は
野
蛮
な
の
で
、
そ
の
意
味
を
理
解
で
き
な
い
、
と
い
う
。
次
に
其
の
二
は
ど
う
で
あ
ろ
う



47

か
。

竹
竿
坡
面
蛇
倒
退

竹
竿
の
坡
面

蛇
倒
退
し
、

摩
圍
山
腰
胡
孫
愁

摩
囲
の
山
腰

胡
孫
愁
ふ
。

杜
鵑
無
血
可
續
淚

杜
鵑

血
の
涙
に
続
く
可
き
無
し
、

何
日
金
雞
赦
九
州

何
れ
の
日
か
金
鶏

九
州
に
赦
さ
れ
ん
。

一
・
二
句
は
竹
竿
坡
・
蛇
倒
退
・
摩
囲
山
（
い
ま
の
重
慶
市
彭
水
県
に
あ
る
）
・
胡
孫
愁
と
い
う
四
つ
の
地
名
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。

蛇
倒
退
・
胡
孫
愁
は
前
述
の
よ
う
に
双
関
語
で
あ
り
、
三
峡
の
険
し
い
地
形
を
表
現
す
る
。
三
・
四
句
は
李
白
の
「
我
は
愁
う
遠
謫
夜

郎
に
去
る
を
、
何
れ
の
日
か
金
鶏
放
赦
し
て
回
ら
ん
（
我
愁
遠
謫
夜
郎
去
、
何
日
金
鶏
放
赦
回
）
」
（
「
流
夜
郎
贈
辛
判
官
」
詩
）
を

踏
ま
え
る
。
其
の
一
と
同
じ
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
啼
く
声
を
聞
い
て
か
ら
の
発
想
で
あ
り
、
こ
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
あ
ま
り
の
悲
し
み
の
た

め
に
す
で
に
血
の
涙
を
流
し
尽
く
し
た
が
、
い
つ
の
日
に
か
天
下
に
大
赦
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
身
の
罪
が
赦
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
や

や
絶
望
的
な
心
情
を
表
現
し
て
い
る
。
次
に
其
の
三
。

命
輕
人
鮓
甕
頭
船

命
は
軽
し

人
鮓
甕
頭
の
船
、

日
瘦
鬼
門
關
外
天

日
は
瘦
す

鬼
門
関
外
の
天
。

北
人
墮
淚
南
人
笑

北
人

涙
を
堕
せ
ば

南
人
笑
ふ
、

青
壁
無
梯
聞
杜
鵑

青
壁
梯
無
く
杜
鵑
を
聞
く
。
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詩
中
の
鮓
甕
頭
（
い
ま
の
湖
北
省
秭
帰
県
の
西
郊
）
は
三
峡
の
な
か
に
あ
る
船
の
難
所
を
指
し
、
溺
れ
た
人
が
鮓
詰
め
に
な
る
と
比

喩
さ
れ
る
。
鬼
門
関
は
あ
ま
り
に
遠
く
て
、
そ
の
上
の
太
陽
は
痩
せ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
険
し
い
場
所
で
も
現

地
の
人
は
平
気
に
笑
っ
て
暮
ら
す
が
、
北
か
ら
初
め
て
こ
こ
に
来
れ
ば
涙
を
流
す
ば
か
り
で
、
そ
の
前
途
も
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
ホ
ト

ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
（
不
如
帰
去
）
が
耳
に
届
く
。
こ
こ
は
劉
禹
錫
の
「
竹
枝
詞
九
首
」
其
の
一
「
南
人
上
來
歌
一
曲
、
北
人
莫
上
動
郷

情
」(

南
人

の
ぼ上

り
来
り
て
歌
一
曲
、
北
人

の
ぼ上

る
莫
く
郷
情
を
動
か
す)

を
意
識
し
て
い
る
。
環
境
・
風
俗
の
大
き
な
隔
た
り
に
よ
る
恐
怖

と
孤
独
感
、
郷
愁
そ
し
て
朝
廷
へ
の
名
残
り
惜
し
さ
が
北
人
た
る
主
人
公
の
心
に
動
揺
を
与
え
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
黄
庭
堅
の

「
竹
枝
詞
」
に
は
彼
の
左
遷
行
へ
の
辛
い
思
い
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二

歌
と
し
て
の
竹
枝
詞

黄
庭
堅
は
竹
枝
詞
を
作
っ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、
前
掲
の
「
竹
枝
詞
二
首
」
の
跋
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
自
荊
州
上
峽
入
黔
中
、
備
嘗
山
川
險
阻
。
因
作
二
疊
、
傳
與
巴
娘
、
令
以
竹
枝
歌
之
。
前
一
疊
可
和
云
、
鬼
門
關
外
莫
言
遠
、

五
十
三
驛
是
皇
州
。
後
一
疊
可
和
云
、
鬼
門
關
外
莫
言
遠
、
四
海
一
家
皆
弟
兄
。

予

荊
州
よ
り
峡
を
上
り
黔
中
に
入
り
、

つ
ぶ
さ

備

に
山
川
の
険
阻
を
嘗
む
。
因
り
て
二
畳
を
作
り
、
巴
娘
に
伝
与
し
、
「
竹
枝
」
を
以

て
之
を
歌
は
し
む
。
前
の
一
畳
は
、
和
し
て
「
鬼
門
関
外
莫
言
遠
、
五
十
三
駅
是
皇
州
」
と
云
ふ
ベ
し
。
後
の
一
畳
は
、
和
し
て

「
鬼
門
関
外
莫
言
遠
、
四
海
一
家
皆
弟
兄
」
と
云
ふ
ベ
し
。

（
「
跋
竹
枝
詞
二
首
」
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
二
）
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黄
庭
堅
は
荊
州
か
ら
三
峡
に
遡
っ
て
黔
州
に
行
く
途
中
、
「
竹
枝
詞
」
二
首
を
作
り
、
後
に
巴
娘
（
黔
州
の
若
い
歌
妓
）
に
現
地
の

「
竹
枝
歌
」
の
詠
じ
方
に
従
っ
て
詠
わ
せ
た
と
い
う
。
そ
の
具
体
的
な
「
畳
」
の
歌
い
方
は
現
在
に
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
「
竹
枝
詞
」

が
歌
詞
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
更
に
例
を
挙
げ
る
。

摩
圍
山
色
醉
今
朝

摩
囲
の
山
色

今
朝
に
酔
ひ
、

試
問
歸
程
指
斗
杓

試
み
て
帰
程
を
問
ふ
に
斗
杓
を
指
す
。

荔
子
陰
成
棠
棣
愛

荔
子
陰
は
棠
棣
の
愛
に
成
り
、

竹
枝
歌
是
去
思
謡

竹
枝
歌
は
是
れ
去
思
の
謡
な
り
。

陽
關
一
曲
悲
紅
袖

陽
関
一
曲

紅
袖
を
悲
し
み
、

巫
峽
千
波
怨
畫
橈

巫
峡
千
波

画
橈
を
怨
む
。

歸
去
天
心
承
雨
露

帰
去
の
天
心

雨
露
を
承
り
、

雙
魚
來
報
舊
賓
僚

双
魚
来
た
り
て
旧
賓
僚
に
報
ゆ
。

（
「
送
曹
黔
南
口
號
」
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
十
七
）

こ
れ
は
紹
聖
三
年
（
一
〇
九
六
）
黔
州
滞
在
中
の
詩
句
で
あ
り
、
こ
の
曹
黔
南
が
書
い
た
「
竹
枝
歌
」
は
、
「
去
思
」
す
な
わ
ち
郷

愁
を
表
し
た
歌
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
も
「
竹
枝
詞
」
は
望
郷
の
歌
と
い
う
特
性
の
も
と
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

黔
州
に
到
着
し
た
紹
聖
二
年
、
黄
庭
堅
は
さ
ら
に
二
首
の
「
竹
枝
詞
」
を
詠
ん
で
い
る
。

三
峽
猿
聲
淚
欲
流

三
峡
の
猿
声

淚
流
れ
ん
と
欲
し
、
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夔
州
竹
枝
解
人
愁

夔
州
の
竹
枝

人
の
愁
ひ
を
解
く
。

渠
儂
自
有
回
天
力

渠
儂
自
ら
回
天
の
力
有
り
、

不
學
垂
楊
繞
指
柔

学
ば
ず

垂
楊
の
指
を
繞
り
て
柔
ら
か
き
を
。

（
「
竹
枝
詞
二
首
」
其
一
『
山
谷
別
集
詩
注
』
巻
一
）

三
峡
の
猿
の
啼
く
声
を
聞
け
ば
、
人
は
涙
を
流
す
ほ
ど
物
寂
し
く
感
じ
る
。
夔
州
（
い
ま
の
重
慶
市
奉
節
県
）
の
「
竹
枝
詞
」
は
そ

の
哀
愁
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
歌
は
天
地
を
回
転
さ
せ
る
ほ
ど
の
力
を
持
ち
、
柔
弱
な
柳
の
よ
う
で
は
な
い
。
こ
の
「
垂
楊
」

も
双
関
語
で
あ
り
、
植
物
と
し
て
の
柳
の
意
味
と
同
時
に
歌
曲
の
「
楊
柳
枝
」
の
こ
と
を
指

（
６
）

す

。

塞
上
柳
枝
且
莫
歌

塞
上
の
柳
枝

且
く
歌
ふ
莫
か
れ
、

夔
州
竹
枝
奈
愁
何

夔
州
の
竹
枝

愁
を
奈
何
せ
ん
。

虛
心
相
待
莫
相
誤

虚
心

相
待
ち
て
相
誤
つ
莫
れ
、

歳
寒
望
君
一
來
過

歳
寒
に
君
の
一
た
び
来
過
す
る
を
望
む
。

（
「
竹
枝
詞
二
首
」
其
二
『
山
谷
詩
別
集
』
巻
一
）

こ
の
作
も
「
竹
枝
詞
」
と
「
楊
柳
枝
」
の
比
較
で
あ
る
。
「
楊
柳
枝
」
を
歌
わ
ず
、
「
竹
枝
詞
」
こ
そ
が
哀
愁
を
解
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
述
べ
る
。
私
は
竹
の
よ
う
に
虚
心
に
君
と
付
き
合
い
、
そ
し
て
竹
の
よ
う
な
気
骨
を
持
っ
て
君
の
来
訪
を
待
っ
て
い
る
。
第

三
・
四
句
に
お
い
て
竹
を
連
想
さ
せ
る
表
現
を
用
い
る
の
も
「
竹
枝
詞
」
の
「
竹
」
の
文
字
か
ら
の
着
想
で
あ
る
。
こ
の
内
容
は
、
左

遷
さ
れ
た
元
祐
旧
党
の
他
の
同
志
た
ち
を
心
配
し
た
も
の
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
先
揚
の
第
一
首
で
は
「
竹
枝
詞
」
に
つ
い
て
「
楊
柳
枝
」
よ
り
も
力
が
あ
り
柔
軟
な
性
質
で
は
な
い
と
の
評
価
を
与
え

て
い
る
。
こ
れ
は
「
竹
枝
詞
」
の
曲
調
に
根
ざ
し
た
発
言
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
例
え
ば
劉
禹
錫
の
「
竹
枝
詞
九
首
」
の
序
に
も
、

聆
其
音
、
中
黄
鐘
之
羽
、
卒
章
激
訐
如
呉
聲
。

其
の
音
を
聆
け
ば
、
黄
鐘
の
羽
に
中
た
り
、
卒
章
は
激
訐
と
し
て
呉
声
の
如
し
。

と
「
竹
枝
詞
」
の
声
調
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
「
黄
鐘
の
羽
」
は
平
穏
な
中
に
激
し
い
声
調
を
有
す
る
も
の
で

あ
り
、
「
卒
章
激
訐
」
も
竹
枝
詞
の
終
末
部
の
音
の
激
し
さ
を
指
し
て
い
る
。
黄
庭
堅
の
「
竹
枝
詞
」
も
唐
代
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
激

昂
の
音
調
と
い
う
性
質
を
保
持
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
音
楽
と
し
て
の
音
調
で
あ
り
、
文
字
上
の
表
現
は
ど
の
よ
う
に
築
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
言
葉
の
重
複
は
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
「
鬼
門
關
外
莫
言
遠
、
五
十
三
驛
是
皇
州
」
と
「
鬼
門
關
外
莫
言
遠
、
四

海
一
家
皆
弟
兄
」
と
を
見
る
と
、
第
一
首
の
第
三
句
は
同
じ
く
第
二
首
の
第
三
句
に
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
杜
鵑
無
血

可
續
淚
」
「
青
壁
無
梯
聞
杜
鵑
」
の
よ
う
に
杜
鵑
が
頻
出
し
た
り
、
「
夔
州
竹
枝
解
人
愁
」
「
夔
州
竹
枝
奈
愁
何
」
は
表
現
が
近
似
す

る
な
ど
、
近
似
す
る
文
字
の
重
複
に
よ
っ
て
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
築
こ
う
と
し
た
努
力
も
窺
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
劉
禹
錫
の
「
竹
枝
詞
九
首
」

其
の
六
・
其
の
七
の
第
三
・
四
句
「
懊
惱
人
心
不
如
石
、
少
時
東
去
復
西
來
（
懊
悩
す
人
心
は
石
に
如
か
ず
、
少
時
は
東
に
去
き
て
復

た
西
に
来
る
を
）
」
及
び
「
長
恨
人
心
不
如
水
、
等
閒
平
地
起
波
瀾
（
長
く
恨
む
人
心
は
水
に
如
か
ず
、
等
閒
に
平
地
に
波
瀾
を
起
こ

す
を
）
」
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
文
字
の
反
復
に
よ
る
音
律
の
構
成
は
、
彼
の
後
年
の
作
品
、
と
り
わ
け
七
言
絶
句
の

連
作
の
中
に
も
継
続
し
て
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
病
来
十
日
不
挙
酒
二
首
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
八
、
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）

の
作
）
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
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病
來
十
日
不
舉
酒

病
来
十
日

酒
を
挙
げ
ず
、

回
施
青
春
與
後
生

青
春
を
回
施
し
て
後
生
に
与
へ
ん
。

滿
袖
東
風
愜
人
意

満
袖
の
東
風

人
の
意
に
愜
ふ
、

見
君
詩
與
字
俱
清

君
が
詩
と
字
の
俱
に
清
き
を
見
れ
ば
な
り
。

病
來
十
日
不
舉
酒

病
来
十
日

酒
を
挙
げ
ず
、

獨
卧
南
牀
春
草
生

独
り
南
床
に
臥
し
て

春
草
生
ず
。

承
君
折
送
袁
家
紫

君
が
袁
家
紫
を
折
り
送
る
を
承
け
、

令
我
興
發
郎
官
清

我
を
し
て
興
を
郎
官
清
に
発
せ
し
む
。

後
篇
の
第
二
句
は
謝
霊
運
の
「
池
塘
春
草
生
ず
、
園
柳
鳴
禽
を
変
ふ
（
池
塘
生
春
草
、
園
柳
變
鳴
禽
）
」
（
「
登
池
上
樓
」
詩
、
『
文

選
』
巻
二
十
二
）
を
意
識
す
る
句
で
あ
り
、
兄
弟
愛
の
詩
で
あ
ろ
う
。
私
は
病
気
に
な
っ
て
か
ら
十
日
間
酒
を
飲
ま
ず
に
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
辛
い
生
活
の
中
で
君
の
詩
と
書
蹟
を
見
て
、
私
は
心
地
よ
く
な
っ
た
。
ま
た
、
私
は
病
気
中
で
酒
を
飲
め
な
い
が
、
君
が
牡

丹
（
袁
家
紫
）
を
送
っ
て
き
た
の
で
、
私
は
あ
ま
り
に
う
れ
し
く
て
、
酒
を
飲
め
る
気
が
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
「
病
來
十
日
不
舉

酒
」
句
が
一
字
も
変
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
二
詩
の
首
句
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
詩
巻
や
牡
丹
を
受
け
取
っ
た
心
情
を
際
だ
た
せ
て

い
る
。
ま
た
、
「
題
王
居
士
所
蔵
王
友
画
桃
杏
花
二
首
」
（
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
十
七
）
に
は
次
の
よ
う
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

凌
雲
一
笑
見
桃
花

凌
雲
一
笑
し
て
桃
花
を
見
、
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三
十
年
來
始
到
家

三
十
年
来

始
め
て
家
に
到
る
。

從
此
春
風
春
雨
後

此
れ
よ
り
春
風
春
雨
の
後
、

亂
隨
流
水
到
天
涯

乱
れ
て
流
水
に
随
ひ
て
天
涯
に
至
ら
ん
。

凌
雲
見
桃
萬
事
無

凌
雲

桃
を
見
て
万
事
無
し
、

我
見
杏
花
心
亦
如

我

杏
花
を
見
て
心
も

え
き
じ
よ

亦
如
た
り
。

從
此
華
山
圖
籍
上

此
れ
よ
り
華
山
図
籍
の
上
、

更
添
潘
閬
倒
騎
驢

更
に
潘
閬
の
倒
に
驢
に
騎
る
を
添
へ
ん
。

其
一
は
王
朴
居
士
の
所
蔵
す
る
絵
の
桃
花
を
見
て
、
三
十
年
間
悟
ら
な
っ
か
た
が
、
い
ま
よ
う
や
く
「
拈
華
微
笑
」
の
よ
う
に
悟
っ

た
。
こ
れ
か
ら
、
桃
花
の
花
ひ
ら
の
よ
う
に
、
水
に
任
せ
て
天
涯
に
行
き
、
執
着
が
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
白
居
易
の
「
歸
去
誠
可
憐
、

天
涯
住
亦
得
（
帰
り
去
く
は
誠
に
憐
れ
む
べ
き
な
る
も
、
天
涯
住
す
る
も
亦
た
得
た
り
）
」
（
「
委
順
」
詩
、
『
白
氏
文
集
』
巻
十
一
）

を
意
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
其
二
も
杏
花
を
見
て
悟
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
宋
初
の
詩
人
潘
閬
の
よ
う
に
、
驢
馬

の
歩
に
任
せ
て
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
構
わ
な
い
、
自
由
自
在
の
生
活
を
送
り
た
い
、
と
詠
嘆
す
る
。
こ
こ
で
の
「
凌
雲
一
笑
見
桃
花
」

と
「
凌
雲
見
桃
萬
事
無
」
、
「
從
此
春
風
春
雨
後
」
と
「
從
此
華
山
圖
籍
上
」
と
の
構
造
は
非
常
に
近
く
、
字
句
の
音
律
を
強
く
意
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
「
戯
詠
零
陵
李
宗
古
居
士
家
馴
鷓
鴣
二
首
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
二
十
）
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

山
雌
之
弟
竹
雞
兄

山
雌
の
弟

竹
雞
の
兄
、

乍
入
雕
籠
便
不
驚

乍
ち
雕
篭
に
入
り
て

便
ち
驚
か
ず
、
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此
鳥
爲
公
行
不
得

此
の
鳥

公
の
行
く
を
得
ざ
る
が
為
に
、

報
晴
報
雨
總
同
聲

晴
を
報
じ
雨
を
報
じ
て
総
て
同
声
。

眞
人
夢
出
大
槐
宮

真
人

夢
に
大
槐
宮
に
出
で
、

萬
里
蒼
梧
一
洗
空

万
里
の
蒼
梧

一
洗
し
て
空
し
。

終
日
憂
兄
行
不
得

終
日
兄
の
行
く
を
得
ざ
る
を
憂
ひ
、

鷓
鴣
應
是
鼻
亭
公

鷓
鴣
は
応
に
是
れ
鼻
亭
公
な
る
べ
し
。

鷓
鴣
の
鳴
く
声
は
「
行
不
得
也
哥
哥
」
の
音
に
近
く
、
お
の
ず
と
旅
の
苦
労
を
連
想
し
や
す
い
。
こ
の
鳥
は
君
の
旅
を
心
配
す
る
た

め
に
、
雨
で
も
晴
れ
で
も
毎
日
ひ
た
す
ら
「
行
不
得
」
と
鳴
い
て
い
る
。
其
二
は
零
陵
に
上
古
の
舜
と
鼻
亭
公
に
封
じ
ら
れ
た
弟
の
象

を
連
想
し
て
い
る
。
兄
の
舜
は
遠
く
万
里
の
蒼
梧
ま
で
視
察
に
行
き
、
そ
こ
で
崩
じ
た
。
「
行
不
得
」
と
鳴
く
鷓
鴣
は
当
然
弟
の
象
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
其
一
の
第
三
句
「
此
鳥
爲
公
行
不
得
」
と
其
二
の
第
三
句
「
終
日
憂
兄
行
不
得
」
と
は
ま
た
非
常
に
近

似
し
た
構
造
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
詩
全
体
は
遊
戯
性
を
持
ち
、
旅
人
を
憂
う
鷓
鴣
の
姿
が
印
象
深
く
描
写
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
四

休
居
士
詩
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
九
、
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）
の
作
）
其
二
と
其
三
を
見
て
み
よ
う
。

無
求
不
著
看
人
面

求
む
る
無
く
著
せ
ず

人
面
を
看
る
を
、

有
酒
可
以
留
人
嬉

酒
有
ら
ば
以
て
人
を
留
め
て
嬉
ぶ
可
し
。

欲
知
四
休
安
樂
法

四
休
安
楽
の
法
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、

聽
取
山
谷
老
人
詩

聴
取
せ
よ

山
谷
老
人
の
詩
を
。
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一
病
能
惱
安
樂
性

一
病
能
く
安
楽
の
性
を
悩
ま
す
、

四
病
長
作
一
生
愁

四
病

長
く
一
生
の
愁
を
作
す
。

借
問
四
休
何
所
好

借
問
す

四
休

何
れ
か
好
き
所
ぞ
、

不
令
一
點
上
眉
頭

一
点
を
し
て
眉
頭
に
上
ら
し
め
ず
。

黄
庭
堅
の
序
に
よ
れ
ば
、
「
四
休
」
と
は
「
粗
茶
淡
飯
飽
か
ば
即
ち
休
す
、
破
れ
た
る
を
補
ひ
寒
き
を

ふ
せ遮

ぎ
暖
け
れ
ば
即
ち
休
す
、

三
平
二
満
過
ぐ
れ
ば
即
ち
休
す
、
貪
ら
ず
妬
ま
ず
老
い
て
は
即
ち
休
す
（
麤
茶
淡
飯
飽
即
休
、
補
破
遮
寒
暖
即
休
、
三
平
二
滿
過
即
休
、

不
貪
不
妬
老
即
休
）
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
其
二
は
「
看
人
面
」
「
留
人
嬉
」
と
比
較
的
近
い
言
い
方
で
、
さ
ら
に
「
老
人
詩
」
と

「
人
」
の
字
が
重
複
し
て
用
い
ら
れ
る
。
其
三
の
「
一
病
」
「
一
生
」
「
一
點
」
も
構
造
的
に
は
類
似
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
其
二
の

第
三
句
「
欲
知
四
休
安
樂
法
」
と
其
三
の
第
三
句
「
借
問
四
休
何
所
好
」
と
は
表
現
が
極
め
て
近
く
、
「
四
休
」
の
内
容
及
び
そ
の
効

果
（
不
令
一
點
上
眉
頭
）
を
強
調
し
て
い
る
。

詩
歌
、
特
に
七
言
絶
句
の
よ
う
な
文
字
数
の
少
な
い
作
品
で
は
、
従
来
、
同
一
の
文
字
や
同
じ
よ
う
な
表
現
の
反
復
は
タ
ブ
ー
と
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
黄
庭
堅
は
、
「
竹
枝
詞
」
つ
ま
り
中
国
南
方
の
土
着
の
民
歌
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
に
敢
え
て
こ
の
タ
ブ

ー
を
破
り
、
新
し
い
創
作
方
法
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

黄
庭
堅
の
黔
州
左
遷
後
の
七
言
絶
句
連
作
は
「
竹
枝
詞
」
の
ほ
か
に
三
十
五
組
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
前
述
の
よ
う
に
重
複
の
文
を

含
む
詩
が
五
組
あ
り
、
全
体
の
七
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
作
詩
技
法
は
左
遷
さ
れ
る
以
前
の
作
品
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な

い
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
変
化
に
注
目
す
れ
ば
、
「
歌
」
の
意
識
や
技
法
が
「
竹
枝
詞
」
か
ら
七
言
絶
句
連
作
へ
と
浸
透
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。



56

三

劉
禹
錫
「
竹
枝
詞
九
首
」
へ
の
評
価
と
黄
庭
堅
晩
年
の
詞
作

黄
庭
堅
の
文
集
に
は
劉
禹
錫
の
「
竹
枝
詞
」
に
関
す
る
記
録
が
四
篇
残
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
書
劉
禹
錫
浪
淘
沙
、
竹
枝
歌
、

楊
柳
枝
詞
各
九
首
、
因
跋
其
後
」
（
『
黄
庭
堅
全
集
』
別
集
巻
七
）
、
「
跋
竹
枝
歌
」
（
『
黄
庭
堅
全
集
』
別
集
巻
八
）
、
「
跋
劉
夢

得
竹
枝
歌
」
（
『
黄
庭
堅
全
集
』
正
集
巻
二
十
五
）
及
び
「
又
書
自
草
竹
枝
歌
後
」
（
『
黄
庭
堅
全
集
』
別
集
巻
八
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
記
録
を
通
し
て
、
黄
庭
堅
の
劉
禹
錫
「
竹
枝
詞
」
に
対
す
る
読
解
法
及
び
受
容
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
検
討
を
試
み
た

い
。ま

ず
黄
庭
堅
は
、
劉
禹
錫
「
竹
枝
詞
九
首
」
の
「
風
声
気
俗
」
に
対
し
て
特
別
な
関
心
を
示
し
て
い
る
。

劉
夢
得
作
竹
枝
歌
九
章
。
余
從
容
夔
州
、
歌
之
、
風
聲
氣
俗
、
皆
可
想
見
。

劉
夢
得
「
竹
枝
歌
」
九
章
を
作
る
。
余

夔
州
に
従
容
た
る
と
き
、
之
れ
を
歌
ふ
に
、
風
声
気
俗
、
皆
想
見
す
可
し
。

（
「
跋
竹
枝
歌
」
）

「
風
声
気
俗
」
と
は
換
言
す
れ
ば
そ
の
土
地
の
風
俗
で
あ
り
、
「
竹
枝
詞
」
に
描
か
れ
る
表
現
に
関
心
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

兩
岸
山
花
似
雪
開

両
岸
の
山
花
雪
に
似
て
開
き
、

家
家
春
酒
滿
銀
盃

家
家

春
酒
銀
盃
に
満
つ
。

昭
君
坊
中
多
女
伴

昭
君
坊
中

女
伴
多
く
、
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永
安
宮
外
踏
青
來

永
安
宮
外

青
を
踏
み
て
来
る
。

（
劉
禹
錫
「
竹
枝
詞
九
首
」
其
五
）

白
雪
の
よ
う
な
山
の
一
面
に
花
が
咲
き
、
酒
が
出
来
上
が
る
初
春
、
成
都
の
昭
君
坊
か
ら
永
安
宮
へ
と
春
の

ピ
ク
ニ
ッ
ク

踏
青
に
遊
ぶ
少
女
達
の

さ
ま
を
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
劉
禹
錫
は
成
都
の
特
有
の
地
理
や
風
俗
を
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
首
を
見
て

み
よ
う
。

山
上
層
層
桃
李
花

山
上

層
層
た
る

桃
李
の
花
、

雲
間
煙
火
是
人
家

雲
間
の
煙
火

是
れ
人
家
。

銀
釧
金
釵
來
負
水

銀
釧
金
釵

来
た
り
て
水
を
負
ひ
、

長
刀
短
笠
去
燒
畬

長
刀
短
笠

去
き
て
畬
を
焼
く
。

（
劉
禹
錫
「
竹
枝
詞
九
首
」
其
九
）

劉
禹
錫
が
当
地
特
有
の
風
俗
の
一
環
と
し
て
労
働
の
様
子
を
描
写
し
た
作
品
で
あ
る
。
第
一
・
二
句
で
は
、
山
上
で
は
桃
や
李
の
花

が
咲
き
乱
れ
、
人
家
が
煙
の
中
に
隠
れ
て
い
る
と
美
し
い
景
色
を
描
写
す
る
。
第
三
・
四
句
は
そ
の
他
の
人
々
の
働
く
姿
を
描
写
す
る
。

金
銀
の
腕
輪
や
髪
飾
り
を
ま
と
っ
た
女
性
が
水
を
背
負
っ
て
山
を
登
っ
て
来
た
り
、
長
い
刀
を
さ
し
短
い
笠
を
か
ぶ
っ
た
男
性
が
春
の

畑
を
野
焼
き
に
行
く
。
こ
れ
に
対
し
て
、
黄
庭
堅
に
も
黔
州
滞
在
中
の
詞
作
「
木
蘭
花
令
」
（
『
黄
庭
堅
全
集
』
正
集
巻
十
三
、
紹
聖

四
年
（
一
〇
九
七
）
の
作
）
が
あ
る
。
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黔
中
士
女
遊
晴
晝

黔
中
の
士
女

晴
昼
に
遊
ぶ
、

花
信
輕
寒
羅
綺
透

花
信
軽
寒
な
り

羅
綺
透
く
。

爭
尋
穿
石
道
宜
男

争
い
て
穿
石
を
尋
ね
て
宜
男
を
道
ひ
、

更
買
江
魚
雙
貫
柳

更
に
江
魚
を
買
ひ
て
双
べ
て
柳
に
貫
く
。

竹
枝
歌
好
移
船
就

竹
枝
歌
好
く

船
を
移
し
て
就
き
、

依
倚
風
光
垂
翠
袖

風
光
に
依
倚
し
て
翠
袖
を
垂
る
。

滿
傾
蘆
酒
指
摩
圍

蘆
酒
を
満
ち
傾
け
て
摩
囲
を
指
し
、

相
守
與
郎
如
許
壽

郎
と

か許
く
の
如
き
寿
を
相
守
ら
ん
。

黔
州
の
若
い
男
女
の
可
愛
い
活
動
を
描
写
し
て
い
る
。
少
年
少
女
は
晴
れ
た
日
に
遊
び
に
行
き
、
初
春
の
冷
た
い
風
は
少
女
の
着
物

を
な
で
る
。
少
女
は
叢
の
中
で
宜
男
（
ワ
ス
レ
グ
サ
）
を
探
す
。
宜
男
は
忘
憂
草
・
萱
草
な
ど
と
も
言
い
、
文
字
通
り
、
憂
愁
（
恋
の

悩
み
）
を
忘
れ
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
将
来
男
の
子
を
産
み
た
い
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
川
の
ほ
と
り
で
魚
を
買
い
、
柳
の
枝
で
魚

を
貫
い
て
持
っ
て
帰
る
。
円
転
す
る
「
竹
枝
歌
」
に
惹
か
れ
て
、
ま
た
舟
を
乗
っ
て
の
ん
び
り
と
歌
を
聞
く
。
そ
し
て
高
大
な
摩
囲
山

を
眺
め
、
心
の
中
で
そ
の
摩
囲
山
の
よ
う
に
恋
人
と
永
遠
に
一
緒
に
い
ら
れ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
る
。
西
南
の
地
の
風
俗
の
描
写
は
、

前
述
の
劉
禹
錫
の
「
竹
枝
詞
九
首
」
其
五
・
其
九
と
非
常
に
近
い
風
格
を
持
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
跋
劉
夢
得
竹
枝
歌
」
に

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

劉
夢
得
竹
枝
九
章
、
詞
意
高
妙
、
元
和
間
誠
可
以
獨
步
。
道
風
俗
而
不
俚
、
追
古
昔
而
不
愧
。
比
之
杜
甫
夔
州
歌
、
所
謂
同
工
而
異

曲
也
。
東
坡
嘗
聞
余
詠
第
一
篇
、
歎
曰
、
此
奔
軼
絶
塵
、
不
可
追
也
。
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劉
夢
得
の
「
竹
枝
」
九
章
、
詞
意
高
妙
な
り
、
元
和
の
間
に
誠
に
以
て
独
歩
と
な
す
べ
し
。
風
俗
を
道
ひ
て
俚
な
ら
ず
、
古
昔
を
追

ひ
て
愧
ぢ
ず
。
之
を
杜
甫
の
「
夔
州
歌
」
に
比
ぶ
れ
ば
、
所
謂
同
工
に
し
て
異
曲
な
り
。
東
坡
嘗
て
余
が
詠
の
第
一
篇
を
聞
き
て
、

歎
じ
て
曰
く
、
「
此
れ
奔
軼
絶
塵
に
し
て
、
追
ふ
可
か
ら
ず
」
と
。

こ
こ
で
黄
庭
堅
は
劉
禹
錫
の
「
竹
枝
詞
」
に
つ
い
て
、
劉
禹
錫
の
「
竹
枝
詞
」
は
元
和
年
間
の
独
歩
で
あ
り
、
「
道
風
俗
而
不
俚
、

追
古
昔
而
不
愧
」
と
高
く
評
価
し
、
そ
の
絶
妙
さ
は
蘇
軾
も
讃
歎
し
た
と
言
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
再
び
「
風
俗
」
に
注
目
し
た
い
。
黄
庭
堅
の
住
ま
い
は
黔
州
の
摩
囲
山
の
付
近
で
あ
っ
た
た
め
、
号
を
「
摩
囲
老
人
」
と
称

し
た
。
こ
こ
か
ら
彼
の
西
南
地
域
に
対
す
る
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
彼
の
「
竹
枝
詞
」
が
頻
繁
に
地
名
を
用
い
て
三
峡

の
艱
難
を
描
写
し
て
い
る
こ
と
も
、
風
俗
の
一
部
分
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
事
実
、
黄
庭
堅
の
詞
に
は
「
摩
囲
山
」
や
「
黔
」
字
が
高
い

頻
度
で
あ
ら
わ
れ
る
。
も
う
一
首
例
を
示
そ
う
。

萬
里
黔
中
一
漏
天

万
里
の
黔
中

一
漏
の
天
、

屋
居
終
日
似
乘
船

屋
居
終
日

乗
船
に
似
た
り
。

及
至
重
陽
天
也
霽

重
陽
に
及
至
し
て
天
も
ま
た
霽
れ
た
り
、

催
醉

酔
ふ
を
催
す
。

鬼
門
關
外
蜀
江
前

鬼
門
関
の
外

蜀
江
の
前
。

莫
笑
老
翁
猶
氣
岸

老
翁
猶
ほ
気
岸
あ
る
を
笑
ふ
莫
か
れ
、

君
看

君
看
よ
、

幾
人
黄
菊
上
華
顛

幾
人
の
黄
菊
か

華
顛
に
上
ら
ん
。
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戲
馬
臺
南
追
兩
謝

戯
馬
台
の
南

両
謝
を
追
ふ
。

馳
射

馳
射
せ
ん
。

風
流
猶
拍
古
人
肩

風
流
に
し
て

猶
ほ
古
人
の
肩
を
拍
つ
。

（
「
定
風
波
」
『
黄
庭
堅
全
集
』
正
集
巻
十
三
）

長
雨
が
続
く
の
で
、
周
囲
は
水
で
溢
れ
、
部
屋
に
こ
も
る
と
船
に
乗
っ
た
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
蘇
軾
は
「
烏
台
詩
案
」
の
た

め
に
黄
州
に
左
遷
さ
れ
、
そ
の
間
に
「
黄
州
寒
食
詩
」
を
創
作
し
た
が
、
黄
庭
堅
は
彼
の
「
小
屋
如
漁
舟
、
茫
茫
水
雲
裏
（
小
屋
漁
舟

の
如
き
、
茫
茫
た
り
水
雲
の
裏
）
」
と
い
う
長
雨
の
描
写
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
重
陽
の
日
に
は
天
が
恩
を
施
し
た
の

か
、
雨
が
や
ん
だ
。
黄
庭
堅
は
酒
を
飲
み
、
菊
を
白
髪
に
挿
し
、
馬
に
乗
る
が
、
こ
の
よ
う
な
風
流
な
行
動
は
、
六
朝
宋
の
謝
霊
運
と

謝
瞻
が
重
陽
節
に
同
じ
詩

（
７
）

題

で
詩
を
作
っ
た
こ
と
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
黔
中
、
鬼
門
関
、
蜀
江
と
い
う
黔
州
の
地
名

で
左
遷
の
雰
囲
気
を
暗
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
雰
囲
気
の
中
で
も
、
あ
え
て
酒
を
飲
み
花
を
白
髪
に
挿
す
こ
と
で
一
層
詩
人
の
楽
観
的

な
心
情
を
表
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
左
遷
地
の
風
俗
へ
の
関
心
は
黄
庭
堅
の
詞
に
お
い
て
、
新
た
な
一
面
を
も
た
ら
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

黄
庭
堅
に
よ
る
劉
禹
錫
の
「
竹
枝
詞
九
首
」
に
対
す
る
評
価
は
、
こ
の
他
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
又
書
自
草
竹
枝
歌
後
」

（
『
山
谷
別
集
』
巻
十
二
）
で
あ
る
。

劉
夢
得
竹
枝
九
篇
、
蓋
詩
人
中
工
道
人
意
中
事
者
也
。
使
白
居
易
・
張
籍
爲
之
、
未
必
能
也
。

劉
夢
得
の
「
竹
枝
」
九
篇
、
蓋
し
詩
人
の
中
、

た
く工

み
に
人
意
中
の
事
を
道
ふ
者
な
り
。
白
居
易
・
張
籍
を
し
て
之
を
為
さ
し
む
も
、

未
だ
必
ず
し
も
能
は
ざ
る
な
り
。
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劉
禹
錫
の
「
竹
枝
詞
九
首
」
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
人
が
心
の
中
に
抱
く
思
い
を
う
ま
く
表
出
さ
せ
た
こ
と
で
あ
り
、
当
時
の
大

詩
人
白
居
易
や
張
籍
も
彼
に
及
ば
な
い
と
述
べ
る
。
黄
庭
堅
の
劉
禹
錫
「
竹
枝
詞
九
首
」
に
対
す
る
も
う
一
つ
の
注
目
点
が
「
工
道
人

意
中
事
」
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
黔
州
を
離
れ
次
に
左
遷
さ
れ
た
戎
州
で
の
「
醉
落
魄
」
（
『
黄
庭
堅
全
集
』
正
集
巻
十
三
、
元
符
二

年
（
一
〇
九
九
）
の
作
）
の
序
に
も
見
え
る
。

因
戲
作
四
篇
、
呈
呉
元
祥
・
黄
中
行
、
似
能
厭
道
二
公
意
中
事
。

因
り
て
戯
れ
に
四
篇
を
作
り
、
呉
元
祥
・
黄
中
行
に
呈
し
、
能
く
二
公
の
意
中
の
事
を
厭
ひ
道
ふ
に
似
た
り
。

呉
元
祥
・
黄
中
行
の
二
人
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
「
醉
落
魄
」
四
篇
を
作
る
こ
と
で
彼
ら
の
鬱
屈
し
た
心
中
を
明
か
に
し
た

と
述
べ
て
お
り
、
黄
庭
堅
の
自
信
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
其
一
を
挙
げ
る
。

陶
陶
兀
兀

陶
陶
た
り

兀
兀
た
り
、

尊
前
是
我
華
胥
國

尊
前
是
れ
我
が
華
胥
の
国
。

爭
名
爭
利
休
休
莫

名
を
争
ひ

利
を
争
ふ
こ
と

休
休
莫
た
り
。

雪
月
風
花

雪
月
風
花

不
醉
怎
生
得

酔
は
ず
し
て

い

か

怎
生
に
得
ん
。

邯
鄲
一
枕
誰
憂
樂

邯
鄲
の
一
枕

誰
か
憂
楽
せ
る
。

新
詩
新
事
因
閒
適

新
詩

新
事

閒
適
に
因
り
、
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東
山
小
妓
攜
絲
竹

東
山
の
小
妓

糸
竹
を
携
ふ
。

家
裏
樂
天

家
裏
の
楽
天
か

村
裏
謝
安
石

村
裏
の
謝
安
石
な
る
か
。

冒
頭
の
「
陶
陶
兀
兀
」
と
は
『
晋
書
』
劉
伶
伝
の
「
陶
兀
昏
放
た
り
と
雖
も
、
機
応
差
は
ず
（
雖
陶
兀
昏
放
、
而
機
應
不
差
）
」
に

基
づ
く
。
私
は
劉
伶
の
よ
う
に
酒
を
飲
ん
で
、
ぼ
ん
や
り
し
た
中
に
日
々
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
。
飲
酒
は
私
に
と
っ
て
理
想
郷
で

あ
る
。
世
の
中
の
名
利
を
争
う
こ
と
に
意
味
は
な
い
。
雪
月
風
花
の
美
を
享
受
す
る
に
は
、
こ
れ
が
一
番
な
の
で
あ
る
。
人
生
の
楽
し

み
も
悲
し
み
も
邯
鄲
の
一
夢
の
よ
う
に
短
い
。
の
ん
び
り
と
白
居
易
の
よ
う
に
閑
適
詩
を
書
き
、
謝
安
の
よ
う
に
歌
妓
の
奏
で
る
音
楽

に
耳
を
傾
け
る
べ
き
だ
。
世
事
を
放
擲
し
て
酒
を
心
ゆ
く
ま
で
飲
め
と
勧
め
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
劉
禹
錫
「
竹
枝
詞
」
の
内
容
と
大

き
く
異
な
る
も
の
の
、
人
生
を
謳
歌
し
よ
う
と
す
る
点
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
劉
禹
錫
「
竹
枝
詞
九
首
」
其
七
に
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

瞿
塘
嘈
嘈
十
二
灘

瞿
塘
嘈
嘈
た
り

十
二
灘
、

此
中
道
路
古
來
難

此
中
の
道
路

古
来
難
し
。

長
恨
人
心
不
如
水

長
く
恨
む

人
心
は
水
に
如
か
ず
、

等
閑
平
地
起
波
瀾

等
閑
に
平
地
に
波
瀾
を
起
こ
す
を
。

こ
こ
で
は
世
の
中
の
険
し
さ
を
嘆
く
。
こ
れ
は
其
一
の
「
爭
名
爭
利
休
休
莫
、
雪
月
風
花
、
不
醉
怎
生
得
」
に
同
じ
く
、
世
情
に
対

す
る
慨
嘆
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
黄
庭
堅
の
詞
「
鷓
鴣
天
・
西
塞
山
邊
白
鷺
飛
」
の
末
二
句
「
人
間
底
是
無
波
處
、
一
日
風
波
十
二
時
（
人
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間
底
ぞ
是
れ
波
無
き
処
あ
ら
ん
、
一
日
の
風
波
十
二
時
）
」
は
間
違
い
な
く
劉
禹
錫
の
こ
の
「
長
恨
人
心
不
如
水
、
等
閑
平
地
起
波
瀾
」

句
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
彼
は
後
に
戎
州
に
左
遷
さ
れ
た
期
間
に
、
「
跋
馬
忠
玉
詩
曲
字
」
と
い
う
文
章
を
作
っ
て

い
る
。

馬
忠
玉
翰
墨
、
頗
有
勁
氣
、
似
李
西
臺
、
但
少
妍
耳
。
詩
句
亦
不
草
草
、
蓋
致
古
人
詩
磊
磊
在
其
胸
中
。
亦
善
題
評
。
至
其
作
樂

府
長
短
句
、
能
道
人
意
中
事
、
宛
轉
愁
切
、
自
是
佳
作
。

馬
忠
玉
の
翰
墨
、
頗
る
勁
気
有
り
、
李
西
台
に
似
、
但
だ
妍
を
少
く
す
る
の
み
。
詩
句
亦
草
草
た
ら
ず
、
蓋
し
古
人
の
詩
を
致
し

磊
磊
と
し
て
其
の
胸
中
に
在
る
。
亦
善
く
題
評
す
。
其
の
楽
府
長
短
句
を
作
る
に
至
り
し
て
は
、
能
く
人
の
意
中
の
事
を
道
ひ
、

宛
轉
愁
切
に
し
て
、
自
ら
是
れ
佳
作
な
り
。

（
「
跋
馬
忠
玉
書
詩
曲
字
」
『
黄
庭
堅
全
集
』
別
集
巻
十
二
）

こ
こ
で
は
や
は
り
黄
庭
堅
は
友
人
馬
忠
玉
の
詞
を
「
能
道
人
意
中
事
」
と
い
う
言
葉
で
高
く
評
価
す
る
の
で
あ
る
。
黄
庭
堅
は
友
人

の
晏
幾
道
の
た
め
の
「
小
山
詞
序
」
（
『
黄
庭
堅
全
集
』
正
集
巻
十
五
）
で
、

余
少
時
間
作
樂
府
、
以
使
酒
玩
世
。
道
人
法
秀
獨
罪
余
以
筆
墨
勸
淫
、
於
我
法
中
當
下
犁
舌
之
獄
。

余

少
き
時

間
に
楽
府
を
作
り
て
、
以
て
酒
を
使
ひ
世
を
玩
ぶ
。
道
人
法
秀
独
り
余
の
筆
墨
を
以
て
淫
を
勧
む
る
を
罪
し
、
我

を
法
の
中
に
於
い
て
当
に
犁
舌
の
獄
に
下
る
べ
し
と
せ
り
。

と
青
年
時
代
の
艶
詞
を
法
秀
か
ら
叱
責
さ
れ
た
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
。
黄
庭
堅
の
詞
集
に
は
現
在
も
青
年
期
の
艶
詞
を
容
易
に
見
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出
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
黄
庭
堅
は
元
豊
七
年
（
一
〇
八
四
）
に
泗
州
の
僧
伽
塔
で
「
発
願
文
」
を
書
き
、
酒
色
と
肉
食
を

断
つ
誓
い
を
立
て
る
。
そ
し
て
元
祐
四
年
（
一
〇
八
九
）
に
は
、
詩
詞
唱
和
の
重
要
な
相
手
で
あ
っ
た
蘇
軾
が
都
開
封
を
離
れ
て
杭
州

に
出
守
し
、
ま
た
黄
庭
堅
自
身
も
眼
病
を
罹
い
、
さ
ら
に
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
に
は
母
が
死
去
し
、
彼
は
三
年
間
の
服
喪
に
入
っ

た
た
め
に
詩
詞
創
作
の
筆
を
断
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
三
年
の
服
喪
期
を
終
え
て
間
も
な
く
、
黔
州
に
左
遷
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
左
遷

地
で
最
初
の
詩
こ
そ
が
本
章
に
挙
げ
た
「
竹
枝
詞
二
首
」
な
の
で
あ
っ
た
。

あ
ら
た
め
て
黄
庭
堅
の
黔
州
時
代
三
年
間
の
詩
と
詞
の
数
量
を
見
て
み
よ
う
。
詩
は
二
十
一
首
で
、
現
存
す
る
一
八
七
八
首
の
わ
ず

か
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
詞
は
二
十
九
首
で
、
現
存
す
る
詞
約
一
九
〇
首
の
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
も

し
前
述
の
七
首
の
「
竹
枝
詞
」
を
詞
と
し
て
算
入
す
れ
ば
そ
の
比
率
の
差
は
更
に
大
き
く
な

（
８
）

る

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
黔
州
滞
在
中
の
黄

庭
堅
は
、
詞
に
対
す
る
興
味
が
特
に
深
か
っ
た
と
い
え
る
。

黄
庭
堅
は
劉
禹
錫
「
竹
枝
詞
九
首
」
に
最
上
の
敬
意
を
払
い
、
現
地
の
風
俗
の
描
写
や
内
面
に
ひ
そ
む
自
ら
の
心
の
声
を
表
出
さ
せ

て
い
る
こ
と
（
道
人
意
中
事
）
に
深
く
感
銘
を
受
け
た
。
そ
し
て
「
竹
枝
詞
」
七
首
の
中
で
、
こ
の
「
風
俗
」
と
「
道
人
意
中
事
」
と

を
自
ら
の
創
作
の
指
針
と
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
劉
禹
錫
「
竹
枝
詞
九
首
」
へ
の
評
価
を
契
機
と
し
て
黄
庭
堅
は
「
竹
枝
詞
」

を
制
作
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
黔
州
左
遷
以
降
の
文
学
活
動
の
新
た
な
一
面
を
見
つ
け
出
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

四

竹
枝
詞
と
地
域

こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
黄
庭
堅
の
「
竹
枝
詞
」
は
黔
州
の
地
域
的
色
彩
を
強
く
持
っ
た
作
品
群
で
あ
る
。
黄
庭
堅
は
黔
州

に
赴
い
て
、
現
地
の
歌
謡
を
聞
き
、
唐
代
の
劉
禹
錫
を
手
本
と
し
て
「
竹
枝
詞
」
を
創
作
し
た
。
つ
ま
り
、
「
竹
枝
詞
」
の
創
作
と
「
黔

州
」
と
い
う
土
地
は
、
密
切
に
関
連
し
て
お
り
、
「
地
域
の
変
化
」
は
そ
の
重
要
な
一
要
素
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
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例
え
ば
、
黔
州
滞
在
期
間
、
黄
庭
堅
に
は
『
白
氏
文
集
』
の
巻
十
と
巻
十
一
の
詩
を
節
録
或
い
は
改
変
し
た
「
謫
居
黔
南
十
首
」
と

い
う
一
連
の
詩
作
が
あ
る
。
白
居
易
の
原
詩
は
主
に
忠
州
（
い
ま
の
重
慶
市
忠
県
）
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
時
期
の
作
品
で
あ
り
、
忠
州

は
黄
庭
堅
の
左
遷
地
黔
州
と
は
わ
ず
か
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
左
遷
と
い
う
境
遇
と
、
実
際
の
左
遷
地
が

近
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
黄
庭
堅
は
白
居
易
の
忠
州
詩
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
地
域
と
し
て
の
忠
州
や

黔
南
は
、
そ
の
創
作
活
動
お
い
て
も
重
要
な
要
素
を
占
め
て
い
る
。
黄
庭
堅
は
そ
の
地
を
実
際
に
訪
れ
た
で
あ
ろ
う
古
人
と
心
の
中
で

会
話
し
、
そ
の
上
で
そ
の
場
所
で
作
っ
た
古
人
の
詩
を
意
識
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
例
と
し
て
哲
宗
の
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）

戎
州
左
遷
時
に
書
い
た
「
与
王
観
復
書
」
を
見
て
み
よ
う
。

觀
杜
子
美
到
夔
州
後
詩
、
韓
退
之
自
潮
州
還
朝
後
文
章
、
皆
不
煩
繩
削
而
自
合
矣
。

杜
子
美
の
夔
州
に
到
り
て
後
の
詩
、
韓
退
之
の
潮
州
よ
り
朝
に
還
れ
る
後
の
文
章
を
観
る
に
、
皆
縄
削
に
煩
わ
さ
れ
ず
し
て
自
ら

合
せ
り
。

（
「
与
王
観
復
書
」
『
黄
庭
堅
全
集
』
正
集
巻
十
九
）

杜
甫
の
夔
州
で
の
詩
と
、
韓
愈
の
潮
州
で
の
作
品
と
繋
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
黄
庭
堅
は
古
人
の
創
作
活
動
を

土
地
に
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
つ
の
例
を
挙
げ
る
。

自
予
謫
居
黔
州
、
欲
屬
一
奇
士
而
有
力
者
、
盡
刻
杜
子
美
東
西
川
及
夔
州
詩
、
使
大
雅
之
音
久
湮
没
而
復
盈
三
巴
之
耳
。

予

黔
州
に
謫
居
せ
し
よ
り
、
一
奇
士
の
力
有
る
者
に
属
し
て
、
尽
く
杜
子
美
の
東
西
川
及
び
夔
州
の
詩
を
刻
し
、
大
雅
の
音
の

久
し
く
湮
没
せ
し
も
の
を
し
て
復
た
之
を
三
巴
に
盈
た
さ
ん
と
欲
す
。

（
「
刻
杜
子
美
巴
蜀
詩
序
」
『
山
谷
集
』
巻
十
六
）
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丹
棱
楊
素
翁
、
英
偉
人
也
。
…
…
聞
余
欲
盡
書
杜
子
美
兩
川
夔
峡
諸
詩
、
刻
石
藏
蜀
中
好
文
喜
事
之
家
。
素
翁
粲
然
向
余
請
從
事

焉
。

丹
棱
の
楊
素
翁
は
、
英
偉
の
人
な
り
。
余

尽
く
杜
子
美
の
両
川
夔
峡
の
諸
詩
を
書
し
、
石
に
刻
み
て
蜀
中
の
好
文
喜
事
の
家
に

蔵
せ
し
め
ん
と
欲
す
と
聞
く
。
素
翁

粲
然
と
し
て
余
に
向
ひ
て
従
事
す
る
を
請
ふ
。

（
「
大
雅
堂
記
」
『
黄
庭
堅
全
集
』
正
集
巻
十
六
）

黄
庭
堅
は
杜
甫
の
巴
蜀
詩
を
全
部
書
写
し
た
こ
と
か
ら
、
黄
庭
堅
は
杜
甫
の
巴
蜀
詩
を
特
に
好
み
、
「
大
雅
の
音
」
つ
ま
り
理
想
的

な
詩
と
し
て
尊
重
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
黔
州
で
の
黄
庭
堅
は
、
劉
禹
錫
や
白
居
易
や
杜
甫
の
詩
を
特
に
重
要
視
し

た
。
こ
の
よ
う
な
彼
自
身
の
強
い
意
識
は
彼
の
詩
風
の
変
化
に
も
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
。
本
章
で
は
、
そ
の
中
で
も
特
に

「
竹
枝
詞
」
を
手
が
か
り
と
し
て
、
黔
州
と
い
う
地
を
契
機
と
し
た
黄
庭
堅
の
詩
風
（
詞
風
）
の
変
化
を
論
じ
た
。
左
遷
期
間
の
詩
を

研
究
す
る
に
は
、
本
章
が
試
み
た
よ
う
に
地
域
の
情
況
や
作
者
の
心
態
の
変
化
に
着
目
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
黄
庭
堅
の
詩

風
の
変
化
と
左
遷
地
と
の
関
連
に
つ
い
て
今
後
も
引
き
継
ぎ
堀
り
下
げ
て
ゆ
き
た

（
９
）い

。

注

（
１
）

黄
庭
堅
は
元
祐
元
年
（
一
〇
八
六
）
か
ら
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
に
か
け
て
都
の
開
封
で
『
神
宗
実
録
』
の
編
纂

に
参
与
し
て
い
た
。

（
２
）

加
藤
国
安
「
杜
甫
と
竹
枝
歌
」
（
『
文
化
』
東
北
大
学
、
四
三
巻
一
・
二
号
（
秋
夏
）
、
一
九
七
九
年
九
月
）
参
照
。
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な
お
、
清
代
の
詞
譜
『
歴
代
詩
餘
』
『
欽
定
詞
譜
』
『
詞
律
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
竹
枝
詞
は
十
四
字
二
句
で
押
韻
が
二
平

韻
ま
た
は
二
仄
韻
の
も
の
も
存
在
し
た
。

（
３
）

鬼
門
は
死
者
の
門
の
意
。
任
淵
の
『
山
谷
詩
集
注
』
に
よ
る
と
、
峡
州
（
今
の
湖
北
省
宜
昌
市
）
に
あ
っ
た
関
所
の

名
。
蛇
倒
退
・
胡
孫
愁
の
具
体
的
な
場
所
は
不
詳
で
あ
る
が
、
范
成
大
が
巴
東
で
作
っ
た
詩
に
「
蛇
倒
退
」
「
胡
孫
愁
」

の
詩
が
あ
り
、
湖
北
省
恩
施
市
と
重
慶
市
彭
水
県
間
の
一
帯
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
三
峡
地
帯
か
ら

黔
州
に
至
る
ま
で
の
道
中
の
地
名
で
あ
る
。

（
４
）

浅
見
洋
二
「
『
夢
中
得
句
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
氏
著
『
中
国
の
詩
学
認
識
』
、
創
文
社
、
二
〇
〇
八
年
、
そ
の
五

八
九
～
六
一
五
頁
参
照
）
。

（
５
）

例
え
ば
、
北
宋
前
期
の
柳
永
に
「
聽
杜
宇
聲
聲
、
勸
人
不
如
歸
去
」
（
「
安
公
子
」
）
と
あ
る
。

（
６
）

「
楊
柳
枝
」
は
唐
の
教
坊
曲
。
も
と
楽
府
の
横
吹
曲
に
「
楊
柳
枝
」
が
あ
り
、
こ
の
古
い
曲
名
に
借
り
た
新
た
な
メ

ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
。
村
上
哲
見
「
楊
柳
枝
考
」
（
『
宋
詞
研
究
・
南
宋
編
』
創
文
社
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。
白
居
易
、

劉
禹
錫
な
ど
に
作
が
あ
る
。

（
７
）

「
九
日
從
宋
公
戯
馬
台
集
送
孔
令
」
詩
、
『
文
選
』
巻
二
十
所
収
。

（
８
）

七
言
絶
句
の
平
仄
と
常
に
同
じ
で
あ
る
竹
枝
詞
は
、
黄
庭
堅
の
詩
集
に
収
め
ら
れ
る
が
、
歌
或
い
は
詞
の
性
質
を
持

つ
曖
昧
な
詩
体
で
あ
る
。
実
は
清
代
の
詞
譜
（
『
歴
代
詩
餘
』
『
欽
定
詞
譜
』
『
詞
律
』
な
ど
）
に
も
「
竹
枝
」
を
収
録

し
て
、
詞
と
見
な
し
て
い
る
。

（
９
）

黄
庭
堅
晩
年
の
詩
風
に
つ
い
て
は
、
莫
礪
鋒
「
論
黄
庭
堅
詩
歌
創
作
的
三
個
階
段
」
（
『
文
学
遺
産
』
一
九
九
五
年

第
三
期
）
参
照
。
晩
年
の
黄
庭
堅
は
壮
年
時
代
と
は
異
な
り
、
独
特
な
詩
風
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
論
及
さ
れ
て
い
る
。
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第
三
章

黄
庭
堅
の
薬
名
詩
に
つ
い
て

一

黄
庭
堅
と
薬
名
詩

薬
名
詩
と
は
、
漢
方
で
使
わ
れ
る
薬
の
名
や
そ
の
名
称
の
諧

（
１
）

音

を
詩
中
に
詠
み
込
ん
だ
詩
で
あ
る
。
薬
名
詩
の
研
究
に
つ
い
て
は
、

既
に
田
中
謙
二
「
薬
名
詩
の
系

（
２
）

譜

」
が
あ
り
、
六
朝
か
ら
清
代
に
至
る
ま
で
の
薬
名
詩
に
つ
い
て
概
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か

で
黄
庭
堅
「
荊
州
即
事
薬
名
詩
八
首
」
に
つ
い
て
、
氏
は
「
か
れ
が
諧
謔
の
一
面
を
も
つ
詩
人
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
だ
が
、

現
存
の
薬
名
詩
に
は
か
え
っ
て
諧
謔
的
な
性
格
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

黄
庭
堅
に
は
、
「
薬
名
詩
奉
送
楊
十
三
子
問
省
親
清
江
」
（
『
山
谷
詩
外
集
補
』
巻
二
）
と
「
荊
州
即
事
薬
名
詩
八
首
」
（
『
山
谷

外
集
詩
注
』
巻
十
七
）
の
二
種
類
の
薬
名
詩
が
あ
り
、
前
者
は
元
豊
五
年
（
一
〇
八
二
）
の
太
和
県
知
事
在
任
中
に
、
後
者
は
建
中
靖

国
元
年
（
一
一
〇
一
）
の
荊
州
仮
寓
時
に
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。
二
作
の
制
作
時
間
に
は
実
に
二
十
九
年
も
の
隔
た
り
が
あ
り
、
そ

の
創
作
動
機
に
つ
い
て
は
年

（
３
）

譜

や
諸
注
釈
書
に
お
い
て
も
明
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
黄
庭
堅
の

薬
名
詩
の
詳
細
な
分
析
を
通
し
て
、
作
品
の
創
作
背
景
を
考
察
し
た
上
で
、
彼
が
如
何
に
し
て
こ
れ
ら
の
薬
学
の
知
識
を
得
た
の
か
、

ま
た
薬
名
詩
が
黄
庭
堅
の
詩
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

二

「
薬
名
詩
奉
送
楊
十
三
子
問
省
親
清
江
」
に
つ
い
て
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ま
ず
、
黄
庭
堅
の
「
薬
名
詩
奉
送
楊
十
三
子
問
省
親
清
江
」
の
全
文
を
挙
げ
る
。
な
お
詩
中
の
薬
名
詩
（
諧
音
を
含
む
）
に
は
傍
線

を
、
括
弧
内
に
は
そ
の
正
式
な
薬
名
を
記
し
た
。

楊
侯
濟
北
使
君
子

（
使
君
子
）

楊
侯
は
済
北
の
使
君
子
、

幕
府
從
容
理
文
史

（
肉
蓯
蓉
）

幕
府
に
て
従
容
と
し
て
文
史
を
理
む
。

府
中
無
事
吏
早
休

（
蚤
休
）

府
中
に
事
無
け
れ
ば
吏
早
く
休
み
、

陟
釐
秋
兔
寫
銀
鈎

（
陟
釐
）

陟
釐

秋
兎

銀
鈎
を
写
す
。

駝
峰
桂
蠧
樽
酒
緑

（
桂
）

駝
峰

桂
蠧

樽
酒
緑
に
、

樗
蒲
黄
昏
喚
燒
燭

（
蒲
黄
、
黄
昏
）

樗
蒲

黄
昏
に
焼
燭
を
喚
ぶ
。

天
南
星
移
醉
不
歸

（
天
南
星
）

天
南

星
移
る
も
酔
ひ
て
帰
ら
ず
、

愛
君
清
如
寒
水
玉

（
寒
水
石
、
水
玉
）

君
の
清
き
こ
と
寒
水
玉
の
如
き
を
愛
す
。

葳
蕤
韭
薺
煮
餅
香

（
萎
蕤
）

葳
蕤
た
る
韭
薺

餅
を
煮
て
香
し
く
、

別
筵
君
當
歸
故
鄉

（
当
帰
）

別
筵

君
当
に
故
郷
に
帰
す
べ
し
。

諸
公
爲
子
空
青
眼

（
空
青
）

諸
公

子
の
為
め
に
空
し
く
青
眼
し
、

天
門
東
邊
虛
薦
章

（
天
門
冬
）

天
門
の
東
辺

虚
し
く
章
を
薦
む
。

爲
言
同
列
當
推
轂

（
列
当
）

為
に
言
ふ
同
列

当
に
推
轂
せ
ん
と
、

豈
有
妬
婦
反
專
房

（
妒
婦
）

豈
に
妬
婦
の
反
っ
て
房
を
専
ら
に
す
る
有
ら
ん
や
。

射
工
含
沙
幸
人
過

（
杏
仁
）

射
工

沙
を
含
み
人
の
過
つ
を
幸
ふ
、

水
章
獨
搖
能
腐
腸

（
独
揺
、
腐
腸
）

水
章

独
り
揺
ら
し
て
能
く
腸
を
腐
ら
す
。
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山
風
轟
轟
虎
須
怒

（
虎
須
）

山
風
轟
轟
と
し
て
虎
須
く
怒
る
べ
し
、

千
金
之
子
戒
垂
堂

（
千
金
子
）

千
金
の
子

垂
堂
を
戒
む
。

壽
親
頰
如
木
丹
色

（
木
丹
）

親
を
寿
す
る
の
頬
は
木
丹
の
色
の
如
く
、

胡
麻
炊
飯
玉
爲
漿

（
胡
麻
）

胡
麻

飯
を
炊
き

玉

漿
と
為
る
。

婆
娑
石
上
舞
林
影

（
婆
娑
石
）

婆
娑
と
し
て
石
上

林
影

舞
ひ
、

付
與
一
世
專
雌
黄

（
雌
黄
）

付
与
す
一
世
雌
黄
を
専
ら
に
す
る
を
。

寂
寥
吾
意
立
奴
會

（
奴
會
子
）

寂
寥
た
る
吾
が
意

立
奴

会
し
、

可
忍
冬
花
不
盡
觴

（
忍
冬
）

冬
花
に
觴
を
尽
さ
ざ
る
を
忍
ぶ
可
け
ん
や
。

春
陰
滿
地
膚
生
粟

（
地
膚
）

春
陰

地
に
満
ち
膚

粟
を
生
じ
、

琵
琶
催
醉
喧
啄
木

（
枇
杷
、
啄
木
鳥
）

琵
琶

酔
を
催
し

啄
木
を
喧
し
く
す
。

艷
歌
驚
落
梁
上
塵

（
梁
上
塵
）

艶
歌

驚
落
す
梁
上
の
塵
、

桃
葉
桃
根
斷
腸
曲

（
桃
葉
、
桃
根
、
断
腸
）
桃
葉

桃
根

断
腸
の
曲
。

高
帆
駕
天
衝
水
花

（
水
花
）

高
帆

天
を
駕
し

水

花
を
衝
き
、

灣
頭
東
風
轉
柁
牙

（
東
風
菜
）

湾
頭
の
東
風

柁
牙
を
転
ず
。

飛
廉
吹
盡
別
時
雨

（
飛
廉
）

飛
廉
吹
き
尽
く
す

別
時
の
雨
、

江
愁
新
月
夜
明
沙

（
夜
明
沙
）

江
愁

新
月

夜
に
沙
を
明
ら
か
に
す
。

「
薬
名
詩
奉
送
楊
十
三
子
問
省
親
清
江
」
（
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
十
二
）

こ
の
詩
は
全
三
十
二
句
か
ら
な
る
七
言
古
詩
で
、
毎
句
に
少
な
く
と
も
一
種
類
の
薬
名
が
見
え
、
合
計
三
十
五

（
４
）

種
の
薬
名
が
詠
み
込
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ま
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
の
贈
ら
れ
た
楊
子
問
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

薬
名
詩
は
は
や
く
六
朝
時
代
よ
り
幾
つ
か
の
作
品
が
残
さ
れ
て
い

（
５
）

る

。
宋
初
の
陳
亜
も
薬
名
詩
を
も
っ
て
知
ら
れ
、
彼
の
「
風
雨

前

湖
の
夜
、
軒
窗

半
夏

涼
し
（
風
雨
前
湖
夜
、
軒
窗
半
夏
涼
）
」
の
句
は
当
時
の
人
々
に
激
賞
さ
れ
た
と
い
う
（
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』

前
集
巻
二
十
七
）
。
ま
た
宋
代
で
は
孔
平
仲
の
存
在
も
忘
れ
て
は
な
ら
ず
、
彼
の
詩
集
に
附
録
さ
れ
た
『
詩
戯
』
三
巻
に
は
人
名
・
薬

名
・
回
文
・
集
句
な
ど
の
雑
体
詩
を
収
録
し
、
う
ち
薬
名
詩
は
二
十
六
首
あ
る
。
唐
以
前
の
薬
名
詩
の
多
く
が
短
編
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
宋
代
の
孔
平
仲
の
薬
名
詩
は
五
言
や
七
言
か
ら
な
る
一
韻
到
底
の
長
篇
詩
が
多
い
の
が
特
徵
で
あ
る
。

黄
庭
堅
に
は
、
元
豊
五
年
（
一
〇
八
二
）
太
和
県
で
作
っ
た
「
再
次
孔
四
韻
寄
懐
元
翁
兄
弟
并
致
問
毅
父
」
（
『
山
谷
外
集
詩
注
』

巻
十
二
）
が
あ
る
が
、
詩
題
に
見
え
る
「
毅
父
」
は
孔
平
仲
の
字
で
あ
り
、
黄
庭
堅
が
薬
名
詩
を
制
作
し
た
頃
、
二
人
に
は
既
に
交
遊

が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
孔
平
仲
の
薬
名
詩
二
十
六
首
の
内
二
十
三
首
は
送
別
や
酬
唱
の
詩
で
あ
り
、
黄
庭
堅
は
友
人
孔
平
仲
の
影

響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
前
出
の
黄
庭
堅
の
送
別
詩
「
薬
名
詩
奉
送
楊
十
三
子
問
省
親
清
江
」
も
、
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
交

遊
関
係
の
中
で
創
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）
正
月
、
哲
宗
が
没
し
、
徽
宗
が
即
位
す
る
と
、
そ
の
年
五
月
に
大
赦
令
が
出
さ
れ
、
黄
庭
堅
は
朝
廷
に
召

し
還
さ
れ
て
左
遷
先
の
四
川
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
年
の
徽
宗
建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
、
都
へ
の
帰
途
し
ば
し
逗
留
し

た
荊
州
に
お
い
て
詠
ん
だ
「
書
薬
説
遺
族
弟
友
諒
」
（
『
山
谷
集
』
巻
二
十
五
）
と
い
う
文
章
が
あ
る
。

老
夫
往
在
江
南
、
貧
甚
、
有
於
日
中
而
空
甑
、
無
米
炊
時
。
嘗
念
貧
士
不
能
相
活
、
富
子
不
足
與
語
、
惟
作
藥
肆
、
不
飢
寒
之

術
也
。
然
市
中
人
治
藥
、
以
丁
代
丙
、
以
乙
當
甲
、
甚
貴
則
闕
不
用
、
其
治
病
十
不
能
愈
三
四
、
積
其
欺
誣
、
子
孫
凍
餒
者
多
矣
。

今
余
欲
作
藥
肆
但
取
人
間
急
難
之
疾
二
十
許
方
擇
三
四
信
行
藥
童
一
用
聖
賢
方
論
。
時
節
州
土
、
無
不
用
其
物
宜
。
炮
炙
生
熟
、

無
不
盡
其
材
性
。
但
取
四
分
之
息
、
百
錢
可
以
起
一
人
之
疾
。
如
此
則
日
計
之
不
足
、
歲
計
之
有
餘
。
謀
之
熟
矣
。
㑹
予
登
進
士
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第
、
遂
不
得
爲
之
。
予
老
在
戎
州
、
有
江
南
袁
彬
質
夫
過
我
、
道
郷
里
事
、
以
爲
笑
。
因
自
言
欲
作
藥
肆
、
以
濟
人
爲
功
、
以
娛

老
爲
業
、
欣
然
會
予
宿
心
、
故
爲
道
所
以
盡
心
於
和
藥
、
而
刻
意
於
救
人
之
説
、
誠
用
余
説
、
不
多
取
赢
、
則
濟
人
博
。
不
欺
其

劑
、
則
治
疾
良
。
他
日
陰
防
隠
德
、
當
築
高
門
、
以
過
子
孫
之
車
馬
。
余
在
荊
州
、
訪
族
伯
父
晦
甫
侍
御
之
家
、
見
族
弟
友
諒
、

友
正
、
亦
貧
賣
藥
、
皆
合
余
説
。
故
書
遺
之
。

老
夫
往
て
江
南
に
在
り
、
貧
し
き
こ
と
甚
し
、
日
中
に
於
い
て
空
甑
に
し
て
米
を
炊
く
無
き
時
有
り
。
嘗
て
貧
士
の
相
活
す
能
は

ず
、
富
子
与
に
語
る
に
足
ら
ざ
る
を
念
じ
、
惟
だ
薬
肆
を
作
る
は
飢
寒
せ
ざ
る
術
な
り
。
然
れ
ど
も
市
中
の
人
薬
を
治
む
る
は
、

丁
を
以
て
丙
に
代
り
、
乙
を
以
て
甲
に
当
た
り
、
甚
だ
貴
け
れ
ば
則
ち
闕
し
て
用
ゐ
ず
、
其
の
病
を
治
む
る
は
十
に
三
四
を
愈
ゆ

る
能
わ
ず
。
其
の
欺
誣
す
る
を
積
し
、
子
孫
凍
餒
な
る
者
多
し
。
今
余
薬
肆
を
作
ら
ん
と
欲
し
、
但
だ
人
間
急
難
の
疾
二
十
許
方

を
取
り
、
三
四
の
信
行
す
る
薬
童
を
択
び
、
一
に
聖
賢
方
論
を
用
ふ
。
時
節
州
土
、
物
の
宜
し
き
を
用
ゐ
ざ
る
無
し
。
炮
炙
生
熟
、

其
の
材
性
を
尽
く
さ
ざ
る
無
し
。
但
四
分
の
息
を
取
り
、
百
銭
を
以
て
一
人
の
疾
を
起
つ
可
し
。
此
の
如
く
則
ち
日
に
計
す
る
は

足
ら
ざ
る
も
、
歳
に
之
余
有
り
。
之
を
謀
り
て
熟
せ
り
。

と
き会

に
予
は
進
士
の
第
に
登
り
、
遂
に
之
を
為
す
を
得
ず
。
予
老
い
て
戎

州
に
在
り
、
江
南
の
袁
彬
質
夫
有
り
て
吾
に

よ
ぎ過

る
、
郷
里
の
事
を
道
ひ
、
以
て
笑
ひ
を
為
す
。
因
り
て
自
ら
薬
肆
を
作
ら
ん
と
欲

す
と
言
ひ
、
人
を
済
ふ
を
以
て
功
と
為
し
、
老
を
娯
し
ま
し
む
る
を
以
て
業
と
為
す
。
欣
然
と
し
て
予
の
宿
心
に
会
う
。
故
に
為

に
和
薬
に
心
を
尽
く
し
、
刻
意
に
人
を
救
ふ
所
以
を
道
ふ
。
誠
に
余
の
説
を
用
ゐ
、
多
く
赢
を
取
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
人
を
済
ふ
こ

と
博
し
。
其
の
剤
を
欺
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
疾
を
治
む
る
こ
と
良
し
。
他
日
陰
防
隠
德
、
当
に
高
門
を
築
き
、
以
て
子
孫
の
車
馬
を

過
ぐ
。
余
荊
州
に
在
り
、
族
伯
父
晦
甫
侍
御
の
家
を
訪
ひ
、
族
弟
友
諒
、
友
正
の
亦
た
貧
し
く
し
て
薬
を
売
る
を
見
、
皆
余
説
に

合
ひ
、
故
に
書
し
て
之
を
遺
る
。
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青
年
黄
庭
堅
が
ど
の
よ
う
に
し
て
医
薬
の
知
識
を
習
得
し
た
の
か
、
ほ
と
ん
ど
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
薬
屋
を
開
業
す
る
目
的

の
た
め
に
相
当
の
知
識
を
得
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

三

「
荊
州
即
事
薬
名
詩
八
首
」
に
つ
い
て

さ
て
、
先
に
挙
げ
た
「
書
薬
説
遺
族
弟
友
諒
」
に
お
い
て
、
黄
庭
堅
は
荊
州
の
族
弟
友
諒
と
友
正
が
薬
屋
を
開
業
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
彼
自
身
も
若
い
頃
薬
屋
を
開
業
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
で
は
、
同
時
期
に
詠
ま
れ
た
「
荊
州
即
事
薬
名
詩
八
首
」
に

お
い
て
、
黄
庭
堅
と
薬
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
全
文
を
挙
げ
よ
う
。

其
一

四
海
無
遠
志

（
遠
志
）

四
海
に
遠
志
無
く
、

一
溪
甘
遂
心

（
甘
遂
）

一
渓
に
心
を
遂
ぐ
る
に
甘
ん
ず
。

牽
牛
避
洗
耳

（
牽
牛
子
、
葈
耳
）

牛
を
牽
き
て
耳
を
洗
ふ
を
避
け
、

卧
著
桂
枝
陰

（
桂
枝
）

桂
枝
の
陰
に
卧
着
る
。

其
二

前
湖
後
湖
水

（
前
胡
）

前
湖
後
湖
の
水
、

初
夏
半
夏
凉

（
半
夏
）

初
夏
半
夏
に
凉
し
。

夜
闌
鄕
夢
破

（
蘭
香
）

夜
闌
は
に
し
て
鄕
夢
破
れ
、

一
雁
度
衡
陽

（
杜
蘅
）

一
雁

衡
陽
を
度
る
。
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其
三

千
里
及
歸
鴻

（
千
里
及
）

千
里
帰
る
に
及
ぶ
鴻
、

半
天
河
影
東

（
半
天
河
）

半
天

河
影
の
東
。

家
人
森
戸
外

（
人
参
）

家
人

森
戸
の
外
、

笑
擁
白
頭
翁

（
白
頭
翁
）

笑
っ
て
擁
す

白
頭
翁
。

其
四

天
竺
黄
卷
在

（
天
竺
黄
）

天
竺

黄
巻
在
り
、

人
中
白
髮
侵

（
人
中
白
）

人
中

白
髪
侵
す
。

客
至
獨
掃
榻

（
独
掃
葉
）

客
至
れ
ば
独
り
榻
を
掃
ひ
、

自
然
同
此
心

（
自
然
銅
）

自
然
と
し
て
此
の
心
を
同
じ
う
す
。

其
五

垂
空
青
幕
六

（
空
青
）

空
に
垂
る
る
青
幕

六
つ
あ
り
、

一
一
排
風
開

（
排
風
）

一
一

風
を
排
し
て
開
く
。

石
友
常
思
我

（
常
思
）

石
友

常
に
我
を
思
ひ
、

預
知
子
能
來

（
預
知
子
）

預
め
子
の
能
く
来
る
を
知
る
。

其
六

幽
澗
泉
石
緑

（
石
緑
）

幽
澗

泉
石

緑
に
、

閉
門
聞
啄
木

（
啄
木
鳥
）

門
を
閉
じ
て
啄
木
を
聞
く
。

運
柴
胡
奴
歸

（
柴
胡
）

柴
を
運
ぶ
胡
奴
帰
り
、



75

車
前
掛
生
鹿

（
車
前
子
、
鹿
）

車
前
に
生
鹿
を
掛
く
。

其
七

雨
如
覆
盆
來

（
覆
盆
子
）

雨

盆
を
覆
す
が
如
く
来
り
、

平
地
沒
牛
膝

（
平
地
木
、
牛
膝
）

平
地

牛
膝
を
没
す
。

回
望
無
夷
陵

（
蕪
荑
）

回
望
す
る
も
夷
陵
無
く
、

天
南
星
斗
濕

（
天
南
星
）

天
南

星
斗

湿
ふ
。

其
八

使
君
子
百
姓

（
使
君
子
）

使
君

百
姓
を
子
と
し
、

請
雨
不
旋
復

（
旋
復
花
）

雨
を
請
ひ
て
旋
復
せ
ず
。

守
田
意
飽
滿

（
守
田
）

田
を
守
り
て
意

飽
満
し
、

高
壁
掛
龍
骨

（
竜
骨
）

高
壁

竜
骨
を
掛
く
。

「
荊
州
即
事
薬
名
詩
八
首
」
（
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
十
七
）

ま
た
、
こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
〇
）
、
黄
庭
堅
は
「
戎
州
辞
免
恩
命
奏
状
」
（
『
山
谷
集
』
巻
二
十

）
と

い
う
文
章
を
朝
廷
に
上
奏
し
て
い
る
。

加
以
去
年
弟
妹
凋
喪
、
幾
至
無
生
。
…
…
臣
到
荊
南
、
即
苦
癰
疽
發
于
背
脅
、
毒
痛
二
十
餘
日
、
方
今
少
潰
。
而
以
累
年
腳
氣
、

并
起
艱
難
、
全
不
堪
事
。

加
ふ
る
に
去
年
弟
妹
凋
喪
す
る
を
以
て
し
、
幾
ど
生
無
き
に
至
る
。
…
…
臣

荊
南
に
到
り
、
即
ち
廱
疽
背
脅
に
発
す
る
に
苦
し
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み
、
毒
痛
二
十
余
日
、

い

ま

方
今

や少
や

い潰
ゆ
。
而
る
に
累
年
の
脚
気
を
以
て
、
并
起
す
る
こ
と
艱
難
に
し
て
、
全
く

つ
か事

ふ
る
に
堪
へ
ず
。

朝
廷
は
黄
庭
堅
を
吏
部
外
郎
と
し
て
用
い
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
黄
庭
堅
は
、
前
年
に
弟
と
妹
を
相
次
い
で
亡
く
し
て
お
り
、
悲

し
み
の
余
り
職
務
を
全
う
で
き
る
状
態
に
は
な
く
、
ま
た
「
廱
疽
」
（
悪
性
の
腫
瘍
）
と
長
年
の
脚
気
の
た
め
、
辞
退
し
た
い
と
申
し

出
た
。
当
時
の
脚
気
は
現
代
と
は
異
な
り
、
命
に
関
わ
る
危
険
な
病
で
あ
り
、
例
え
ば
劉
禹
錫
の
『
伝
信
方
』
に
も
、
柳
宗
元
が
脚
気

に
罹
り
死
の
危
険
に
瀕
し
た
と
を
記
載
し
て
い

（
６
）

る

。

な
お
、
詩
中
に
見
え
る
薬
材
に
つ
い
て
、
第
二
首
に
あ
る
「
半
夏
」
は
腫
瘍
に
、
ま
た
第
一
首
の
「
甘
遂
」
「
牽
牛
子
」
と
第
四
首

の
「
人
中
白
」
、
第
六
首
の
「
車
前
子
」
、
第
八
首
の
「
旋
復
花
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
脚
気
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
、
い
ず
れ
も
黄
庭
堅

が
荊
州
滞
在
中
に
患
っ
て
い
た
病
状
と
一
致
す
る
。
治
療
の
際
に
は
、
当
然
薬
に
関
す
る
知
識
も
増
え
た
は
ず
で
あ
り
、
黄
庭
堅
は
こ

れ
ら
の
薬
材
を
特
に
意
識
し
て
制
作
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
黄
庭
堅
が
南
方
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
晩
年
に
は
、
薬
に
関
す
る
記
述
が
特
に
多
い
。

南
方
不
可
多
服
金
石
、
荷
教
、
意
甚
忠
藎
。
然
不
肖
稍
闕
此
、
輒
欲
作
病
、
似
血
氣
各
不
同
耳
。
所
惠
安
公
四
十
九
鍊
金
液
、
如

尚
有
、
更
惠
一
兩
、
昨
病
中
最
得
此
藥
力
也
。

南
方
は
多
く
金
石
を
服
す
可
か
ら
ず
、
教
を
荷
ひ
、
意
甚
だ
忠
藎
す
。
然
れ
ど
も
不
肖
稍
や
此
を
闕
か
ば
、
輒
ち
病
を

お
こ作

さ
ん
と

欲
し
、
血
気
各
々
同
じ
か
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
恵
ま
る
る
所
の
安
公
四
十
九
鍊
金
液
、
如
し
尚
ほ
有
ら
ば
、
更
に
一
両
を
恵
め
。

昨
の
病
中
、
最
も
此
の
薬
力
を
得
る
な
り
。

「
與
曾
公
袞
書
」
（
『
山
谷
外
集
』
巻
十
）
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安
公
四
十
九
鍊
金
液
の
出
典
や
成
分
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
一
般
に
金
液
と
は
硫
黄
を
指
す
。
こ
の
文
章
の
中
で
、
黄
庭
堅

は
、
金
石
（
丹
薬
）
を
飲
ま
な
け
れ
ば
忽
ち
病
が
発
症
す
る
ほ
ど
、
丹
薬
に
依
存
し
た
状
態
で
あ
っ
た
と
告
白
し
て
い
る
。
黄
庭
堅
の

急
死
し
た
原
因
に
つ
い
て
、
直
接
の
記
録
は
一
切
残
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
資
料
か
ら
、
硫
黄
な
ど
の
鉱
石
成
分
の
過
剰
摂
取
に
よ
る

金
属
中
毒
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

黄
庭
堅
が
二
度
目
の
左
遷
に
遭
い
、
広
西
の
宜
州
に
流
さ
れ
、
宜
州
で
の
三
年
目
（
一
一
〇
五
）
は
彼
の
生
涯
の
最
後
の
一
年
と
な

っ
た
。
黄
庭
堅
は
こ
の
年
の
正
月
か
ら
八
月
ま
で
一
部
欠
落
は
あ
る
も
の
の
、
間
断
な
く
日
記
『
宜
州
家
乗
』
を
残
し
て
い
る
。
そ
の

正
月
六
日
の
記
録
に
は
、

大
熱
、
才
裌
衣
。
始
遷
書
藥
入
新
居
。

大
い
に
熱
く
、
才
か
に
裌
衣
す
。
始
め
て
書
薬
を
遷
し
て
新
居
に
入
る
。

と
あ
る
。
ま
た
、
黄
庭
堅
は
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
に
始
め
て
左
遷
さ
れ
、
死
去
す
る
ま
で
の
十
年
の
間
、
黔
州
（
い
ま
の
重
慶
市

彭
水
県
）
、
戎
州
（
い
ま
の
四
川
宜
賓
市
）
、
荊
州
（
い
ま
の
湖
北
省
江
陵
市
）
、
宜
州
（
今
の
広
西
壮
族
自
治
区
河
池
市
宜
州
区
）

な
ど
に
滞
在
し
た
が
、
不
自
由
の
多
い
生
活
環
境
の
中
で
、
随
行
す
る
家
族
や
自
身
の
健
康
の
た
め
に
は
薬
が
不
可
欠
の
存
在
で
あ
っ

た
。
前
述
の
日
記
『
宜
州
家
乗
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
も
あ
る
。

爲
元
明
作
平
氣
丸
成
。

元
明
の
為
め
に
平
気
丸
を
作
り
て
成
す
。
（
正
月
三
十
日
）

累
日
苦
心
悸
、
合
定
志
小
丸
成
。

累
日
、
心
悸
に
苦
し
み
、
定
志
小
丸
を
合
し
て
成
す
。
（
二
月
二
十
日
）

作
順
氣
丸
成
。

順
気
丸
を
作
り
て
成
す
。
（
三
月
初
十
日
）
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平
気

（
７
）

丸
は
檳
榔
・
京
三
稜
・
砂
仁
・
胡
椒
・
青
皮
・
烏
梅
肉
・
巴
豆
か
ら
製
造
さ
れ
、
動
悸
・
腹
部
膨
脹
な
ど
の
治
療
に
用
い
ら
れ

る
。
ま
た
、
定
志
小

（
８
）

丸
は
菖
蒲
・
遠
志
・
茯
苓
・
人
参
の
四
つ
の
薬
材
か
ら
な
り
、
情
緒
不
安
や
健
忘
な
ど
に
効
果
が
あ
る
。
順
気

（
９
）

丸

は
大
黄
・
車
前
子
・
檳
榔
・
麻
仁
・
牛
膝
・
郁
李
仁
・
菟
絲
子
・
山
薬
・
山
茱
萸
・
防
風
な
ど
の
薬
材
を
用
い
、
脚
気
な
ど
に
効
能
が

あ
る
。
黄
庭
堅
は
こ
の
時
も
な
お
も
脚
気
を
発
症
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
黄
庭
堅
は
、
家
庭
内
で
自
身
や
家
族
の
た
め
に
医
者
お
よ
び
薬
剤
師
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
長
年
左

遷
の
憂
き
目
に
遭
っ
て
い
た
黄
庭
堅
は
死
に
至
る
ま
で
病
気
に
苦
し
み
、
日
常
的
に
薬
と
身
近
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

薬
名
詩
は
一
般
的
に
遊
戯
の
体
裁
と
思
わ
れ
が
ち
だ

（
１
０
）

が

、
黄
庭
堅
の
「
荊
州
即
事
薬
名
詩
八
首
」
詩
は
「
即
事
」
と
い
う
伝
統
的

な
語
を
用
い
て
、
し
か
も
そ
の
内
容
も
単
な
る
遊
戯
に
留
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
第
一
首
は
隠
者
の
生
活
に
憧
れ
、
第
二
、
三
首
は
郷
愁
、

第
四
、
五
首
は
来
客
が
訪
れ
る
喜
び
、
第
六
首
は
生
活
の
悠
然
た
る
様
子
、
第
七
・
八
首
は
旱
天
の
慈
雨
の
喜
び
を
詠
じ
て
、
第
八
首

は
雨
を
請
う
使
君
（
地
方
長
官
）
を
婉
曲
的
に
讃
え
て
い
る
。
早
年
の
「
薬
名
詩
奉
送
楊
十
三
子
問
省
親
清
江
」
と
は
異
な
り
、
友
人

へ
の
贈
答
の
遊
戯
性
の
強
い
作
品
と
い
う
よ
り
も
、
個
人
的
な
心
情
を
巧
み
に
詠
み
こ
ん
だ
詩
で
あ
る
。
あ
る
い
は
黄
庭
堅
は
、
実
際

に
病
気
に
罹
り
、
薬
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
二
十
九
年
ぶ
り
に
こ
の
薬
名
詩
と
い
う
体
裁
を
用
い
て
詩
を
制
作

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

黄
庭
堅
の
薬
学
知
識
に
つ
い
て

黄
庭
堅
が
薬
材
の
名
前
を
詩
語
と
し
て
用
い
た
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
自
身
の
豊
富
な
薬
学
の
知
識
が
挙
げ
ら
れ
る
。
黄
庭
堅
が

か
つ
て
友
人
の
医
学
著
作
の
た
め
に
書
い
た
序
文
に
、
自
分
の
医
学
知
識
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
言
及
が
あ
る
。
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余
有
方
外
之
友
、
曰
楊
介
、
嘗
爲
余
言
『
本
草
』
『
素
問
』
之
意
、
且
曰
五
運
六
氣
、
視
其
歲
而
爲
藥
石
、
雖
仲
景
猶
病
之
也
。

至
於
『
本
草
』
、
則
仲
景
深
矣
、
余
渉
世
故
、
多
未
能
從
介
學
之
、
衰
老
竄
逐
、
戎
僰
瘴
癘
侵
陵
、
生
意
無
幾
、
恨
不
早
從
楊
君

之
學
也
。

余
に
方
外
の
友
有
り
、
楊
介
と
曰
ふ
、
嘗
て
余
の
為
め
に
『
本
草
』
『
素
問
』
の
意
を
言
ふ
、
且
つ
曰
く
、
「
五
運
六
気
、
其
の

歳
を
視
て
薬
石
を
為
し
、
仲
景
と
雖
も
猶
ほ
之
を
病
と
す
。
『
本
草
』
に
至
れ
ば
則
ち
仲
景
深
き
な
り
」
と
。
余

世
故
に
渉
り
、

多
く
未
だ
能
く
介
に
従
ひ
て
之
を
学
ぶ
能
は
ず
、
衰
老
し
竄
逐
し
て
、
戎
僰

瘴
癘
侵
陵
し
て
、
生
意

幾
ど
無
く
、
早
に
楊
君
の

学
に
従
は
ざ
る
を
恨
む
な
り
。

「
楊
子
建
『
通
神
論
』
序
」
（
『
山
谷
別
集
』
巻
三
）

こ
の
文
章
は
戎
州
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
間
の
文
章
で
あ
る
。
医
者
の
楊

（
１
１
）

介

は
黄
庭
堅
に
『
神
農
本
草
経
』
（
以
下
『
本
草
経
』
と

簡
称
）
と
『
黄
帝
内
経
・
素
問
』
の
主
旨
を
教
え
た
。
『
本
草
経
』
は
薬
材
に
つ
い
て
の
説
明
を
主
と
し
た
薬
学
・
本
草
学
の
経
典
で

あ
り
、
『
黄
帝
内
経
・
素
問
』
は
医
学
の
基
礎
知
識
を
論
じ
た
古
典
的
著
作
で
あ
る
。
黄
庭
堅
は
『
神
宗
実
録
』
に
お
い
て
新
法
を
非

難
し
た
罪
で
、
涪
州
別
駕
・
黔
州
安
置
を
命
じ
ら
れ
、
紹
聖
二
年
（
一
〇
九
五
）
以
降
、
西
南
や
嶺
南
へ
の
流
浪
の
旅
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
た
。
慣
れ
な
い
気
候
た
め
に
し
ば
し
ば
風
土
病
に
悩
ま
れ
た
黄
庭
堅
は
、
楊
介
か
ら
医
学
、
特
に
『
本
草
経
』
を
十
分
に
学
ば

な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

洞
南
有
喬
木
、
似
栟
櫚
。
熟
視
葉
間
、
有
實
穟
生
、
似
橄
欖
。
問
從
者
、
蓋
木
威
也
。
木
威
、
『
本
草
經
』
無
有
、
宜
州
諸
城
砦

多
有
之
。
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洞
南
に
喬
木
有
り
、
栟
櫚
に
似
た
り
。
葉
間
を
熟
視
す
れ
ば
、
実
の
穟
生
す
る
有
り
て
、
橄
欖
に
似
た
り
。
従
者
に
問
ふ
に
、
「
蓋

し
木
威
な
ら
ん
」
と
。
木
威
は
『
本
草
経
』
に
有
る
無
き
も
、
宜
州
の
諸
城
砦
に
、
多
く
之
有
り
。

「
游
龍
水
城
南
帖
」
（
『
山
谷
別
集
』
巻
十
一
）

『
本
草
経
』
は
南
朝
梁
の
陶
弘
景
が
注
釈
を
付
け
た
書
物
で
、
二
百
五
十
種
余
り
の
植
物
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
大
量
の

植
物
の
中
か
ら
『
本
草
経
』
に
木
威
が
記
載
さ
れ
な
い
こ
と
を
心
得
て
い
る
黄
庭
堅
は
、
『
本
草
経
』
に
か
な
り
精
通
し
て
い
た
と
言

え
る
。寄

語
曾
公
子

語
を
寄
す

曾
公
子
、

金
丹
幾
時
熟

金
丹

幾
時
に
か
熟
さ
ん
。

愿
持
鍾
乳
粉

願
は
く
は
鍾
乳
粉
を
持
ち
、

實
此
磬
懸
腹

此
の
磬
懸
の
腹
を

み実
た
さ
ん
。

遙
憐
蟹
眼
湯

遥
か
に
憐
れ
む
蟹
眼
の
湯
、

已
化
鵝
管
玉

已
に
鵞
管
の
玉
を
化
す
る
か
と
。

刀
圭
勿
妄
伝

刀
圭

妄
に
伝
ふ
勿
か
れ
、

此
物
非
碌
碌

此
の
物

碌
碌
た
る
に
非
ず
。

「
乞
鍾
乳
於
曽
公
袞
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
二
十
）

こ
の
詩
は
、
黄
庭
堅
は
宜
州
に
お
い
て
書
い
た
絶
筆
詩
と
い
わ
れ

（
１
２
）

る

。
友
人
に
鍾
乳
を
用
い
た
丹
薬
を
求
め
る
内
容
の
詩
で
、
「
鵝
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管
玉
」
に
つ
い
て
は
『
本
草
経
』
に
お
け
る
陶
弘
景
注
の
左
の
表
現
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。

性
通
中
、
輕
薄
如
鵝
翎
管
、
碎
之
如
爪
甲
、
中
無
鴈
齒
、
光
明
者
爲

（
１
２
）

善
。

性

中
に
通
じ
、
軽
薄
な
る
こ
と
鵞
翎
管
の
ご
と
く
、
之
を
砕
け
ば
爪
甲
の
ご
と
く
、
中
に
雁
歯
無
く
、
光
明
あ
る
者
を
善
と
為

す
。

陶
弘
景
『
神
農
本
草
經
注
』

黄
庭
堅
の
薬
名
詩
に
は
、
『
本
草
経
』
か
ら
の
引
用
が
多
い
。
無
論
、
唐
代
の
『
唐
本
草
』
か
ら
宋
代
の
『
嘉
祐
本
草
』
に
い
た
る

ま
で
に
本
草
学
は
格
段
に
進
歩
し
て
お
り
、
ま
た
『
本
草
経
』
自
体
も
幾
度
も
の
増
訂
と
校
定
と
を
経
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
知
識
や

学
問
の
主
体
と
な
る
書
籍
は
や
は
り
『
神
農
本
草
経
』
で
あ

（
１
４
）

る

。
黄
庭
堅
の
詩
に
は
薬
に
関
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に

見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
彼
の
薬
に
関
す
る
知
識
は
、
多
く
は
『
本
草
経
』
か
ら
得
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

五

黄
庭
堅
薬
名
詩
の
特
色

次
に
、
薬
名
詩
の
内
容
と
文
学
的
表
現
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
い
。
ま
ず
「
荊
州
即
事
薬
名
詩
八
首
」
の
第
一
首
「
四
海
無
遠
志
、

一
溪
甘
遂
心
。
牽
牛
避
洗
耳
、
卧
著
桂
枝
陰
」
の
四
句
は
、
「
遠
志
」
「
甘
遂
」
「
牽
牛
子
」
「
桂
枝
」
と
い
う
四
種
の
薬
材
の
名
を

用
い
て
い
る
。
詩
の
大
意
は
、
私
に
は
遠
大
な
志
は
な
く
、
た
だ
渓
谷
の
ほ
と
り
で
耳
を
洗
っ
た
許
由
や
牛
を
牽
く
巣
父
な
ど
の
隠
士

の
よ
う
に
深
山
の
桂
樹
の
林
に
隠
居
し
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
牽
牛
は
詩
の
中
で
す
で
に
薬
名
で
は
な
く
、
「
牛
を
牽
く
」
と

い
う
意
味
に
な
り
、
巣
父
が
牛
を
牽
く
と
い
う
典
故
に
変
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
薬
材
と
し
て
の
原
義
は
既
に
意
味
を
失
い
、
詠
懐
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詩
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
に
も
言
及
が
あ
る
。

『
漫
叟
詩
話
』
云
、
嘗
見
近
世
作
藥
名
詩
、
或
未
工
。
要
當
字
則
正
用
、
意
須
假
借
。
如
「
日
側
栢
陰
斜
」
是
也
。
若
「
側
身
直

上
天
門
東
」
「
風
月
前
湖
夜
」
湖
東
二
字
即
非
正
用
。

『
漫
叟
詩
話
』
に
云
ふ
、
嘗
て
近
世
の
薬
名
詩
を
作
る
を
見
る
に
、
或
ひ
は
未
だ
工
み
な
ら
ず
。

か
な
ら

要

ず
字
に
当
れ
ば
則
ち
正
用
し
、

意
は
須
く
仮
借
す
べ
し
。
「
日
側
き
て
柏
陰
斜
め
な
り
」
の
ご
と
き
は
是
れ
な
り
。
「
身
を
側
て
て
直
ち
に
上
る
天
門
の
東
」
「
風

月
前
湖
の
夜
」
の
湖
・
東
二
字
の
ご
と
き
は
即
ち
正
用
に
あ
ら
ず
。

（
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
巻
二
十
七
）

こ
こ
で
は
薬
名
詩
に
お
け
る
「
字
は
則
ち
正
用
」
を
主
張
し
、
諧
音
を
使
う
こ
と
を
批
判
す
る
。
例
え
ば
、
「
日
側
柏
陰
斜
」
は
側

柏
と
い
う
薬
名
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
べ
き
で
あ
り
、
諧
音
で
薬
の
天
門
冬
を
「
天
門
東
」
に
作
り
、
ま
た
薬
材
の
前
胡
を
「
前
湖
」
に

変
え
る
の
は
字
の
「
正
用
」
で
は
な
い
。
し
か
し
、
唐
宋
以
来
の
類
似
作
品
の
な
か
で
も
完
全
に
正
字
の
み
を
使
う
薬
名
詩
は
む
し
ろ

少
な
い
。
黄
庭
堅
の
薬
名
詩
に
諧
音
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、
例
え
ば
、
第
二
首
の
前
湖
（
前
胡
）
、
度
衡
（
杜
蘅
）
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

こ
こ
で
、
『
漫
叟
詩
話
』
に
見
え
る
「
意
須
仮
借
」
（
意
は
須
く
仮
借
す
べ
し
）
と
い
う
説
に
注
目
す
る
。
「
仮
借
」
は
漢
字
の
造

字
法
に
つ
い
て
の
「
六
書
」
（
象
形
・
指
事
・
会
意
・
形
声
・
転
注
・
仮
借
）
の
一
つ
で
あ
る
。
許
慎
『
説
文
解
字
』
に
は
、
本
来
は

あ
る
語
を
表
す
漢
字
が
な
い
場
合
、
そ
の
語
の
意
味
と
は
無
関
係
の
別
の
同
音
の
漢
字
を
借
り
て
表
す
方
法
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
。

前
述
の
諧
音
は
字
の
仮
借
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
こ
で
は
許
慎
が
定
義
す
る
意
味
と
は
い
さ
さ
か
異
な
り
、
同
じ
言
葉
で
多
種
の
意
味

を
表
現
で
き
る
派
生
義
の
こ
と
を
指
す
。
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例
え
ば
、
黄
庭
堅
「
荊
州
即
事
薬
名
詩
八
首
」
第
二
首
似
見
え
る
「
半
夏
」
は
仲
夏
の
意
味
と
し
て
、
第
三
首
「
千
里
及
」
は
千
里

に
及
ぶ
と
い
う
意
味
、
ま
た
「
半
天
河
」
は
半
天
と
河
の
意
味
と
し
て
詠
ま
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
薬
や
薬
草
と
い
う
本
来
の
意
味
か

ら
は
遠
く
離
れ
て
い
る
。
詩
人
は
巧
み
な
「
仮
借
」
の
手
法
で
そ
の
漢
字
の
多
義
性
を
利
用
し
て
、
予
想
外
の
効
果
を
生
み
出
す
こ
と

を
目
指
す
の
で
あ
る
。
薬
名
詩
は
単
純
に
薬
名
を
詩
に
挿
入
す
る
の
で
は
な
く
、
薬
名
の
派
生
義
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
が
理
想
的

な
状
態
だ
と
『
漫
叟
詩
話
』
の
ご
と
く
宋
人
が
主
張
す
る
の
に
も
一
理
が
あ
る
。

ま
た
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
の
多
義
性
を
利
用
し
た
創
作
は
、
決
し
て
薬
名
詩
の
体
裁
に
限
ら
な
い
。

小
草
有
遠
志

小
草
に
遠
志
有
り
、

相
依
在
平
生

相
ひ
依
り
て
平
生
に
在
り
。

「
古
風
二
首
上
子
瞻
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
一
）

小
草
は
薬
草
の
名
で
あ
る
が
、
別
名
遠
志
と
い
う
。
つ
ま
り
こ
の
詩
は
自
分
を
小
草
に
譬
え
つ
つ
、
遠
大
な
志
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
二
つ
の
意
味
を
か
け
た
双
関
表
現
で
あ
る
。

紫
極
宮
中
三
百
楹

紫
極
宮
中

三
百
の
楹
、

道
人
獨
藏
一
神
屋

道
人
独
り
蔵
す

一
神
屋
。

「
龜
殻
軒
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
七
）

薬
材
「
亀
殻
」
の
別
名
は
神
屋
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
道
人
の
部
屋
を
描
写
す
る
一
方
、
「
亀
殻
軒
」
、
「
亀
殻
軒
」
と
い
う
言
葉
か
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ら
実
在
の
亀
の
甲
羅
を
連
想
さ
せ
、
更
に
「
神
屋
」
と
い
う
亀
殻
の
別
名
を
も
詠
み
込
む
こ
と
で
、
巧
み
な
比
喩
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
薬
材
に
限
ら
ず
、
黄
庭
堅
は
言
葉
の
多
義
性
を
生
か
し
た
表
現
を
愛
用
す
る
。

湘
東
一
目
誠
甘
死

湘
東
の
一
目

誠
に
死
に
甘
ん
ず
、

天
下
中
分
尚
可
持

天
下
中
分
す
る
も
尚
ほ
持
す
べ
け
ん
や
。

「
弈
棋
二
首
呈
任
公
漸
」
其
の
二
（
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
二
）

「
一
目
」
は
囲
碁
の
専
門
用
語
で
あ
る
。
も
し
相
手
の
碁
石
を
囲
ん
で
一
目
が
残
さ
れ
、
こ
の
時
そ
の
一
目
に
石
を
置
け
ば
、
相
手

の
囲
ま
れ
た
碁
石
は
全
部
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
「
湘
東
王
」
こ
と
梁
元
帝
が
片
目
が
不
自
由
で
あ
っ
た
こ
と
を
比
喩
に
用

い
る
の
は
「
目
」
と
い
う
言
葉
の
多
義
性
か
ら
の
発
想
と
い
え
る
。
双
関
語
に
つ
い
て
は
第
一
章
に
で
既
に
述
べ
た
。

要
す
る
に
、
薬
名
詩
は
単
な
る
遊
戯
の
詩
と
し
て
捉
え
る
よ
り
も
、
多
く
登
場
す
る
用
語
の
多
義
性
と
い
う
性
質
か
ら
見
れ
ば
、
黄

庭
堅
詩
な
い
し
宋
詩
の
表
現
の
特
色
を
も
示
唆
す
る
と
い
え
る
。
言
葉
の
多
義
性
は
漢
字
の
一
つ
の
重
要
な
特
質
で
あ
る
が
、
薬
名
詩

は
そ
の
多
義
性
を
最
大
限
度
ま
で
発
揮
さ
せ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

以
上
本
章
で
は
、
黄
庭
堅
「
荊
州
即
事
薬
名
詩
八
首
」
を
中
心
に
、
黄
庭
堅
の
晩
年
の
左
遷
時
代
の
生
活
及
び
そ
の
詩
作
活
動
を
考

察
し
た
上
で
、
宋
代
の
薬
学
知
識
に
関
し
て
も
言
及
し
て
き
た
。
宋
代
以
降
、
薬
学
関
連
の
詩
が
多
く
現
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の

文
人
の
薬
学
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
と
、
一
種
の
美
学
の
意
味
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
黄
庭
堅
詩
に
見
え
る
豊
富
な
薬

名
の
利
用
や
、
『
神
農
本
草
経
』
を
中
心
と
し
た
彼
の
薬
学
知
識
も
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
状
況
の
一
斑
で
あ
ろ
う
。
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小
結

こ
こ
ま
で
の
三
章
は
双
関
語
を
中
心
と
し
て
黄
庭
堅
詩
の
特
色
を
論
じ
た
。
宋
代
以
前
の
双
関
語
の
用
例
と
し
て
は
、
特
に
六
朝
時
代

の
恋
愛
詩
に
顕
著
で
あ
る
。
「
糸
（s

ī

）
」
が
発
音
が
同
じ
「
思
（s
ī

）
」
を
暗
示
し
、
「
藕
（ǒ

u

）
」
が
一
対
の
男
女
を
い
う
「
偶

（ǒ
u

）
」
を
連
想
さ
せ
る
と
い
っ
た
表
現
技
巧
は
、
礼
教
上
タ
ブ
ー
視
さ
れ
秘
せ
ら
れ
る
べ
き
男
女
の
恋
愛
感
情
を
、
詩
歌
と
い
う

公
的
な
芸
術
表
現
の
場
に
導
き
出
す
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
黄
庭
堅
詩
の
双
関
語
は
ほ
と
ん
ど
恋
愛
と
無
関
係
で
あ
り
、

花
鳥
や
風
景
や
日
常
の
事
物
に
も
双
関
語
を
使
っ
て
い
る
。
他
の
北
宋
の
詩
人
の
詩
も
し
ば
し
ば
双
関
語
を
用
い
る
が
、
黄
庭
堅
の
よ

う
に
頻
繁
か
つ
題
材
が
豊
富
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
一
般
的
に
は
遊
戯
的
な
色
彩
が
濃
い
。
例
え
ば
、
蘇
軾
の
次
の
「
文
与
可
画
篔

簹
谷
偃
竹
記
」
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
十
一
）
を
見
て
み
よ
う
。

與
可
嘗
令
予
作
「
洋
州
三
十
詠
」
。
「
篔
簹
谷
」
其
一
也
。
予
詩
云
、
「
漢
川
修
竹
賤
如
蓬
、
斤
斧
何
曾
赦
籜
龍
。
料
得
清
貧
饞

太
守
、
渭
濱
千
畝
在
胸
中
。
」
與
可
是
日
與
其
妻
游
谷
中
、
燒
筍
晩
食
發
函
得
詩
、
失
笑
噴
飯
滿
案
。

与
可
嘗
て
予
を
し
て
「
洋
州
三
十
詠
」
を
作
ら
し
む
。
「
篔
簹
谷
」
は
其
の
一
な
り
。
予
の
詩
に
云
ふ
、
「
漢
川
修
竹
賤
き
こ
と

蓬
の
如
く
、
斤
斧
何
ぞ
曾
て
籜
竜
を
赦
さ
ん
。
料
得
す
清
貧
の
饞
太
守
、
渭
濱
千
畝
胸
中
に
在
ら
ん
。
」
と
。
与
可
是
の
日
其
の

妻
と
谷
中
に
游
び
、
筍
を
焼
き
て
晩
食
す
。
函
を
発
い
て
詩
を
得
、
失
笑
し
て
飯
を
噴
き
て
案
に
満
つ
。

「
文
与
可
画
篔
簹
谷
偃
竹
記
」
の
前
半
は
有
名
な
文
同
の
「
竹
を
画
く
に
は
必
ず
先
づ
成
竹
を
胸
中
に
得
よ
（
畫
竹
必
先
得
成
竹
於

胸
中
）
」
と
い
う
画
竹
の
理
論
を
論
述
す
る
。
つ
ま
り
、
竹
の
映
像
を
一
度
心
の
中
で
の
形
象
に
転
化
し
、
そ
の
後
に
絵
画
と
し
て
表

現
す
る
と
い
う
過
程
を
取
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
蘇
軾
は
「
洋
州
三
十
詠
」
の
「
篔
簹
谷
」
詩
で
、
抽
象
な
意
味
と
し
て
の
「
胸
中
」
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（
心
）
と
実
在
の
胸
と
を
故
意
に
曲
解
し
、
「
料
得
す
清
貧
の
饞
太
守
、
渭
濱
千
畝
胸
中
に
在
ら
ん
」
、
す
な
わ
ち
貧
し
い
文
同
が
竹

（
筍
）
を
大
量
に
食
べ
、
そ
の
竹
は
「
胸
中
」
に
あ
る
と
戯
れ
に
言
う
。
文
同
は
こ
の
詩
を
見
て
「
失
笑
し
て
飯
を
噴
き
て
案
に
満
」

ち
た
。
こ
の
よ
う
に
、
蘇
軾
の
用
い
る
双
関
語
は
強
い
遊
戯
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
黄
庭
堅
詩
に
お
け
る
双
関
語
も
し

ば
し
ば
遊
戯
性
を
有
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
漁
父
詞
」
の
「
新
婦
磯
頭
眉
黛
愁
、
女
兒
浦
口
眼
波
秋
」
に
つ

い
て
は
「
水
光
山
色
を
以
て
、
玉
肌
花
貌
を
替
却
す
」
と
自
慢
し
て
い
た
。
ま
た
、
「
戯
和
答
禽
言
」
は
農
民
の
生
活
の
艱
難
を
表

現
し
、
あ
る
意
味
で
新
法
へ
の
風
刺
が
込
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
特
に
、
「
竹
枝
詞
」
や
「
荊
州
即
事
薬
名
詩
八
首
」
な
ど

の
詩
は
、
左
遷
の
苦
悶
や
不
安
、
そ
し
て
身
体
の
病
衰
や
老
い
に
対
す
る
深
刻
な
悩
み
な
ど
を
、
や
さ
し
く
包
み
込
み
、
詠
歌
全
体
の

内
容
を
軽
く
暢
や
か
な
も
の
に
変
化
さ
せ
る
効
果
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
が
黄
庭
堅
に
特
異
な
点
で
あ
る
。

注

（
１
）

発
音
が
同
じ
か
或
い
は
非
常
に
近
い
言
葉
。
例
え
ば
「
天
門
冬
」
は
咳
に
効
能
が
あ
る
漢
方
薬
で
あ
る
が
、
諧
音
で
「
天
門

東
」
（
天
門
の
東
側
）
と
い
う
意
味
に
な
る
。

（
２
）

薮
内
清
・
吉
田
光
邦
編
『
明
清
時
代
の
科
学
技
術
史
』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
報
告
、
一
九
七
〇
年
）
所
収
。

の
ち
『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
二
巻
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
。

（
３
）

任
淵
「
黄
山
谷
年
譜
」
（
『
黄
庭
堅
詩
集
注
』
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
年
）
、
黄
㽦
『
山
谷
年
譜
』
（
文
淵
閣
四
庫
全

書
本
）
等
参
照
。

（
４
）

挙
例
は
三
十
八
種
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
水
玉
」
は
半
夏
の
別
名
、
「
腐
腸
」
は
妒
婦
の
別
名
、
「
断
腸
」
は
鉤
吻
の
別

名
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
三
つ
の
重
複
を
除
く
と
合
計
三
十
五
種
の
薬
名
と
な
る
。

（
５
）

唐
の
陸
亀
蒙
と
皮
日
休
と
の
酬
唱
集
で
あ
る
『
松
陵
集
』
に
は
、
十
五
首
の
薬
名
詩
が
あ
り
（
大
部
分
は
七
言
絶
句
や
律
詩
。
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ほ
か
二
十
四
句
の
五
言
聯
句
が
一
首
）
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
特
筆
さ
れ
る
。

（
６
）

劉
禹
錫
『
伝
信
方
』
の
「
柳
柳
州
纂
救
三
死
方
治
脚
気
方
」
を
参
照
。

（
７
）

「
平
気
丸
」
は
、
北
宋
末
の
官
修
医
書
『
聖
済
総
録
』
巻
七
に
見
え
る
。

（
８
）

「
定
志
小
丸
」
は
唐
代
の
王
燾
『
外
台
秘
要
方
』
巻
十
五
に
見
え
る
。

（
９
）

「
順
気
丸
」
の
現
存
す
る
記
録
は
古
く
な
い
が
、
そ
の
成
分
は
明
朝
の
『
普
済
録
』
巻
三
十
九
に
見
え
る
。

（
10
）

孔
平
仲
は
薬
名
詩
を
『
詩
戯
』
と
名
づ
け
た
詩
集
に
収
録
し
、
他
の
作
品
と
区
別
し
て
い
る
。

（
11
）

楊
介
（
生
卒
年
未
詳
）
、
字
は
吉
老
、
泗
州
（
江
蘇
盱
眙)

の
人
。
張
耒
の
甥
で
、
張
耒
の
「
離
楚
夜
泊
高
麗
館
寄
楊
克
一

甥
四
首
」
「
秋
日
喜
楊
介
吉
老
寄
薬
」
等
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
。
後
に
太
医
と
な
っ
た
。
著
作
に
「
存
真
図
」
（
人
体
の
解

剖
図
）
が
あ
る
。

（
12
）

任
淵
の
『
山
谷
詩
集
注
』
に
は
「
或
遂
絶
筆
於
此
篇
歟
」
と
の
言
及
が
あ
る
。

（
13
）

北
宋
官
修
の
『
経
史
政
類
備
急
本
草
』
巻
三
「
石
鍾
乳
」
注
よ
り
引
用
。

（
14
）

岡
西
為
人
『
宋
以
前
医
籍
考
』
第
十
九
類
「
神
農
本
草
」
（
初
版
は
一
九
五
六
年
。
現
在
は
学
苑
出
版
社
、
郭
秀
梅
氏
二
〇

一
〇
年
校
訂
出
版
）
。
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第
四
章

黄
庭
堅
と
『
景
徳
伝
灯
録
』

『
景
徳
伝
灯
録
』
（
以
下
『
伝
灯
録
』
と
略
す
）
三
十
巻
は
、
北
宋
の
道
原
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
禅
の
高
僧
た
ち
の
記
録
で
あ

（
１
）

る
。

そ
の
内
容
は
、
七
仏
よ
り
西
天
の
二
十
七
祖
及
び
中
国
の
六
祖
を
含
め
、
宋
代
に
至
る
禅
僧
の
記
録
を
述
べ
る
。
景
徳
元
年
（
一
〇
〇

四
）
に
朝
廷
に
上
進
さ
れ
た
後
、
大
中
祥
符
四
年
（
一
〇
一
一
）
に
入
蔵
さ
れ
、
ま
た
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
勅
版
初
版
本
は
す
で
に
伝

わ
ら
な
い
が
、
現
存
す
る
最
古
の
完
全
な
テ
キ
ス
ト
は
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
頃
か
ら
政
和
二
年
（
一
一
一
二
）
に
か
け
て
福
建
省

福
州
の
東
禅
寺
に
て
刻
印
さ
れ
た
東
禅
寺
版
で
あ
る
。
黄
庭
堅
が
読
ん
で
い
た
『
伝
灯
録
』
は
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
か
は
不
詳
で
あ

る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
東
禅
寺
版
に
近
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
伝
灯
録
』
に
収
め
ら
れ
た
故
事
の

主
要
な
源
は
、
五
代
十
国
の
南
唐
の
静
・
筠
の
二
人
の
禅
僧
に
よ
っ
て
広
順
二
年
（
九
五
二
）
に
編
集
さ
れ
た
『
祖
堂
集
』
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
伝
灯
録
』
が
朝
廷
の
命
令
で
入
蔵
さ
れ
、
全
国
に
流
布
し
て
い
た
の
に
対
し
、
『
祖
堂
集
』
は
個
人
著
書
の
性
質
を
有
す

る
た
め
、
広
く
流
伝
せ
ず
、
南
宋
に
到
っ
て
中
国
で
は
殆
ど
散
逸
し
た
。
黄
庭
堅
は
『
祖
堂
集
』
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
も
あ

る
が
、
彼
の
詩
文
に
は
『
祖
堂
集
』
に
言
及
す
る
こ
と
が
少
な
い
。
よ
っ
て
、
本
章
は
、
同
じ
く
『
祖
堂
集
』
に
見
え
る
内
容
で
も
、

『
伝
灯
録
』
を
そ
の
原
典
と
考
え
て
論
述
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

本
章
は
、
黄
庭
堅
が
如
何
に
『
伝
灯
録
』
の
思
想
や
言
葉
表
現
を
受
容
し
、
そ
の
詩
歌
に
ど
の
よ
う
な
新
し
い
表
現
が
も
た
ら
さ
れ

た
か
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

『
景
徳
伝
灯
録
』
に
つ
い
て
の
書
作

黄
庭
堅
が
『
伝
灯
録
』
を
書
き
写
し
た
作
品
は
四
つ
伝
存
す
る
。
以
下
、
時
間
順
に
し
た
が
っ
て
見
て
み
よ
う
。
元
祐
六
年
に
書
し
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た
「
七
佛
偈
」
は
現
在
、
廬
山
秀
峰
の
読
書
台
に
刻
ま
れ
る
。
そ
の
内
容
は
『
伝
灯
録
』
冒
頭
の
毗
婆
尸
仏
・
尸
棄
仏
・
毗
舍
浮
仏
・

拘
留
孫
仏
・
拘
那
含
牟
尼
佛
・
迦
葉
佛
・

釈
迦
牟
尼
仏
と
い
う
七
仏
に
つ
い
て
の
偈
で
あ
る
。
先
ず
は
「
七
仏
偈
」
全
文
を
挙
げ
よ

う
。

毗
婆
尸
佛

身
從
無
相
中
受
生

身
は
無
相
の
中
よ
り
生
を
受
け
、

猶
如
幻
出
諸
形
象

猶
ほ

も
ろ
も
ろ

諸

の
形
象
を
幻
出
す
る
が
ご
と
し
。

幻
人
心
識
本
來
無

幻
人
の
心
識
は
本
来
無
な
り
、

罪
福
皆
空
無
所
住

罪
福
は
皆
空
に
し
て

と
ど住

ま
る
所
無
し
。

尸
棄
佛

起
諸
善
業
本
是
幻

諸
々
の
善
法
を
起
す
も
本
よ
り
是
れ
幻
に
し
て
、

造
諸
惡
業
亦
是
幻

諸
々
の
悪
業
を
造
る
も
亦
た
是
れ
幻
な
り
。

身
如
聚
沫
心
如
風

身
は
聚
沫
の
如
く

心
は
風
の
如
し
、

幻
出
無
根
無
實
性

幻
出
し
て
根
も
無
く

じ
つ
じ
ょ
う

実
性
も
無
し
。

毗
舍
浮
佛

假
借
四
大
以
爲
身

四
大
を
仮
借
し
て
以
て
身
と
為
し
、

心
本
無
生
因
境
有

心
は
本
よ
り
無
生
に
し
て
境
に
因
り
て
有
る
な
り
。

前
境
若
無
心
亦
無

前
境
若
し
無
け
れ
ば
心
も
亦
無
し
、
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罪
福
如
幻
起
亦
滅

罪
福
は
幻
の
如
く
起
り
て
亦
た
滅
す
。

拘
留
孫
佛

見
身
無
實
是
佛
身

身
を

あ
ら
は

見

し
て
実
無
き
は
是
れ
仏
身
な
り
、

了
心
如
幻
是
佛
幻

心
を

さ
と了

り
て
幻
の
如
き
は
是
れ
仏
幻
な
り
。

了
得
身
心
本
性
空

身
心
の
本
性
は
空
な
り
と
了
得
す
れ
ば
、

斯
人
與
佛
何
殊
別

斯
の
人

仏
と
何
の
殊
別
か
あ
ら
ん
。

拘
那
含
佛

佛
不
見
身
知
是
佛

仏
は
身
を
見
さ
ず
し
て
是
れ
仏
な
る
を
知
り
、

若
實
有
知
別
無
佛

若
し
実
に
知
る
有
れ
ば
別
に
仏
無
し
。

智
者
能
知
罪
性
空

智
者
は
能
く
罪
性
の
空
な
る
を
知
り
、

坦
然
不
怖
於
生
死

坦
然
と
し
て
生
死
を
怖
れ
ず
。

迦
葉
佛

一
切
眾
生
性
清
淨

一
切
の
衆
生

性
は
清
浄
に
し
て
、

從
本
無
生
無
可
滅

本
よ
り
生
無
く

滅
す
べ
き
も
無
し
、

即
此
身
心
是
幻
生

即
ち
此
の
身
心
は
是
れ
幻
生
な
り
、

幻
化
之
中
無
罪
福

幻
化
の
中
に
は
罪
福
も
無
し
。
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釋
迦
牟
尼
佛

法
本
法
無
法

法
は
本
と
無
法
を
法
と
す
、

無
法
法
亦
法

無
法
の
法
も
亦
た
法
な
り
。

今
付
無
法
時

今
無
法
を
付
す
る
時
、

法
法
何
曾
法

法
を
法
と
し
て
何
ぞ
曽
て
法
た
ら
ん
。

黄
庭
堅
「
七
仏
偈
」
の
石
碑
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
7
l
u
s
h
a
n
.
c
o
m
/
l
u
s
h
a
n
g
u
j
i
/
3
4
0
0
.
h
t
m
l

に
よ
る
）
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主
に
「
身
」
「
心
」
「
罪
」
「
福
」
「
諸
善
業
」
「
諸
悪
業
」
な
ど
は
一
切
「
幻
」
で
あ
る
と
説
く
偈
で
あ
る
。
黄
庭
堅
の
「
跋
七

仏
偈
」
（
『
黄
庭
堅
全
集
』
正
集
巻
二
十
五
）
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

予
往
時
觀
七
佛
偈
於
黃
龍
山
中
、
聞
鐘
聲
、
見
古
人
、
常
願
手
書
千
紙
、
以
勸
道
緣
。

予

往
時
、
七
仏
偈
を
黄
竜
山
中
に
観
、
鐘
声
を
聞
き
、
古
人
を
見
、
手
づ
か
ら
千
紙
を
書
し
、
以
て
道
緣
を
勧
め
ん
こ
と
を
常
願

と
す
。

元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
母
で
あ
る
李
氏
の
喪
に
服
す
る
た
め
、
黄
庭
堅
は
帰
郷
し
た
。
黄
竜
山
（
い
ま
の
江
西
省
隆
興
に
あ
る
）

に
臨
済
宗
黄
竜
派
の
晦
堂
祖
心
に
師
事
し
た
の
は
こ
の
年
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
当
作
品
は
、
そ
の
期
間
の
作
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

鐘
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
七
仏
偈
を
読
め
ば
、
太
古
の
七
仏
の
教
示
を
承
る
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
千
回
写
経
し
、
世
の

人
々
に
散
布
し
よ
う
と
し
た
。
も
う
一
つ
の
跋
語
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

七
佛
所
説
偈
、
蓋
禪
源
也
。
淺
陋
者
爭
鶩
於
末
流
、
而
不
知
歸
、
故
余
數
爲
叢
林
中
書
此
偈
。

七
佛
の
説
く
所
の
偈
は
、
蓋
し
禅
の
源
な
り
。
浅
陋
な
る
者
、
末
流
に
争
鶩
し
て
、
帰
る
を
知
ら
ず
、
故
に
余

数
ば
為
に
叢
林
の

中
に
こ
の
偈
を
書
す
。

黄
庭
堅
は
七
仏
偈
を
「
蓋
し
禅
の
源
な
り
」
と
禅
理
解
の
源
で
あ
る
と
看
做
し
て
い
る
。
し
か
し
学
識
が
乏
し
い
人
は
禅
の
末
流
に

耽
る
状
態
に
あ
る
た
め
、
そ
の
「
帰
」
る
と
こ
ろ
、
則
ち
淵
源
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
僧
侶
達
の
た
め
に
七
仏
偈
を
写
し
た

と
い
う
。
黄
庭
堅
が
黔
州
左
遷
時
に
作
っ
た
「
明
叔
惠
示
二
頌
」
（
『
山
谷
別
集
詩
注
』
巻
下
）
の
序
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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明
叔
惠
示
二
頌
云
、
見
七
佛
偈
、
似
有
警
覺
。
乃
見
道
之
發
端
於
此
、
故
以
二
頌
爲
報
。

明
叔
、
二
頌
を
惠
示
し
て
云
ふ
、
七
仏
偈
を
見
れ
ば
、
警
覚
す
る
有
る
に
似
た
り
。
乃
ち
道
の
発
端
を
此
に
見
る
、
故
に
二
頌
を

以
て
報
と
為
す
。

紹
聖
四
年
（
一
〇
九
五
―
一
〇
九
七
）
黔
州
左
遷
時
の
作
で
あ
り
、
楊
皓
（
字
は
明
叔
）
の
詩
に
次
韻
し
た
詩
作
の
序
文
で
あ
る
。

楊
皓
は
黔
州
の
地
方
官
で
あ
り
、
黄
庭
堅
に
師
事
し
、
学
問
や
詩
作
を
学
ん
だ
。
黄
庭
堅
に
は
楊
皓
と
の
詩
文
の
応
酬
が
多
い
が
、
そ

の
中
で
、
こ
の
詩
と
同
時
期
に
作
っ
た
「
次
韻
楊
明
叔
四
首
」
「
再
次
韻
」
（
と
と
も
に
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
二
）
の
序
に
も
「
文

章
」
「
道
」
「
詩
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。
特
に
「
次
韻
楊
明
叔
四
首
」
は
『
伝
灯
録
』
の
典
故
を
多
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
任
淵
注

に
よ
れ
ば
、
其
一
の
「
决
定
是
れ
物
な
ら
ず
、
方
に
大
丈
夫
と
名
づ
く
（
决
定
不
是
物
、
方
名
大
丈
夫
）
」
は
『
伝
灯
録
』
巻
八
の
南

泉
普
愿
禅
師
の
「
大
德
心
を
認
め
仏
を
認
む
る
莫
か
れ
、
設
し
是
の
境
を
認
め
得
、
他
に
所
知
愚
と
喚
作
さ
る
。
故
に
江
西
大
師
云
く
、

是
れ
心
な
ら
ず
、
是
れ
仏
な
ら
ず
、
是
れ
物
な
ら
ず
。
且
く
爾
の
後
人
を
し
て

い

か

に

恁
麼
行
履
せ
ん
（
大
德
莫
認
心
認
佛
、
設
認
得
是
境
、

被
他
喚
作
所
知
愚
。
故
江
西
大
師
云
。
不
是
心
、
不
是
佛
、
不
是
物
。
且
教
爾
後
人
恁
麼
行
履
）
」
の
典
故
を
、
其
二
の
「
道
は
常
に

一
物
な
し
、
学
は
三
隅
に
反
る
を
要
す
（
道
常
無
一
物
、
學
要
反
三
隅
）
」
は
『
伝
灯
録
』
巻
三
の
六
祖
恵
能
の
「
菩
提
本
よ
り
樹
無

し
、
明
鏡
も
亦
た
台
に
あ
ら
ず
。
本
来
無
一
物
、
何
ぞ
仮
り
て
塵
埃
を
払
は
ん
（
菩
提
本
無
樹
、
明
鏡
亦
非
臺
。
本
來
無
一
物
、
何
假

拂
塵
埃
）
」
を
援
用
す
る
。
ま
た
「
喜
と
嗔
と
本
同
う
し
、
嗔
る
時

喜
び
も
自
ら
俱
に
す
（
喜
與
嗔
同
本
、
嗔
時
喜
自
俱
）
」
は
『
伝

灯
録
』
巻
一
の
竜
樹
尊
者
の
偈
「
法
に
於
い
て
心
証
せ
ず
、
嗔
り
無
く
亦
た
喜
び
も
無
し
（
於
法
心
不
証
、
無
嗔
亦
無
喜
）
」
を
、
「
心

物
に
随
ひ
て
宰
と
作
し
、
人
は
我
を
非
夫
と
謂
ふ
（
心
隨
物
作
宰
、
人
謂
我
非
夫
）
」
は
『
伝
灯
録
』
巻
二
の
摩
拏
者
羅
の
「
心
は
万

境
に
随
ひ
て
転
じ
、
転
ず
る
処
実
に
能
く
幽
な
り
。
流
れ
に
随
ひ
て
性
を
認
得
し
、
喜
び
無
く
復
た
憂
ひ
無
し
（
心
隨
萬
境
轉
、
轉
處
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實
能
幽
。
隨
流
認
得
性
、
無
喜
復
無
憂
）
」
を
踏
ま
え
る
。
楊
明
叔
の
「
見
七
佛
偈
、
似
有
警
覺
」
と
い
う
叙
述
を
見
れ
ば
、
こ
れ
も

恐
ら
く
詩
法
を
会
得
す
る
一
助
と
し
て
、
黄
庭
堅
は
楊
皓
に
『
伝
灯
録
』
の
中
の
特
に
七
仏
偈
を
読
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
な
お
「
書
十

勸
七
佛
偈
遺
李
夫
人
」
（
『
黄
庭
堅
全
集
』
補
遺
巻
九
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

予
聞
李
元
叔
母
夫
人
精
勤
佛
事
、
春
秋
雖
高
、
多
蔬
食
以
奉
香
火
。
故
書
傅
大
士
十
勸
、
七
佛
偈
、
勸
之
持
誦
。

予
聞
く
な
ら
く
李
元
叔
の
母
夫
人
の
佛
事
に
精
勤
し
、
春
秋
高
し
と
雖
も
、
多
く
蔬
食
し
て
以
て
香
火
を
奉
る
と
。
故
に
傅
大
士

の
「
十
勧
」
「
七
仏
偈
」
を
書
し
、
之
に
持
誦
を
勧
む
。

友
人
の
李
尭
臣
（
字
は
元
叔
）
の
母
は
仏
教
を
信
仰
し
、
年
老
い
て
か
ら
も
精
進
料
理
を
食
べ
、
香
火
を
供
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

南
朝
斉
梁
時
代
の
傅
翕
（
四
九
七
～
五
六
九
）
の
「
十
勧
頌
」
（
『
善
慧
大
士
語
録
』
巻
三
）
及
び
「
七
仏
偈
」
を
書
し
て
、
そ
れ
ら

を
読
む
こ
と
を
勧
め
た
の
で
あ
る
。
「
十
勧
頌
」
は
言
葉
が
通
俗
で
る
が
、
主
に
殺
生
や
肉
食
を
戒
め
、
念
仏
す
る
こ
と
を
勧
め
る
十

首
の
頌
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
「
跋
七
仏
偈
」
に
は
す
で
に
「
予
往
時
觀
七
佛
偈
於
黃
龍
山
中
、
聞
鐘
聲
、
見
古
人
」
と
そ
の
不
思
議

な
体
験
を
述
べ
て
お
り
、
他
の
仏
教
の
信
徒
に
こ
の
効
用
を
広
げ
よ
う
と
黄
庭
堅
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『
黄
庭
堅
書
法
全

（
２
）集

』
に
「
諸
上
座
帖
」
（
現
北
京
故
宮
博
物
院
所
蔵
）
と
い
う
書
作
品
の
図
版
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
『
伝
灯

録
』
巻
二
十
八
の
大
法
眼
文
益
禅
師
と
各
僧
侶
と
の
会
話
の
節
録
で
あ
る
。
現
存
す
る
『
伝
灯
録
』
の
内
容
と
比
較
す
る
と
、
字
の
異

同
が
何
箇
所
か
あ
り
、
省
略
す
る
部
分
も
多

（
４
）

い

。
異
同
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
黄
庭
堅
の
見
た
底
本
が
現
存
す
る
版
本
と
異
な
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
速
や
か
な
草
書
で
書
写
し
た
こ
と
に
よ
り
誤
り
が
生
じ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
そ
の
内
容
は
難
解
で
あ
る
が
、

「
執
着
」
「
心
」
「
仏
法
」
な
ど
に
つ
い
て
周
囲
の
僧
侶
達
に
教
示
す
る
会
話
で
あ
る
。
「
諸
上
座
爲
復
只
要
弄
唇
嘴
、
爲
復
別
有
所

圖
（
上
座
の
み
な
は
ど
う
し
で
で
た
ら
め
を
言
う
か
、
な
に
を
企
ん
で
い
る
か
）
」
か
ら
末
尾
の
「
莫
只
藉
少
智
慧
、
過
卻
時
光
、
山
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僧
在
衆
見
此
多
矣
（
知
恵
に
執
着
し
、
人
生
の
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
愚
僧
が
見
る
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
人
が
世
間

に
は
何
と
多
い
こ
と
か
）
」
ま
で
は
、
各
上
座
（
弟
子
）
に
智
識
の
頼
り
な
い
こ
と
主
張
し
、
口
舌
を
弄
す
る
こ
と
を
戒
め
る
の
で
あ

る
。
「
古
聖
所
見
諸
境
、
唯
見
自
心
、
祖
師
道
、
不
是
風
動
幡
動
、
仁
者
心
動
（
「
古
代
の
聖
人
が
諸
境
を
見
る
時
、
た
だ
そ
の
自
ら

の
本
心
を
見
る
。
祖
師
の
恵
能
は
『
是
れ
風
動
き
幡
動
く
に
あ
ら
ず
、
仁
者
の
心
ぞ
動
か
ん
』
と
言
っ
た
」
）
か
ら
「
古
人
道
、
一
切

聲
是
佛
聲
、
一
切
色
是
佛
色
、
何
不
且
恁
麼
取
（
古
人
は
言
う
、
一
切
の
声
は
仏
の
声
で
あ
り
、
一
切
の
色
は
仏
の
色
で
あ
る
。
ど
う

し
て
そ
の
ま
ま
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
の
か
）
」
ま
で
は
、
「
仏
」
は
一
体
何
で
あ
る
か
に
執
着
せ
ず
、
む
し
ろ
自
身
の
理
解
ま
た
は

「
頓
悟
」
こ
そ
が
重
要
だ
と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
の
節
録
の
末
尾
に
、
黄
庭
堅
の
次
の
よ
う
な
跋
語
が
あ

（
３
）る

。

此
是
大
丈
夫
出
生
死
事
、
不
可
草
草
便
會
。
拍
盲
小
鬼
子
、
往
往
見
便
下
口
、
如
瞎
驢
喫
草
樣
、
故
草
此
一
篇
、
遺
吾
友
李
任
道
。

明
窗
淨
几
、
它
日
親
見
古
人
、
乃
是
相
見
時
節
。
山
谷
老
人
書
。

此
は
是
れ
大
丈
夫
の
生
死
を
出
づ
る
事
、
草
草
に
便
ち
会
す
べ
か
ら
ず
。
拍
盲
の
小
鬼
子
、
往
往
に
し
て
見
れ
ば
便
ち
口
を
下
し
、

瞎
驢
の
草
を
喫
す
る
様
の
如
し
。
故
に
此
の
一
篇
を
草
し
、
吾
が
友
李
任
道
に
遺
る
。
明
窓
浄
几
に
、
它
日
親
ら
古
人
を
見
れ
ば
、

乃
ち
是
れ
相
見
ゆ
る
の
時
節
な
り
。
山
谷
老
人
書
す
。
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黄
庭
堅
「
諸
上
座
帖
」
局
部
（
『
黄
庭
堅
書
法
全
集
』
一
四
三
六
頁
）

元
符
年
間
（
一
〇
九
八
―
一
一
〇
〇
）
の
跋
語
で
あ
る
が
、
黄
庭
堅
の
文
集
に
見
え
な
い
逸
文
で
あ
る
。
そ
の
書
写
し
た
理
由
を
述

べ
る
も
の
で
あ
る
。
李
任
道
に
つ
い
て
は
、
「
与
王
観
復
書
」
（
『
黄
庭
堅
全
集
』
正
集
巻
六
十
八
）
に
「
不
肖
、
巴
峽
の
間
に
在
り

て
得
る
所
の
人
、
李
仔
任
道
有
り
。
本
と
梓
人
な
り
、
江
津
に
寓
す
る
こ
と
二
十
余
年
。
そ
の
人
の
言
行
に
物
有
り
、
道
に
参
ず
る
に

其
の
要
を
得
、
老
成
の
人
な
り
（
不
肖
在
巴
峽
間
所
得
人
、
有
李
仔
任
道
、
本
梓
人
、
而
寓
江
津
二
十
餘
年
、
其
人
言
行
有
物
、
參
道

得
其
要
、
老
成
人
也
）
」
と
あ
り
、
李
任
道
は
禅
を
学
び
、
そ
の
肝
要
な
部
分
を
把
握
し
て
い
る
と
李
任
道
を
評
価
す
る
。
こ
の
語
録

は
、
立
派
な
男
子
が
生
死
を
悟
る
た
め
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
禅
を
参
ず
る
人
が
常
に
こ
れ
を
鵜
呑
み
に
す
る
た
め
、
李
任
道
に

こ
の
語
録
を
筆
写
し
て
送
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
古
人
つ
ま
り
文
益
禅
師
の
真
意
を
会
得
し
た
ら
、
ま
た
明
窓
浄
几
の
下
に
そ
れ
を
討

論
し
よ
う
と
黄
庭
堅
は
言
う
。
こ
の
よ
う
に
、
生
死
の
こ
と
を
悟
る
た
め
に
、
黄
庭
堅
が
『
伝
灯
録
』
の
こ
の
部
分
を
大
切
に
し
、
さ

ら
に
友
人
に
も
そ
れ
を
伝
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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ま
た
、
墨
蹟
の
原
本
が
現
存
し
て
い
な
い
が
、
「
雲
頂
山
徳
敷
談
道
伝
燈
詩
八
首
」
の
拓
本
と
「
香
厳
十
九
頌
」
が
伝
存
す
る
。

徳
敷
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
り
、
『
伝
灯
録
』
巻
二
十
九
は
彼
の
十
首
の
頌
「
語
默
難
測
」
「
祖
教
迥
異
」
「
学
雖
得

妙
」
「
問
來
只
對
不
得
」
「
無
指
的
」
「
自
楽
僻
執
」
「
問
答
須
知
起
倒
」
「
言
行
相
扶
」
「
一
句
子
」
「
古
今
大
意
」
を
収
録
し
て

い
る
。
現
存
す
る
黄
庭
堅
書
作
の
拓
本
は
第
三
首
の
「
学
雖
得
妙
」
か
ら
第
十
首
ま
で
の
八
首
の
み
が
見
え
る
。
そ
の
書
風
か
ら
観
れ

ば
「
劉
禹
錫
竹
枝
詞
卷
」
（
浙
江
寧
波
天
一
閣
所
蔵
）
と
近
く
、
紹
聖
年
間
（
一
〇
九
四
～
一
〇
九
八
）
の
黔
州
左
遷
時
の
作
品
と
推

測
さ
れ
る
。
「
徳
敷
談
道
伝
燈
詩
八
首
」
と
は
『
伝
灯
録
』
巻
二
十
九
「
雲
頂
山
徳
敷
談
道
詩
十
首
」
中
の
八
首
を
節
録
す
る
も
の
で

あ
（
４
）る

。
詩
の
末
尾
に
は
跋
語
が
あ
る
。

雲
頂
山
德
敷
談
道
二
十
章
、
傳
燈
錄
但
錄
十
首
、
去
取
亦
未
必
然
。
然
窮
僻
處
無
文
字
。
但
隨
傳
燈
書
之
耳
。

雲
頂
山
徳
敷
談
道
二
十
章
、
『
伝
灯
録
』
は
但
だ
十
首
を
録
し
、
去
取
す
る
も
亦
た
未
だ
必
ず
し
も
然
ら
ず
。
然
る
に
窮
僻
の
処

に
文
字
無
し
。
但
だ
伝
灯
に
随
ひ
て
こ
れ
を
書
す
る
の
み
。
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黄
庭
堅
「
雲
頂
山
徳
敷
談
道
伝
燈
詩
八
首
」
局
部
（
『
黄
庭
堅
書
法
全
集
』
、
一
四
三
五
頁
）

『
伝
灯
録
』
は
徳
敷
談
道
禅
師
の
詩
二
十
首
を
十
首
し
か
節
録
し
な
か
っ
た
こ
と
に
不
満
足
の
意
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
辺
鄙
な
左
遷
地
で
は
、
徳
敷
談
道
の
詩
集
が
手
に
入
ら
な
い
た
め
、
『
伝
灯
録
』
の
テ
キ
ス
ト
に
し
た
が
っ
て
写
す
よ
り
他
な
い
。

し
て
み
れ
ば
、
黄
庭
堅
は
左
遷
地
に
お
い
て
も
『
伝
灯
録
』
を
所
持
し
て
い
た
と
判
定
で
き
る
。
ま
た
、
「
香
厳
十
九
頌
」
も
「
雲
頂

山
徳
敷
談
道
伝
燈
詩
八
首
」
の
書
風
お
よ
び
草
書
と
行
書
が
混
じ
て
い
る
書
式
も
相
似
す
る
た
め
、
同
じ
時
期
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
「
香
厳
十
九
頌
」
は
香
厳
智
閑(

？
～
八
九
八
）
に
よ
り
制
作
さ
れ
、
『
伝
灯
録
』
巻
二
十
九
に
あ
る
。
「
授
指
」
「
最
後

語
」
「
暢
玄
与
崔
大
夫
」
「
達
道
場
与
城
陰
行
者
」
「
与
薛
判
官
」
「
与
臨
濡
県
行
者
」
「
顕
旨
」
「
三
句
後
意
」
「
答
鄭
郎
中
問
二

首
」
「
談
道
」
「
与
学
人
玄
機
」
「
明
道
」
「
玄
旨
」
「
与
鄧
州
行
者
」
「
三
跳
後
」
「
上
根
」
「
破
法
身
見
」
「
独
脚
」
と
い
う
十

九
の
頌
で
あ
る
。
第
一
首
「
授
指
」
か
ら
第
八
首
「
三
句
後
意
」
ま
で
の
書
蹟
は
伝
存
さ
れ
な
い
。
一
連
の
難
解
な
頌
で
あ
る
が
、
そ
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の
中
の
や
や
理
解
や
す
い
第
十
一
首
の
「
玄
旨
」
を
見
て
み
よ
う
。

去
去
無
標
的

去
去

標
的
無
く
、

來
來
只
麼
来

来
来

只
麼
来
た
ら
ん
。

有
人
相
借
問

人
有
り
て
相
借
問
す
れ
ば
、

不
語
笑
咍
咍

語
ら
ず
し
て
笑
ふ
こ
と
咍
咍
た
ら
ん
。

行
っ
た
り
来
た
り
し
て
、
一
切
目
的
も
な
い
。
人
に
聞
か
れ
て
も
は
は
と
笑
う
の
み
と
い
う
。
こ
れ
は
恐
ら
く
言
葉
や
言
語
を
捨
て

る
禅
の
奥
義
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

黄
庭
堅
の
跋
文
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

有
「
獨
腳
」
一
首
、
紙
盡
不
書
。
香
嚴
智
閑
十
九
頌
、
所
謂
十
二
部
經
清
淨
法
眼
目
、
『
傳
燈
』
備
載
而
『
玉
英
集
』
止
取
五
頌
、

不
知
具
何
種
擇
法
眼
也
。

「
独
脚
」
の
一
首
、
紙
尽
き
て
書
か
ざ
る
有
り
。
香
厳
智
閑
の
十
九
頌
、
所
謂
十
二
部
経
清
淨
法
眼
目
、
『
伝
灯
』
に

つ
ぶ
さ

備

に
載
せ

て
『
玉
英
集
』
は
止
だ
五
頌
を
取
る
の
み
、
何
種
の
択
法
眼
を
具
へ
し
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
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黄
庭
堅
「
香
厳
十
九
頌
」
局
部
（
『
黄
庭
堅
書
法
全
集
』
一
四
三
五
頁
）

最
後
の
「
独
脚
」
一
首
は
紙
が
足
り
な
い
た
め
に
書
か
な
い
。
香
厳
智
閑
の
十
九
頌
は
一
切
経
の
指
南
で
あ
る
よ
う
な
存
在
で
あ
る

が
、
『
玉
英
集
』
は
た
だ
そ
の
五
首
を
残
し
、
そ
の
選
択
の
理
由
が
よ
く
理
解
で
き
な
い
と
い
う
。
『
玉
英
集
』
は
景
祐
元
年
（
一
〇

三
四
）
に
成
立
し
、
正
し
く
は
『
伝
灯
玉
英
集
』
と
言
う
。
王
随
（
九
七
三
～
一
〇
三
九
）
に
よ
り
『
伝
灯
録
』
を
削
り
取
っ
て
縮
め

た
も
の
で
あ
る
。
以
上
に
見
え
る
よ
う
に
、
黄
庭
堅
が
『
伝
灯
録
』
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
幾
つ
か
の
禅
籍
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

他
に
書
蹟
が
見
え
な
い
が
、
書
作
の
跋
語
が
黄
庭
堅
の
文
集
な
ど
に
見
え
る
文
章
を
見
て
み
よ
う
。
「
跋
牛
頭
心
銘
」
は
『
黄
庭
堅

全
集
』
別
集
巻
七
に
収
録
さ
れ
る
。
牛
頭
山
初
祖
の
法
融
禅
師
（
五
九
四
～
六
五
七
）
の
「
心
銘
」
は
全
百
九
十
句
の
四
言
頌
で
あ
り
、

『
伝
灯
録
』
巻
三
十
に
あ
る
。
そ
の
文
は
長
い
た
め
、
そ
の
冒
頭
の
四
句
の
み
を
見
て
み
よ
う
。

心
性
不
生

心
性
生
ぜ
ず
、

何
須
知
見

何
ぞ
知
見
を

も
ち須

ゐ
ん
。
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本
無
一
法

本
よ
り
一
法
も
無
し
、

誰
論
熏
錬

誰
か
熏
錬
を
論
ぜ
ん
。

「
心
性
不
生
、
何
須
知
見
」
は
、
意
識
そ
の
も
の
が
虚
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
智
識
も
見
聞
も
必
要
が
な
い
。
「
法
」
そ
の
も
の
が
存

在
し
て
い
な
い
た
め
、
「
法
」
を
求
め
る
の
も
不
要
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
十
五
句
か
ら
第
二
十
八
句
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

將
心
守
靜

心
を
将
つ
て
静
を
守
ら
ば
、

猶
未
離
病

猶
ほ
未
だ
病
を
離
れ
ざ
る
が
こ
と
し
。

生
死
忘
懷

生
も
死
も
忘
懐
す
れ
ば
、

即
是
本
性

即
ち
是
れ
本
性
な
り
。

一
生
懸
命
に
心
を
静
め
よ
う
と
し
て
も
ま
だ
足
り
ず
、
生
死
を
忘
れ
て
こ
そ
人
は
本
然
の
性
に
帰
れ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
「
心

銘
」
は
心
を
治
め
る
道
理
を
説
く
の
で
あ
る
。
黄
庭
堅
の
跋
語
を
見
て
み
よ
う
。

予
聞
范
氏
其
耆
艾
有
德
、
其
幼
壮
好
文
。
今
得
予
應
世
之
文
章
、
但
爲
戲
玩
、
無
益
於
事
。
乃
大
書
牛
頭
「
心
銘
」
與
之
。
范
氏

不
學
則
已
、
學
則
必
以
治
心
養
性
爲
本
。
斯
文
之
作
、
妙
盡
心
性
之
蕴
、
只
使
朝
夕
薫
之
、
自
成
道
種
。
亦
使
覺
苑
浄
坊
諸
禪
子

等
讀
之
、
句
句
稍
歸
自
己
。
乃
知
牛
頭
快
説
禪
病
、
免
向
野
狐
頷
下
枉
過
一
生
。

予
聞
く
な
ら
く
、
范
氏
は
其
の
耆
艾
に
徳
有
り
、
其
の
幼
壮
よ
り
文
を
好
め
り
。
今
予
の
世
に
応
ず
る
の
文
章
を
得
ん
と
す
る
も
、
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但
だ
戯
玩
を
為
し
、
事
に
益
す
る
無
し
。
乃
ち
牛
頭
の
「
心
銘
」
を
大
書
し
て
之
に
与
ふ
。
范
氏
学
ば
ず
ん
ば
則
ち
已
み
、
学
べ

ば
則
ち
必
ず
治
心
養
性
を
以
て
本
と
為
す
。
斯
文
の
作
は
、
妙
は
心
性
の
藴
を
尽
く
し
、
只
だ
朝
夕
こ
れ
を
薫
ら
し
む
れ
ば
、
自

ら
道
種
と
成
ら
ん
。
亦
た
覚
苑
浄
坊
の
諸
禅
子
等
を
し
て
之
を
読
ま
し
め
、
句
句

よ
う
や

稍

く
自
己
に
帰
る
。
乃
ち
牛
頭
快
く
禅
病
を
説

く
を
知
り
、
免
野
狐
頷
下
に
枉
ら
に
一
生
を
過
ぐ
る
を
免
る
。

范
氏
（
范
百
禄
、
字
は
子
功
）
は
黄
庭
堅
の
文
章
を
求
め
る
が
、
黄
庭
堅
は
自
分
の
文
章
よ
り
こ
の
「
心
銘
」
こ
そ
が
重
要
で
あ
り
、

「
妙
は
心
性
の
蕴
を
尽
く
す
」
と
い
う
。
そ
れ
は
「
治
心
養
性
」
つ
ま
り
心
を
治
め
性
を
養
う
こ
と
で
あ
る
。
心
性
の
学
は
儒
教
に
お

い
て
重
要
な
内
容
で
あ
る
が
、
黄
庭
堅
は
こ
こ
で
「
心
銘
」
を
手
本
と
し
て
後
輩
の
范
子
功
を
教
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
挙
げ

た
楊
皓
、
李
任
道
の
例
と
同
じ
く
、
『
伝
灯
録
』
の
内
容
は
そ
の
学
生
達
を
教
育
す
る
た
め
の
重
要
な
教
材
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
特
色
は
紹
聖
年
間
の
黔
州
左
遷
後
に
始
め
て
見
出
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
先
に
も
言
及
し
た

が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
元
祐
六
年
（
一
〇
八
）
以
降
、
晦
堂
祖
心
に
禅
を
学
ん
で
、
禅
の
修
養
や
認
識
が
一
層
深
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

以
上
に
見
え
た
よ
う
に
、
『
伝
灯
録
』
の
文
・
偈
・
銘
・
詩
を
他
の
人
に
散
布
し
よ
う
と
す
る
ほ
ど
に
、
黄
庭
堅
自
身
、
こ
れ
ら
を
学

ん
で
い
た
の
で
あ

（
５
）

る

。

要
す
る
に
、
黄
庭
堅
は
『
伝
灯
録
』
の
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
「
禅
の
源
」
「
生
死
を
出
づ
る
事
」
「
妙
は
心
性
の
蕴
を
尽
く
す
」
と
認

識
し
、
そ
の
個
人
的
な
禅
宗
思
想
の
形
成
に
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

二

人
物
の
禅
化
―
『
景
徳
伝
灯
録
』
と
身
体
描
写

こ
れ
ま
で
『
伝
灯
録
』
と
黄
庭
堅
と
の
直
接
的
な
関
係
を
論
じ
て
き
た
が
、
次
は
詩
の
表
現
に
お
け
る
『
伝
灯
録
』
の
受
容
を
明
ら

か
に
し
た
い
。
任
淵
・
史
容
・
史
季
温
ら
の
注
に
よ
れ
ば
、
黄
庭
堅
の
詩
に
『
伝
灯
録
』
の
典
故
や
語
彙
の
援
用
は
百
箇
所
ほ
ど
に
達
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す
る
。
本
章
で
は
黄
庭
堅
よ
り
始
め
て
使
用
さ
れ
、
黄
庭
堅
の
独
特
な
詩
風
を
形
成
し
た
表
現
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
い
。

ま
ず
は
煕
寧
元
年
（
一
〇
六
八
）
、
二
十
四
歳
の
黄
庭
堅
が
制
作
し
た
「
次
韻
戯
答
彦
和
」
（
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
一
）
の
詩
を

見
よ
う
。

本
不
因
循
老
鏡
春

本
よ
り
老
鏡
の
春
に
因
循
せ
ず
、

江
湖
歸
去
作
閒
人

江
湖
に
帰
去
し
閒
人
と
作
る
。

天
於
萬
物
定
貧
我

天
は
万
物
に
於
い
て
定
め
て
我
を
貧
と
し
、

智
効
一
官
全
爲
親

智
は
一
官
に
効
ふ
は

全
て
親
の
為
な
り
。

布
袋
形
骸
增
碨
磊

布
袋
の
形
骸

碨
磊
を
増
し
、

錦
囊
詩
句
愧
清
新

錦
囊
の
詩
句

清
新
に
愧
づ
。

杜
門
絶
俗
無
行
迹

門
を
杜
し
俗
を
絶
ち
て
行
迹
無
く
、

相
憶
猶
當
遣
化
身

相
憶
ふ
に
猶
ほ
当
に
化
身
を
遣
は
す
べ
し
。

胡
侃
の
字
は
彦
和
、
黄
庭
堅
自
注
に
よ
れ
ば
「
彦
和
年
に
四
十
、
官
を
棄
て
門
を
杜
し
て
出
で
ず
（
彦
和
年
四
十
、
棄
官
杜
門
不
出
）
」

と
あ
る
。
首
二
句
は
胡
侃
の
辞
官
を
述
べ
、
老
年
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
今
の
う
ち
に
隠
居
し
よ
う
と
し
た
決
断
を
讃
え
る
。
三
・
四

句
目
は
黄
庭
堅
自
身
の
苦
境
を
叙
述
し
、
天
は
ひ
と
え
に
自
分
を
貧
し
く
さ
せ
、
官
職
に
つ
き
、
ま
だ
隠
居
し
な
い
の
は
、
た
だ
母
親

を
扶
養
す
る
た
め
の
み
で
あ
る
と
い
う
。
五
句
目
は
胡
侃
を
太
っ
た
布
袋
和
尚
に
擬
え
、
六
句
目
は
そ
の
清
新
な
詩
風
を
賛
美
す
る
。

結
尾
の
二
句
は
『
維
摩
詰
経
』
の
故
事
を
援
用
し
な
が
ら
、
自
分
を
痩
せ
た
維
摩
詰
に
、
胡
侃
を
文
殊
菩
薩
の
化
身
に
擬
え
る
の
で
あ

る
。
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更
に
、
再
度
こ
こ
で
該
詩
の
三
句
目
「
布
袋
形
骸
增
碨
磊
」
に
注
意
を
払
い
た
い
。
史
容
注
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
『
伝
灯
録
』
巻
二

十
七
の
「
形
裁
腲
脮
な
り
、

し
か蹙

む
る
額

は皤
す
る
腹
あ
り
（
形
裁
腲
脮
、
蹙
額
皤
腹
）
」
と
い
う
五
代
の
頃
の
布
袋
和
尚
の
描
写
を
出
典

と
す

（
６
）る

。
「
腲
脮
」
と
「
皤
腹
」
は
そ
の
肥
え
た
体
格
を
形
容
す
る
。
「
布
袋
形
骸
增
碨
磊
」
は
、
胡
侃
が
布
袋
和
尚
よ
り
太
い
と
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
黄
庭
堅
の
「
戯
和
文
潛
謝
穆
父
松
扇
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
七
）
は
先
の
「
次
韻
戯
答
彦
和
」
に
類
似
す
る
。

猩
毛
束
筆
魚
網
紙

猩
毛

筆
を
束
ぬ

魚
網
の
紙
、

松
柎
織
扇
清
相
似

松
柎

扇
を
織
る
は

清
き
こ
と
相
似
た
り
。

動
揺
懐
袖
風
雨
來

懐
袖
を
動
揺
す
れ
ば
風
雨
来
た
り
、

想
見
僧
前
落
松
子

僧
の
前
に
松
子
の
落
つ
る
を
想
見
す
。

張
侯
哦
詩
松
韻
寒

張
侯

詩
を
哦
せ
ば
松
韻
寒
く
、

六
月
火
雲
蒸
肉
山

六
月
の
火
雲

肉
山
を
蒸
す
。

持
贈
小
君
聊
一
笑

小
君
に
持
贈
し
て
聊
か
一
笑
し
、

不
須
射
雉
彀
黄
間

雉
を
射
て
黄
間
を

こ

う彀
す
る
を
須
ひ
ず
。

穆
父
と
は
銭
勰
（
字
は
穆
父
）
を
指
す
。
彼
は
元
豊
七
年
（
一
〇
八
四
）
に
使
節
と
し
て
高
麗
に
行
っ
た
。
帰
国
後
、
張
耒
や
黄
庭

堅
に
高
麗
の
松
扇
・
筆
・
紙
な
ど
を
送
っ
た
。
黄
庭
堅
は
「
次
韻
銭
穆
父
贈
松
扇
」
を
制
作
し
た
が
、
こ
れ
は
張
耒
の
作
に
次
韻
し
た

も
の
で
あ
る
。
一
・
二
句
目
は
、
銭
勰
が
松
扇
、
筆
や
紙
を
贈
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
四
句
目
は
杜
甫
「
戯
為
韋
偃
双
松
図
歌
」
の
「
葉

裏
の
松
子
、
僧
の
前
に
落
つ
（
葉
裏
松
子
僧
前
落
）
」
を
出
典
と
す
る
。
三
・
四
句
目
は
団
扇
の
風
か
ら
自
然
の
風
を
連
想
し
、
風
雨
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が
来
た
り
、
松
ぼ
っ
く
り
が
落
ち
る
よ
う
で
あ
る
と
詠
む
。
任
淵
注
に
よ
れ
ば
、
五
・
六
句
目
は
「
詩
は
清
寒
に
し
て
松
風
の
韻
の
如

し
と
雖
も
、
体
は
則
ち
肥
熱
に
し
て
、
肉
山
の
蒸
す
が
如
き
を
謂
ふ
（
謂
詩
雖
清
寒
、
如
松
風
之
韻
、
而
體
則
肥
熱
、
如
肉
山
之
蒸
）
」

と
あ
る
。
五
句
目
は
張
耒
の
詩
を
讃
え
、
「
松
の
韻
」
に
擬
え
る
。
六
句
目
は
張
耒
の
肥
満
を
戯
れ
に
言
う
。
結
尾
の
二
句
は
、
こ
の

松
扇
で
夫
人
の
歓
心
を
買
う
こ
と
を
言
う
。

「
肉
山
」
は
『
伝
灯
録
』
巻
九
の
司
馬
頭
陀
の
「
和
尚
は
是
れ
骨
人
な
り
、
彼
は
是
れ
肉
山
な
り
（
和
尚
是
骨
人
、
彼
是
肉
山
）
」

の
話
を
出
典
と
す

（
７
）

る
。
古
来
、
隠
者
、
居
士
な
ど
痩
せ
た
人
物
は
常
に
詩
に
詠
わ
れ
る
が
、
肥
満
し
た
人
物
は
ほ
と
ん
ど
詩
に
詠
ま
れ

な
い
。
先
に
挙
げ
た
「
布
袋
形
骸
增
碨
磊
」
と
こ
の
「
六
月
火
雲
蒸
肉
山
」
は
友
人
の
身
体
（
あ
る
意
味
で
欠
点
と
も
言
え
る
）
を
こ

の
よ
う
に
形
容
し
て
も
怒
ら
れ
る
心
配
が
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
そ
れ
は
、
士
大
夫
階
層
に
お
い
て
禅
文
化
が
流
行
し
て
い
た
社

会
背
景
が
あ
っ
て
こ
そ
成
立
す
る
事
情
で
あ
ろ
う
。
相
手
の
形
象
を
、
禅
宗
公
案
の
人
物
に
喩
え
、
禅
化
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
黄
庭

堅
は
ほ
か
に
も
張
耒
の
肥
満
を
描
写
し
た
「
病
起
荊
江
亭
即
事
十
首
」
其
九
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
四
）
が
あ
る
。

張
子
耽
酒
語
蹇
吃

張
子

酒
に
耽
り
語
蹇
吃
た
り
、

聞
道
潁
州
又
陳
州

き

く

な

ら

聞
道
く

潁
州

又
た
陳
州
あ
り
と
。

形
模
彌
勒
一
布
袋

形
模
は
弥
勒
の
ご
と
く
一
布
袋
あ
り
、

文
字
江
河
萬
古
流

文
字
は
江
河
の
ご
と
く
万
古
に
流
る
。

「
病
起
荊
江
亭
即
事
十
首
」
は
、
建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
荊
州
仮
寓
時
に
、
旧
友
の
司
馬
光
・
蘇
軾
ら
を
偲
ぶ
連
作
の
絶
句

で
あ
る
。
こ
の
詩
の
一
句
目
は
張
耒
が
酩
酊
し
て
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
様
子
を
指
す
。
二
句
目
は
張
耒
が
次
か
ら
次
へ
と
左
遷
さ
れ
、

各
地
を
転
転
と
し
て
い
る
こ
と
を
叙
述
す
る
。
三
・
四
句
目
は
「
張
侯
哦
詩
松
韻
寒
、
六
月
火
雲
蒸
肉
山
」
と
同
じ
く
、
肉
体
と
詩
と
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を
対
照
的
に
言
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
二
句
は
戯
れ
の
色
彩
を
帯
び
ず
、
少
し
真
面
目
な
言
い
方
で
あ
る
。
張
耒
を
身
の
肥
え
た

布
袋
和
尚
に
喩
え
る
の
は
「
病
起
荆
江
亭
即
事
十
首
」
其
一
の
「
菩
提
坊
裏
の
病
維
摩
（
菩
提
坊
裏
病
維
摩
）
」
と
い
う
黄
庭
堅
の
自

況
と
対
応
す
る
も
の
で
、
張
耒
を
菩
薩
の
よ
う
に
讃
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
詩
話
総
亀
』
巻
三
十
九
で
は
『
王
直
方
詩
話
』
の
文
を
引
用
し
て
、
張
耒
の
身
体
描
写
に
つ
い
て
の
詩
を
次
の
よ
う
に
挙
げ
る
。

張
文
潜
在
一
時
中
人
物
、
最
爲
魁
偉
。
故
陳
無
已
有
詩
云
、
「
張
侯
魁
然
腹
如
皷
、
雷
爲
飢
聲
酒
爲
雨
。
」
文
云
、
「
要
痩
君
則

肥
。
」
山
谷
云
、
「
六
月
火
雲
蒸
肉
山
。
」
又
云
、
「
雖
肥
如
瓠
壺
。
」
而
文
潜
卧
病
、
秦
少
游
又
和
其
詩
云
、
「
平
時
帶
十
圍
、

頗
復
减
臂
環
。
」
皆
戯
語
也
。

張
文
潜
、
一
時
中
の
人
物
に
在
り
て
、
最
も
魁
偉
た
り
。
故
に
陳
無
已
に
詩
有
り
て
云
ふ
、
「
張
侯
魁
然
と
し
て
腹

皷
の
如
く
、

雷

飢
声
と
為
り
、
酒

雨
と
為
る
。
」
と
。
文
に
云
ふ
、
「
痩
す
る
を
要
す
る
も
君
則
ち
肥
ふ
。
」
と
。
山
谷
云
ふ
、
「
六
月
の

火
雲

肉
山
を
蒸
す
。
」
と
。
又
た
云
ふ
、
「
肥
ゆ
る
と
雖
も
こ
と
瓠
壷
の
如
し
」
。
文
潜

病
に
卧
し
、
秦
少
游
又
た
そ
の
詩
に

和
し
て
云
ふ
、
「
平
時
は
十
囲
を
帯
し
、
頗
る
復
た
臂
環
を
減
ず
。
」
と
。
皆
な
戯
語
な
り
。

黄
庭
堅
の
ほ
か
、
陳
師
道
・
秦
観
も
同
じ
く
張
耒
の
肥
満
に
つ
い
て
の
戯
れ
の
詩
文
が
あ
る
が
、
陳
師
道
・
秦
観
は
単
純
に
戯
れ
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
黄
庭
堅
筆
下
の
張
耒
の
イ
メ
ー
ジ
は
少
し
禅
の
色
彩
を
帯
び
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
伝
灯
録
』
は
主
に
語
録
を

記
述
す
る
が
、
人
物
を
描
写
す
る
場
面
が
多
い
。
黄
庭
堅
は
そ
の
描
写
の
仕
方
を
積
極
的
に
詩
に
取
り
こ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

三

物
の
禅
化
―
『
景
徳
伝
灯
録
』
と
題
画
詩
・
詠
物
詩
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さ
て
黄
庭
堅
は
若
年
の
頃
か
ら
『
伝
灯
録
』
を
愛
読
し
、
禅
の
色
濃
い
詩
風
を
形
成
し
て
い
る
。
以
下
で
は
黄
庭
堅
は
ど
の
よ
う
に

禅
の
視
点
か
ら
世
界
を
観
察
し
て
い
る
か
を
考
察
し
た
い
。
ま
ず
は
黄
庭
堅
の
題
画
詩
を
見
て
み
よ
う
。

黄
庭
堅
の
題
画
詩
の
中
で
最
も
多
い
の
は
竹
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ
る
。
例
え
ば
「
次
韻
子
瞻
題
無
咎
所
得
与
可
竹
二
首
粥
字
韻
戲

嘲
無
咎
人
字
韻
詠
竹
」
其
二
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
七
）
の
前
四
句
を
見
よ
う
。

地
下
文
夫
子

地
下
の
文
夫
子
、

風
流
絶
此
人

風
流

此
の
人
に
絶
ゆ
。

能
和
晩
煙
色

能
く
晩
煙
の
色
に
和
し
、

幻
出
歲
寒
身

歳
寒
の
身
を
幻
出
す
。

文
同
の
墨
竹
画
を
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
一
・
二
句
は
文
同
が
死
去
し
、
彼
の
風
流
は
既
に
二
度
と
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
二
・
三
句

は
、
文
同
の
生
前
、
竹
を
描
く
に
際
し
て
晩
煙
の
色
に
調
和
さ
せ
、
幻
術
の
ご
と
く
本
物
と
見
違
え
る
程
の
竹
を
描
き
出
し
た
こ
と
を

い
う
。
こ
こ
で
は
「
幻
」
の
字
に
注
意
を
払
い
た
い
。
他
の
題
画
詩
で
も
黄
庭
堅
は
、
こ
の
「
幻
」
の
字
を
愛
用
す

（
８
）

る
。
例
え
ば
「
題

子
瞻
墨
竹
」
詩
（
『
山
谷
別
集
詩
注
』
巻
上
）
の
「
因
り
て
幻
物
の
無
象
よ
り
出
づ
る
を
知
ら
ば
、
人
間
の
老
斲
輪
に
問
取
せ
よ
（
因

知
幻
物
出
無
象
、
問
取
人
間
老
斲
輪
）
」
、
「
小
鴨
」
詩
（
『
山
谷
詩
集
注
』
卷
七
）
の
「
小
鴨
看
從
筆
下
生
、
幻
法
生
機
全
得
妙
（
小

鴨
看
筆
下
よ
り
生
じ
、
幻
法

生
機

全
く
妙
を
得
た
り
）
」
と
あ
る
。
仏
教
に
お
い
て
「
幻
」
の
概
念
は
い
さ
さ
か
常
套
的
な
表
現
で

あ
る
が
、
「
幻
出
」
の
語
は
間
違
い
な
く
、
『
伝
灯
録
』
の
七
仏
偈
の
「
毗
婆
尸
佛
の
偈
に
曰
く
、
身
は
無
相
の
中
よ
り
生
を
受
け
、

猶
ほ
諸
の
形
象
を
幻
出
す
る
が
ご
と
し
（
毗
婆
尸
佛
偈
曰
、
身
從
無
相
中
受
生
、
猶
如
幻
出
諸
形
象
）
」
を
出
典
と
す
る
。
こ
の
偈
で

は
、
世
界
万
物
の
本
質
は
幻
境
で
あ
る
よ
う
に
、
身
体
も
「
無
相
」
つ
ま
り
「
空
」
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
う
。
絵
画
は
物
を
「
無
」
か
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ら
「
有
」
へ
と
創
作
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
画
面
上
の
物
は
や
は
り
実
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
絵
画
と
い
う
行
為
は
ま
さ

に
空
の
境
地
に
誘
う
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
黄
庭
堅
は
常
に
絵
画
の
題
材
も
禅
的
な
目
で
見
る
。
例
え
ば
「
題
王
居
士
所
蔵
王
友
画
桃
杏
花
二
首
」
（
『
山
谷
外
集
詩
注
』

巻
十
七
）
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

其
一

凌
雲
一
笑
見
桃
花

凌
雲
一
笑
し
て
桃
花
を
見
、

三
十
年
來
始
到
家

三
十
年
来

始
め
て
家
に
到
る
。

從
此
春
風
春
雨
後

此
れ
よ
り
春
風
春
雨
の
後
、

亂
隨
流
水
到
天
涯

乱
れ
て
流
水
に
随
ひ
て
天
涯
に
至
ら
ん
。

其
二

凌
雲
見
桃
萬
事
無

凌
雲

桃
を
見
て
万
事
無
し
、

我
見
杏
花
心
亦
如

我

杏
花
を
見
て
心
も
亦
如
た
り
。

從
此
華
山
圖
籍
上

此
れ
よ
り
華
山
図
籍
の
上
、

更
添
潘
閬
倒
騎
驢

更
に
潘
閬
の
倒
に
驢
に
騎
す
る
を
添
へ
ん
。

元
符
三
年
（
一
一
一
〇
）
戎
州
で
の
題
画
詩
で
あ
る
。
其
一
は
次
の
『
伝
灯
録
』
巻
十
一
の
霊
雲
禅
師
の
故
事
を
引
用
す
る
。

初
在
潙
山
、
因
桃
華
悟
道
。
有
偈
曰
、
三
十
年
來
尋
劍
客
、
幾
逢
落
葉
幾
抽
枝
。
自
從
一
見
桃
華
後
、
直
至
如
今
更
不
疑
。
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初
め
潙
山
に
在
り
、
桃
華
に
因
り
て
悟
道
す
。
偈
有
り
て
曰
く
、
「
三
十
年
来

剣
客
を
尋
ね
、
幾
た
び
か
落
葉
に
逢
ひ
幾
た
び

か
枝
を
抽
く
。
桃
華
を
一
見
し
て
よ
り
後
、
直
に
如
今
に
至
る
ま
で
更
に
疑
は
ず
。
」
と
。

霊
雲
禅
師
は
唐
末
・
五
代
時
代
の
禅
僧
で
あ
り
、
潙
山
で
桃
の
花
を
見
て
禅
を
悟
っ
た
。
黄
庭
堅
の
詩
の
「
凌
雲
」
は
恐
ら
く
「
霊

雲
」
の
誤
訛
で
あ
ろ
う
。
其
一
の
一
・
二
句
目
は
こ
の
故
事
を
述
べ
、
三
・
四
句
目
は
二
つ
の
意
味
が
混
在
す
る
。
そ
の
一
つ
目
の
意

味
は
、
暮
春
の
風
雨
の
後
、
桃
花
は
水
に
落
ち
乱
れ
て
天
涯
ま
で
流
れ
て
ゆ
く
と
い
う
。
題
画
詩
の
桃
花
を
中
心
に
詠
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
も
う
一
つ
の
意
味
は
、
禅
を
悟
っ
た
後
、
世
間
の
一
切
に
執
着
せ
ず
、
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
禅
の
境
地
を
表
現

す
る
も
の
で
あ
る
。
其
二
の
「
我
見
杏
花
心
亦
如
」
は
、
霊
雲
禅
師
の
桃
花
を
見
て
禅
を
悟
る
こ
と
の
よ
う
に
、
黄
庭
堅
も
ま
た
杏
の

花
を
見
て
禅
の
思
想
を
悟
っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
宋
初
の
飄
逸
な
る
隠
者
で
あ
る
潘
閬
の
よ
う
に
、
華
山
で
逆
さ
の
驢
に
乗
っ
て
山
水
を

見
な
が
ら
道
を
行
こ
う
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
詩
に
お
け
る
桃
花
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
始
め
て
禅
の
世
界
と
繋
が
る
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
黄
庭
堅
は
桃
花
を
見
て
禅
を
悟
る
こ
と
に
触
発
さ
れ
、
杏
の
花
も
ま
た
禅
の
世
界
へ
誘
う
通
路
で
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
黄
庭
堅
の
詩
が
表
す
絵
画
の
世
界
は
、
禅
の
世
界
に
重
な
っ
て
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
を
成
功
さ
せ
た
の
は

『
伝
灯
録
』
の
故
事
を
生
か
し
た
か
ら
で
あ
る
。

題
画
詩
は
、
黄
庭
堅
の
人
生
観
や
世
界
観
を
反
映
し
て
い
る
が
、
絵
画
に
限
ら
ず
、
黄
庭
堅
の
筆
下
に
生
ま
れ
た
物
は
常
に
禅
の
色

彩
を
帯
び
て
い
る
。
「
題
竹
尊
者
軒
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
卷
十
六
）
を
見
て
み
よ
う
。

平
生
脊
骨
硬
如
鐵

平
生
の
脊
骨

硬
き
こ
と
鉄
の
如
し
、

聽
風
聽
雨
隨
宜
説

風
に

ま
か聴

せ
雨
に
聴
せ

宜
し
き
に
随
ひ
て
説
く
。

百
尺
竿
頭
放
步
行

百
尺
竿
頭

歩
を
放
ち
て
行
き
、
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更
向
脚
跟
參
一
節

更
に
脚
跟
に
向
ひ
て
一
節
を
参
ず
。

崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
、
江
西
宜
春
で
の
作
で
あ
る
。
崇
聖
寺
の
後
に
他
の
竹
よ
り
ず
っ
と
長
い
竹
が
あ
る
た
め
、
そ
の
竹
を
「
竹

尊
者
」
と
い

（
９
）

う
。
第
一
章
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
黄
庭
堅
は
双
関
語
を
愛
用
す
る
。
こ
こ
で
も
「
尊
者
」
と
い
う
双
関
語
を
利
用
し
て
、

風
雨
の
中
に
も
折
れ
な
い
「
竹
尊
者
」
を
、
動
搖
せ
ず
に
寂
然
と
し
て
修
行
す
る
老
僧
の
「
尊
者
」
の
姿
に
重
ね
合
わ
せ
、
擬
人
化
さ

せ
て
い
る
。
一
句
目
は
『
伝
灯
録
』
卷
十
五
「
徳
山
老
人
、
一
條
の
脊
梁
の
骨
、
硬
き
こ
と
鉄
の
ご
と
く
、
拗
れ
ど
も
折
れ
ず
（
德
山

老
人
、
一
條
脊
梁
骨
、
硬
如
鐵
、
拗
不
折
）
」
を
踏
ま
え
る
。
竹
を
擬
人
化
し
て
か
ら
『
伝
灯
録
』
の
身
体
描
写
の
表
現
を
利
用
し
、

竹
を
禅
僧
の
姿
と
し
て
描
写
し
て
い
る
。

二
句
目
は
『
法
華
経
』
「
方
便
品
」
の
「
諸
仏
宜
し
き
に
随
ひ
て
法
を
説
く
も
、
意
趣

解
き
難
し
（
諸
佛
隨
宜
説
法
、
意
趣
難
解
）
」

に
よ
る
。
竹
は
老
禅
師
の
ご
と
く
容
易
に
は
折
れ
ず
、
風
雨
に
身
を
任
せ
、
そ
の
声
は
ま
さ
に
仏
理
を
説
く
よ
う
で
あ
る
と
詠
う
。
「
百

尺
竿
頭
放
步
行
」
は
『
伝
灯
録
』
巻
十
の
景
岑
招
賢
禅
師
の
偈
を
援
用
す
る
。

百
丈
竿
頭
不
動
人

百
丈
竿
頭

不
動
の
人
、

雖
然
爲
入
未
爲
眞

然
り
と
雖
も
入
る
と
為
す
は
未
だ
真
と
為
さ
ず
。

百
丈
竿
頭
須
進
步

百
丈
竿
頭

須
ら
く
歩
を
進
む
べ
し
、

十
方
世
界
是
全
身

十
方
世
界

是
れ
全
身
な
り
。

黄
庭
堅
詩
の
三
・
四
句
は
難
解
で
あ
る
が
、
「
百
尺
竿
」
の
長
い
竹
で
も
、
ま
だ
最
高
の
境
地
へ
至
る
に
は
不
足
で
あ
り
、
よ
り
遠

く
へ
と
「
百
丈
」
の
高
み
へ
の
進
歩
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
竹
の
高
さ
と
は
、
そ
の
ま
ま
禅
に
参
ず
る
こ
と
の
喩
え
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
黄
庭
堅
の
詩
の
な
か
で
は
竹
の
持
つ
印
象
の
中
に
「
禅
僧
」
と
い
う
側
面
が
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
章
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
を
手
が
か
り
と
し
て
、
禅
の
修
養
が
ど
の
よ
う
に
黄
庭
堅
の
詩
に
影
響
を
与
え
た
の
か
を
考
察
し
た
。
禅

の
視
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
桃
花
・
杏
の
花
・
竹
を
観
察
し
、
禅
の
悟
り
の
世
界
を
具
現
化
し
た
。
こ
れ
は
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
黄

庭
堅
独
自
の
特
色
で
あ
る
。
な
お
、
黄
庭
堅
と
言
え
ば
、
常
に
江
西
詩
派
の
中
心
人
物
と
認
識
さ
れ
る
。
呂
本
中
「
江
西
詩
社
宗
派
図
」

の
「
宗
派
」
そ
の
も
の
は
禅
宗
の
言
い
方
で
あ
り
、
「
一
祖
三
宗
」
の
追
認
も
ま
た
『
伝
灯
録
』
な
ど
の
伝
灯
史
の
骨
組
み
を
用
い
て

い
る
。
禅
宗
文
化
が
お
お
い
に
流
行
し
た
宋
代
の
社
会
背
景
に
お
い
て
、
江
西
詩
派
と
禅
宗
に
は
一
種
の
相
似
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
黄
庭
堅
の
禅
の
色
濃
い
詩
風
は
や
が
て
後
世
の
江
西
詩
派
の
人
々
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

注

（
１
）

西
口
芳
男
「
『
景
徳
伝
灯
録
』
解
題
」
（
『
景
徳
伝
灯
録
』
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
。
「
灯
史
と
は
七

仏
よ
り
西
天
の
二
十
七
祖
、
東
土
の
六
祖
を
展
転
し
て
当
代
に
次
第
伝
法
す
る
正
法
眼
が
、
ど
の
よ
う
な
師
資
相
承
の
機
縁
に
よ

っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
か
を
、
祖
師
列
伝
の
体
裁
を
と
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

（
２
）

江
西
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
三
二
一
頁
。

（
３
）

劉
琳
・
李
勇
先
・
王
蓉
点
校
『
黄
庭
堅
全
集
』
（
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
三
一
〇
頁
）
は
清
代
の
「
石
渠
宝

笈
」
を
根
拠
と
し
て
、
そ
の
篇
名
を
「
摩
懐
素
草
書
写
僧
文
益
語
録
跋
尾
」
と
、
懐
素
が
写
す
文
益
禅
師
の
語
録
を
底
本
と
し
て

黄
庭
堅
が
そ
れ
を
模
倣
す
る
こ
と
と
す
る
。
し
か
し
、
懐
素
は
中
唐
の
人
、
文
益
禅
師
は
唐
末
五
代
の
人
で
あ
り
、
不
可
能
で
あ

る
。
字
の
異
同
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
『
伝
灯
録
』
の
「
什
麼
處
是
諸
上
座
時
常
接
手
處
」
、
黄
庭
堅
書
は
「
時
常
」
の
二
字
無

し
。
「
師
曰
、
那
个
是
生
滅
底
心
」
及
び
「
師
曰
、
汝
若
不
見
、
不
生
不
滅
底
也
不
是
」
、
「
師
曰
」
の
二
字
、
黄
庭
堅
書
は
「
向
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伊
道
」
に
作
る
。
「
一
音
演
説
随
類
得
解
。
有
个
去
處
」
、
「
去
處
」
の
二
字
、
黄
庭
堅
書
は
「
下
落
」
に
作
る
。

（
４
）

一
部
が
剥
げ
て
い
る
た
め
、
見
え
な
い
部
分
が
多
い
。
詩
が
八
首
、
文
が
「
步
學
古
人
、
但
隨
意
塗
令
紙
黑
耳
。
不
知
世
間

人
那
用
」
が
残
存
し
、
そ
の
全
文
が
明
の
張
丑
『
真
蹟
日
録
』
巻
三
を
参
照
。
『
真
蹟
日
録
』
に
よ
る
と
、
『
伝
灯
録
』
德
敷
談

道
詩
十
首
の
中
、
第
二
首
か
ら
第
九
首
が
写
さ
れ
、
そ
し
て
德
敷
談
道
の
後
に
付
い
た
僧
潤
詩
一
首
が
混
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は

恐
ら
く
黄
庭
堅
の
間
違
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
５
）

こ
の
ほ
か
、
『
伝
灯
録
』
の
内
容
を
主
題
と
す
る
書
作
の
跋
語
は
、
「
書
無
名
師
息
心
銘
後
」
（
『
黄
庭
堅
全
集
』
正
集
巻

二
十
六
）
、
「
書
懶
殘
和
尚
歌
後
」
（
補
遺
巻
九
）
、
「
坐
禪
箴
」
（
同
上
）
、
「
潭
州
龍
會
道
尋
遍
參
三
昧
歌
」
（
同
上
）

な
ど
が
あ
る
。

（
６
）

『
伝
灯
録
』
よ
り
や
や
先
に
成
立
し
た
『
宋
高
僧
伝
』
に
も
布
袋
和
尚
の
記
録
が
あ
る
が
、
黄
庭
堅
詩
集
の
任
淵
注
・
史
容

注
・
史
季
温
注
は
一
切
『
宋
高
僧
伝
』
に
言
及
し
な
い
。
黄
庭
堅
が
果
た
し
て
『
宋
高
僧
伝
』
を
読
ん
で
い
た
か
は
不
明
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
一
節
に
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
黄
庭
堅
が
『
伝
灯
録
』
を
熟
読
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。

（
７
）

肉
山
は
南
唐
時
代
に
成
立
し
た
『
祖
堂
集
』
に
も
見
え
、
巻
七
に
「
師
云
、
誰
要
你
肉
山
倒
地
。
」
と
あ
る
。

（
８
）

周
裕
鍇
「
法
眼
看
世
界
」
（
『
文
学
遺
産
』
二
〇
〇
六
年
第
五
期
）
に
「
在
北
宋
後
期
習
禅
作
家
的
圈
子
里
、
把
現
象
世
界

和
芸
術
世
界
視
為
虚
幻
不
実
的
観
念
驟
然
流
行
」
と
こ
の
現
象
を
発
見
し
て
い
る
が
、
『
伝
灯
録
』
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
言

及
し
て
な
い
。

（
９
）
黄
庭
堅
の
友
人
兼
学
生
で
あ
る
恵
洪
に
は
「
崇
勝
寺
後
竹
千
餘
竿
獨
一
根
秀
出
呼
爲
竹
尊
者
」
の
詩
が
あ
る
。
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第
五
章

黄
庭
堅
に
お
け
る
枯
木
の
詩

一

枯
木
の
系
譜
に
つ
い
て

古
来
、
樹
木
は
風
景
を
描
写
す
る
詩
文
に
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
多
く
の
場
合
は
そ
の
習
性
か
ら
上
昇
や
成
長
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
枯
木
は
そ
の
逆
で
あ
り
、
衰
亡
や
物
寂
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
有
す
る
。
興
膳
宏
氏
は
論
文
「
枯
れ
木
に
さ
く
詩
―
―

詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
一
系

（
１
）

譜
」
に
唐
以
前
の
詩
文
に
お
け
る
枯
木
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
氏
は
そ
の
中
で
「
こ

の
小
論
が
あ
つ
か
お
う
と
す
る
の
は
、
上
記
の
よ
う
な
普
遍
的
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
木
で
は
な
い
。
生
命
力
に
溢
れ
る
木
と
は
全
く

逆
の
、
い
ま
に
も
生
命
の
源
泉
を
枯
渇
さ
せ
か
か
っ
た
樹
木
、
つ
ま
り
一
般
的
な
木
の
象
徴
作
用
か
ら
す
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の

木
、
そ
の
詩
に
お
け
る
現
れ
か
た
を
逐
次
跡
づ
け
な
が
ら
、
詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
通
時
的
継
承
性
の
あ
り
か
た
を
考
察
す
る
よ
す
が
と
し

た
。
」
と
述
べ
る
。
例
え
ば
、
南
朝
梁
の
庾
信
「
枯
樹

（
２
）

賦
」
に
は
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
と
い
う
。

若
乃
山
河
阻
絶
、
飄
零
離
別
、
拔
本
垂
淚
、
傷
根
瀝
血
。
火
入
空
心
、
膏
流
斷
節
。
橫
洞
口
而
欹
臥
、
頓
山
腰
而
半
折
。

若
し
乃
ち
山
河
阻
絶
し
、
飄
零
離
別
す
る
も
の
は
、
本
を
抜
か
れ
て
淚
を
垂
ら
し
、
根
を
傷
つ
け
ら
れ
て
血
を
瀝
ら
す
。
火
は
空

心
に
入
り
、
膏
は
流
れ
て
節
を
断
つ
。
洞
口
に
横
わ
り
て
欹
め
に
臥
し
、
山
腰
に
頓
れ
て
半
ば
折
る
。
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こ
の
木
は
元
の
産
地
に
二
度
と
帰
れ
な
い
ほ
ど
遠
く
離
れ
、
瀕
死
の
状
態
に
あ
る
。
南
朝
梁
の
廷
臣
だ
っ
た
庾
信
は
已
む
を
得
ず
北

方
に
滞
在
し
、
後
半
生
を
送
っ
た
。
こ
の
枯
木
の
姿
は
彼
自
身
の
自
画
像
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
庾
信
の
詩
に
も
「
空
心
死
せ
ざ
る
樹
、

葉
無
く
し
て
未
だ
枯
れ
ざ
る
藤
（
空
心
不
死
樹
、
無
葉
未
枯
藤
）
」
（
「
北
園
射
堂
新
成
詩
」
、
『
庾
子
山
詩
集
』
巻
三
）
な
ど
の
類

似
す
る
表
現
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
人
生
の
た
そ
が
れ
を
象
徴
す
る
役
割
を
帯
び
て
い
る
。
唐
代
の
盧
照
鄰
の
詩
「
行
路

（
３
）

難

」
に
は
繁
茂

し
て
い
た
木
が
い
き
な
り
枯
れ
て
、
「
一
朝
憔
悴
し
て
人
の
問
ふ
無
く
、
万
古
摧
残
し
て
君
詎
ぞ
知
ら
ん
（
一
朝
憔
悴
無
人
問
、
萬
古

摧
殘
君
詎
知
）
」
と
、
人
世
の
無
常
を
強
く
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
杜
甫
が
成
都
仮
寓
中
に
作
っ
た
「
病
柏
」
「
病
橘
」
「
枯
椶
」

「
枯
柟
」
（
『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
）
な
ど
の
詩
に
は
、
興
膳
宏
氏
の
指
摘
の
通
り
「
す
ぐ
れ
た
人
材
に
託
し
た
理
想
の
挫
折
を
傷
む
こ

と
」
や
「
社
会
の
下
層
を
な
す
人
々
へ
の
同
情
」
を
表
す
作
品
で
あ
り
、
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
に
新
し
い
意
味
を
加
え
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
興
膳
宏
氏
は
主
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
木
と
し
て
の
枯
木
を
中
心
と
し
て
そ
の
系
譜
を
明
か
に
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
は
そ
れ
以
外
に
も
豊
富
な
意
味
を
持
ち
、
必
ず
し
も
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

南
郭
子
綦
隱
几
而
坐
、
仰
天
而
噓
、
荅
焉
似
喪
其
耦
。
顔
成
子
游
立
侍
乎
前
、
曰
、
「
何
居
乎
。
形
固
可
使
如
槁
木
、
而
心
固
可

使
如
死
灰
乎
。
今
之
隱
几
者
、
非
昔
之
隱
几
者
也
。
」

南
郭
子

綦
几
に
隠
り
て
坐
し
、
天
に
仰
ぎ
て
嘘
く
。
荅
焉
と
し
て
其
の
耦
を
喪
ふ
に
似
た
り
。
顔
成
子
游

前
に
立
侍
し
て
曰
く
、

「
何
ぞ
や
。
形
は
固
よ
り
槁
木
の
如
く
な
ら
し
む
べ
き
も
、
心
は
固
よ
り
死
灰
の
如
く
な
ら
し
む
べ
け
ん
や
。
今
の
几
に
隠
る
者

は
、
昔
の
几
に
隠
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。
」

（
『
荘
子
』
「
斉
物
論
篇
」
）
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弟
子
の
顔
成
子
游
は
師
匠
の
南
郭
子
綦
の
様
子
を
見
て
、
「
体
は
本
当
に
枯
れ
木
の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
精
神
は
本
当
に
死

灰
の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
慨
嘆
し
た
。
師
匠
の
姿
は
枯
木
の
よ
う
、
精
神
は
死
灰
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
に

驚
く
と
い
う
、
い
ず
れ
も
賞
賛
の
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
典
故
は
、
後
世
の
詩
人
に
愛
用
さ
れ
た
。
白
居
易
「
隱
几
」
（
『
白
氏
文
集
』
巻
六
）
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

身
適
忘
四
支

心
適
忘
是
非

身
適
し
て
四
支
を
忘
れ
、
心
適
し
て
是
非
を
忘
る
。

既
適
又
忘
適

不
知
吾
是
谁

既
に
適
し
て
又
適
を
忘
れ
、
知
ら
ず
吾
是
れ
誰
な
る
か
を
。

百
體
如
槁
木

兀
然
無
所
知

百
体
は
槁
木
の
如
く
、
兀
然
と
し
て
知
る
所
無
し
。

方
寸
如
死
灰

寂
然
无
所
思

方
寸

死
灰
の
如
く
、
寂
然
と
し
て
思
ふ
所
無
し
。

今
日
復
何
日

身
心
忽
兩
遺

今
日
は
復
た
何
の
日
ぞ
、
身
心

忽
ち
両
つ
な
が
ら
遺
る
。

行
年
三
十
九

歳
暮
日
斜
時

行
年
三
十
九
、
歳
暮

日
斜
め
な
る
時
。

四
十
心
不
動

吾
今
其
庶
幾

四
十
に
し
て
心
動
か
ず
、
吾
今
其
れ

ち

か

庶
幾
し
。

白
居
易
は
肉
体
お
よ
び
感
情
を
と
も
に
忘
れ
、
快
適
な
状
態
に
入
り
、
さ
ら
に
そ
の
快
適
で
あ
る
こ
と
さ
え
も
忘
れ
る
と
詠
む
。
つ

ま
り
、
身
体
は
枯
木
の
よ
う
精
神
は
死
灰
の
よ
う
に
、
何
の
思
慮
す
る
と
こ
ろ
も
な
い
。
「
槁
木
」
と
「
死
灰
」
と
が
並
び
挙
げ
ら
れ
、

肉
体
と
精
神
と
の
理
想
的
な
状
態
を
象
徴
し
て
い
る
。

さ
ら
に
宋
代
に
至
る
と
、
詩
に
お
け
る
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
は
激
増
し
た
。
例
え
ば
、
『
全
唐
詩
』
に
お
け
る
「
枯
木
」
は
二
〇
例
、

「
槁
木
」
は
七
例
し
か
な
い
の
に
対
し
、
『
全
宋
詩
』
に
お
け
る
「
枯
木
」
は
三
〇
〇
例
あ
ま
り
、
「
槁
木
」
は
百
例
以
上
に
の
ぼ
る
。

そ
の
中
で
、
黄
庭
堅
の
詩
に
お
け
る
「
枯
木
」
十
一
例
は
特
に
多
い
と
い
え
る
。
本
章
で
は
以
下
の
章
に
お
い
て
、
黄
庭
堅
の
詩
文
に
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お
け
る
枯
木
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
と
し
て
考
察
を
行
い
つ
つ
、
宋
詩
に
お
け
る
枯
れ
木
の
イ
メ
ー
ジ
の
激
増
の
背
景
や
理
由
を
考
察
し
、

さ
ら
に
宋
代
に
お
け
る
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
の
独
自
性
を
掘
り
下
げ
て
ゆ
き
た
い
。

二

絵
画
に
お
け
る
枯
木

明
代
の
唐
志
契
『
絵
画
微
言
』
は
次
の
よ
う
に
絵
画
中
の
枯
木
を
論
じ
た
。

寫
枯
樹
最
難
蒼
古
、
然
畫
中
最
不
可
少
。
即
茂
林
盛
夏
、
亦
須
用
之
。
訣
云
、
「
畫
無
枯
樹
、
則
不
疏
通
」
、
此
之
謂
也
。

枯
樹
を
写
す
は
最
も
蒼
古
な
り
難
し
、
然
る
に
画
中

最
も
少
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
即
ち
茂
林
盛
夏
も
、
亦
た
須
ら
く
之
を
用
う
べ

し
。
『
訣
』
に
云
く
、
「
画
に
枯
樹
無
く
ん
ば
、
則
ち
疏
通
せ
ず
。
」
と
。
此
れ
之
れ
の
謂
な
り
。

自
然
界
に
お
け
る
枯
木
は
秋
か
ら
冬
の
時
期
に
出
現
す
る
わ
け
だ
が
、
絵
画
に
お
い
て
は
季
節
に
関
わ
ら
ず
、
樹
木
が
茂
る
夏
の
絵

に
も
枯
木
が
必
要
で
あ
る
と
唐
志
契
は
主
張
し
て
い
る
。
引
用
し
た
『
訣
』
の
文
は
伝
王
維
ま
た
は
五
代
の
画
家
で
あ
る
荊
浩
の
『
山

水
訣
』
を
指
す
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
現
存
す
る
本
文
に
は
こ
の
一
文
が
な
い
。
絵
画
に
枯
樹
が
な
け
れ
ば
、
「
不
疏
通
」
と
い
う

欠
陥
を
生
じ
る
と
説
く
わ
け
で
あ
る
。
「
疏
通
」
は
一
種
の
理
想
的
な
絵
画
効
果
で
あ
り
、
一
体
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味

で
あ
る
か
は
さ
て
置
く
に
し
て
も
、
要
す
る
に
当
時
の
画
家
に
と
っ
て
枯
木
は
、
言
う
ま
で
も
無
く
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。

さ
ら
に
『
山
水
訣
』
に
は
次
の
文
が
あ
る
。
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凡
畫
林
木
、
遠
者
疏
平
、
近
者
高
密
、
有
葉
者
枝
嫩
柔
、
無
葉
者
枝
硬
勁
。
松
皮
如
鱗
、
柏
皮
纏
身
。
生
土
上
者
根
長
而
莖
直
、

生
石
上
者
拳
曲
而
伶
仃
。
古
木
節
多
而
半
死
、
寒
林
扶
疏
而
蕭
森
。

凡
そ
林
木
を
画
く
に
、
遠
き
者
は
疏
平
な
り
、
近
き
者
は
高
密
な
り
。
葉
有
る
者
は
枝
は
嫩
柔
に
、
葉
無
き
者
は
枝
は
硬
勁
な
り
。

松
皮
は
鱗
の
如
く
、
柏
皮
は
身
に
纏
ふ
。
土
の
上
に
生
ず
る
者
は
根
長
く
し
て
莖
直
く
、
石
上
に
生
ず
る
者
は
拳
曲
し
て
伶
仃
た

り
。
古
木
は
節
多
く
し
て
半
ば
死
し
、
寒
林
は
扶
疏
と
し
て
蕭
森
た
り
。

『
山
水
訣
』
は
王
維
ま
た
は
荊
浩
の
作
と
い
わ
れ
て
は
い
る
が
、
内
容
か
ら
見
れ
ば
宋
人
の
作
と
看
做
す
ほ
う
が
妥
当
で
あ

（
４
）る

。
「
古

木
は
節
多
く
し
て
半
ば
死
す
」
と
は
、
老
樹
の
節
が
多
く
、
ま
た
半
死
の
状
態
で
あ
る
と
老
樹
の
画
き
方
を
指
導
す
る
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
宋
代
に
至
り
、
枯
木
は
独
立
し
た
絵
画
素
材
と
し
て
流
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

西
上
勝
氏
の
論
文
「
墨
戯
に
つ
い

（
５
）

て

」
の
論
文
に
は
「
墨
戯
は
、
士
大
夫
や
僧
侶
な
ど
知
識
人
が
余
戯
と
し
て
行
う
、
墨
に
よ
る
戯

れ
ご
と
遊
び
で
あ
っ
て
、
専
門
画
家
が
腐
心
す
る
運
筆
法
や
構
図
法
な
ど
に
は
頓
着
せ
ず
、
草
書
や
飛
白
な
ど
の
書
法
と
一
脈
通
ず
る

粗
放
で
自
由
な
制
作
行
為
を
意
味
す
る
。
と
同
時
に
、
北
宋
か
ら
南
宋
の
時
代
に
か
け
て
、
そ
う
し
た
制
作
行
為
の
結
果
と
し
て
生
み

出
さ
れ
た
、
従
来
の
墨
画
と
は
異
な
る
様
相
の
主
と
し
て
竹
、
梅
、
枯
木
や
石
な
ど
を
画
題
と
す
る
水
墨
画
そ
の
も
の
を
指
し
て
、
墨

戯
と
呼
び
習
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
と
概
説
し
て
い
る
。
墨
戯
は
北
宋
に
興
っ
た
従
来
の
絵
画
の
形
式
と
表
現
内
容
を
異
に
し
、

色
彩
を
用
い
ず
、
墨
の
濃
淡
の
み
で
表
現
し
、
ひ
た
す
ら
に
写
実
性
を
求
め
る
よ
う
な
姿
勢
は
な
い
。
墨
戯
の
称
呼
は
絵
画
史
上
に
襲

用
さ
れ
、
今
も
文
人
画
の
重
要
な
題
材
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
墨
戯
」
の
初
出
は
、
黄
庭
堅
の
「
東
坡
居
士
墨
戯
賦
」
で
あ

る
。

東
坡
居
士
管
城
子
楮
先
生
之
間
游
戲
、
作
枯
槎
壽
木
叢
篠
斷
山
。
筆
力
跌
宕
於
風
煙
無
人
之
境
、
蓋
道
人
之
所
易
、
畫
工
之
所
難
。
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如
印
印
泥
、
霜
枝
風
葉
、
先
成
於
胸
次
者
歟
。
顰
申
奮
迅
、
六
反
震
動
、
草
書
三
昧
之
苗
裔
者
歟
。
金
石
之
友
質
已
死
、
而
心
在

斵
泥
郢
人
之
鼻
、
運
斤
成
風
之
手
者
歟
。
夫
惟
天
才
逸
群
、
心
法
無
軌
、
筆
與
心
機
、
釋
冰
成
水
。
立
之
南
榮
、
視
其
胸
中
、
無

有
畦
畛
、
八
窗
玲
瓏
者
也
。

東
坡
居
士
、
管
城
子
・
楮
先
生
の
間
に
遊
戯
し
、
枯
槎
壽
木
・
叢
篠
断
山
を
作
る
。
筆
力
は
風
煙
無
人
の
境
に
跌
宕
た
り
。
蓋
し

道
人
の
易
し
と
す
る
所
は
、
画
工
の
難
し
と
す
る
所
な
り
。
霜
枝
風
葉
は
、
先
ず
胸
次
に
成
る
者
か
。
顰
申
奮
迅
し
、
六
た
び
反

震
動
す
る
は
、
草
書
三
昧
の
苗
裔
た
る
者
か
。
金
石
の
友
、
質
已
に
死
す
る
も
、
心
は
泥
を
郢
人
の
鼻
に
斵
る
に
在
り
、
斤
を
運

ん
で
風
を
成
す
の
手
の
者
か
。
夫
れ
惟
だ
天
才
の
み
群
を
逸
る
る
も
、
心
は
無
軌
に
法
り
、
筆
は
心
と

は
か機

り
、
氷
を
釈
か
し
て
水

と
成
す
。
之
を
南
栄
に
立
た
し
め
、
其
の
胸
中
を
視
れ
ば
、
畦
畛
有
る
無
く
、
八
窗
玲
瓏
た
る
者
な
り
。

此
の
賦
が
制
作
さ
れ
た
元
祐
三
年
（
一
〇
八
八
）
前
後
は
、
黄
庭
堅
は
都
の
開
封
に
お
い
て
秘
書
省
・
神
宗
実
録
院
に
在
任
し
て
い

た
。
こ
の
時
期
、
黄
庭
堅
は
蘇
軾
及
び
画
家
の
李
伯
時
・
王
詵
な
ど
と
の
交
遊
が
深
く
、
絵
画
に
つ
い
て
の
詩
文
、
特
に
題
画
詩
が
多

く
残
さ
れ
て
い
る
。
後
に
挙
げ
る
「
題
子
瞻
枯
木
」
「
題
子
瞻
寺
壁
小
山
枯
木
二
首
」
な
ど
の
詩
も
こ
の
年
の
作
で
あ
る
。

「
墨
戯
」
は
画
工
の
写
実
性
を
求
め
る
こ
と
と
は
異
な
り
、
文
人
画
家
の
戯
れ
の
態
度
を
示
す
。
例
え
ば
蘇
軾
の
作
と
言
わ
れ
る
「
枯

木
怪
石
図
」
（
現
在
日
本
の
個
人
蔵
）
は
色
彩
を
用
い
ず
粗
末
な
線
で
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
絵
画
に
つ
い
て
、
元
の
文
人
画

家
の
代
表
で
あ
る
趙
孟
頫
に
、
そ
の
絵
画
と
書
法
と
の
繋
が
り
を
論
じ
た
題
画

（
６
）詩

が
あ
る
。

石
如
飛
白
木
如
籀

石
は
飛
白
の
如
く
木
は
籀
の
如
し
、

寫
竹
還
於
八
法
通

竹
を
写
す
は
還
た
八
法
に
通
ず
。

若
也
有
人
能
會
此

若
し

ま也
た
人
の

よ能
く
此
れ
を
会
す
る
有
ら
ば
、



119

方
知
書
畫
本
來
同

方
に
知
る

書
と
画
と
は
本
来
同
じ
き
を
。

石
は
書
の
筆
法
の
一
種
の
飛

（
７
）白

の
よ
う
、
木
は
篆
書
に
近
い
籀
字
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
竹
の
画
き
方
は
書
の
「
永
字
八

（
８
）

法
」
に
類

似
す
る
。
ま
た
黄
庭
堅
は
「
東
坡
居
士
墨
戯
賦
」
に
お
い
て
「
草
書
三
昧
の
苗
裔
た
る
者
か
」
と
蘇
軾
の
絵
画
を
賞
賛
す
る
。
こ
の
「
草

書
三
昧
」
の
出
典
は
、
李
肇
『
唐
国
史
補
』
巻
中
で
あ
る
。

長
沙
僧
懷
素
好
草
書
、
自
言
得
草
聖
三
昧
。
棄
筆
堆
積
、
埋
於
山
下
、
號
曰
筆
冢
。

長
沙
の
僧
懐
素
は
草
書
を
好
み
、
自
ら
草
聖
三
昧
を
得
た
り
と
言
え
り
。
棄
筆
堆
積
し
、
山
下
に
埋
め
、
号
し
て
筆
冢
と
曰
う
。

三
昧
は
仏
教
に
お
い
て
「
自
在
」
と
い
う
悟
り
の
境
界
を
言
う
。
唐
の
懐
素
は
草
書
に
特
に
長
じ
、
「
自
在
」
の
レ
ベ
ル
に
達
し
、

蘇
軾
の
「
墨
戯
」
の
絵
画
は
彼
の
懐
素
の
草
書
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
と
説
く
。
つ
ま
り
蘇
軾
の
絵
画
は
草
書
の
筆
法
を
用
い
て
い
る

と
黄
庭
堅
が
認
識
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
蘇
軾
の
絵
画
と
黄
庭
堅
の
解
釈
と
が
、
墨
戯
を
宋
代
に
盛
ん
に
し
て

ゆ
く
。
黄
庭
堅
と
趙
孟
頫
が
文
人
画
と
書
法
と
の
関
連
が
深
い
と
認
識
す
る
よ
う
に
、
文
人
に
と
っ
て
は
、
枯
木
は
繁
茂
す
る
木
よ
り

も
書
の
筆
法
で
制
作
し
易
く
、
「
戯
」
の
制
作
心
理
に
ふ
さ
わ
し
い
た
め
に
文
人
画
に
愛
用
さ
れ
た
題
材
に
な
っ
た
と
推
測
し
て
も
よ

か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
全
て
の
理
由
を
概
括
で
き
る
と
は
言
え
な
い
。
実
は
文
人
に
と
っ
て
枯
木
そ
の
も
の
が
象
徴
的
な
意
義

を
持
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
次
は
蘇
軾
や
黄
庭
堅
の
詩
文
か
ら
、
文
人
が
枯
木
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
見
て
ゆ
こ
う
。
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蘇
軾
「
怪
石
枯
木
図
」
（
所
蔵
者
不
明
、h

t
t
p
:
/
/
b
l
o
g
.
s
i
n
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.
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.
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/
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_
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r
0
.
h
t
m
l

に
よ
る
）

三

絵
画
に
関
わ
る
詩
文
に
於
け
る
枯
木

元
祐
三
年
、
絵
画
を
好
む
蘇
軾
は
名
画
家
の
李
伯
時
と
と
も
に
あ
る
絵
画
を
描
い
た
が
、
枯
木
の
部
分
が
蘇
軾
の
筆
に
な
り
、
藤
や

道
士
は
李
伯
時
の
作
で
あ
る
。
黄
庭
堅
は
そ
の
た
め
に
「
蘇
李
畫
枯
木
道
士
賦
」
（
正
集
巻
九
）
を
制
作
し
た
。
そ
の
冒
頭
の
文
は
次
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の
通
り
で
あ
る
。

東
坡
先
生
佩
玉
而
心
若
槁
木
、
立
朝
而
意
在
東
山
。
其
商
略
終
古
、
蓋
流
俗
不
得
而
言
。

東
坡
先
生
、
玉
を
佩
び
て
心
は
槁
木
の
若
く
、
朝
に
立
つ
る
も
意
は
東
山
に
在
り
。
其
の
終
古
を
商
略
す
る
は
、
蓋
し
流
俗
の
言

い
得
ざ
る
な
り
。

朝
廷
に
い
る
蘇
軾
で
あ
る
が
一
切
の
欲
望
が
無
く
、
隠
者
の
よ
う
な
生
活
を
志
し
て
い
る
。
「
心
若
槁
木
」
は
前
掲
し
た
『
荘
子
』

「
斉
物
論
篇
」
の
「
形
固
可
使
如
槁
木
」
を
意
識
し
た
文
で
り
、
「
意
在
東
山
」
は
『
世
説
新
語
』
「
排
調
篇
」
の
謝
安
が
東
山
に
隠

居
す
る
故

（
９
）

事

を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
蘇
軾
が
枯
木
を
画
く
理
由
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
次
に
賦
の
中
心
部
分
は
、

絵
画
中
の
枯
木
の
様
子
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

寒
煙
淡
墨
、
權
奇
輪
囷
、
挾
風
霜
而
不
栗
、
聽
萬
物
之
皆
春
。

寒
煙
淡
墨
、

け

ん

き
り

ん

き

ん

権
奇
輪
囷
と
し
て
、
風
霜
を
挟
み
て
栗
せ
ず
、
万
物
の
皆
な
春
な
る
を
聴
く
。

権
奇
輪
囷
は
枯
木
の
立
派
な
様
子
を
表
し
、
枯
木
は
風
霜
の
中
で
も
戦
慄
動
揺
せ
ず
、
平
常
心
を
保
ち
、
万
物
は
こ
の
寒
い
時
期
で

も
春
の
よ
う
に
見
え
る
と
説
く
。
こ
の
よ
う
な
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
は
む
し
ろ
蘇
軾
自
身
の
姿
を
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
元

祐
元
年(

一
〇
八
六)

、
開
封
で
制
作
さ
れ
た
「
子
瞻

詩
句

一
世
に
妙
た
る
に
、
乃
ち
云
う
、
庭
堅
の
体
に
效
う
と
。
蓋
し
退
之
の

戯
む
れ
に
孟
郊
・
樊
宗
師
に
效
う
の
比
、
文
を
以
て
滑
稽
せ
し
の
み
。
後
生
の
解
せ
ざ
る
を
恐
れ
、
故
に
次
韻
し
て
之
を
道
う
（
子
瞻

詩
句
妙
一
世
、
乃
云
效
庭
堅
體
、
蓋
退
之
戯
效
孟
郊
樊
宗
師
之
比
、
以
文
滑
稽
耳
、
恐
後
生
不
解
、
故
次
韻
道
之
）
」
（
『
山
谷
詩
集
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注
』
巻
五
）
と
い
う
題
の
長
い
詩
が
あ
る
が
、
前
半
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

我
詩
如
曹
鄶

我
が
詩
は
曹
鄶
の
如
く
、

淺
陋
不
成
邦

浅
陋
に
し
て
邦
を
成
さ
ず
。

公
如
大
國
楚

公
は
大
国
の
楚
の
如
く
、

吞
五
湖
三
江

五
湖
・
三
江
を
吞
む
。

赤
壁
風
月
笛

赤
壁

風
月
の
笛
、

玉
堂
雲
霧
窗

玉
堂

雲
霧
の
窓
。

句
法
提
一
律

句
法

一
律
を

ひ
つ
さ

提

げ
、

堅
城
受
我
降

城
を
堅
く
し
て

我
が
降
を
受
く
。

枯
松
倒
澗
壑

枯
松

澗
壑
に
倒
し
ま
に
し
、

波
濤
所
舂
撞

波
濤
に
舂
撞
せ
ら
る
。

萬
牛
挽
不
前

万
牛

ひ挽
け
ど
も
前
ま
ず
、

公
乃
獨
力
扛

公

乃
ち

独
力
に
し
て

あ扛
ぐ
。

黄
庭
堅
が
、
自
分
の
詩
は
蘇
軾
に
く
ら
べ
て
、
そ
の
足
も
と
に
も
及
ば
な
い
と
謙
遜
し
て
い
る
詩
で
あ
る
。
私
の
詩
は
春
秋
時
代
の

曹
や
鄶
の
よ
う
な
微
弱
な
国
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
貴
方
の
詩
は
大
国
の
楚
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
貴
方
は
黄
州
に
左
遷
さ
れ

た
時
に
は
清
風
月
下
に
洞
簫
を
聞
か
れ
た
が
、
今
や
朝
廷
に
復
帰
し
、
翰
林
に
入
ら
れ
て
そ
の
窓
か
ら
雲
霧
を
御
覧
に
な
っ
て
い
る
。

貴
方
の
詩
に
は
一
つ
の
法
が
確
立
さ
れ
て
い
て
、
あ
た
か
も
辺
境
に
城
を
堅
く
し
て
夷
狄
の
降
参
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
立
派
な
威
厳
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が
あ
る
。
私
は
枯
れ
た
松
が
渓
谷
に
か
か
り
、
大
波
に
打
ち
た
た
か
れ
て
、
一
万
頭
の
牛
で
引
い
て
も
び
く
と
も
し
な
い
、
が
、
貴
方

の
筆
力
は
何
と
ひ
と
り
で
持
ち
上
げ
た
、
と
詠
む
。
「
枯
松
倒
澗
壑
」
は
李
白
の
詩
「
蜀
道
難
」
に
「
枯
松
倒
し
ま
に
掛
つ
て
絶
壁
に

倚
る
、
飛
湍
瀑
流

争
う
て
喧
豗
た
り
（
枯
松
倒
掛
倚
絶
壁
、
飛
湍
瀑
流
爭
喧
豗
）
」
を
意
識
し
て
い
る
。
李
白
の
詩
は
蜀
道
の
険
し

さ
を
形
容
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
黄
庭
堅
は
自
身
或
い
は
自
己
の
詩
の
立
派
さ
を
言
っ
て
い
る
。
「
萬
牛
挽
不
前
」
は
杜
甫
の
詩
「
古

柏
行
」
の
「
大
廈
如
し
傾
い
て
梁
棟
を
要
せ
ば
、
万
牛
首
を
回
ら
せ
て
丘
山
の
ご
と
く
重
か
ら
ん
。
文
章
を
露
さ
ざ
る
に
世
已
に
驚
き
、

未
だ
剪
伐
を
辞
せ
ざ
る
も
誰
か
能
く
送
ら
ん
（
大
廈
如
傾
要
梁
棟
、
萬
牛
廻
首
丘
山
重
。
不
露
文
章
世
已
驚
、
未
辭
剪
伐
誰
能
送
）
」

を
意
識
し
て
い
る
。
末
尾
の
「
古
来
材
大
な
れ
ば
用
を
為
し
難
し
」
が
告
白
す
る
よ
う
に
、
杜
甫
「
古
柏
行
」
は
優
秀
な
人
材
の
挫
折

を
傷
む
詩
で
あ
る
。
黄
庭
堅
詩
の
注
釈
の
一
つ
万
里
集
九
『
帳
中
香
』
巻
六
に
「
以
下
の
数
聯
は
公
の
自
敘
、
自
負
の
意

言
外
に
溢

れ
た
り
（
以
下
數
聯
公
自
敘
、
自
負
之
意
溢
言
外
矣
）
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
枯
木
」
は
自
己
評
価
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、

自
分
の
詩
や
人
柄
を
自
慢
す
る
意
味
合
い
が
あ
ろ
う
。
前
掲
し
た
「
權
奇
輪
囷
」
も
同
じ
く
、
枯
木
を
描
写
す
る
と
同
時
に
、
蘇
軾
の

気
高
い
精
神
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
蘇
李
畫
枯
木
道
士
賦
」
の
結
尾
を
見
よ
う
。

若
予
也
、
寄
櫟
社
以
神
其
拙
、
顧
白
鷗
之
樂
人
深
。
一
行
作
吏
、
此
事
便
廢
。
懷
稻
粱
以
飴
老
、
就
簪
紱
而
成
禽
。
莊
生
曰
、
去

國
期
年
、
見
似
之
者
而
喜
矣
。
况
予
塵
土
之
渴
心
。

予
の
ご
と
き
や
、
櫟
社
に
寄
り
て
以
て
其
の
拙
を
神
な
り
と
し
、
白
鴎
の
人
を
楽
し
ま
し
む
る
こ
と
深
き
を
顧
る
。
一
に
行
き
て

吏
と
作
り
、
此
の
事

便
ち
廃
す
。
稲
粱
を
懐
き
て
老
に
飴
し
、
簪
紱
に
就
き
て
禽
と
成
る
。
荘
生
曰
く
、
国
を
去
る
こ
と
期
年
に

し
て
、
之
に
似
た
る
者
を
見
て
喜
ぶ
な
り
。
况
ん
や
予
が
塵
土
の
渇
心
を
や
。
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櫟
社
の
故
事
は
『
荘
子
』
「
人
間
世
」
の
次
の
よ
う
な
記
事
に
よ
る
。

匠
石
之
齊
、
至
於
曲
轅
。
見
櫟
社
樹
、
其
大
蔽
數
千
牛
、
絜
之
百
圍
。
…
…
（
匠
石
）
曰
、
「
已
矣
。
勿
言
之
矣
。
散
木
也
。
以

爲
舟
則
沉
、
以
爲
棺
槨
則
速
腐
、
以
爲
器
則
速
毀
、
以
爲
門
戶
則
液
樠
、
以
爲
柱
則
蠹
。
是
不
材
之
木
也
。
無
所
可
用
、
故
能
若

是
之
壽
。
」

匠
石

斉
に
之
き
、
曲
轅
に
至
る
。
櫟
社
の
樹
を
見
る
に
、
其
の
大
な
る
こ
と
数
千
牛
を
蔽
ふ
。
…
…
（
匠
石
）
曰
く
、
「
已
め
よ
。

之
を
言
ふ
勿
か
れ
。
散
木
な
り
。
以
て
舟
を
為
れ
ば
則
ち
沉
み
、
以
て
棺
槨
を
為
れ
ば
則
ち
速
や
か
に
腐
り
、
以
て
器
を
為
れ
ば

則
ち
速
や
か
に
毀
れ
、
以
て
門
戶
を
為
れ
ば
則
ち
液
樠
し
、
以
て
柱
を
為
れ
ば
則
ち
蠹
す
。
是
れ
不
材
の
木
な
り
。
用
ふ
可
き
所

無
し
。
故
に
能
く
是
の
若
く
壽
し
。

「
散
木
」
は
人
間
の
役
に
は
立
た
な
い
の
で
、
か
え
っ
て
樵
人
に
切
ら
れ
ず
に
、
巨
大
な
樹
木
と
な
る
ま
で
長
生
き
で
き
る
。
蘇
軾

は
晩
年
の
題
画
詩
「
題
過
所
畫
枯
木
竹
石
三
首
」
其
二
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
四
十
三
）
で
も
「
散
木
」
の
典
故
を
使
っ
て
い
る
。

散
木
支
離
得
自
全

散
木
支
離
と
し
て
自
ら
全
き
を
得
、

交
柯
蚴
蟉
欲
相
纏

交
柯
蚴
蟉
と
し
て
相
ひ
纏
わ
ら
ん
と
欲
す
。

不
須
更
説
能
鳴
雁

更
に
能
く
鳴
く
雁
を
説
く
を
須
い
ず
、

要
以
空
中
得
盡
年

空
中
を
以
て
年
を
尽
く
す
を
得
ん
を

も
と要

め
ん
。

こ
の
作
品
は
、
蘇
軾
が
死
去
す
る
一
年
前
の
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）
、
左
遷
地
の
昌
化
軍
（
儋
州
）
に
お
い
て
息
子
蘇
過
の
描
い
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た
「
枯
木
竹
石
図
」
の
た
め
の
題
画
詩
で
あ
る
。
一
句
目
は
枯
木
を
散
木
と
呼
び
つ
つ
、
直
接
に
枯
木
の
象
徴
的
な
意
味
を
表
現
し
、

二
句
目
は
枯
木
の
姿
を
描
写
す
る
。
三
・
四
句
は
『
荘
子
』
「
山
木
」
を
意
識
し
た
詩
句
で
あ
る
。

莊
子
出
於
山
、
舍
於
故
人
之
家
。
故
人
喜
、
命
豎
子
殺
雁
而
烹
之
。
豎
子
請
曰
、
「
其
一
能
鳴
、
其
一
不
能
鳴
。
請
奚
殺
。
」
主

人
曰
、
「
殺
不
能
鳴
者
。
」
明
日
、
弟
子
問
於
莊
子
曰
、
「
昨
日
山
中
之
木
、
以
不
材
得
終
其
天
年
。
今
主
人
之
雁
、
以
不
材
死
。

先
生
將
何
處
。
」
莊
子
笑
曰
、
「
周
將
處
夫
材
與
不
材
之
間
。
材
與
不
材
之
間
、
似
之
而
非
也
、
故
未
免
乎
累
。
」

荘
子
、
山
よ
り
出
で
て
、
故
人
の
家
に
舍
る
。
故
人
喜
び
、
豎
子
に
命
じ
て
雁
を
殺
し
て
之
を
烹
し
む
。
豎
子
請
ひ
て
曰
く
、
「
其

の
一
は
能
く
鳴
き
、
其
の
一
は
鳴
く
こ
と
能
は
ず
。
請
ふ
奚
れ
を
殺
さ
ん
。
」
と
。
主
人
曰
く
、
「
鳴
く
こ
と
能
は
ざ
る
者
を
殺

せ
。
」
と
。
明
日
、
弟
子
荘
子
に
問
ひ
て
曰
く
、
「
昨
日
、
山
中
の
木
は
、
不
材
を
以
て
其
の
天
年
を
終
ふ
る
を
得
。
今
、
主
人

の
雁
は
、
不
材
を
以
て
死
す
。
先
生
将
に
何
れ
に
処
ら
ん
と
す
る
。
」
と
、
荘
子
笑
ひ
て
曰
、
「
周
は
将
に
夫
の
材
と
不
材
の
間

に
処
ら
ん
と
す
。
材
と
不
材
の
間
は
、
之
に
似
て
而
う
し
て
非
な
り
、
故
に
未
だ
累
を
免
れ
ず
。
」
と
。

山
中
の
大
木
は
無
用
だ
と
い
う
こ
と
で
天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
逆
に
雁
は
鳴
か
な
い
方
が
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
荘

子
は
極
端
な
無
用
を
取
る
わ
け
で
は
な
く
、
有
用
と
無
用
と
の
間
が
一
番
よ
い
と
説
く
。
蘇
軾
も
こ
の
故
事
を
用
い
て
、
息
子
の
蘇
過

に
対
し
て
、
人
生
の
哲
学
を
教
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
蘇
軾
が
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
、
烏
台
詩
案
の
た
め
命
を

失
う
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
詩
を
作
る
前
の
数
年
間
は
次
か
ら
次
へ
と
、
よ
り
辺
鄙
な
と
こ
ろ
へ
左
遷
さ
れ
、
朝
廷
へ
二
度
と
帰
れ
る
希

望
が
見
え
ず
、
自
分
の
生
涯
を
感
嘆
し
た
経
験
を
も
と
に
し
た
忠
告
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
蘇
軾
は
「
洗
児
戯
作
」
（
『
蘇
軾

詩
集
』
巻
四
十
七
）
と
い
う
詩
が
あ
る
。
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人
皆
養
子
望
聰
明

人
皆
子
を
養
う
に
聡
明
な
る
を
望
む
も
、

我
被
聰
明
誤
一
生

我
は
聡
明
を
被
り
て
一
生
を
誤
て
り
。

惟
願
孩
兒
愚
且
魯

惟
だ
願
は
く
は
孩
兒
の
愚
か
且
つ
魯
な
ら
ん
こ
と
を
、

無
災
無
難
到
公
卿

災
無
く
難
無
く
し
て
公
卿
に
到
ら
ん
。

私
は
才
能
が
高
す
ぎ
る
か
ら
災
難
を
被
っ
た
の
で
息
子
に
は
愚
か
で
鈍
い
ま
ま
で
い
て
ほ
し
い
と
願
う
戯
れ
の
口
振
り
で
あ
る
が
、

荘
子
の
「
材
與
不
材
之
間
」
と
い
う
中
間
を
ゆ
く
哲
学
を
心
に
し
み
じ
み
と
深
く
体
感
し
て
い
る
結
果
と
い
え
よ
う
か
。

黄
庭
堅
「
蘇
李
畫
枯
木
道
士
賦
」
も
ま
た
同
じ
く
荘
子
の
散
木
を
用
い
て
い
る
が
、
蘇
軾
と
は
別
の
方
向
へ
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。

「
櫟
社
に
寄
り
て
以
て
其
の
拙
を
神
な
り
と
し
」
は
散
木
の
無
用
を
高
く
讃
え
、
「
白
鴎
の
人
を
楽
し
ま
し
む
る
こ
と
深
き
を
顧
る
」

は
機
心
を
忘
れ
て
の
鴎
と
の
戯
れ
の
楽
し
さ
を
言
う
わ
け
で
あ
り
、
立
身
出
世
す
る
の
み
で
は
、
こ
の
よ
う
な
楽
し
さ
は
味
わ
え
な
い
。

黄
庭
堅
は
「
鴎
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
特
に
好
み
、
例
え
ば
「
江
南
の
野
水

天
よ
り
碧
し
、
中
に
白
鴎
有
り

閑
な
る
こ
と
我
に
似
た
り

（
江
南
野
水
碧
於
天
、
中
有
白
鷗
閑
似
我
）
」
（
「
演
雅
」
、
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
一
）
、
「
夢
み
て
白
鴎
に
作
り
て
去
り
、
江
南
の

水

天
の
如
し
（
夢
作
白
鷗
去
、
江
南
水
如
天
）
」
（
「
次
韻
楊
明
叔
見
餞
十
首
」
、
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
四
）
、
「
萬
里
歸
船
弄

長
笛
、
此
心
吾
與
白
鷗
盟
（
万
里
の
帰
船
に
長
笛
を
弄
し
、
此
の
心

吾
れ
白
鴎
と
盟
ふ
）
」
（
「
寄
黄
幾
復
」
、
『
山
谷
外
集
詩
注
』

巻
十
一
）
な
ど
の
詩
句
が
あ
り
、
隠
士
の
理
想
と
し
て
の
象
徴
で
あ
る
と
い
え

（
１
０
）

る

。
就
中
「
題
子
瞻
寺
壁
小
山
枯
木
二
首
」
は
、
こ

の
思
想
を
も
ち
い
た
代
表
作
的
な
品
で
あ
る
。

其
一

爛
腸
五
斗
對
獄
吏

爛
腸
五
斗

獄
吏
に
対
し
、
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白
髮
千
丈
濯
滄
浪

白
髪
千
丈

滄
浪
を
濯
ふ
。

卻
來
獻
納
雲
臺
表

却
り
来
り
て
献
納
す

雲
台
の
表
、

小
山
桂
枝
不
相
忘

小
山

桂
枝

相
ひ
忘
れ
ず
。

其
二

海
內
文
章
非
畫
師

海
内
の
文
章

画
師
に
非
ず
、

能
回
筆
力
作
枯
枝

能
く
筆
力
を
回
し
て

枯
枝
を
作
る
。

豫
章
從
小
有
梁
棟

豫
章

お
さ
な

小

き
よ
り

梁
棟
有
る
も
、

也
似
鄭
公
雙
鬢
絲

也
た
鄭
公
の
双
鬢
糸
に
似
た
り
。

其
二
の
第
一
句
と
結
句
は
杜
甫
の
「
鄭
公
は
樗
散
に
し
て
鬢
は
糸
を
成
し
、
酒
後

常
に
老
画
師
と
称
す
（
鄭
公
樗
散
鬢
成
絲
、
酒

後
常
稱
老
畫
師
）
」
（
「
送
鄭
十
八
虔
貶
臺
州
司
戶
、
傷
其
臨
老
陷
賊
之
故
、
闕
爲
面
別
、
情
見
於
詩
」
）
を
転
用
し
た
句
で
あ
る
。

杜
甫
の
原
詩
は
左
遷
さ
れ
る
鄭
虔
を
散
木
に
喩
え
た
の
に
対
し
て
、
黄
庭
堅
は
枯
木
を
豫
章
（
楠
木
）
と
し
て
認
識
し
、
更
に
年
老
い

た
鄭
虔
に
喩
え
る
。
こ
の
豫
章
は
才
能
高
い
蘇
軾
の
暗
喩
で
も
あ
る
が
、
ま
た
は
自
分
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
豫

章
」
は
黄
庭
堅
の
出
身
地
で
あ
る
江
西
豫
章
郡
を
暗
に
意
味
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
一
首
の
結
句
の
「
小
山
桂
枝
」
は
『
楚
辞
』
「
招
隱
士
」
を
出
典
と
す
る
。

猿
狖
群
嘯
兮
虎
豹
嗥

猿
狖
群
れ
に
嘯
し
て
虎
豹
嗥
し
、

攀
援
桂
枝
兮
聊
淹
留

桂
枝
を
攀
援
し
て
聊
か
淹
留
す
。

王
孫
遊
兮
不
歸

王
孫
遊
び
て
帰
ら
ず
、
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春
草
生
兮
萋
萋

春
草
生
じ
て
萋
萋
た
り
。

原
作
は
山
奥
の
桂
林
（
金
木
犀
の
林
）
に
隠
居
し
て
い
る
人
を
招
く
作
品
で
あ
る
。
黄
庭
堅
の
題
画
詩
で
は
蘇
軾
は
朝
廷
に
身
を
置

く
が
、
心
は
「
小
山
桂
枝
」
の
隠
居
生
活
を
忘
れ
ず
、
こ
の
絵
画
の
「
小
山
枯
木
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
志
を
象
徴
し
て
い
る
。
蘇
軾
に

お
け
る
難
を
避
け
よ
う
と
す
る
明
哲
保
身
の
哲
学
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
枯
木
を
隠
居
す
る
心
と
し
て
捉
え
る
の
は
黄
庭
堅
の
独
特

の
見
方
で
あ
る
。

四

『
荘
子
』
か
ら
仏
語
へ

「
黄
魯
直
は
『
荘
子
』
『
世
説
』
よ
り
一
歩
を
離
れ
得
ず
（
黃
魯
直
離
『
莊
子
』
『
世
説
」
一
步
不
得
）
」
（
南
宋
・
沈
作
哲
『
寓
簡
』
）

と
い
う
批
判
が
示
す
よ
う
に
、
黄
庭
堅
の
詩
に
は
『
荘
子
』
の
故
事
や
言
葉
を
そ
の
ま
ま
転
用
す
る
と
こ
ろ
が
特
に
多
い
。
前
掲
し
た

枯
木
に
つ
い
て
の
出
典
も
ほ
と
ん
ど
『
荘
子
』
を
襲
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
黄
庭
堅
の
自
己
認
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
作
品
と
い
え
る
「
張

大
同
寫
予
真
請
自
贊
」
（
正
集
二
十
二
）
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。

秀
眉
廣
宇

秀
眉
広
宇
、

不
如
魯
山

魯
山
に
如
か
ず
。

槁
項
黃
馘

槁
項
黄
馘
、

不
如
漆
園

漆
園
に
如
か
ず
。

韜
光
匿
名

光
を
韜
し
名
を
匿
し
、
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將
在
雙
井

将
に
双
井
に
在
ら
ん
と
す
。

談
玄
説
妙

玄
を
談
じ
て
妙
を
説
き
、

熱
謾
兩
川

熱
謾
両
川
。

枯
木
突
兀

枯
木
突
兀
と
し
て
、

死
灰
不
然

死
灰
然
え
ず
。

虛
舟
送
物

虚
舟

物
を
送
り
、

成
百
漏
船

百
漏
船
と
成
す
。

出
典
に
つ
い
て
は
、
「
槁
項
黃
馘
、
不
如
漆
園
」
は
『
荘
子
』
「
列
禦
寇
篇
」
に
、
「
枯
木
突
兀
、
死
灰
不
然
」
は
前
掲
し
た
『
荘

子
』
「
人
間
世
篇
」
に
よ
り
、
「
韜
光
」
は
『
老
子
』
の
「
韜
光
」
章
に
、
「
虛
舟
送
物
」
は
『
荘
子
』
「
山
木
篇
」
に
よ
る
。
最
も

注
目
を
払
う
べ
き
と
こ
ろ
は
結
尾
の
「
虛
舟
送
物
、
成
百
漏
船
」
に
あ
る
。
「
漏
」
は
仏
教
用
語
で
あ
り
、
煩
悩
を
指
す
。
「
百
漏
船
」

は
煩
悩
だ
ら
け
の
人
生
に
喩
え
て
い
る
。
老
荘
思
想
の
仏
教
と
の
融
合
は
六
朝
時
代
よ
り
す
で
に
発
生
し
て
い
る

（
１
１
）

が

、
黄
庭
堅
に
は

自
己
認
識
の
過
程
に
お
い
て
も
、
や
は
り
老
荘
思
想
と
仏
教
思
想
と
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。
蘇
軾
が
道
教
と
仏
教
と
に
精
通
し
て
い
る

こ
と
が
示
す
よ
う

（
１
２
）

に

、
こ
れ
は
宋
の
士
大
夫
に
お
け
る
普
遍
的
な
現
象
と
い
え
る
。
黄
庭
堅
「
任
運
堂
銘
」
（
『
黄
文
節
公
全
集
』

別
集
巻
三
）
に
い
う
。

或
見
僦
居
之
小
堂
名
任
運
、
恐
好
事
者
或
以
藉
口
。
余
曰
、
「
騰
騰
和
尚
歌
云
、
『
今
日
任
運
騰
騰
、
明
日
騰
騰
任
運
』
、
堂
蓋

取
諸
此
。
余
已
身
如
槁
木
、
心
如
死
灰
、
但
不
除
鬚
髪
一
無
能
老
比
丘
、
尚
不
可
邪
。

或
ひ
と
僦
居
の
小
堂
に
「
任
運
と
名
づ
く
る
を
見
、
好
事
者
の
或
い
は
以
て
口
を
藉
る
を
恐
る
。
余
曰
く
、
「
騰
騰
和
尚
の
歌
に
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云
く
、
『
今
日
は
運
に
任
せ
騰
騰
た
り
、
明
日
も
騰
騰
と
し
て
運
に
任
す
』
と
。
堂
は
蓋
し

こ
こ

諸
此
よ
り
取
る
。
余
已
に
身
は
槁
木

の
如
く
、
心
は
死
灰
の
如
し
。
但
だ
鬚
髪
を
除
せ
ざ
る
一
無
能
の
老
比
丘
の
み
な
り
、
尚
ほ
不
可
な
ら
ん
や
。

「
身
如
槁
木
、
心
如
死
灰
」
の
出
典
は
『
荘
子
』
「
斉
物
論
篇
」
に
よ
る
。
黄
㽦
『
山
谷
年
譜
』
に
よ
る
と
、
黄
庭
堅
が
元
符
元
年

（
一
〇
九
八
）
六
月
戎
州
に
至
り
、
南
寺
に
寓
居
し
、
槁
木
庵
と
死
灰
寮
と
い
う
住
居
を
作
り
、
後
に
城
南
に
僦
居
し
、
任
運
堂
と
名

づ
け
た
と
あ
る
。
「
槁
木
庵
」
「
死
灰
寮
」
「
任
運
堂
」
な
ど
の
名
付
け
か
た
は
運
命
に
任
せ
る
黄
庭
堅
の
心
情
を
反
映
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
荘
子
と
禅
宗
の
ど
ち
ら
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
、
運
命
に
任
せ
る
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。『
荘

子
』
に
お
け
る
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
に
禅
の
思
想
を
併
せ
て
用
い
る
こ
と
は
、
管
見
の
限
り
黄
庭
堅
以
前
の
例
を
見
出
せ
な
い
。
そ
し
て

黄
庭
堅
以
後
の
南
宋
に
至
り
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
一
般
化
す
る
。

ま
た
黄
庭
堅
は
、
枯
木
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
僧
侶
の
形
容
に
も
活
用
し
て
い
る
。
「
泐
潭
我
和
尚
真
贊
」
を
見
て
み
よ
う
。

枯
木
突
兀

枯
木
突
兀
と
し
て
、

傲
睨
萬
物

万
物
を
傲
睨
す
。

頂
門
上
眼

頂
門
上
の
眼
、

正
法
中
骨

正
法
中
の
骨
。

泐
潭
我
和
尚
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
僧
侶
の
姿
が
枯
木
の
よ
う
で
あ
り
、
世
間
を
傲
睨
し
て
い
る
。
禅
へ
の
理
解
が
深
い
た
め

に
、
二
つ
の
肉
眼
に
留
ま
ら
ず
、
頂
門
の
上
に
第
三
の
知
恵
の
目
を
有
し
、
正
し
い
仏
法
を
堅
持
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う

な
人
を
枯
木
に
喩
え
る
こ
と
は
必
ず
し
も
『
荘
子
』
「
人
間
世
篇
」
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
五
「
慶
諸
禅
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師
」
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

師
止
石
霜
山
二
十
年
間
、
學
眾
有
長
坐
不
臥
、
屹
若
枯
株
、
天
下
謂
之
枯
木
衆
也
。

師

石
霜
山
に
止
ま
る
こ
と
二
十
年
間
、
学
衆
に
長
坐
し
臥
せ
ざ
る
者
有
り
、
屹
と
し
て
枯
株
の
若
し
、
天
下
こ
れ
を
枯
木
衆
と
謂

ふ
な
り
。

唐
代
の
慶
諸
禅
師
（
八
〇
七
～
八
八
八
）
の
在
世
時
、
そ
の
学
生
達
は
不
眠
不
休
で
長
時
間
坐
禅
し
、
世
の
人
々
か
ら
「
枯
木
衆
」

と
宣
伝
さ
れ
た
と
い
う
。
黃
庭
堅
「
次
韻
答
叔
原
會
寂
照
房
呈
稚
川
」
（
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
七
）
の
詩
の
中
に
は
次
の
詩
句
が
あ

る
。

吾
儕
癡
絶
處

吾
儕

痴
絶
の
処
、

不
減
顧
長
康

顧
長
康
に
減
ぜ
ず
。

得
閒
枯
木
坐

閒
を
得
て

枯
木
の
ご
と
く
坐
し
、

冷
日
下
牛
羊

冷
日

牛
羊

下
る
。

坐
有
稻
田
衲

坐
す
る
に
稲
田
の
衲
あ
り
、

頗
薰
知
見
香

頗
ぶ
る
知
見
香
を
薰
ら
す
。

こ
こ
で
は
作
者
自
身
が
、
牛
羊
が
帰
る
夕
方
ま
で
長
く
坐
禅
し
て
、
姿
は
枯
木
の
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
る
。
黄
庭
堅
は
『
景
徳
伝
灯

録
』
の
言
葉
を
詩
に
多
く
引
用
す
る
こ
と
は
の
若
年
時
代
か
ら
既
に
あ
っ
た
現
象
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
枯
木
坐
」
は
坐
禅
の
姿
を
現
し
、
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恐
ら
く
ま
た
『
景
徳
伝
灯
録
』
の
「
枯
木
衆
」
を
意
識
し
た
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
黃
庭
堅
「
次
韻
楊
明
叔
見
餞
十
首
」
其
八
（
『
山

谷
詩
集
注
』
巻
十
四
）
の
詩
を
見
よ
う
。

虛
心
觀
萬
物

虚
心

万
物
を
見
れ
ば
、

險
易
極
變
態

険
易

変
態
を
極
む
。

皮
毛
剝
落
盡

皮
毛

剝
落
し
尽
く
し
、

惟
有
眞
實
在

惟
だ

真
実
の
在
る
有
り
。

侍
中
乃
珥
貂

侍
中
は
乃
ち
珥
貂
、

御
史
則
冠
豸

御
史
は
則
ち
冠
豸
。

照
影
或
可
羞

影
を

み照
れ
ば

或
い
は
羞
ず
可
し
、

短
蓑
釣
寒
瀨

短
蓑

寒
瀬
に
釣
せ
ん
。

「
皮
毛
剝
落
盡
、
惟
有
眞
實
在
」
の
出
典
は
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
三
十
九
に
よ
る
。

如
大
村
外
、
有
娑
羅
林
。
中
有
一
樹
、
先
林
而
生
、
足
一
百
年
。
是
時
林
主
、
灌
之
以
水
、
隨
時
修
治
。
其
樹
陳
朽
、
皮
膚
枝
葉
、

悉
皆
脱
落
、
唯
眞
實
在
。

た
と如

へ
ば
大
村
の
外
に
、
娑
羅
林
有
り
。
中
に
一
樹
有
り
、
林
に
先
ん
じ
て
生
じ
、
一
百
年
に
足
る
。
是
の
時
、
林
主

之
れ
に
灌

ぐ
に
水
を
以
て
し
、
時
に
随
い
て
修
治
し
、
そ
の
樹

陳
朽
し
、
皮
膚
枝
葉
、
悉
く
皆
な
脱
落
し
、
唯
だ
真
実
の
み
在
り
。
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樹
木
の
葉
と
枝
お
よ
び
皮
と
が
脱
落
し
て
、
残
る
部
分
こ
そ
が
真
実
の
姿
で
あ
る
と
仏
法
の
理
を
説
く
。
ま
た
寒
山
詩
「
有
樹
先
林

生
」
は
、
詩
の
形
式
で
こ
の
こ
と
を
伝
え
る
。

有
樹
先
林
生

樹
有
り
て
林
に
先
ん
じ
て
生
じ
、

計
年
逾
一
倍

年
を
計
れ
ば
一
倍
を
逾
ゆ
。

根
遭
陵
谷
變

根
は
陵
谷
の
変
に
遭
い
、

葉
被
風
霜
改

葉
は
風
霜
に
改
め
ら
る
。

咸
笑
外
凋
零

咸
な
外
の
凋
零
す
る
を
笑
い
、

不
憐
內
文
采

内
の
文
采
を
憐
れ
ま
ず
。

皮
膚
脱
落
盡

皮
膚
脱
落
し
尽
く
し
、

唯
有
眞
實
在

唯
だ
真
実
の
み
在
る
有
り
。

黄
庭
堅
の
詩
も
強
く
こ
れ
を
意
識
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
寒
山
詩
で
は
「
皮
膚
」
と
言
う
と
こ
ろ
を
、
黄
詩
は
「
皮
毛
」
に

言
い
変
え
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
世
界
を
正
し
く
見
る
た
め
に
は
、
虚
心
が
必
要
で
あ
り
、
外
界
の
様
々
の
様
相
が
あ
る
が
、
そ

れ
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
真
実
の
み
を
追
求
す
る
よ
う
に
と
、
詩
の
前
四
句
に
お
い
て
学
生
の
楊
明
叔
に
希
望
を
託
し
て
い
る
。

黄
庭
堅
は
『
荘
子
』
に
お
け
る
枯
木
の
典
故
を
愛
用
し
、
そ
れ
を
自
分
や
禅
師
の
姿
と
心
境
と
を
表
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
、

仏
教
に
お
け
る
悟
達
の
境
地
を
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
に
積
極
的
に
詩
に
取
り
込
み
、
唐
以
前
の
枯
木
の
用
法
と
は
顕
著
に
異
な
る
も
の
を

打
ち
出
し
た
。
黄
庭
堅
以
降
、
宋
詩
に
お
け
る
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
よ
う
に
禅
籍
に
よ
る
こ
と
が
急
に
増
加
し
て
ゆ
く
。
例
え
ば

『
景
徳
伝
灯
録
』
の
「
枯
木
竜
吟
」
「
枯
木
岩
」
「
枯
木
逢
春
」
な
ど
の
典
故
が
愛
用
さ
れ
て
ゆ
く
趨
勢

（
１
３
）

は

、
直
接
に
は
黄
詩
の
影
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響
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
が
禅
の
色
彩
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
現
象
そ
の
も
の
に
は
黄
庭
堅
の

作
品
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

注

（
１
）

『
中
国
文
学
報
』
第
四
十
一
冊
（
京
都
大
学
文
学
部
・
中
国
語
学
中
国
文
学
研
究
室
、
一
九
九
〇
年
四
月
）
。

（
２
）

倪
璠
注
、
許
逸
民
校
点
『
庾
子
山
集
注
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
。

（
３
）

『
盧
照
鄰
集
』
巻
二
（
徐
明
霞
校
点
『
盧
照
鄰
集
楊
炯
集
』
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
。

（
４
）
李
慧
国
氏
「
王
維
『
山
水
論
』
仍
疑
僞
託
」
（
南
京
芸
術
学
院
学
報
、
二
〇
一
二
年
第
六
期
）
を
参
照
。

（
５
）

『
山
形
大
学
紀
要

人
文
科
学
』
第
十
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
一
年
二
月
。

（
６
）

「
秀
石
疏
林
図
巻
」
は
現
在
故
宮
博
物
院
所
蔵
。

（
７
）

飛
白
と
は
か
す
れ
書
き
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
漢
の
蔡
邕
に
よ
っ
て
創
造
し
た
と
さ
れ
る
（
唐
・
張
懐
瓘
『
書
断
』
上
）
。

（
８
）

永
の
字
一
つ
で
す
べ
て
の
漢
字
の
筆
、
側
・
勒
・
努
・
趯
・
策
・
掠
・
啄
・
磔
の
八
種
の
筆
法
を
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
漢

蔡
邕
或
い
は
晋
王
羲
之
の
考
え
だ
し
た
も
の
。

（
９
）

「
謝
公
在
東
山
、
朝
命
屢
降
而
不
動
。
後
出
為
桓
宣
武
司
馬
、
將
發
新
亭
、
朝
士
咸
出
瞻
送
。
高
靈
時
爲
中
丞
、
亦
往
相
祖
。

先
時
多
少
飲
酒
、
因
倚
如
醉
、
戲
曰
、
『
卿
屢
違
朝
旨
、
高
臥
東
山
、
諸
人
每
相
與
言
、

安
石
不
肯
出
、
將
如
蒼
生
何
。
今
亦

蒼
生
將
如
卿
何
。
』

謝
笑
而
不
答
。
」
と
あ
る
。

（
10
）

杜
甫
「
奉
贈
左
丞
丈
二
十
二
韻
」
詩
（
『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
）
の
「
白
鷗
没
浩
蕩
、
萬
里
誰
能
馴
」
を
意
識
し
た
の
も
と
考

え
ら
れ
る
。

（
11
）
吉
岡
義
豊
『
道
教
と
仏
教
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
〇
年
）
参
照
。



135

（
12
）
王
水
照
「
蘇
軾
的
人
生
思
考
和
文
化
性
格
」
（
『
文
学
遺
産
』
一
九
八
九
年
第
五
期
）
参
照
。

（
13
）
例
え
ば
、
「
枯
木
竜
吟
」
に
つ
い
て
は
、
釈
正
覚
（
一
〇
九
一
～
一
一
五
七
）
「
送
嵩
上
人
住
庵
」
詩
の
「
天
供
異
華
功
未
盡
、

龍
吟
枯
木
病
難
泯
」
、
釈
居
簡
（
一
一
六
四
～
一
二
四
六
）
「
枯
山
」
詩
の
「
萬
竅
怒
號
從
定
起
、
試
聽
枯
木
裏
龍
吟
」
な
ど

が
あ
る
。
「
枯
木
岩
」
に
つ
い
て
は
、
北
宋
の
劉
跂
「
題
僧
道
誠
應
緣
菴
用
李
端
叔
韻
」
詩
の
「
無
弦
琴
裏
本
來
曲
、
枯
木
巖

前
元
自
春
」
、
王
之
道
（
一
〇
九
三
～
一
一
六
九
）
「
因
上
人
訪
予
相
山
夜
聞
二
子
誦
書
有
詩
次
韻
」
詩
の
「
杖
錫
東
來
意
亦

勤
、
寒
巖
枯
木
自
相
親
」
な
ど
が
あ
る
。
「
枯
木
逢
春
」
に
つ
い
て
は
、
釈
安
永
（
？
～
一
一
七
三
）
「
偈
頌
十
二
首
」
其
四

の
「
枯
木
生
花
劫
外
春
、
馨
香
逼
界
古
今
聞
」
、
釈
惟
照
（
一
〇
八
四
～
一
一
二
八
）
の
「
自
題
肖
像
」
詩
の
「
白
雲
影
裏
怪

石
露
、
流
水
光
中
枯
木
春
」
な
ど
が
あ
る
。
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第
六
章

黄
庭
堅
の
墨
竹
詩

墨
竹
図
は
、
北
宋
の
文
同
（
一
〇
一
八
～
一
〇
七
九
）
お
よ
び
そ
の
従
弟
の
蘇
軾
（
一
〇
三
七
～
一
一
〇
一
）
ら
に
よ
っ
て
創
始
さ

（
１
）

れ
、
以
後
、
中
国
文
人
画
の
一
つ
と
し
て
大
い
に
流
行
し
た
絵
画
形
式
で
あ
る
。
彩
色
を
用
い
ず
墨
の
濃
淡
の
み
に
よ
っ
て
描
か
れ
、

「
墨
戯
」
と
も
称
さ
れ

（
２
）

た

。
こ
れ
は
単
な
る
遊
戯
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
技
法
上
の
巧
拙
を
超
え
て
、
画
家
の
自
由
闊
達
な
精
神

性
に
着
目
し
た
呼
称
で
あ
る
。

蘇
門
四
学
士
の
一
人
で
あ
る
黄
庭
堅
も
こ
の
墨
竹
図
に
魅
せ
ら
れ
た
詩
人
の
一
人
で
あ
る
。
黄
庭
堅
の
画
論
に
関
す
る
研
究
の
う
ち
、

墨
竹
詩
に
つ
い
て
は
「
次
韻
黄
斌
老
所
画
横
竹
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
卷
十
二
）
と
い
っ
た
著
名
な
作
品
の
み
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
に

す
ぎ
ず
、
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

（
３
）

い

。

黄
庭
堅
の
画
論
や
墨
竹
詩
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
は
、
禅
の
思
想
と
の
関
わ
り
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
黄
庭

堅
の
墨
竹
詩
に
は
禅
の
思
想
の
み
な
ら
ず
、
老
荘
思
想
や
道
教
思
想
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
も
看
過
し
て
は
な
ら
な

（
４
）

い

。
ま
た
、
黄
庭

堅
の
墨
竹
詩
は
時
期
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
特
色
が
見
出
さ
れ
る
た
め
、
従
来
の
よ
う
に
黄
庭
堅
の
あ
ら
ゆ
る
時
期
の
墨
竹
詩
を

一
括
り
に
論
じ
る
こ
と
は
避
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

本
章
は
、
黄
庭
堅
の
初
期
（
煕
寧
・
元
豊
間
）
・
中
期
（
元
祐
年
間
）
・
晩
年
（
戎
州
左
遷
期
）
に
お
け
る
墨
竹
詩
の
文
学
性
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
、
彼
が
蘇
軾
の
墨
竹
詩
の
表
現
を
如
何
に
学
び
、
そ
し
て
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
、
更
に
は

自
ら
の
人
生
観
を
ど
の
よ
う
に
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一

墨
竹
と
造
化



137

ま
ず
は
初
期
に
お
け
る
黄
庭
堅
の
墨
竹
詩
を
見
て
み
よ
う
。
「
観
崇
徳
墨
竹
歌
」
（
『
山
谷
詩
外
集
補
』
卷
一
）
は
、
現
存
す
る
黄

庭
堅
詩
の
中
で
最
初
に
墨
竹
図
を
詠
じ
た
作
品
で
あ
る
。
煕
寧
四
年
（
一
〇
七
一
）
、
汝
州
葉
県
尉
在
任
中
の
二
十
七
歲
の
作
。
詩
の

序
言
に
「
姨
母
崇
徳
君
新
墨
竹
図
を
贈
り
、
且
つ
歌
を
作
ら
し
む
（
姨
母
崇
徳
君
贈
新
墨
竹
図
、
且
令
作
歌
）
」
と
あ
る
が
、
崇
徳
君

と
は
黄
庭
堅
の
母
の
妹
で
あ
る
李
夫
人
を
指
す
。
絵
画
に
長
じ
、
米
芾
『
画
史
』
に
「
朝
議
大
夫
王
之
才
の
妻
、
南
昌
県
君
は
、
李
尚

書
公
択
之
の
妹
に
し
て
、
能
く
松
竹
木
石
画
を
臨
し
、
本
を
見
る
に
即
ち
之
を
為
し
、

に
は卒

か
に
は
弁
じ
難
し
（
朝
議
大
夫
王
之
才
妻
、

南
昌
縣
君
、
李
尚
書
公
擇
之
妹
、
能
臨
松
竹
木
石
画
、
見
本
卽
爲
之
、
難
卒
辨
）
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
本
詩
は
全
四
十
三
句
で
あ
り
、

主
に
七
言
で
あ
る
。
以
下
、
幾
つ
か
の
段
に
分
け
て
見
て
い
こ
う
。

夜
來
北
風
元
自
小

夜
来
の
北
風

も
と元
よ自

り
小
な
る
も
、

何
事
吹
折
青
琅
玕

何
事
ぞ

青
琅
玕
を
吹
き
折
る
。

數
枝
灑
落
高
堂
上

数
枝
灑
落
す

高
堂
の
上
、

敗
葉
蕭
蕭
煙
景
寒

敗
葉
蕭
蕭
と
し
て
煙
景
寒
し
。

迺
是
神
工
妙
手
欲
自
試

す
な
わ

迺

ち
是
れ
神
工
妙
手
の
自
ら
試
み
ん
と
欲
し
、

襲
取
天
巧
不
作
難

天
巧
を
襲
ひ
取
る
に
難
し
と

な作
さ
ず
。

行
看
歎
息
手
摩
拂

行
く
ゆ
く
看
て
歎
息
し

手
も
て

ま摩
ふ
つ払

し
、

落
勢
夭
矯
墨
未
乾

落
勢
夭
矯
と
し
て
墨
未
だ
乾
か
ず
。

（
黄
庭
堅
「
観
崇
徳
墨
竹
歌
」
の
第
一
～
八
句
）

夜
中
に
そ
よ
ぐ
北
風
は
弱
々
し
い
が
、
そ
れ
で
も
な
ぜ
青
い
玉
石
の
よ
う
な
竹
が
吹
き
折
ら
れ
た
の
か
と
問
い
か
け
る
の
は
、
画
面
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上
の
竹
を
現
実
の
風
に
結
び
つ
け
る
趣
向
か
ら
な
る
表
現
。
そ
の
上
で
、
幾
枝
も
の
竹
が
広
間
の
壁
に
葉
を
散
ら
し
、
そ
れ
ら
が
わ
び

し
く
音
を
立
て
る
こ
と
で
、
煙
た
な
び
く
景
色
が
寒
気
を
帯
び
る
―
―
こ
の
よ
う
に
墨
竹
図
の
画
面
を
描
写
す
る
。
そ
れ
に
続
け
て
、

観
る
者
に
右
の
よ
う
な
錯
覚
を
与
え
る
の
は
、
李
夫
人
が
画
の
妙
手
で
あ
り
、
そ
の
巧
み
な
手
法
が
万
物
を
創
造
す
る
天
の
営
為
を
模

倣
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
。
「
天
巧
」
は
、
造
化
の
巧
み
な
働
き
。
韓
愈
の
「
答
孟
郊
」
詩
に
「
文
字
天
巧
を

み覷
る

（
文
字
覷
天
巧
）
」
と
見
え
る
。

往
往
塵
晦
碧
紗
籠

往
往
に
し
て
塵
晦
く
碧
紗
篭
む
る
に
、

伊
人
或
用
姓
名
通

こ伊
の
人
或
い
は
姓
名
を
用
て
通
ず
。

未
必
全
收
俊
偉
功

未
だ
必
ず
し
も
全
て
俊
偉
の
功
を
収
め
ず
。

有
能
蓻
事
便
白
首

能
く
蓻
す
る
事
有
る
も
便
ち
白
首
、

不
免
身
爲
老
畫
工

身
は
老
画
工
と
為
る
を
免
か
れ
ず
。

豈
如
崇
德
君

豈
に
崇
徳
君
の
、

學
有
古
人
風

学
び
て
古
人
の
風
有
る
に

し如
か
ん
や
。

揮
毫
李
衛
言
神
筆

毫
を
揮
ふ
李
衛

神
筆
を
言
ひ
、

彈
琴
蔡
琰
方
入
室

琴
を
弾
く
蔡
琰

方
に
室
に
入
る
。

道
韞
九
歲
能
論
詩

道
韞
は
九
歳
に
し
て
能
く
詩
を
論
じ
、

龍
女
早
年
先
悟
佛

竜
女
は
早
年
に
し
て
先
づ
仏
を
悟
る
。

弈
棋
樵
客
腐
柯
還

弈
棋
の
樵
客
は

柯
腐
り
て
還
り
、

吹
笙
仙
子
下
緱
山

笙
を
吹
く
仙
子
は

緱
山
を
下
る
。
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（
同
右
の
第
九
～
二
十
一
句
）

「
塵
晦
く
す
」
は
世
間
に
軽
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
「
碧
紗
篭
む
」
は
重
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
。
作
品
が
世
間
に
認
め
ら

れ
る
か
ど
う
か
は
、
作
者
の
知
名
度
に
よ
っ
て
決
ま

（
５
）

る

。
そ
の
た
め
、
多
く
の
画
家
は
世
間
に
正
し
く
評
価
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
単
な
る
画

工
と
し
て
一
生
を
過
ご
す
。
前
半
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
は
、
李
夫
人
を
王
羲
之
の
師
で
あ
る
衛
夫
人

や
琴
に
堪
能
で
あ
っ
た
蔡
琰
ら
に
擬
え
、
彼
女
が
単
に
画
に
巧
み
な
だ
け
で
は
な
く
、
書
・
琴
・
詩
・
仏
学
・
囲
碁
・
笙
に
も
精
通
し

て
い
る
と
讚
え
る
。
黄
庭
堅
は
画
家
と
し
て
の
李
夫
人
の
優
れ
た
才
能
を
意
識
的
に
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
能
遇
物
寫
形
似

更
に
能
く
物
に
遇
ひ
て
形
似
を
写
し
、

落
筆
不
待
施
青
丹

筆
を
落
せ
ば
青
丹
を
施
す
を
待
た
ず
。

尤
知
賞
異
老
蒼
節

尤
も
老
蒼
節
を
賞
異
す
る
を
知
り
、

獨
與
長
松
凌
歳
寒

独
り
長
松
と
歳
寒
を
凌
ぐ
。

（
同
右
の
第
二
十
二
～
二
十
五
句
）

李
夫
人
は
、
顏
料
を
用
い
ず
に
竹
の
姿
を
写
し
取
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
老
蒼
節
」
た
る
竹
の
勁
直
な
節
操
を
表
現
し
て
い

る
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
北
宋
末
に
盛
行
し
た
文
人
画
に
お
け
る
「
形
似
」
が
、
単
に
対
象
物
の
姿
を
写
し
取
る
だ
け
で
な
く
、
精
神
性

の
表
現
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

世
俗
寧
知
眞
與
僞

世
俗
は

い
ず
く

寧

ん
ぞ
真
と
僞
と
を
知
ら
ん
や
、
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揮
霍
紛
紜
鬼
神
事

揮
霍
紛
紜
た
る
は
鬼
神
の
事
。

黄
塵
汚
眼
輕
白
日

黄
塵
眼
を

よ
ご汚

し
白
日
を
軽
ん
じ
、

卷
軸
無
人
得
覘
視

巻
軸

人
の
覘
視
す
る
を
得
る
無
し
。

見
我
好
吟
愛
畫
勝
他
人

我
が
好
吟
と
愛
画
の
他
人
に
勝
る
を
見
、

直
謂
子
美
當
前
身

直
ち
に
謂
ふ

子
美

ま
さ当

に
前
身
と
す
べ
し
と
。

贈
圖
索
歌
追
故
事

図
を
贈
り
歌
を

も
と索

め
故
事
を
追
は
ん
と
す
る
も
、

才
薄
豈
易
終
斯
文

才
薄
く
し
て
豈
に
易
く
斯
文
を
終
へ
ん
や
。

所
愛
子
猷
發
佳
興

愛
す
る
所
は
子
猷
の
佳
興
を
発
し
、

不
可
一
日
無
此
君

一
日
と
し
て
此
君
無
か
る
べ
か
ら
ず
。

（
同
右
の
第
二
十
六
～
三
十
五
句
）

李
夫
人
の
描
く
竹
は
本
物
と
見
紛
う
か
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
る
で
鬼
神
の
仕
業
で
あ
る
が
、
真
と
僞
を
見
分
け
ら
れ
な
い
世
間
の

人
々
の
眼
は
俗
事
に
汚
さ
れ
て
い
て
、
李
夫
人
の
画
の
真
意
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
る
。
そ
の
李
夫
人
は
、
詩
と

画
に
す
ぐ
れ
た
黄
庭
堅
こ
そ
は
自
ら
の
画
の
理
解
者
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
た
。
そ
し
て
、
杜
甫
の
後
身
と
も
言
う
べ
き
黄
庭
堅
に
、

か
つ
て
杜
甫
が
詠
じ
た
よ
う
な
題
画
の
歌
行
を
作
ら
せ
た
の
だ
と
い
う
。
黄
庭
堅
は
謙
遜
し
つ
つ
、
こ
の
詩
を
作
る
の
は
た
だ
王
徽
之

の
よ
う
に
竹
を
愛
す
る
ゆ
え
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

吾
家
書
齋
符
青
壁

吾
が
家
の
書
斎

青
壁
に
符
し
、

手
種
蒼
琅
十
數
百

手
づ
か
ら
蒼
琅
十
数
百
を

う種
ふ
。



141

一
官
偶
仕
葉
公
城

一
官

た
ま
た

偶

ま
葉
公
城
に
仕
へ
、

道
遠
莫
致
心
慘
戚

道
遠
く
致
す
莫
く

心
慘
戚
た
り
。

我
方
得
此
興
不
孤

我
方
に
此
を
得
た
れ
ば
興
孤
な
ら
ず
、

造
次
卷
置
隨
琴
書

造
次
と
し
て
巻
置
し
琴
書
に
随
ふ
。

思
歸
才
有
故
園
夢

帰
ら
ん
と
思
ひ
て

わ
づ才

か
に
故
園
の
夢
有
れ
ば
、

便
可
呼
兒
開
此
圖

便
ち
児
を
呼
び
て
此
の
図
を
開
く
べ
し
。

（
同
右
の
第
三
十
六
～
四
十
三
句
）

故
郷
に
手
ず
か
ら
植
え
た
百
数
の
竹
を
思
い
つ
つ
、
今
は
汝
州
の
官
を
務
め
て
い
る
た
め
故
郷
へ
帰
れ
な
い
の
が
悲
し
い
、
李
夫
人

の
墨
竹
図
を
常
に
携
帯
し
、
そ
の
図
を
観
る
こ
と
で
郷
愁
を
慰
め
た
い
と
述
べ
て
詩
を
締
め
く
く
る
。
黄
庭
堅
は
単
な
る
絵
畫
の
鑑
賞

者
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
、
絵
画
の
中
の
竹
と
の
間
に
精
神
的
な
深
い
交
わ
り
を
結
ぶ
に
至
っ
た
と
言
え
よ
う
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
黄
庭
堅
が
初
め
て
墨
竹
図
に
つ
い
て
詠
じ
た
「
観
崇
徳
墨
竹
歌
」
詩
は
、
李
夫
人
の
画
才
の
巧
み
さ
を

讚
え
つ
つ
、
画
中
の
竹
に
望
郷
の
情
を
託
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
題
目
に
「
墨
竹
図
」
を
掲
げ
て
は
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
「
墨
竹

図
」
の
作
者
で
あ
る
李
夫
人
に
焦
点
を
定
め
、
彼
女
の
類
稀
な
る
文
人
画
家
と
し
て
の
才
能
を
描
写
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
竹
そ
の
も
の
の
描
写
は
相
対
的
に
少
な
く
、
僅
か
に
冒
頭
四
句
の
情
景
描
写
と
中
盤
の
「
老
蒼
節
」
「
凌
歳
寒
」
を

数
え
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
作
者
で
あ
る
李
夫
人
に
関
し
て
は
、
そ
の
才
能
を
讚
え
る
ば
か
り
で
あ
り
、
彼
女
が
ど
の
よ
う
な
心
理

状
態
で
作
画
に
取
り
組
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
充
分
に
描
か
れ
て
い
な
い
。

黄
庭
堅
の
初
期
の
墨
竹
詩
は
、
こ
の
「
観
崇
徳
墨
竹
歌
」
の
ほ
か
に
、
ほ
ぼ
同
一
時
期
の
作
と
お
ぼ
し
き
「
姨
母
李
夫
人
墨
竹
二
首
」

（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
九
）
、
「
題
李
夫
人
偃
竹
」
（
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
九
）
が
あ
る
。



142

姨
母
李
夫
人
墨
竹
二
首

其
一

深
閨
靜
几
試
筆
墨

深
閨
の
静
几
に
筆
墨
を
試
み
、

白
頭
腕
中
百
斛
力

白
頭
の
腕
中
に
百
斛
の
力
あ
り
。

榮
榮
枯
枯
皆
本
色

栄
栄
枯
枯

皆
本
色
、

懸
之
高
堂
風
動
壁

之
を
高
堂
に
懸
く
れ
ば

風

壁
に
動
か
ん
。

其
二

小
竹
扶
疏
大
竹
枯

小
竹
は
扶
疏
と
し
て
大
竹
は
枯
れ
、

筆
端
眞
有
造
化
鑪

筆
端
に
真
に
造
化
の
鑪
有
り
。

人
間
俗
氣
一
點
無

人
間
の
俗
気

一
点
も
無
く
、

健
婦
果
勝
大
丈
夫

健
婦
果
し
て
大
丈
夫
に
勝
ら
ん
。

題
李
夫
人
偃
竹

孤
根
偃
蹇
非
傲
世

孤
根

偃
蹇
と
し
て
世
に
傲
る
に
非
ず
、

勁
節
癯
枝
萬
壑
風

勁
節

癯
枝

万
壑
の
風
。

閨
中
白
髮
翰
墨
手

閨
中
の
白
髮

翰
墨
の
手
あ
り
、

落
筆
乃
與
天
同
功

筆
を
落
と
せ
ば
乃
ち
天
と
功
を
同
じ
く
す
。

三
首
は
年
老
い
て
な
お
画
に
巧
み
な
李
夫
人
を
讚
え
る
。
其
一
の
末
句
は
杜
甫
「
戯
題
王
宰
画
山
水
図
歌
」
詩
の
「
君
の
高
堂
の
素

壁
に
掛
く
（
掛
君
高
堂
之
素
壁
）
」
を
踏
ま
え
、
画
中
の
茂
る
竹
や
枯
れ
竹
の
風
に
靡
く
樣
が
、
現
実
の
竹
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
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述
べ
る
。
其
二
の
「
筆
端
眞
有
造
化
鑪
」
は
杜
甫
「
画
鶻
行
」
詩
の
「
乃
ち
知
る
画
師
の
妙
、
功
は
造
化
の
窟
を

け
ず刮

る
（
乃
知
画
師
妙
、

功
刮
造
化
窟
）
」
や
「
哭
台
州
鄭
司
戶
蘇
少
監
」
詩
の
「
功
は
造
化
の
鑪
に
安
ん
ず
（
功
安
造
化
鑪
）
」
を
、
「
題
李
夫
人
偃
竹
」
の

末
句
「
落
筆
乃
與
天
同
功
」
は
李
賀
「
高
軒
過
」
詩
の
「
筆
は
造
化
を
補
ひ
天
に
功
無
し
（
筆
補
造
化
天
無
功
）
」
を
念
頭
に
置
き
、

い
ず
れ
も
人
の
「
筆
」
が
「
造
化
」
や
「
天
」
の
は
た
ら
き
に
匹
敵
す
る
、
と
い
う
。
こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
黄
庭
堅
の
初
期
の
墨
竹

詩
は
杜
甫
や
韓
愈
、
或
い
は
李
賀
ら
唐
代
文
人
の
表
現
手
法
を
う
ま
く
継
承
し
て
い
る
の
で
あ

（
６
）

る

。
な
お
、
蘇
軾
が
「
詩
画

本
と
律

を
一
に
す
、
天
工
と
清
新
と
な
り
（
詩
畫
本
一
律
、
天
工
與
清
新
）
」
（
『
書
鄢
陵
王
主
簿
所
画
折
枝
二
首
』
其
一
、
『
蘇
軾
詩
集
』

巻
二
十
九
）
、
「
若
し
人
天
巧
に
富
め
ば
、
春
色

毫
楮
に
入
る
（
若
人
富
天
巧
、
春
色
入
毫
楮
）
」
（
同
上
、
其
二
）
と
、
画
家
が

天
工
・
天
巧
を
発
揮
す
る
こ
と
を
詠
ん
だ
の
は
元
祐
二
年
（
一
〇
八
七
）
の
こ
と
で
あ
り
、
黄
庭
堅
の
初
期
の
墨
竹
詩
よ
り
数
年
遅
れ

る
。
こ
れ
ら
が
、
二
人
が
交
友
す
る
以
前
の
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
黄
庭
堅
の
芸
術
表
現
論
が
蘇
軾
の
影
響
の
下
に
あ
っ
た
と

は
考
え
に
く
い
。

二

墨
竹
の
「
幻
出
」

そ
の
後
、
黄
庭
堅
は
知
吉
州
太
和
縣
（
元
豊
三
年
、
一
〇
八
〇
）
、
監
徳
州
徳
平
鎭
（
元
豊
六
年
、
一
〇
八
三
）
を
歴
任
し
、
元
豊

八
年
（
一
〇
八
五
）
秘
書
省
校
書
郎
に
任
命
さ
れ
、
都
の
開
封
に
戻
っ
た
。
こ
の
年
の
三
月
、
新
法
を
支
持
す
る
神
宗
が
崩
御
し
、
息

子
の
哲
宗
が
九
歳
で
即
位
す
る
。
宣
仁
皇
太
后
が
摂
政
と
な
っ
て
新
法
を
逐
次
廃
止
し
、
旧
法
党
の
司
馬
光
や
蘇
軾
ら
が
中
央
に
起
用

さ
れ
た
。
元
豊
八
年
末
、
黄
庭
堅
は
蘇
軾
と
初
め
て
出
会
う
。
以
後
、
両
者
の
間
で
は
詩
文
の
往
来
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
。
墨
竹
に
つ

い
て
の
最
初
の
唱
和
は
、
元
祐
二
年
、
友
人
の
晁
補
之
が
所
蔵
す
る
文
同
（
字
与
可
）
の
墨
竹
図
を
詠
じ
る
詩
と
し
て
伝
わ
る
。
蘇
軾

が
「
書
晁
補
之
所
蔵
与
可
画
竹
三
首
」
其
二
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
十
九
）
を
作
る
と
、
黄
庭
堅
が
そ
の
中
の
二
首
に
次
韻
し
「
次
韻
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子
瞻
題
無
咎
所
得
与
可
竹
二
首
粥
字
韻
戯
嘲
無
咎
人
字
韻
詠
竹
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
七
）
を
作
っ
た
。
こ
の
時
、
黄
庭
堅
は
秘
書

省
神
宗
実
録
検
討
官
、
蘇
軾
は
翰
林
学
士
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
蘇
軾
の
詩
を
見
よ
う
。

與
可
畫
竹
時

与
可

竹
を
画
く
時
、

見
竹
不
見
人

竹
を
見
て
人
を
見
ず
。

豈
獨
不
見
人

豈
に
独
り
人
を
見
ざ
る
の
み
な
ら
ん
や
、

嗒
然
遺
其
身

嗒
然
と
し
て
其
の
身
を

わ
す遺

る
。

其
身
與
竹
化

其
の
身

竹
と
化
し
て
、

無
窮
出
清
新

無
窮

清
新
を
出
だ
す
。

莊
周
世
無
有

荘
周
は

世
に
有
る
こ
と
無
し
、

誰
知
此
疑
神

誰
か
此
の
神
に

う
た
が

疑

す
る
を
知
ら
ん
。（

蘇
軾
「
書
晁
補
之
所
蔵
与
可
画
竹
三
首
」
其
二
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
十
九
）

冒
頭
は
、
文
同
が
竹
を
画
く
時
、
そ
の
目
に
は
竹
の
み
が
映
り
、
人
な
ど
目
に
入
ら
な
い
ほ
ど
精
神
を
集
中
し
て
お
り
、
自
分
自
身

の
肉
体
さ
え
完
全
に
忘
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
「
嗒
然
」
は
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
冒
頭
、
南
郭
子
綦
が
「
今
や
吾
は
我
を
喪
え
り
」

と
述
べ
、
「
嗒
焉
と
し
て
そ
の
偶
を
喪
へ
る
に
似
た
り
」
で
あ
っ
た
と
い
う
「
隠
几
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
唐
の
成
玄
英
の
疏
に
よ

れ
ば
「
身
心
倶
に
遺
れ
、
物
我
兼
ね
て
忘
」
れ
た
状
態
を
言
う
。
詩
の
最
後
は
、
荘
子
は
既
に
こ
の
世
に
亡
く
、
文
同
の
神
の
如
き
技

を
解
す
る
人
は
い
な
い
と
述
べ
る
。
『
荘
子
』
達
生
篇
に
「
志
を
用
ひ
て
分
か
た
ざ
れ
ば
、
乃
ち
神
に
疑
す
」
と
あ
り
、
志
が
専
一
に

集
中
力
を
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
鬼
神
に
も
紛
う
水
準
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

（
７
）

う

。
蘇
軾
は
、
か
か
る
水
準
に
達
し
て
い
る
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人
物
と
し
て
文
同
を
讚
え
る
の
で
あ
る
。

文
同
「
墨
竹
図
」
（
『
大
観
―
一
生
難
遇
的
看
』
（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
北
宋
大
観
特
展
、
雄
獅
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
の
図
版
に
よ
る
）

で
は
、
黄
庭
堅
の
場
合
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
「
次
韻
子
瞻
題
無
咎
所
得
与
可
竹
二
首
粥
字
韻
戯
嘲
無
咎
人
字
韻
詠
竹
」
其
二
を

見
よ
う
。

地
下
文
夫
子

地
下
の
文
夫
子
、
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風
流
絶
此
人

風
流

此
の
人
に

た絶
ゆ
。

能
和
晩
煙
色

能
く
晩
煙
の
色
に
和
し
、

幻
出
歲
寒
身

歳
寒
の
身
を
幻
出
す
。

馬
鬣
松
成
拱

馬
鬣

松

拱
を
成
し
、

鵝
溪
墨
尚
新

鵝
溪

墨

尚
ほ
新
た
な
り
。

應
懷
斲
泥
手

応
に
懐
ふ
べ
し

斲
泥
の
手
の
、

去
作
主
林
神

去
り
て
主
林
神
と

な作
ら
ん
こ
と
を
。

文
同
は
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
に
死
去
し
、
そ
の
風
流
は
既
に
二
度
と
見
ら
れ
な
い
。
生
前
、
文
同
は
竹
を
描
く
に
際
し
て
晩
煙

の
色
と
調
和
さ
せ
、
幻
術
の
ご
と
く
本
物
と
見
紛
う
程
の
竹
を
作
り
出
し
た
。
「
馬
鬣
」
は
墓
地
を
い
う
。
長
い
時
を
経
て
、
墓
の
側

の
松
も
大
き
く
生
長
し
た
が
、
墨
竹
画
の
色
は
ま
だ
鮮
や
か
で
あ
る
。
詩
の
最
後
で
黄
庭
堅
は
、
文
同
の
墨
竹
創
作
を
『
荘
子
』
徐
無

鬼
篇
に
見
え
る
郢
人
の
技
、
す
な
わ
ち
人
の
鼻
端
に
塗
ら
れ
た
小
さ
な
泥
を
切
り
落
と
す
鬼
神
の
如
き
技
に
擬
え
て
い
る
。
「
主
林
神
」

は
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
一
「
世
主
妙
厳
品
」
に
見
え
る
草
木
の
生
長
を
司
る
神
で
あ

（
８
）

る

。
生
前
、
鬼
神
の
如
き
技
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
文
同
は
、
死
後
、
草
木
の
成
長
を
司
る
神
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
黄
庭
堅
は
述
べ
て
い
る
。
蘇
詩
が
『
荘
子
』
の
言
葉
や

思
想
に
拠
る
の
に
対
し
て
、
黄
庭
堅
は
『
荘
子
』
を
踏
ま
え
つ
つ
も
仏
教
的
な
色
彩
を
よ
り
強
く
帯
び
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

中
で
も
「
能
和
晩
煙
色
、
幻
出
歳
寒
身
」
及
び
「
應
懷
斲
泥
手
、
去
作
主
林
神
」
の
四
句
は
特
に
注
目
に
値
す
る
。
「
幻
出
」
と
い

う
語
は
、
任
淵
注
に
よ
れ
ば
、
北
宋
に
成
立
し
た
禅
宗
経
典
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
「
毗
婆
尸
仏
」
の
「
毗
婆
尸
仏
の
偈
に
曰
く
、
身

は
無
相
の
中
よ
り
生
を
受
け
、
猶
ほ
諸
を
形
象
に
幻
出
す
る
が
ご
と
し
（
毗
婆
尸
佛
偈
曰
、
身
從
無
相
中
受
生
、
猶
如
幻
出
諸
形
象
）
」

と
い
う
一
節
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

（
９
）

る

。
こ
の
偈
で
は
、
世
界
万
物
の
本
質
は
幻
境
で
あ
る
よ
う
に
、
身
体
も
「
無
相
」
つ
ま
り
「
空
」



147

か
ら
生
ま
れ
る
と
い
う
。
黄
庭
堅
の
「
幻
出
」
が
基
づ
く
直
接
の
典
拠
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
で
あ

（
１
０
）

る

が
、
そ
の
他
の
仏
教
経
典
、
例

え
ば
『
金
剛
経
』
第
三
十
二
品
応
化
非
真
分
に
「
一
切
の
有
為
の
法
、
夢
幻
泡
影
の
如
し
（
一
切
有
爲
法
、
如
夢
幻
泡
影
）
」
、
『
楞

伽
経
』
に
「
工
幻
師
の
草
木
瓦
石
に
依
り
種
種
の
幻
を
作
る
が
如
し
（
如
工
幻
師
依
草
木
瓦
石
作
種
種
幻
）
」
と
あ
り
、
世
の
中
の
一

切
は
幻
、
つ
ま
り
非
実
在
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
文
同
が
画
の
中
に
竹
を
創
出
す
る
こ
と
も
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
行
為
で
あ

る
た
め
に
、
黄
庭
堅
は
「
幻
」
の
字
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
更
に
「
晩
煙
色
」
が
立
ち
込
め
る
と
い
う
表
現
に
よ
り
、
一
段

と
そ
の
「
幻
」
の
雰
囲
気
が
強
調
さ
れ
て
ゆ
く
。

右
に
述
べ
た
よ
う
な
絵
画
を
仏
教
的
な
「
幻
」
と
結
び
つ
け
る
発
想
は
、
黄
庭
堅
の
他
の
題
画
詩
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
題

子
瞻
墨
竹
」
（
『
山
谷
別
集
詩
注
』
巻
上
）
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る
。

眼
入
毫
端
寫
竹
眞

眼
は
毫
端
に
入
り

竹
の
真
を
写
す
、

枝
掀
葉
擧
是
精
神

枝
掀
げ
葉
挙
が
る
は
是
れ
精
神
な
り
。

因
知
幻
物
出
無
象

因
り
て
幻
物
の
無
象
よ
り
出
づ
る
を
知
ら
ん
に
は
、

問
取
人
間
老
斲
輪

人
間
の
老
斲
輪
よ
り
問
取
せ
し
を
。

具
體
的
な
制
作
時
期
は
明
確
で
な
い
が
、
黄
㽦
『
山
谷
年
譜
』
に
よ
る
と
、
元
祐
年
間
秘
書
省
に
勤
め
て
い
た
頃
の
作
。
蘇
軾
は
細

か
く
竹
の
本
質
を
写
し
取
り
、
い
き
い
き
と
昂
揚
す
る
が
ご
と
き
枝
葉
を
描
き
、
竹
の
精
神
を
表
現
し
て
い
る
。
画
面
に
は
描
か
れ
た

竹
が
本
物
の
竹
の
よ
う
に
現
れ
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
「
幻
」
の
世
界
が
眼
前
に
広
が
る
か
の
よ
う
で
あ
る
、
き
っ
と
そ
れ
は
輪
扁
の
玄

妙
な
る
智
慧
（
『
荘
子
』
天
道
）
に
学
ん
だ
に
違
い
な
い
と
い
う
。
「
幻
物
出
無
象
」
の
句
は
や
は
り
『
景
徳
伝
灯
録
』
の
「
猶
如
幻

出
諸
形
象
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
「
小
鴨
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
七
、
元
祐
年
間
の
作
）
と
い
う
題
画
詩
に
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「
小
鴨
看
從
筆
下
生
、
幻
法
生
機
全
得
妙
（
小
鴨

看
す
み
す
筆
下
よ
り
生
じ
、
幻
法

生
機

全
く
妙
を
得
た
り
）
」
と
詠
ず
る
の
も

同
じ
考
え
に
基
づ
く
。
「
小
鴨
」
が
「
無
」
か
ら
「
有
」
へ
と
姿
を
表
し
て
ゆ
く
過
程
が
「
幻
法
」
の
よ
う
だ
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

第
一
節
に
挙
げ
た
黄
庭
堅
の
詩
句
「
襲
取
天
巧
不
作
難
」
（
「
観
崇
徳
墨
竹
歌
」
）
、
「
筆
端
眞
有
造
化
鑪
」
（
「
姨
母
李
夫
人
墨

竹
二
首
」
其
二
）
「
落
筆
乃
與
天
同
功
」
（
「
題
李
夫
人
偃
竹
」
）
か
ら
は
、
黄
庭
堅
が
絵
画
の
営
為
を
造
化
の
模
倣
、
或
い
は
万
物

の
創
出
で
あ
る
と
見
做
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
言
う
「
幻
出
」
は
そ
れ
と
近
く
、
絵
画
が
世
界
を
創
出
す
る
と
言
う

の
で
あ
る
が
、
仏
教
の
空
観
か
ら
見
れ
ば
、
我
々
の
前
に
広
が
る
こ
の
世
界
は
結
局
の
と
こ
ろ
「
幻
」
な
の
で
あ
る
。
周
裕
鍇
氏
は
「
北

宋
後
期
、
禪
を
学
ぶ
作
家
た
ち
の
間
に
、
現
象
世
界
と
芸
術
世
界
と
を
幻
と
看
做
す
観
念
が
突
如
と
し
て
流
行
し
た
」
と
指
摘
す
る

（
１
１
）

が

、

本
節
に
論
じ
た
と
お
り
、
黄
庭
堅
こ
そ
は
そ
の
中
に
あ
っ
て
墨
竹
と
い
う
芸
術
世
界
を
幻
だ
と
看
做
し
た
最
初
の
人
物
で
あ
っ
た
。
そ

の
影
響
は
後
輩
で
あ
る
禅
僧
の
恵
洪
（
一
〇
七
八
～
一
一
二
八
）
の
詩
文
に
も
及
ん
だ
。
恵
洪
は
墨
竹
に
限
ら
ず
、
題
画
の
詩
に
「
幻
」

や
「
幻
出
」
の
語
を
愛
用
す
る
。
例
え
ば
、
「
道
人
三
昧
の
力
、
幻
出
す
る
に
意
に
随
ひ
て
現
る
（
道
人
三
昧
力
、
幻
出
隨
意
現
）
」

（
「
仁
老
以
墨
梅
遠
景
見
寄
作
此
謝
之
二
首
」
其
一
、
『
石
門
文
字
禅
』
巻
一
）
、
「
暁
煙

千
萬
峯
を
幻
出
す
（
曉
煙
幻
出
千
萬
峯
）
」

（
「
季
長
出
示
子
蒼
詩
、
次
其
韻
、
蓋
子
蒼
見
衡
岳
図
而
作
也
」
詩
、
同
上
巻
五
）
な
ど
が
あ

（
１
２
）

る

。

三

胸
中
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
竹

蘇
軾
が
文
同
か
ら
教
え
ら
れ
た
「
竹
を
画
く
に
は
必
ず
先
づ
成
竹
を
胸
中
に
得
よ
（
画
竹
必
先
得
成
竹
於
胸
中
）
」
（
「
文
与
可
画

篔
簹
谷
偃
竹
記
」
『
蘇
軾
文
集
』
巻
十
一
）
は
、
絵
画
理
論
史
上
特
に
有
名
な
も
の
で
あ

（
１
３
）

る

。
こ
の
論
を
熟
知
す
る
黄
庭
堅
も
ま
た
、

墨
竹
に
言
及
す
る
際
に
し
ば
し
ば
「
胸
」
の
字
を
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
元
祐
三
年
の
作
「
東
坡
居
士
墨
戯
賦
」
（
正
集
巻
十
二
）

に
は
「
印
泥
に
印
す
る
が
如
く
、
霜
枝
風
葉
は
、
先
づ
胸
次
に
成
る
者
か
（
如
印
印
泥
、
霜
枝
風
葉
、
先
成
於
胸
次
者
歟
）
」
と
あ
る
。
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蘇
軾
が
描
い
た
竹
・
石
・
枯
木
図
に
つ
い
て
、
そ
の
霜
の
降
り
た
竹
の
枝
や
風
に
搖
れ
る
葉
は
蘇
軾
自
身
が
胸
中
に
形
成
し
た
イ
メ
ー

ジ
と
完
全
に
符
合
し
て
お
り
、
あ
た
か
も
封
泥
に
蓋
章
を
押
し
た
よ
う
で
あ
る
と
讚
え
て
い
る
。

蘇
軾
が
「
得
成
竹
於
胸
中
」
論
を
提
出
し
た
の
は
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
の
こ
と
で
あ
り
、
黄
庭
堅
が
そ
れ
に
類
似
し
た
表
現
を

詩
に
詠
む
よ
う
に
な
る
の
は
蘇
軾
と
面
識
を
得
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
黄
庭
堅
は
蘇
軾
の
墨
竹
理
論
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響

を
受
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
胸
」
字
を
用
い
た
黄
庭
堅
の
墨
竹
詩
「
次
韻
黄
斌
老
所
画
横
竹
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
二
）
を
蘇
軾

詩
と
比
較
し
な
が
ら
見
て
み
よ
う
。

酒
澆
胸
次
不
能
平

酒
は
胸
次
に

そ
そ澆

ぐ
も
平
ら
か
な
る
能
は
ず
、

吐
出
蒼
竹
歲
崢
嶸

吐
き
出
す

蒼
竹
の
歳
崢
嶸
な
る
を
。

臥
龍
偃
蹇
雷
不
驚

臥
竜

え
ん
け
ん

偃
蹇
と
し
て
雷
に
も
驚
か
ず
、

公
與
此
君
俱
忘
形

公
と
此
君
と
俱
に
形
を
忘
る
。

晴
窗
影
落
石
泓
處

晴
窓

影
の
石
泓
に
落
つ
る
処
、

松
煤
淺
染
飽
霜
兔

松
煤

浅
く
染
め
て
霜
兔
を
飽
か
し
む
。

中
安
三
石
使
屈
蟠

中
に
三
石
を
安
ん
じ
て
屈
蟠
せ
し
め
ん
、

亦
恐
形
全
便
飛
去

亦
た
恐
る

形
全
く
し
て
便
ち
飛
び
去
ら
ん
こ
と
を
。

元
符
二
年
（
一
〇
九
九
）
、
戎
州
（
い
ま
の
四
川
省
宜
賓
市
）
で
の
作
。
黄
斌
老
は
文
同
の
妻
の
甥
で
あ
り
、
文
同
の
墨
竹
画
を
学

ん
で
い
た
。
一
・
二
句
で
は
、
酒
を
飲
ん
で
も
胸
中
の
憤
悶
を
晴
ら
す
こ
と
で
き
な
い
た
め
に
、
そ
れ
を
墨
竹
に
化
し
て
吐
き
出
す
と

述
べ
る
。
三
・
四
句
は
、
画
中
の
青
竹
を
臥
し
た
竜
の
形
に
な
ぞ
ら
え
、
画
家
た
る
黄
斌
老
と
と
も
に
身
体
と
い
う
存
在
を
忘
れ
る
に
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至
る
と
述
べ
る
。
「
公
與
此
君
俱
忘
形
」
は
蘇
軾
の
「
嗒
然
遺
其
身
」
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
五
・
六
句
は
、
窓
辺
に
置
か
れ
た
硯
に

陽
光
が
注
ぎ
、
兔
の
毛
で
作
っ
た
筆
が
松
煤
の
墨
を
た
っ
ぷ
り
と
含
む
さ
ま
を
詠
ず
る
。
七
・
八
句
は
、
竹
の
画
に
三
つ
の
石
を
描
き

足
し
、
竹
を
抑
え
つ
け
よ
う
、
さ
も
な
く
ば
竹
は
竜
の
よ
う
に
空
へ
飛
び
去
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、
と
詠
っ
て
詩
を
締
め
く
く
る
。

こ
こ
で
は
特
に
、
一
・
二
句
の
「
竹
を
胸
か
ら
吐
き
出
す
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
て
み
た
い
。
蘇
軾
の
詩
に
も
、
こ
れ
と
類
似
す

る
表
現
が
見
ら
れ
る
。
蘇
軾
「
郭
祥
正
家
、
酔
画
竹
石
壁
上
、
郭
作
詩
為
謝
、
且
遺
二
古
銅
剣
」
詩
（
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
十
三
、
元

豊
七
年
の
作
）
の
冒
頭
四
句
を
読
ん
で
み
よ
う
。

空
腸
得
酒
芒
角
出

空
腸

酒
を
得
て
芒
角
出
で
、

肝
肺
槎
牙
生
竹
石

肝
肺
に
槎
牙
と
し
て
竹
石
生
ず
。

森
然
欲
作
不
可
回

森
然
と
し
て
作
ら
ん
と
欲
す
れ
ば

か
へ回

る
べ
か
ら
ず
、

吐
向
君
家
雪
色
壁

君
が
家
の
雪
色
の
壁
に
吐
く
。

「
酒
」
を
飲
め
ば
腹
中
に
芒
角
の
ご
と
き
も
の
が
生
じ
、
肝
や
肺
に
竹
・
石
が
突
き
出
て
く
る
。
そ
の
竹
・
石
を
白
壁
の
上
に
描
く

こ
と
を
、
こ
こ
で
は
「
吐
く
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
蘇
軾
詩
の
表
現
が
、
黄
庭
堅
詩
の
「
竹
を
胸
中
か
ら
吐
き
出
す
」
と
い
う
表
現

に
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
胸
中
に
成
竹
有
り
」
と
並
ん
で
、
注
目
す
べ
き
蘇
軾
の
言
葉
と
言
え
よ
う
。

黄
庭
堅
「
次
韻
黄
斌
老
所
画
横
竹
」
は
、
黄
斌
老
の
墨
竹
画
を
憤
悶
の
抑
え
が
た
い
表
現
衝
動
の
産
物
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
れ

と
同
様
の
絵
画
観
は
、
既
に
文
同
が
表
明
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
蘇
軾
の
「
跋
文
与
可
墨
竹
」
（
『
蘇
軾
文
集
』

巻
七
十
、
煕
寧
三
年
（
一
〇
七
〇
）
作
）
に
見
え
る
次
の
一
節
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
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昔
時
、
與
可
墨
竹
、
見
精
縑
良
紙
、
輙
憤
筆
揮
灑
、
不
能
自
已
。
坐
客
爭
奪
持
去
、
與
可
亦
不
甚
惜
。
後
來
見
人
設
置
筆
硯
、
卽

逡
巡
避
去
。
人
就
求
索
、
至
終
歳
不
可
得
。
或
問
其
故
。
與
可
曰
、
吾
乃
者
學
道
未
至
、
意
有
所
不
適
、
而
無
所
遺
之
、
故
一
發

於
墨
竹
、
是
病
也
。
今
吾
病
良
已
、
可
若
何
。

昔
時
、
与
可
の
墨
竹
は
、
精
縑
良
紙
を
見
れ
ば
、

す
な
は

輙

ち
憤
筆
揮
灑
し
て
自
ら
已
む
こ
と
能
は
ず
。
坐
客
争
ひ
奪
ひ
て
持
ち
去
り
、

与
可
も
亦
た
甚
だ
し
く
は
惜
し
ま
ず
。
後
来
人
の
筆
硯
を
設
置
す
る
を
見
れ
ば
、
即
ち
逡
巡
と
し
て
避
げ
去
る
。
人
就
き
て
求
索

す
る
も
、
終
歳
に
至
る
も
得
べ
か
ら
ず
。
或
ひ
と
そ
の
故
を
問
ふ
。
与
可
曰
く
、
「
吾
れ
乃
者
に
は
道
を
学
び
て
未
だ
至
ら
ず
、

意
の
適
は
ざ
る
所
有
り
て
之
を
遺
る
所
無
く
、
故
に
一
に
墨
竹
に
発
す
、
是
れ
病
な
り
。
今
吾
が
病

や良
や

い已
ゆ
、
若
何
す
べ
き
。
」

と
。

文
同
は
か
つ
て
墨
竹
を
立
ち
ど
こ
ろ
に
描
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
で
は
人
か
ら
求
め
ら
れ
て
一
年
を
経
て
も
完
成
で
き
な
い
と
い

う
。
昔
は
道
を
学
ぶ
こ
と
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
、
心
中
の
憤
懣
を
墨
竹
画
に
托
す
こ
と
で
気
晴
ら
し
を
図
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
一
種

の
「
病
」
で
あ
る
。
現
在
は
道
を
学
ん
で
高
い
境
地
に
達
し
た
た
め
、
そ
の
「
病
」
も
癒
え
て
き
た
が
、
し
か
し
昔
の
よ
う
な
抑
え
が

た
い
衝
動
が
消
え
た
た
め
に
、
墨
竹
画
を
描
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
文
同
は
述
懐
し
て
い
る
。
こ
こ
に
所
謂
「
道
」
と
は
、
仏

で
あ
れ
道
で
あ
れ
儒
で
あ
れ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
精
神
の
昇
華
が
達
成
さ
れ
た
境
地
を
指
し
て
い
よ
う
。
昇
華
に
よ
っ
て
心
境
は
平
静
で

淡
泊
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
激
情
が
失
わ
れ
た
た
め
に
墨
竹
画
は
描
け
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
文
同
は
、
「
道
」
に
達
し
た

淡
泊
な
心
境
と
墨
竹
画
の
創
作
と
は
両
立
せ
ぬ
も
の
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。

黄
庭
堅
は
晩
年
に
至
る
ま
で
「
竹
を
胸
中
か
ら
吐
き
出
す
」
と
い
う
表
現
を
愛
用
し
た
。
「
題
子
瞻
画
竹
石
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』

巻
十
五
）
を
見
よ
う
。
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風
枝
雨
葉
瘠
土
竹

風
枝
雨
葉

瘠
土
の
竹
、

龍
蹲
虎
踞
蒼
蘚
石

竜
蹲
虎
踞

蒼
蘚
の
石
。

東
坡
老
人
翰
林
公

東
坡
老
人

翰
林
公
、

醉
時
吐
出
胸
中
墨

酔
時
に
吐
き
出
す

胸
中
の
墨
。

建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
、
戎
州
か
ら
郷
里
へ
戻
る
途
上
、
荊
州
仮
寓
中
の
作
で
あ
る
。
前
二
句
は
そ
れ
ぞ
れ
竹
と
石
の
樣
子

を
表
し
、
瘦
せ
た
土
壤
に
生
長
し
て
い
る
竹
は
風
雨
の
中
に
搖
れ
、
一
面
苔
に
覆
わ
れ
た
石
は
竜
虎
の
よ
う
だ
と
い
う
。
後
二
句
は
、

蘇
軾
は
酔
い
に
任
せ
て
こ
の
墨
竹
の
画
を
描
い
た
の
だ
と
述
べ
る
。
こ
こ
に
も
、
「
胸
中
の
墨
」
を
「
吐
き
出
す
」
と
い
う
表
現
が
な

さ
れ
て
お
り
、
蘇
軾
の
唱
え
た
「
胸
に
成
竹
有
り
」
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

黄
庭
堅
が
「
胸
に
成
竹
有
り
」
に
類
似
し
た
表
現
を
用
い
る
の
は
、
墨
竹
に
限
ら
な
い
。
枯
木
な
ど
、
他
の
対
象
を
詠
じ
る
際
に
も

用
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
元
祐
三
年
の
作
「
題
子
瞻
枯
木
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
九
）
の
「
胸
中

も
と元
よ自

り
丘
壑
有
り
、

こ
と
さ
ら

故

に
老

木
を
し
て
風
霜
に

わ
だ
か
ま

蟠

ら
し
む
（
胸
中
元
自
有
丘
壑
、
故
教
老
木
蟠
風
霜
）
」
の
句
は
、
丘
壑
即
ち
枯
木
の
曠
野
が
胸
中
に
あ
る
た
め

に
、
風
霜
に
耐
え
る
枯
木
の
姿
を
い
き
い
き
と
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
黄
庭
堅
は
蘇
軾
の
墨
竹
論
の
中
で
も
特
に
「
得
成
竹
於
胸
中
」
と
「
吐
向
君
家
雪
色
壁
」
の
表
現
に
感
化
さ

れ
、
墨
竹
の
創
作
を
胸
中
か
ら
竹
を
吐
き
出
す
行
為
に
擬
え
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
黄
斌
老
の
絵
画
に
つ
い
て
は
「
酒
澆
胸
次
不
能

平
」
つ
ま
り
胸
中
の
憤
懣
不
平
の
表
出
と
看
做
し
、
蘇
軾
の
絵
画
に
つ
い
て
は
「
肝
肺
槎
牙
生
竹
石
」
、
「
森
然
欲
作
不
可
回
」
と
い

う
激
し
い
感
情
に
基
づ
く
も
の
と
看
做
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
黄
庭
堅
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
憤
懣
と
激
情
の
発
露

と
し
て
の
墨
竹
画
は
、
必
ず
し
も
理
想
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
黄
庭
堅
に
と
っ
て
の
理
想
的
な
も
の
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
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四

風
雨
の
中
の
竹

こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
黄
庭
堅
の
墨
竹
詩
は
蘇
軾
と
の
交
流
を
契
機
と
し
て
、
新
た
な
展
開
を
見
せ
た
。
そ
の
後
、
戎
州

に
左
遷
さ
れ
た
元
符
年
間
、
黄
庭
堅
は
七
首
の
墨
竹
詩
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
次
韻
黄
斌
老
所
画
横
竹
」
に
つ
い
て
は
既

に
前
節
で
「
竹
を
胸
中
か
ら
吐
き
出
す
」
に
注
目
し
て
論
じ
た
。
こ
こ
で
は
、
他
の
三
首
「
次
韻
謝
黄
斌
老
送
墨
竹
十
二
韻
」
（
『
山

谷
詩
集
注
』
巻
十
二
）
、
「
用
前
韻
謝
子
舟
為
予
作
風
雨
竹
」
（
同
上
）
、
「
再
用
前
韻
詠
子
舟
所
画
竹
」
（
同
上
）
に
共
通
し
て
見

ら
れ
る
「
風
雨
竹
」
に
着
目
し
て
み
た

（
１
４
）

い

。

ま
ず
は
そ
の
創
作
背
景
を
確
認
す
る
。
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
、
黄
庭
堅
は
母
が
没
し
た
た
め
、
故
郷
の
分
寧
（
今
の
江
西
省
修

水
縣
）
へ
帰
っ
た
。
元
祐
八
年
、
宣
仁
太
后
が
没
す
る
と
哲
宗
が
親
政
を
行
い
、
政
治
の
場
で
は
一
転
し
て
新
法
党
が
登
用
さ
れ
、
旧

法
党
は
次
々
と
左
遷
さ
れ
た
。
黄
庭
堅
も
『
神
宗
実
録
』
に
お
い
て
新
法
を
非
難
し
た
罪
に
問
わ
れ
、
翌
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
涪

州
別
駕
・
黔
州
安
置
へ
貶
謫
さ
れ
、
元
符
元
年
（
一
〇
九
八
）
に
は
戎
州
安
置
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
そ
の
翌
年
の
作
で
あ
る
。
墨

竹
図
の
作
者
は
黄
斌
老
及
び
弟
の
黄
彝
（
字
は
子
舟
、
蜀
の
出
身
で
、
黄
斌
老
と
と
も
に
文
同
か
ら
墨
竹
画
を
学
ぶ
）
で
あ
る
。
彼
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
墨
竹
図
を
制
作
し
て
黄
庭
堅
に
贈
り
、
そ
れ
に
黄
庭
堅
が
題
画
詩
を
賦
し
た
。
其
の
中
の
「
次
韻
謝
黄
斌
老
送
墨
竹
十
二

韻
」
は
計
二
十
四
句
の
五
言
古
詩
。
こ
れ
に
次
韻
し
た
の
が
、
次
に
挙
げ
る
「
用
前
韻
謝
子
舟
為
予
作
風
雨
竹
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』

巻
十
二
）
で
あ
る
。
本
詩
は
黄
彝
の
墨
竹
の
巧
み
さ
を
称
え
る
と
と
も
に
、
後
輩
で
あ
る
黄
彝
に
対
す
る
期
待
を
述
べ
る
。
以
下
、
幾

つ
か
の
段
に
分
け
て
見
て
い
こ
う
。

子
舟
詩
書
客

子
舟

詩
書
の
客
、
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畫
手
睨
前
輩

画
手

前
輩
を
睨
む
。

挹
袂
拍
其
肩

袂
を

ひ挹
き

そ
の
肩
を
拍
き
、

餘
力
左
右
逮

余
力
も
て

左
右
に
逮
ぶ
。

摩
拂
造
化
鑪

摩
払
す

造
化
の
鑪
、

經
營
鬼
神
會

経
営
す

鬼
神
の
会
。

（
黄
庭
堅
「
用
前
韻
謝
子
舟
為
予
作
風
雨
竹
」
の
第
一
～
六
句
）

黄
彝
は
詩
書
に
堪
能
で
、
画
家
と
し
て
も
前
代
の
大
家
を
凌
ぐ
ほ
ど
。
古
人
と
袖
を
引
き
肩
を
叩
か
ん
ば
か
り
に
深
く
交
わ
り
、
詩

書
の
余
力
に
よ
り
、
画
竹
に
お
い
て
も
自
由
自
在
の
境
地
に
達
し
た
。
そ
の
営
み
は
、
造
化
の
働
き
に
倣
い
、
鬼
神
に
並
ぶ
ほ
ど
の
力

量
を
有
す
る
。
冒
頭
の
六
句
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
黄
彝
を
称
え
る
。
第
五
句
の
「
造
化
鑪
」
は
前
掲
の
杜
甫
「
画
鶻
行
」
に
見
え

る
表
現
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

光
煤
疊
亂
葉

光
煤

乱
葉
を
疊
ね
。

世
與
作
者
背

世
は
作
者
と
背
く
、

看
君
回
腕
筆

君
の
回
腕
の
筆
を
看
れ
ば
、

猶
喜
漢
儀
在

猶
ほ
漢
儀
の
在
る
を
喜
ぶ
。

歳
寒
十
三
本

歳
寒

十
三
本
、

與
可
可
追
配

与
可

追
配
す
べ
し
。
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当
今
の
画
家
と
異
な
り
、
黄
彝
の
墨
竹
は
「
腕
を
回
る
」
と
い
う
筆

（
１
５
）

法

を
用
い
る
こ
と
で
漢
代
の
古
法
を
受
け
継
い
で
い
る
。
寒

さ
に
耐
え
る
十
三
本
の
竹
を
描
い
た
画
は
文
同
に
も
比
肩
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
黄
彝
の
腕
を
高
く
評
価
す
る
。

小
山
蒼
苔
面

小
山

蒼
苔
の
面
、

突
兀
謝
憎
愛

突
兀
と
し
て
憎
愛
を
謝
す
。

風
斜
兼
雨
重

風
斜
め
に
し
て
兼
ね
て
雨
重
く
、

意
出
筆
墨
外

意
は
筆
墨
の
外
に
出
づ
。

（
同
右
の
第
七
～
十
句
）

前
二
句
は
、
唐
の
盧
仝
「
石
答
竹
」
詩
の
「
蒼
蘚
は
我
が
面
に
印
し
、
雨
露
は
我
が
皮
を

し
ゅ
ん

皴

す
。
此
の
故
に
我
を
嫌
は
ず
、
突
兀
と

し
て
相
知
を
蒙
る
（
蒼
蘚
印
我
面
、
雨
露
皴
我
皮
。
此
故
不
嫌
我
、
突
兀
蒙
相
知
）
」
を
踏
ま
え
て
、
画
中
の
竹
は
苔
む
し
た
醜
石
を

嫌
悪
し
な
い
と
い
う
。
後
の
二
句
は
、
画
中
に
は
ま
る
で
風
が
強
く
吹
き
雨
が
し
と
ど
に
降
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
黄
彝
の
作
り
出
し

た
墨
竹
の
味
わ
い
は
筆
墨
を
超
え
て
画
面
の
外
に
溢
れ
出
る
か
の
よ
う
だ
と
い
う
。

吾
聞
絶
一
源

吾
聞
く

一
源
を
絶
た
ば
、

戰
勝
自
十
倍

戦
勝

自
ら
十
倍
す
と
。

榮
枯
轉
時
機

栄
枯

時
機
の
ご
と
く
転
じ
、

生
死
付
交
態

生
死

交
態
に
付
す
。

狙
公
倒
七
芧

狙
公

七
芧
倒
し
、
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勿
用
嗔
喜
對

嗔
喜
を
用
て
対
す
る
勿
か
れ
。

此
物
當
更
工

此
の
物

当
に
更
に
工
な
る
べ
し
、

請
以
小
喩
大

請
ふ

小
を
以
て
大
に
喩
へ
ん
。

（
同
右
の
第
十
一
～
十
八
句
）

こ
の
八
句
は
本
詩
の
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
墨
竹
画
を
巧
み
に
描
け
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

第
十
七
と
十
八
句
は
、
道
教
の
経
典
『
陰
符
経
』
の
「
利
を
絶
つ
こ
と
一
源
な
れ
ば
、

い
く
さ

師

を
用
う
る
こ
と
十
倍
（
絶
利
一
源
、
用
師
十

倍
）
」
を
踏
ま
え
、
絵
画
の
営
為
を
戦
い
に
擬
え
る
。
任
淵
注
に
は
「
説
者
謂
ふ
、
至
静
の
極
り
、
生
死
の
乱
す
所
と
為
ら
ず
、
故
に

戦
え
ば
則
ち
必
ず
勝
つ
な
り
（
説
者
謂
至
靜
之
極
、
不
爲
生
死
所
亂
、
故
戰
則
必
勝
也
）
」
と
あ
り
、
絵
画
に
お
い
て
も
、
生
死
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
を
や
め
れ
ば
、
心
は
外
物
に
影
響
さ
れ
ず
、
そ
の
十
倍
の
効
果
が
得
ら
れ
る
と
述
べ
る
。
第
十
九
～
二
十
二
句
は
、

前
二
句
の
中
身
を
具
体
的
に
解
説
す
る
。
第
十
九
・
二
十
句
に
つ
い
て
任
淵
注
に
は
「
謂
う
こ
こ
ろ
は
窮
達
を

み視
る
こ
と
物
の
栄
枯
の

若
く
、
各
お
の
時
の
盛
衰
に

ま
か随

せ
、
天
機
の
自
ら
運
ぶ
に
任
す
の
み
（
謂
視
窮
達
若
物
之
栄
枯
、
各
隨
時
盛
衰
、
任
天
機
自
運
耳
）
」
、

「
言
ふ
こ
こ
ろ
は
死
生
の
変
に
処
り
て
は
、
我
初
め
よ
り
心
無
く
、
彼
の
世
情
自
ら
異
見
を

な作
す
に

ま
か従

す
（
言
處
死
生
之
變
、
我
初
無

心
、
從
彼
世
情
自
作
異
見
）
」
と
あ
り
、
栄
枯
生
死
を
自
然
の
摂
理
に
任
せ
れ
ば
、
心
に
雑
念
が
生
じ
る
こ
と
は
無
い
と
述
べ
る
。
こ

れ
は
、
『
荘
子
』
徳
充
符
篇
の
「
死
生
を
以
て
一
條
と
為
す
（
以
死
生
爲
一
條
）
」
な
ど
の
生
死
を
同
一
化
す
る
死
生
観
に
影
響
を
受

け
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
十
一
・
二
十
二
句
は
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
有
名
な
「
狙
公
芧
を
賦
す
」
と
い
う
故
事
を
援
用
し
、
喜
怒

の
情
を
持
た
ず
に
物
事
に
対
処
す
べ
き
だ
と
言
う
。
こ
こ
で
黄
庭
堅
は
、
竹
の
生
死
栄
枯
を
人
生
の
そ
れ
と
関
連
付
け
た
上
で
、
生
死

栄
枯
を
超
越
し
、
嗔
喜
得
喪
の
念
を
忘
却
し
て
、
心
の
内
を
澄
み
透
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
、
と
創
作
者
の
あ
る
べ
き
心
理
状
態
を
説

い
て
い
る
。
こ
れ
は
文
同
の
「
意
の
適
は
ざ
る
所
有
り
て
之
を
遺
る
所
無
く
、
故
に
一
に
墨
竹
に
発
す
」
と
は
大
き
く
異
な
る
芸
術
観
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で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
同
が
墨
竹
画
と
淡
泊
な
心
境
と
の
両
立
を
否
定
す
る
の
に
対
し
、
黄
庭
堅
は
墨
竹
創
作
の
た
め
に
は
、
む
し
ろ

淡
泊
な
心
境
こ
そ
を
重
視
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
あ

（
１
６
）

る

。

こ
の
よ
う
な
淡
泊
な
心
境
を
重
視
す
る
芸
術
観
は
、
黄
庭
堅
の
左
遷
期
の
心
境
を
反
映
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
黄
㽦
『
山
谷
年

譜
』
に
よ
る
と
、
黄
庭
堅
は
元
符
元
年
（
一
〇
九
八
）
六
月
、
戎
州
に
至
り
、
南
寺
に
寓
居
し
、
住
居
を
槁
木
庵
と
死
灰
寮
と
名
付
け
、

後
に
城
南
に
僦
居
し
、
任
運
堂
と
名
づ
け
た
。
そ
れ
に
題
し
た
「
任
運
堂
銘
」
（
『
別
集
』
巻
三
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

或
見
僦
居
小
堂
、
名
任
運
。
恐
好
事
者
或
以
藉
口
。
余
曰
、
騰
騰
和
尚
歌
云
、
今
日
任
運
騰
騰
、
明
日
騰
騰
任
運
、
堂
蓋
取
諸
此
。

余
已
身
如
槁
木
、
心
如
死
灰
、
但
不
除
鬚
髪
一
無
能
老
比
丘
、
尚
不
可
邪
。

或
ひ
と
僦
居
の
小
堂
に
任
運
と
名
づ
く
る
を
見
、
好
事
者
の
或
ひ
は
以
て
口
を
藉
る
を
恐
る
。
余
曰
く
、
「
騰
騰
和
尚
の
歌
に
云

ふ
『
今
日
は
運
に
任
せ
て
騰
騰
た
り
、
明
日
も
騰
騰
と
し
て
運
に
任
す
。
』
と
、
堂
蓋
し

こ諸
れ此

よ
り
取
る
。
余
已
に
身
は
槁
木
の

ご
と
く
、
心
は
死
灰
の
ご
と
し
。
但
だ
鬚
髪
を
除
せ
ざ
る
一
無
能
の
老
比
丘
な
れ
ば
、
尚
ほ
可
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
」
と
。

あ
る
人
が
「
任
運
堂
」
の
名
は
朝
廷
や
時
事
へ
の
譏
刺
を
含
む
と
見
な
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
危
惧
し
た
。
黄
庭
堅
の
こ
の
文
章
は

そ
れ
へ
の
弁
明
で
あ
る
。
「
今
日
任
運
騰
騰
、
明
日
騰
騰
任
運
」
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
十
の
福
先
仁
倹
禅
師
の
言
葉
で
あ
り
、
「
身

如
槁
木
、
心
如
死
灰
」
は
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
「
形
は
固
よ
り
槁
木
の
如
く
な
ら
し
む
べ
き
も
、
心
は
固
よ
り
死
灰
の
如
く
な
ら
し

む
べ
け
ん
や
（
形
固
可
使
如
槁
木
、
而
心
固
可
使
如
死
灰
乎
）
」
に
よ
る
。
い
ず
れ
も
淡
泊
で
寡
淡
な
心
境
を
表
し
て
い
る
。

次
に
同
時
期
に
作
ら
れ
た
「
再
用
前
韻
詠
子
舟
所
画
竹
」
を
見
よ
う
。
全
文
を
挙
げ
る
。

森
萷
一
山
竹

森
萷
た
る
一
山
の
竹
、
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壯
士
十
三
輩

壮
士

十
三
輩
。

自
干
天
雲
去

自
ら
天
雲
を
干
し
て
去
り
、

草
芥
肯
下
逮

草
芥
は
下
逮
を
肯
ん
ぜ
ん
や
。

虛
心
聽
造
物

虚
心
に
し
て
造
物
に

ま
か聴

せ
、

顛
沛
風
雲
會

顛
沛

風
雲
会
す
。

榮
枯
偶
同
時

栄
枯

偶
ま
時
を
同
じ
う
す
る
も
、

終
不
相
棄
背

終
に
相
棄
背
せ
ず
。

誰
云
湖
州
沒

誰
か
云
は
ん

湖
州
没
す
と
、

筆
力
今
尚
在

筆
力

今
尚
ほ
在
り
。

阿
筌
雖
墨
妙

阿
筌

墨
妙
な
り
と
雖
も
、

好
以
桃
李
配

好
し
桃
李
を
以
て
配
せ
ん
。

國
工
裁
主
意

国
工

主
の
意
を
裁
し
、

冷
淡
恐
不
愛

冷
淡
に
し
て
愛
せ
ざ
る
を
恐
る
。

子
舟
落
心
畫

子
舟

心
を
画
に
落
と
し
、

榮
觀
不
在
外

栄
観

外
に
在
ら
ず
。

耆
年
道
機
熟

耆
年

道
機
熟
し
、

增
勝
當
倍
倍

増
勝

当
に
倍
倍
す
べ
し
。

祖
述
今
百
家

祖
述

今
百
家
な
る
も
、

小
紙
弄
姿
態

小
紙
に
姿
態
を
弄
す
。
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雖
云
出
湖
州

湖
州
よ
り
出
づ
と
云
ふ
と
雖
も
、

卷
置
懶
開
對

巻
置
し
て
開
対
す
る
に
懶
し
。

非
公
筆
如
椽

公
の
筆

椽
の
ご
と
き
に
非
ざ
れ
ば
、

孰
能
爲
之
大

孰
か
能
く
之
が
大
な
る
を
為
さ
ん
や
。

前
半
は
竹
の
精
神
性
を
称
え
る
。
特
に
第
五
・
六
句
に
意
を
払
い
た
い
。
任
淵
注
に
よ
れ
ば
、
「
詩
意
謂
へ
ら
く
、
竹
君
は
無
心
に

し
て
、
但
だ
命
を
造
物
に

ま
か聴

す
。
風
雨
の
変
じ
、
顛
沛
偃
仆
す
と
雖
も
、
亦
た
其
の
自
然
に
任
す
の
み
（
詩
意
謂
、
竹
君
無
心
、
但
聽

命
於
造
物
、
雖
風
雨
之
變
、
顛
沛
偃
仆
、
亦
任
其
自
然
爾
）
」
と
言
う
。
こ
の
風
雨
は
政
治
の
変
動
や
人
生
の
苦
難
の
象
徴
と
し
て
も

読
め
る
。
同
年
に
黄
斌
老
兄
弟
に
贈
っ
た
「
次
韻
斌
老
冬
至
書
懷
示
子
舟
篇
末
見
及
之
作
因
以
贈
子
舟
帰
」
（
『
山
谷
詩
別
集
補
』
）

詩
に
は
「
道
方
滄
波
頽
、
位
有
豺
虎
竊
（
道

ま
さ方

に
滄
波
も
て
頽
れ
、
位
に
豺
虎
の
竊
む
有
り
）
」
と
あ
り
、
新
法
党
が
權
力
を
握
っ
て

い
る
険
悪
な
情
勢
に
つ
い
て
比
喩
的
な
言
及
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
い
か
な
る
状
況
下
に
あ
っ
て
も
一
切
喜
怒
の

情
を
表
さ
ず
自
然
に
任
せ
よ
と
、
黄
庭
堅
が
二
人
の
後
輩
に
教
戒
し
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
七
・
八
句
に
も
こ
れ
に
類
似
す
る
表
現
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
草
木
の
栄
枯
に
つ
い
て
述
べ
る
言
葉
は
多
々
あ
る
が
、
「
栄

枯
」
と
竹
と
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
発
想
は
黄
庭
堅
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
「
栄
枯
」
と
い
う
言
葉
は
、
前
述
の
「
用
前
韻
謝
子
舟

為
予
作
風
雨
竹
」
の
「
榮
枯
轉
時
機
、
生
死
付
交
態
」
に
も
見
え
、
栄
枯
生
死
を
自
然
に
任
せ
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
第
一
節

で
挙
げ
た
初
期
の
「
姨
母
李
夫
人
墨
竹
二
首
」
其
一
に
も
「
榮
榮
枯
枯
皆
本
色
」
と
見
え
、
人
生
の
「
栄
枯
」
と
い
う
象
徴
的
な
意
味

合
い
が
よ
り
一
層
明
白
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
栄
枯
を
自
然
に
任
せ
る
と
い
う
意
識
は
、
薬
山
惟
儼
の
「
栄
枯
二
樹
」
公
案
の
「
枯
者

は
他
の
枯
る
る
に

ま
か従

せ
、
栄
者
は
他
の
栄
ゆ
る
に
従
す
（
枯
者
從
他
枯
、
榮
者
從
他
榮
）
」
を
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
あ

（
１
７
）

る

。

古
来
、
風
雨
の
中
に
佇
む
竹
は
物
寂
し
い
景
色
と
し
て
詠
ま
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ

（
１
８
）

る

。
し
か
し
、
黄
庭
堅
の
「
風
雨
竹
」
は
、
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こ
れ
と
は
異
な
り
「
栄
枯
を
自
然
に
任
せ
る
」
と
い
う
点
で
独
自
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
し
て
い
る
。
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
、
江

西
宜
春
に
て
作
ら
れ
た
生
涯
最
後
の
詠
竹
詩
「
題
竹
尊
者
軒
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
六
）
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
風
雨
竹
」
の

イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
作
と
言
え
る
。

平
生
脊
骨
硬
如
鐵

平
生
の
脊
骨

硬
き
こ
と
鉄
の
如
し
、

聽
風
聽
雨
隨
宜
説

風
に

ま
か聴

せ
雨
に
聴
せ
宜
し
き
に
随
ひ
て
説
く
。

百
尺
竿
頭
放
步
行

百
尺
竿
頭

步
を
放
ち
て
行
き
、

更
向
脚
跟
參
一
節

更
に
脚
跟
に

お向
い
て
一
節
を
参
ず
。

風
雨
の
中
に
も
平
常
心
を
保
つ
竹
を
、
動
搖
せ
ず
寂
然
と
し
て
修
行
す
る
老
禅
師
の
姿
に
重
ね
合
わ
せ
る
。
第
一
句
は
『
景
徳
伝
灯

録
』
巻
十
五
「
徳
山
老
人
、
一
條
の
脊
梁
の
骨
、
硬
き
こ
と
鉄
に
似
た
り
、
拗
に
し
て
折
れ
ず
（
德
山
老
人
、
一
條
脊
梁
骨
、
硬
似
鐵
、

拗
不
折
）
」
を
典
拠
と
す
る
。
そ
も
そ
も
詩
題
の
「
竹
尊
者
」
か
ら
し
て
、
人
間
と
し
て
の
「
尊
者
」
つ
ま
り
声
望
の
高
い
僧
侶
を
連

想
さ
せ
る
。
こ
こ
で
は
、
長
い
竹
の
形
が
人
間
の
背
中
に
似
て
い
る
こ
と
か

（
１
９
）

ら

、
竹
を
擬
人
化
し
、
晩
唐
の
徳
山
宣
鑑
禅
師
に
擬
え

て
い
る
。
第
二
句
は
『
法
華
経
』
方
便
品
の
「
諸
仏
宜
し
き
に
随
ひ
て
法
を
説
く
も
、
意
趣

解
き
難
し
（
諸
佛
隨
宜
説
法
、
意
趣
難

解
）
」
に
よ
り
、
竹
は
老
禅
師
の
ご
と
く
容
易
に
は
折
れ
ず
、
風
雨
に
身
を
任
せ
、
そ
の
声
は
ま
さ
に
仏
理
を
説
く
よ
う
で
あ
る
と
詠

う
。
第
三
句
は
、
『
祖
堂
集
』
巻
十
七
・
景
岑
招
賢
禅
師
の
「
百
尺
竿
頭

不
動
の
人
、
入
る
と
為
す
と
雖
然
も
未
だ
真
と
為
さ
ず
。

百
尺
竿
頭

須
ら
く
步
を
進
む
べ
し
、
十
方
世
界

是
れ
全
身
な
り
（
百
尺
竿
頭
不
動
人
、
雖
然
爲
入
未
爲
真
。
百
尺
竿
頭
須
進
步
、
十

方
世
界
是
全

（
２
０
）

身

）
」
と
い
う
偈
語
を
援
用
す
る
。
こ
の
偈
語
の
大
意
は
、
百
尺
の
竿
の
先
端
に
坐
し
て
動
か
な
い
者
は
、
有
る
程
度

悟
っ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
で
は
真
の
悟
り
に
は
ま
だ
足
り
ず
、
百
尺
の
竿
の
先
端
か
ら
更
に
歩
を
進
め
（
悟
り
を
深
め
）
て
こ
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そ
、
よ
り
高
遠
な
る
十
方
世
界
（
十
方
に
無
限
に
広
が
る
世
界
）
に
辿
り
着
く
と
い
う
も
の
。
つ
ま
り
黄
庭
堅
詩
の
第
三
句
は
「
百
尺

の
竿
頭
よ
り
更
に
先
へ
進
む
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
第
四
句
の
「
脚
跟
」
と
は
踵
の
こ

（
２
１
）

と

、
「
参
」
は
悟
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

堂
々
と
進
む
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
足
下
に
注
意
を
払
う
よ
う
な
日
常
の
修
業
も
必
要
だ
と
説
い
て
い
る
と
解
さ
れ
よ
う
。
「
題
竹

尊
者
軒
」
詩
は
、
先
に
見
た
「
風
雨
竹
」
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
こ
に
「
禅
師
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
黄
庭
堅

の
こ
れ
ら
の
詠
竹
詩
に
よ
っ
て
、
初
め
て
竹
に
「
禅
師
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
新
た
に
付
与
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

本
章
は
、
北
宋
後
期
に
流
行
し
た
墨
竹
と
い
う
新
し
い
絵
画
形
式
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
黄
庭
堅
の
文
学
、
お
よ
び
そ
こ
に
表
れ
た

彼
の
人
生
観
の
深
化
を
論
じ
た
。
中
で
も
遠
く
蜀
の
地
へ
と
貶
謫
さ
れ
た
時
期
に
、
文
同
の
甥
で
あ
り
学
生
で
あ
る
黄
斌
老
・
黄
彝
と

交
遊
し
、
彼
ら
が
描
い
た
水
墨
の
「
風
雨
竹
」
を
詠
じ
た
詩
に
表
明
さ
れ
た
人
生
観
は
注
目
に
値
す
る
。
憤
懣
や
情
熱
の
発
露
と
し
て

墨
竹
を
捉
え
る
蘇
軾
ら
に
対
し
、
黄
庭
堅
は
栄
枯
盛
衰
に
動
揺
し
な
い
淡
泊
な
心
境
を
こ
そ
希
求
し
た
。
彼
に
と
っ
て
墨
竹
図
は
、
悟

り
の
世
界
を
具
現
化
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
、
黄
庭
堅
の
晩
年
に
都
か
ら
数
千
里
も
離
れ

た
左
遷
地
戎
州
で
詠
ま
れ
た
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
彼
が
詠
ず
る
「
風
雨
竹
」
を
、
政
治
の
悲
運
に
さ
ら
さ
れ
た
詩
人

の
姿
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
蘇
軾
を
は
じ
め
と
す
る
同
時
代
の
ほ
か
の
詩
人
に
は
明
確
に
は
見
ら
れ

な
い
特
色
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

黄
庭
堅
は
墨
竹
の
ほ
か
に
も
、
枯
木
、
石
、
梅
な
ど
の
題
材
に
つ
い
て
も
数
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。
黄
庭
堅
の
「
墨
戯
」
観

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
も
幅
広
く
含
め
る
か
た
ち
で
そ
の
特
徵
を
見
定
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
黄
庭
堅
の
「
墨
戯
」
観
が
江

西
詩
派
を
は
じ
め
と
す
る
後
世
の
詩
人
や
禅
僧
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注

（
１
）

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
～
一
九
九
五
年
、
全
八
册
）
、
そ
の
上
巻
本
文
編
三
三
一
頁
参
照
。

な
お
西
上
勝
「
墨
竹
と
文
学
」
（
『
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
十
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
２
）

「
墨
戯
」
と
い
う
言
葉
が
最
初
に
使
わ
れ
る
の
は
黄
庭
堅
「
東
坡
居
士
墨
戯
賦
」
で
あ
る
。
西
上
勝
「
墨
戯
に
つ
い
て
」
（
『
山

形
大
学
紀
要
』
（
人
文
科
学
）
第
十
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
３
）

中
村
茂
夫
「
黄
庭
堅
の
絵
画
観
」
（
『
中
国
画
論
の
展
開
』
、
中
山
文
華
堂
、
一
九
六
五
年
）
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
「
次

韻
黄
斌
老
所
画
横
竹
」
と
「
次
前
韻
謝
与
迪
恵
所
作
竹
五
幅
」
と
い
う
墨
竹
詩
の
み
で
あ
る
。
ま
た
長
谷
川
昌
宏
「
黄
庭
堅
の

芸
術
と
禅
」
（
鈴
木
哲
雄
編
『
宋
代
禅
宗
の
社
会
的
影
響
』
所
収
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
二
年
）
、
陳
伝
席
『
中
国
絵
画

理
論
史
』
（
三
民
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
は
殆
ど
黄
庭
堅
の
跋
文
な
ど
の
文
章
を
参
照
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
４
）

孫
海
燕
「
黄
庭
堅
対
伝
統
詩
歌
意
象
的
禅
意
化
演
進
―
以
月
、
松
、
竹
為
例
」
（
『
文
学
遺
産
』
二
〇
〇
九
年
第
六
期
）
、

張
高
評
「
詩
、
画
、
禅
与
蘇
軾
、
黄
庭
堅
詠
竹
題
画
研
究
」
（
『
唐
宋
題
画
詩
及
其
流
韻
』
、
万
巻
樓
、
二
〇
一
六
年
）
も
主

に
墨
竹
詩
の
イ
メ
ー
ジ
と
禅
と
の
関
わ
り
を
論
じ
る
。
孫
海
燕
の
論
文
は
黄
庭
堅
の
「
用
前
韻
謝
子
舟
為
予
作
風
雨
竹
」
に
つ

い
て
「
他
在
這
裡
把
禅
家
的
栄
枯
無
別
与
荘
子
的
死
生
自
然
観
結
合
起
来
了
」
と
指
摘
す
る
が
、
具
体
的
な
検
討
は
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
更
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）

こ
の
二
句
は
呉
処
厚
『
青
箱
雑
記
』
巻
六
の
「
世
傳
魏
野
嘗
從
萊
公
（
寇
準
）
遊
陝
府
僧
舍
、
各
有
留
題
。
後
復
同
遊
、
見

萊
公
之
詩
已
用
碧
紗
籠
護
欄
、
而
野
詩
獨
否
、
塵
昏
滿
壁
。
」
と
い
う
故
事
に
基
づ
く
。

（
６
）

川
合
康
三
「
詩
は
世
界
を
創
る
か
―
中
唐
に
お
け
る
詩
と
造
物
」
（
『
中
国
文
学
報
』
第
四
十
四
册
、
一
九
九
二
年
四
月
）

に
「
絵
画
の
見
事
さ
を
造
物
の
働
き
に
た
と
え
る
の
は
、
か
な
り
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
」
と
あ
り
、
ま
た
、
本
稿
に
示
し
た
杜

甫
「
画
鶻
行
」
詩
の
「
功
刮
造
化
窟
」
、
韓
愈
「
答
孟
郊
」
詩
の
「
文
字
覷
天
巧
」
、
李
賀
「
高
軒
過
」
詩
の
「
筆
補
造
化
天
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無
功
」
な
ど
を
擧
げ
る
。

（
７
）

通
行
本
『
荘
子
』
で
は
「
疑
」
を
「
凝
」
字
に
作
る
が
、
「
疑
」
の
方
が
正
し
い
。
『
蘇
軾
詩
集
』
王
文
誥
注
を
参
照
。

（
８
）

十
柱
の
主
林
神
は
布
華
如
雲
主
林
神
、
擢
幹
舒
光
主
林
神
、
生
芽
発
耀
主
林
神
、
吉
祥
淨
葉
主
林
神
、
垂
布
焰
蔵
主
林
神
、

清
淨
光
明
主
林
神
、
可
意
雷
音
主
林
神
、
光
香
普
遍
主
林
神
、
妙
光
迴
耀
主
林
神
、
華
果
光
味
主
林
神
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
草

木
の
萌
芽
・
生
長
等
を
司
る
。

（
９
）

黄
庭
堅
は
、
こ
の
偈
を
含
む
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
に
収
め
ら
れ
る
「
七
仏
偈
」
を
僧
侶
達
の
た
め
に
何
度
も
書
写
し
た
と

い
う
。
「
跋
七
仏
偈
」
（
正
集
巻
三
）
に
は
、
「
七
佛
所
説
偈
、
蓋
禅
源
也
、
淺
陋
者
爭
騖
於
末
流
、
而
不
知
歸
。
故
余
數
爲

叢
林
中
書
此
」
と
あ
り
、
七
仏
偈
を
禅
理
解
の
源
だ
と
看
做
し
て
い
る
。

（
10
）

外
典
に
も
「
幻
」
や
「
幻
化
」
の
概
念
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
『
列
子
』
周
穆
王
篇
に
「
窮
數
達
變
、
因
形
移
易
者
、

謂
之
化
、
謂
之
幻
…
…
知
幻
化
之
不
異
生
死
也
、
始
可
与
學
幻
矣
」
と
言
う
よ
う
に
、
「
因
形
移
易
」
つ
ま
り
自
然
に
任
せ
て

変
化
し
移
ろ
っ
て
い
く
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
の
「
幻
」
と
は
や
や
異
な
る
。

（
11
）

周
裕
鍇
「
法
眼
看
世
界
―
仏
禅
観
照
方
式
対
北
宋
後
期
芸
術
観
念
的
影
響
」
（
『
文
学
遺
産
』
、
二
〇
〇
六
年
第
五
期
）
に

「
在
北
宋
後
期
習
禅
作
家
的
圈
子
里
、
把
現
象
世
界
和
芸
術
世
界
視
為
虚
幻
不
実
的
観
念
驟
然
流
行
」
と
見
え
る
。

（
12
）

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
周
裕
鍇
が
「
試
論
『
石
門
文
字
禅
』
中
景
画
詩
禅
之
交
融
」
（
『
文
学
遺
産
』
、
二
〇
一
六
年
第
三

期
）
に
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
。

（
13
）

西
上
勝
「
墨
竹
と
文
学
」
及
び
宇
佐
美
文
理
『
中
国
芸
術
理
論
史
研
究
』
（
創
文
社
、
二
〇
一
五
年
）
第
二
章
を
参
照
。

（
14
）

の
こ
り
の
三
首
は
「
次
前
韻
謝
与
迪
恵
所
作
竹
五
幅
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
四
）
、
「
戯
題
斌
老
所
作
両
竹
梢
」
（
『
山

谷
詩
別
集
補
』
）
、
「
詠
子
舟
小
山
叢
竹
」
（
同
上
）
で
あ
る
。

（
15
）

古
代
の
「
回
腕
」
と
い
う
筆
の
取
り
方
に
つ
い
て
、
明
確
な
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
黄
庭
堅
は
「
回
腕
」
を
古
い
筆
法
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と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
跋
与
張
載
煕
書
巻
尾
」
に
「
凡
學
書
欲
先
學
用
筆
之
法
、
欲
雙
鉤
回
腕
、
掌
虛
指
実
」
。

（
16
）

黄
庭
堅
の
考
え
は
、
南
朝
宋
の
宗
炳
『
画
山
水
序
』
の
「
聖
人
含
道
映
物
、
賢
者
澄
懷
味
像
」
や
唐
の
張
彦
遠
『
歷
代
名
画

記
』
巻
二
の
「
凝
神
遐
想
、
妙
悟
自
然
、
物
我
兩
忘
、
離
形
去
智
。
身
固
可
使
如
槁
木
、
心
固
可
使
如
死
灰
」
と
い
う
画
論
に

近
い
。
ま
た
、
前
述
の
蘇
軾
の
「
嗒
然
遺
其
身
」
及
び
「
其
身
與
竹
化
」
と
い
う
状
態
は
結
果
的
に
は
栄
枯
生
死
や
嗔
喜
得
喪

を
忘
却
す
る
状
態
を
示
し
て
い
る
。

（
17
）

こ
の
公
案
は
南
宋
期
に
成
立
し
た
『
五
灯
会
元
』
に
引
か
れ
て
お
り
、
こ
の
記
事
が
も
と
も
と
如
何
な
る
文
獻
に
記
載
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
禅
学
に
精
通
し
た
黄
庭
堅
が
こ
の
公
案
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

（
18
）

例
え
ば
晩
唐
の
韋
荘
に
「
南
省
伴
直
」
詩
に
「
何
事
ぞ
詩
客
を
留
め
て
宿
せ
し
む
る
を
愛
す
、
満
庭
の
風
雨

竹
蕭
騷
た
り

（
何
事
愛
留
詩
客
宿
、
滿
庭
風
雨
竹
蕭
騷
）
」
と
同
じ
く
「
寄
江
南
逐
客
」
詩
の
「
記
し
得
た
り

竹
斎

風
雨
の
夜
、
床
を

対
し
孤
枕
に
江
南
を
話
す
（
記
得
竹
齋
風
雨
夜
、
對
床
孤
枕
話
江
南
）
」
と
あ
る
。

（
19
）

恵
洪
に
は
「
崇
勝
寺
後
竹
千
余
竿
独
一
根
秀
出
呼
為
竹
尊
者
」
の
詩
が
あ
る
。

（
20
）

『
景
德
伝
灯
録
』
巻
十
に
も
見
え
る
が
、
「
尺
」
は
「
丈
」
に
作
る
。

（
21
）

「
脚
跟
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
福
州
玄
沙
宗
一
大
師
に
「
老
和
尚
脚
跟
猶
未
點
地
」
と
い
う
話

が
あ
り
、
「
脚
跟
點
地
」
は
し
っ
か
り
真
面
目
に
悟
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
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結
論

本
書
で
は
「
双
関
」
と
「
禅
」
の
視
点
か
ら
黄
庭
堅
詩
の
言
語
表
現
の
特
色
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
黄
庭
堅

が
双
関
語
と
禅
の
言
語
・
表
現
を
駆
使
し
、
従
来
に
は
な
い
数
多
く
の
題
材
や
発
想
を
詩
に
も
た
ら
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

後
に
そ
れ
ら
の
題
材
及
び
表
現
手
法
は
手
本
と
し
て
同
時
代
の
詩
人
や
南
宋
の
人
々
に
学
ば
れ
、
新
た
な
方
向
へ
展
開
し
て
ゆ
く
。
同

時
代
そ
し
て
後
世
の
詩
に
影
響
を
与
え
た
点
に
お
い
て
黄
庭
堅
は
非
常
に
重
要
な
存
在
と
言
え
る
。

一

詩
語
の
多
義
性

本
書
の
第
一
章
か
ら
第
三
章
で
は
、
双
関
語
を
多
用
す
る
詠
物
詩
及
び
竹
枝
詞
や
薬
名
詩
を
論
じ
た
。
双
関
表
現
は
詩
語
の
多
義
性

を
利
用
す
る
。
多
義
性
と
は
あ
る
意
味
で
は
不
安
定
性
と
言
い
替
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
言
語
は
思
想
を
表
す
ツ
ー
ル
と
し
て

存
在
す
る
と
い
う
一
般
的
な
認
識
か
ら
み
れ
ば
、
「
不
安
定
な
伝
達
」
は
避
け
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
北
宋
の
欧
陽
脩
『
六

一
詩
話
』
に
次
の
よ
う
記
事
が
あ
る
。

聖
俞
嘗
云
、
「
詩
句
義
理
雖
通
、
語
涉
淺
俗
而
可
笑
者
、
亦
其
病
也
。
如
有
「
贈
漁
父
」
一
聯
云
、
『
眼
前
不
見
市
朝
事
、
耳
畔

惟
聞
風
水
聲
。
』
説
者
云
、
『
患
肝
腎
風
。
』
又
有
詠
詩
者
云
、
『
盡
日
覓
不
得
、
有
時
還
自
來
。
』
本
謂
詩
之
好
句
難
得
耳
。

而
説
者
云
、
『
此
是
人
家
失
卻
貓
兒
詩
。
』
人
皆
以
爲
笑
也
。
」

聖
俞
嘗
て
云
は
く
「
詩
句
の
義
理
通
ず
と
雖
も
、
語
の
浅
俗
に
し
て
笑
ふ
可
き
に
渉
れ
ば
、
亦
た
其
れ
病
な
り
。
如
へ
ば
「
漁
父

に
贈
る
」
の
一
聯
有
り
て
云
ふ
、
『
眼
前
に
市
朝
の
事
を
見
ず
、
耳
畔
に
惟
だ
風
水
の
声
を
聞
く
の
み
。
』
と
。
説
く
者
云
く
『
肝
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腎
の
風
を
患
へ
る
か
。
』
と
。
又
た
詩
を
詠
む
者
有
り
て
云
く
『
尽
日

覓
む
れ
ど
も
得
ず
、
時
に
還
た
自
ら
来
る
有
り
。
』
と
。

本
よ
り
詩
の
好
句
の
得
難
き
を
謂
ふ
の
み
。
而
し
て
説
者
云
く
『
此
れ
は
是
れ
人
家
の
貓
児
を
失
却
す
る
の
詩
な
ら
ん
。
』
と
。

人
皆
な
以
て
笑
ひ
を
為
す
な
り
。
」
と
。

欧
陽
脩
は
梅
堯
臣
の
発
言
を
引
き
、
「
渉
浅
俗
而
可
笑
」
と
い
う
詩
病
を
批
判
す
る
。
そ
こ
に
引
か
れ
た
詩
句
は
、
作
者
は
不
明
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
卑
小
な
意
味
で
誤
解
さ
れ
や
す
い
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
「
耳
畔
惟
聞
風
水
聲
」
は

自
然
の
雨
音
に
つ
い
て
詠
ん
だ
句
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
身
体
の
「
肝
腎
風
」
の
徴
候
、
つ
ま
り
汗
を
か
く
こ
と
が
多
く
、
悪
寒
が
あ
る

と
い
う
状
況
を
連
想
さ
せ
て
し
ま
う
。
「
盡
日
覓
不
得
、
有
時
還
自
來
」
は
好
句
が
獲
得
し
に
く
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
だ
が
、
あ
る

人
は
猫
が
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
解
釈
す
る
。
こ
の
二
例
は
詩
の
言
語
の
多
義
性
ゆ
え
に
、
意
味
を
伝
達
す
る
際
に
「
不

安
定
性
」
が
現
れ
て
お
り
、
欧
陽
脩
は
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
作
詩
を
避
け
る
べ
き
だ
と
言
う
。

と
こ
ろ
が
、
南
朝
楽
府
民
歌
の
恋
愛
詩
に
も
双
関
語
が
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
感
情
を
婉
曲
に
吐
露
す
る
効
果
を
生
む
た
め
に
、

双
関
語
の
多
義
性
あ
る
い
は
不
安
定
さ
は
む
し
ろ
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
。
黄
庭
堅
の
双
関
語
は
そ
れ
と
も
異
な
り
、
花
鳥
風
月
か
ら

日
常
作
法
ま
で
あ
ら
ゆ
る
題
材
に
お
い
て
双
関
語
が
使
用
さ
れ
、
奇
特
な
視
点
で
日
常
生
活
の
中
の
詩
意
を
発
掘
す
る
こ
と
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
る
。

ち
な
み
に
、
イ
ギ
リ
ス
批
評
家
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ン
プ
ソ
ン
（W

i
l
l
i
a
m
E
m
p
s
o
n

一
九
〇
六
～
一
九
八
四
）
が
著
し
た
現
代
詩
批

評
の
名
作
『
曖
昧
の
七
つ
の
型
』
（
岩
崎
宗
治
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
三
一
五
頁
）
に
、
「
第
三
の
型
の
曖
昧
は
―
―
言
語

の
問
題
と
し
て
考
え
る
と
―
―
文
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
両
方
と
も
適
切
で
あ
る
と
い
う
だ
け
の
結
び
つ
き
し
か
も
た
な
い
二
つ

の
観
念
が
、
同
時
に
一
語
で
表
せ
る
場
合
に
生
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
語
の
派
生
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
実
現
さ
れ
る
」

と
現
代
詩
の
曖
昧
さ
に
見
ら
れ
る
一
種
の
特
色
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
双
関
語
と
明
記
し
て
は
い
な
い
が
、
双
関
語
に
相
当
す
る
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も
の
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
黄
庭
堅
の
双
関
語
は
こ
う
し
た
現
代
詩
の
表
現
と
近
似
す
る
た
め
、
あ
る
意
味
に
お
い
て

近
代
性
を
獲
得
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

二

黄
庭
堅
詩
と
禅
の
諸
相

漢
字
の
多
義
性
と
同
様
に
、
絵
画
と
い
う
芸
術
形
式
に
も
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
潜
ん
で
い
る
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
詩
的
言
語
で

表
現
す
る
の
が
題
画
詩
の
使
命
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
五
章
「
黄
庭
堅
に
お
け
る
枯
木
の
詩
」
及
び
第
六
章
「
黄
庭
堅
と
そ
の
墨
竹
を
詠

め
る
詩
歌
に
つ
い
て
」
は
そ
れ
ぞ
れ
北
宋
後
期
に
流
行
し
た
枯
木
画
・
墨
竹
画
に
対
す
る
黄
庭
堅
の
題
画
詩
を
考
察
し
、
黄
庭
堅
が
蘇

軾
ら
の
題
画
詩
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
発
展
さ
せ
た
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
黄
庭
堅
の
枯
木
や
墨
竹
に
対
す
る
認
識
は
、

禅
学
の
色
彩
を
深
く
帯
び
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
特
に
北
宋
に
成
立
し
た
『
景
徳
伝
灯
録
』
は
黄
庭
堅
の
禅
学
の
重
要
な
基
盤
と

な
っ
た
書
籍
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
題
画
詩
を
論
じ
る
前
に
、
黄
庭
堅
の
禅
学
修
養
、
特
に
『
景
徳
伝
灯
録
』
の
重
要
性
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
。
第
三
章
「
黄
庭
堅
と
『
景
徳
伝
灯
録
』
」
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
一
章
で
あ
っ
た
。

絵
画
そ
れ
自
体
が
は
独
自
の
世
界
を
織
り
成
す
も
の
で
あ
る
が
、
黄
庭
堅
の
絵
画
に
つ
い
て
の
認
識
に
は
彼
独
特
の
世
界
観
や
人
生

観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
再
び
黄
庭
堅
「
任
運
堂
銘
」
を
み
よ
う
。

或
見
僦
居
之
小
堂
、
名
任
運
、
恐
好
事
者
或
以
藉
口
。
余
曰
、
騰
騰
和
尚
歌
云
、
「
今
日
任
運
騰
騰
、
明
日
騰
騰
任
運
」
、
堂
蓋

取
諸
此
。
余
已
身
如
槁
木
、
心
如
死
灰
、
但
不
除
鬚
髪
一
無
能
老
比
丘
、
尚
不
可
邪
。

或
ひ
と
僦
居
の
小
堂
の
任
運
と
名
づ
く
る
を
見
、
好
事
者
の
或
ひ
は
以
て
口
を
藉
る
を
恐
る
。
余
曰
く
、
騰
騰
和
尚
の
歌
に
云
く

「
今
日

運
に
任
せ
騰
騰
た
り
、
明
日
騰
騰
と
し
て
運
に
任
す
」
と
。
堂
蓋
し
諸
此
よ
り
取
る
。
余
已
に
身
は
槁
木
の
如
く
、
心
は
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死
灰
の
如
し
。
但
だ
鬚
髪
を
除
せ
ざ
る
一
無
能
の
老
比
丘
の
み
な
り
。
尚
ほ
不
可
な
ら
ん
や
。

「
槁
木
庵
」
、
「
死
灰
寮
」
、
「
任
運
堂
」
と
い
っ
た
命
名
に
は
、
運
命
に
身
を
任
せ
る
と
い
う
黄
庭
堅
の
心
情
が
反
映
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
第
四
章
に
て
す
で
に
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
「
運
命
に
身
を
任
せ
る
」
と
い
う
荘
子
と
禅
宗
の
ど
ち
ら
に
も
共

通
し
て
見
ら
れ
る
考
え
方
（
系
統
は
別
種
で
は
あ
る
が
）
に
依
拠
し
て
い
る
。
黄
庭
堅
は
そ
の
思
想
を
「
用
前
韻
謝
子
舟
爲
予
作
風
雨

竹
」
な
ど
の
詩
に
託
し
、
墨
竹
図
を
禅
と
と
も
に
鑑
賞
し
た
。
黄
庭
堅
に
は
、
他
の
北
宋
の
詩
人
た
ち
に
比
べ
て
禅
の
思
想
が
顕
著
で

あ
る
こ
と
は
従
来
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
当
時
流
行
し
た
「
墨
竹
図
」
と
い
う
新
し
い
芸
術
様

式
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三

黄
庭
堅
か
ら
江
西
詩
派
や
僧
侶
へ

江
西
詩
派
が
如
何
に
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
こ
れ
ま
で
学
界
で
頻
繁
に
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
江
西
詩
派
の
人
々
が
ど
の

よ
う
に
し
て
黄
庭
堅
詩
の
独
自
性
を
吸
収
し
て
い
っ
た
の
か
は
ま
だ
具
体
的
な
分
析
に
欠
け
て
い
た
。
し
か
し
、
本
論
文
が
双
関
と
禅

の
表
現
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
黄
庭
堅
詩
の
独
自
性
を
究
明
し
た
。
こ
の
こ
と
は
黄
詩
の
末
流
で
あ
る
江
西
詩
派
や
詩
僧
達
、
と
り

わ
け
日
本
の
五
山
禅
僧
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
の
考
察
も
ま
た
可
能
と
な
る
。
例
え
ば
、
双
関
語
表
現
及
び
禅
の
表

現
の
継
承
に
つ
い
て
、
江
西
詩
派
の
一
人
で
あ
る
曽
幾
を
見
て
み
よ
う
。
曽
幾
の
「
竹
奴
」
（
『
茶
山
集
』
巻
八
）
詩
序
と
詩
本
文
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

因
讀
山
谷
「
竹
奴
」
「
腳
婆
」
詩
戲
作
。
山
谷
既
以
竹
夫
人
爲
竹
奴
、
余
亦
名
腳
婆
爲
錫
奴
焉
。
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山
谷
が
「
竹
奴
」
「
脚
婆
」
の
詩
を
読
む
に
因
り
て
戯
れ
に
作
る
。
山
谷
既
に
竹
夫
人
を
以
て
竹
奴
と
為
し
、
余
も
亦
た
脚
婆

を
名
づ
け
て
錫
奴
と
為
す
。

霧
帳
桃
笙
晝
寝
餘

霧
帳
桃
笙

晝
寝
の
余
、

此
君
那
可
一
朝
無

此
君

那
ぞ
一
朝
も
無
か
る
可
け
ん
や
。

秋
來
冷
落
同
班
扇

秋
来

冷
落
し
て
班
扇
と
同
じ
く
、

歳
晚
温
柔
是
錫
奴

歳
晚

温
柔
な
る
は
是
れ
錫
奴
。

序
文
で
言
及
す
る
黄
庭
堅
の
「
脚
婆
」
（
湯
た
ん
ぽ
）
詩
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
一
章
に
お
い
て
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
「
竹
奴
」
詩
は
黄
庭
堅
の
「
趙
子
充
示
竹
夫
人
詩
、
蓋
凉
寢
竹
器
、
憩
臂
休
膝
、
似
非
夫
人
之
職
。
予
爲
名
曰
青
奴
、
并
以
小
詩

取
之
二
首
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
一
、
元
祐
四
年
（
一
〇
八
九
）
～
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
間
の
作
）
と
い
う
詩
を
指
す
。

其
一

青
奴
元
不
解
梳
妝

青
奴
は
元
よ
り
梳
妝
を
解
せ
ず
、

合
在
禪
齋
夢
蝶
牀

合
に
禅
斎
の
夢
蝶
の
床
に
在
る
べ
し
。

公
自
有
人
同
枕
簟

公
自
ら
枕
簟
を
同
じ
く
す
る
人
有
り
、

肌
膚
冰
雪
助
清
凉

肌
膚
冰
雪

清
凉
を
助
く
。

其
二

穠
李
四
絃
風
拂
席

穠
李
の
四
絃

風

席
を
払
ひ
、

昭
華
三
弄
月
侵
牀

昭
華

三
た
び
弄
び

月

床
を
侵
す
。
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我
無
紅
袖
堪
娛
夜

我

紅
袖
の
夜
を
娯
し
む
に
堪
ふ
る
無
し
、

正
要
青
奴
一
味
凉

正
に
青
奴
の
一
味
の
凉
し
き
を
要
す
。

竹
夫
人
と
は
夏
の
夜
に
使
用
さ
れ
る
竹
で
編
ん
だ
筒
状
の
抱
き
枕
で
あ
る
。
詩
題
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
黄
庭
堅
は
竹
夫
人
と
い
う

言
葉
を
派
生
さ
せ
、
擬
人
化
し
て
捉
え
る
。
「
憩
臂
休
膝
」
は
手
足
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
を
指
す
が
、
そ
れ
は
本
来
夫
人
の
仕
事
で
は

な
く
、
下
女
の
仕
事
で
あ
る
。
黄
庭
堅
の
最
後
の
正
妻
は
す
で
に
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
に
没
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
表
現
が
指
す

の
は
、
竹
夫
人
で
は
な
く
「
青
奴
」
で
あ
る
と
い
う
含
み
も
あ
る
だ
ろ
う
。
更
に
「
我
無
紅
袖
堪
娛
夜
、
正
要
青
奴
一
味
凉
」
と
、
青

奴
を
「
臂
を
憩
ひ
膝
を
休
む
」
下
女
に
擬
え
る
。
曽
幾
は
そ
れ
を
模
倣
し
、
脚
婆
を
「
錫
奴
」
と
命
名
す
る
。
曽
幾
詩
の
前
二
句
は
竹

夫
人
（
ま
た
は
竹
奴
と
い
う
）
が
夏
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
い
う
。
後
の
二
句
は
秋
に
な
っ
て
竹
夫
人
は
団
扇
の
よ
う
に
隠
さ
れ
、

冬
に
は
た
だ
錫
奴
（
湯
た
ん
ぽ
）
だ
け
が
寝
台
に
て
主
人
と
一
緒
に
寝
る
の
み
と
い
う
。
こ
れ
は
ま
さ
に
女
性
が
愛
さ
れ
た
後
棄
て
ら

れ
て
し
ま
う
と
い
う
過
程
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
曽
幾
の
詩
が
、
黄
庭
堅
の
「
脚
婆
」
や
「
青
奴
」
の
擬
人
化
を
模
倣
し
て
い
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
の
五
山
禅
僧
に
お
い
て
複
数
の
「
暖
足
瓶
」
を
詠
む
作
品
が
あ
る
。
例
え
ば
、
希
世
霊
彦
「
暖

足
瓶
」
詩
（
『
村
庵
稿
』
巻
中
）
を
見
よ
う
。

寒
臥
勞
求
暖
足
方

寒
臥
し
て
暖
足
の
方
を
労
求
し
、

錫
奴
巧
貯
腹
中
湯

錫
奴

巧
み
に
腹
中
の
湯
を
貯
む
。

只
緣
破
衲
重
重
裹

只
だ
破
衲
重
重
と
し
て
裹
む
に
縁
り
、

留
得
微
溫
一
夜
長

微
温

一
夜
の
長
き
を
留
め
得
た
り
。
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二
句
目
の
「
錫
奴
」
は
曽
幾
の
「
歳
晩
温
柔
是
錫
奴
」
の
表
現
を
踏
ま
え
る
。
「
破
衲
重
重
裹
」
は
黄
庭
堅
「
戯
詠
暖
足
瓶
二
首
其

二
」
（
『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
五
）
の
「
脚
婆
元
よ
り
食
は
ず
、
纒
裹
す
る
に
一
衲
足
る
（
脚
婆
元
不
食
、
纒
裹
一
衲
足
）
」
を
援
用

す
る
。
「
只
縁
」
以
下
の
二
句
は
、
暖
足
瓶
が
僧
侶
の
衣
（
衲
）
を
着
て
、
腹
中
の
か
す
か
な
湯
温
を
一
晩
保
つ
こ
と
が
で
き
た
と
言

う
。
お
そ
ら
く
禅
の
修
行
を
通
じ
て
心
が
支
え
ら
れ
る
こ
と
を
喩
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
曽
幾
「
墨
竹
梅
」
（
『
茶
山
集
』
巻
八
）
詩
を
見
て
み
よ
う
。

的
皪
江
梅
竹
外
枝

的
皪
た
る
江
梅

竹
外
の
枝
、

能
將
幻
法
轉
生
機

能
く
幻
法
を
将
て
生
機
を
転
ず
。

憑
君
莫
作
風
垂
綠

君
に
憑
り

風
の
緑
を
垂
る
る
を
作
す
莫
れ
、

便
恐
飄
零
學
雪
飛

便
ち
飄
零
し
て
雪
の
飛
ぶ
に
学
ぶ
を
恐
る
。

「
能
将
幻
法
轉
生
機
」
は
墨
竹
、
墨
梅
が
紙
の
上
で
幻
術
の
よ
う
に
生
き
生
き
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
本
書
第
六
章
に
論
じ
た

黄
庭
堅
「
次
韻
子
瞻
題
無
咎
所
得
与
可
竹
二
首
粥
字
韻
戲
嘲
無
咎
人
字
韻
詠
竹
」
其
二
な
ど
に
見
ら
れ
る
詩
の
「
幻
出
」
の
表
現
を
踏

ま
え
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
黄
庭
堅
の
こ
の
表
現
は
、
基
盤
に
禅
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
禅
僧
た
ち
に
も
当
然
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

例
え
ば
同
じ
く
第
六
章
に
て
既
に
言
及
し
た
、
恵
洪
の
「
道
人
三
昧
の
力
、
幻
出
す
る
に
意
に
隨
ひ
て
現
す
（
道
人
三
昧
力
、
幻
出
隨

意
現
）
」
（
「
仁
老
以
墨
梅
遠
景
見
寄
作
此
謝
之
二
首
」
其
一
、
『
石
門
文
字
禅
』
卷
一
）
と
あ
り
、
画
家
が
墨
梅
を
「
幻
出
」
す
る

こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
「
暁
煙

千
万
峯
を
幻
出
す
、
個
中
に
我
曽
て
懶
融
の
如
し
（
曉
煙
幻
出
千
萬
峯
、
個
中
我
曾
如
懶
融
）
」
（
「
季

長
出
示
子
蒼
詩
、
次
其
韻
、
蓋
子
蒼
見
衡
岳
図
而
作
也
」
詩
、
同
上
巻
五
）
は
、
画
家
が
山
岳
を
幻
出
す
る
こ
と
を
言
う
。

さ
ら
に
、
日
本
の
五
山
文
学
の
双
璧
の
一
方
を
な
す
義
堂
周
信
「
走
筆
贈
画
僧
恵
愚
渓
」
詩
（
『
空
華
集
』
）
を
見
よ
う
。
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惠
不
惠
兮
愚
不
愚

恵
は
恵
な
ら
ず
愚
は
愚
か
な
ら
ず
、

筆
端
幻
出
萬
形
模

筆
端

万
の
形
模
を
幻
出
す
。

明
朝
別
後
應
相
憶

明
朝
別
れ
て
後

応
に
相
憶
ふ
べ
し
、

萬
里
江
山
一
幅
圖

万
里
の
江
山

一
幅
の
図
。

絵
画
に
堪
能
で
あ
っ
た
恵
愚
渓
と
い
う
僧
侶
へ
の
送
別
詩
で
あ
る
。
恵
愚
渓
は
恵
（
聡
明
）
で
も
愚
で
も
な
い
と
い
う
名
を
持
つ
が
、

そ
の
筆
は
万
物
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
日
別
れ
て
こ
の
万
里
の
江
山
の
絵
画
を
見
な
が
ら
、
旅
路
に
漂
泊
し
て
い
る
君
を
偲

ぶ
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
二
句
目
「
筆
端

万
の
形
模
を
幻
出
す
」
は
黄
庭
堅
詩
の
「
幻
出
」
の
表
現
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

義
堂
周
信
は
詩
の
み
な
ら
ず
文
に
も
同
様
の
表
現
を
用
い
て
い
る
。

一
日
有
客
崆
峒
叟
者
、
以
遊
戲
三
昧
、
善
作
假
山
。
爲
余
於
東
軒
尺
寸
之
間
、
幻
出
千
巖
萬
壑
之
勢
。

一
日
に
客
の
崆
峒
叟
有
り
、
遊
戯
三
昧
を
以
て
、
善
く
仮
山
を
作
る
。
余
の
為
に
東
軒
の
尺
寸
の
間
に
於
い
て
、
千
巌
万
壑
の
勢

を
幻
出
す
。

（
義
堂
周
信
「
山
水
図
詩
敍
」
『
空
華
集
』
）

「
千
巌
万
壑
の
勢
を
幻
出
す
」
は
直
接
に
は
恵
洪
の
「
暁
煙

千
万
峯
を
幻
出
す
」
を
踏
ま
え
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
根
源
に

は
や
は
り
黄
庭
堅
に
よ
る
絵
画
の
「
幻
出
」
の
表
現
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
黄
庭
堅
の
詩
は
江
西
詩
派
に
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
僧
侶
を
始
め
と
し
た
他
の
詩
人
達
に
も
大
い
に
尊
重
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さ
れ
手
本
と
し
て
学
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
五
山
僧
の
間
で
「
東
坡
、
山
谷
、
味
噌
、
醤
油
」
の
俗
諺
が
生
ま
れ
る
。
彼
の
作
品
は
親
し

ま
れ
て
い
た
（
山
谷
は
黄
庭
堅
の
号
）
。
黄
庭
堅
詩
に
お
け
る
双
関
語
や
禅
の
表
現
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
視
点
か
ら
黄
庭

堅
が
五
山
僧
た
ち
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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附
録
二 

黄
庭
堅
略
年
譜 

 
左
表
は
、
黄
㽦
『
山
谷
年
譜
』
、
荒
井
健
『
黄
庭
堅
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）
の
「
黄
庭
堅
年
譜
」
お
よ
び
鄭
永
暁
『
黄
庭

堅
年
譜
新
編
』
（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。 

               

仁
宗 

皇
帝 

 

至
和
元 

皇
祐
五 

皇
祐
四 

 

皇
祐
三 

皇
祐
二 

  

皇
祐
元 

慶
暦
八 

慶
暦
七 

慶
暦
六 

慶
暦
五 

年
号 

 

一
〇
五
四 

一
〇
五
三 

一
〇
五
二 

 

一
〇
五
一 

一
〇
五
〇 

  

一
〇
四
九 

一
〇
四
八 

一
〇
四
七 

一
〇
四
六 

一
〇
四
五 

 

西
暦 

 
十 九 八 

 

七 六 

  

五 四 三 二 一 年
齢 

 

           

六
月
十
二
日
、
分
寧
県
（
い
ま
の
江
西
省
九
江
市
修
水
県
）

に
お
い
て
、
父
黄
庶
、
母
李
氏
の
次
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。 

事
蹟 

 

  

「
送
人
赴
挙
」 

 

「
牧
童
」 

         

本
書
に
引
用
し
た
作
品
名 
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英
宗 

 
治
平
三 

治
平
二 

治
平
元 

嘉
祐
八 

嘉
祐
七 

嘉
祐
六 

嘉
祐
五 

 

嘉
祐
四 

嘉
祐
三 

嘉
祐
二 

嘉
祐
元 

至
和
二 

  
一
〇
六
六 

一
〇
六
五 

一
〇
六
四 

一
〇
六
三 

一
〇
六
二 

一
〇
六
一 

一
〇
六
〇 

 

一
〇
五
九 

一
〇
五
八 

一
〇
五
七 

一
〇
五
六 

一
〇
五
五 

  

二
十
二 

二
十
一 

二
十 

十
九 

十
八 

十
七 

十
六 

 

十
五 

十
四 

十
三 

十
二 

十
一 

  

再
び
地
方
予
選
を
通
過
、
こ
の
時
は
首
席
で
あ
っ
た
。 

 

礼
部
の
試
験
に
落
第
、
開
封
に
滞
在
し
て
い
た
。 

官
吏
資
格
試
験
の
地
方
予
選
を
通
過
、
中
央
の
最
終
審
査
の
た
め
上
京
。 

 

母
の
弟
で
あ
る
李
常
の
も
と
に
遊
学
。 

   
父
・
庶
が
康
州
（
い
ま
の
広
東
省
徳
慶
県
）
で
没
し
た
。 

     

「
次
韻
叔
父
聖
謨
詠
鸎
遷
谷
」 
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神
宗 

 

煕
寧
九 

   

煕
寧
八 

煕
寧
七 

煕
寧
六 

煕
寧
五 

煕
寧
四 

煕
寧
三 

煕
寧
二 

煕
寧
元 

治
平
四 

一
〇
七
六 

   

一
〇
七
五 

  

一
〇
七
四 

一
〇
七
三 

一
〇
七
二 

一
〇
七
一 

一
〇
七
〇 

一
〇
六
九 

一
〇
六
八 

一
〇
六
七 

三
十
二 

   

三
十
一 

  

三
十 

二
十
九 

二
十
八 

二
十
七 

二
十
六 

二
十
五 

二
十
四 

二
十
三 

国
子
監
教
授
の
任
期
は
終
っ
た
が
、
重
任
さ
れ
た
。 

   

大
名
府
在
任
。 

  

大
名
府
在
任
。 

大
名
府
在
任
。
謝
景
初
の
娘
（
二
十
歳
）
と
再
婚
。 

北
京
（
大
名
府
）
国
子
監
教
授
と
な
っ
た
。 

葉
県
在
任
。 

葉
県
在
任
。 

葉
県
在
任
。
二
月
、
乱
闘
事
件
の
た
め
、
舞
陽
県

（
い
ま
の
河
南
省
漯
河
市
）
に
出
張
。 

七
月
二
日
、
妻
の
孫
氏
が
没
し
た
（
二
十
歳
）
。 

九
月
、
汝
州
に
到
着
し
た
が
、
期
限
に
遅
れ
た
た

め
、
知
事
の
富
弼
の
怒
り
を
買
い
、
役
人
の
拷
問

を
受
け
た
。 

礼
部
の
試
験
の
た
め
上
京
。
進
士
第
三
甲
に
及
第
、

汝
州
葉
県
の
尉
に
任
命
さ
れ
た
。
孫
覚
の
娘
（
十

八
歳
）
と
結
婚
。 

          

「
観
崇
徳
君
墨
歌
」
「
弈
棋
二
首
呈
任
公
漸
」 

  

「
次
韻
戯
答
彦
和
」 
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元
豊
八 

元
豊
七 

元
豊
六 

 

元
豊
五 

元
豊
四 

元
豊
三 

 

元
豊
二 

元
豊
元 

煕
寧
十 

一
〇
八
五 

一
〇
八
四 

一
〇
八
三 

 

一
〇
八
二 

一
〇
八
一 

一
〇
八
〇 

 

一
〇
七
九 

一
〇
七
八 

一
〇
七
七 

 

四
十
一 

四
十 

三
十
九 

 

三
十
八 

三
十
七 

三
十
六 

 

三
十
五 

三
十
四 

三
十
三 

四
月
、
秘
書
省
校
書
郎
に
任
命
。 

監
徳
平
鎮
へ
の
途
中
、
泗
州
（
い
ま
の
江
蘇
省
淮
安

市
盱
眙
県
）
僧
伽
塔
に
立
ち
寄
り
、
「
発
願
文
」
を

制
作
し
た
。 

太
和
県
在
任
。
十
二
月
、
監
徳
平
鎮
（
い
ま
の
山
東

省
德
州
市
臨
邑
県
）
に
転
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。 

太
和
県
在
任
。 

太
和
県
知
事
に
着
任
。 

二
月
十
二
日
、
後
妻
の
謝
氏
が
没
し
た
（
二
十
六

歳
）
。
教
授
の
任
期
満
ち
て
上
京
し
、
吉
州
太
和
県

（
い
ま
の
江
西
省
吉
州
市
泰
和
県
）
の
知
事
の
辞
令

を
受
け
、
一
旦
帰
郷
し
た
。 

 

大
名
府
在
任
。
蘇
軾
は
「
烏
台
詩
案
」
の
た
め
逮
捕

さ
れ
た
。
黄
庭
堅
は
蘇
軾
の
詩
文
を
隠
し
朝
廷
に
報

告
し
な
か
っ
た
た
め
、
罰
金
と
し
て
二
十
斤
の
銅
を

課
さ
れ
た
。 

大
名
府
在
任
。
「
古
風
二
首
上
子
瞻
」
を
制
作
し
、

蘇
軾
か
ら
賞
讃
の
返
書
が
あ
っ
た
。 

大
名
府
在
任
。 

 

「
発
願
文
」 

 

「
戲
和
答
禽
語
」 

 

「
薬
名
詩
奉
送
楊
十
三
子
問
省
親
清
江
」 

 

「
姨
母
李
夫
人
墨
竹
二
首
」 

「
題
李
夫
人
偃
竹
」 

「
題
山
谷
石
牛
洞
」 

 

「
古
風
二
首
上
子
瞻
」 
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哲
宗 

元
祐
八 

  

元
祐
七 

元
祐
六 

元
祐
五 

 

元
祐
四 

 

元
祐
三 

 

元
祐
二 

 

元
祐
元 

 

一
〇
九
三 

  

一
〇
九
二 

一
〇
九
一 

一
〇
九
〇 

 

一
〇
八
九 

 

一
〇
八
八 

 

一
〇
八
七 

 
一
〇
八
六 

 

四
十
九 

  

四
十
八 

四
十
七 

四
十
六 

 

四
十
五 

 

四
十
四 

 
四
十
三 

 

四
十
二 

 

九
月
、
喪
が
あ
け
、
国
史
院
の
編
修

官
に
任
命
さ
れ
た
が
、
辞
退
し
て
そ

の
ま
ま
郷
里
に
と
ど
ま
っ
た
。 

  

正
月
、
分
寧
県
に
帰
着
。 

六
月
十
八
日
、
母
・
李
氏
が
没
し
た

（
七
十
二
歳
）
。
八
月
、
服
喪
の
た

め
帰
郷
。 

秘
書
省
・
神
宗
実
録
院
在
任
。 

 

秘
書
省
・
神
宗
実
録
院
在
任
。 

秘
書
省
・
神
宗
実
録
院
在
任
。 

 

秘
書
省
・
神
宗
実
録
院
在
任
。
正
月
、

著
作
郎
と
な
っ
た
。 

 

秘
書
省
在
任
。 

 

         

「
東
坡
居
士
墨
戯
賦
」
「
蘇
李
畫
枯
木
道
士
賦
」
「
題
子
瞻
寺

壁
小
山
枯
木
二
首
」
「
題
子
瞻
墨
竹
」
「
題
子
瞻
枯
木
」 

 

「
戯
呈
孔
毅
父
」
「
小
鴨
」
「
次
韻
子
瞻
題
無
咎
所
得
与
可
竹

二
首
、
粥
字
韻
戯
嘲
無
咎
、
人
字
韻
詠
竹
」
「
戯
呈
孔
毅
父
」 

 

「
子
瞻
詩
句
妙
一
世
、
乃
云
效
庭
堅
體
、
蓋
退
之
戯
效
孟
郊
樊

宗
師
之
比
、
以
文
滑
稽
耳
、
恐
後
生
不
解
、
故
次
韻
道
之
」 
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元
符
二 

   

元
符
元 

紹
聖
四 

紹
聖
三 

 

紹
聖
二 

 

紹
聖
元 

 

一
〇
九
九 

一
〇
九
八 

一
〇
九
七 

一
〇
九
六 

 

一
〇
九
五 

 

一
〇
九
四 

 

五
十
五 

五
十
四 

五
十
三 

五
十
二 

 

五
十
一 

 

五
十 

 

戎
州
在
住
。 

  

六
月
、
提
挙
夔
州
路
常
平
と
な
っ
た
張
向

（
母
の
い
と
こ
）
を
避
け
る
た
め
、
戎
州
安

置
と
な
り
、
戎
州
（
い
ま
の
四
川
省
宜
貧
市
）

城
南
の
任
運
堂
に
居
住
。 

黔
州
在
住
。 

黔
州
在
住
。 

 

四
月
、
兄
・
大
臨
と
と
も
に
黔
州
（
い
ま
の

重
慶
市
彭
水
県
）
に
到
着
。 

 

『
神
宗
実
録
』
で
新
法
を
非
難
し
た
罪
で
、

涪
州
別
駕
・
黔
州
安
置
へ
貶
謫
さ
れ
た
。 

 

「
次
韻
雨
絲
雲
鶴
二
首
」
「
醉
落
魄
」
「
次
韻
黄
斌
老

所
画
横
竹
」
「
次
韻
謝
黄
斌
老
送
墨
竹
十
二
韻
」
「
用

前
韻
謝
子
舟
為
予
作
風
雨
竹
」
「
再
用
前
韻
詠
子
舟
所

画
竹
」
「
次
韻
斌
老
冬
至
書
懷
示
子
舟
篇
末
見
及
之
作

因
以
贈
子
舟
帰
」 

        

「
任
運
堂
銘
」 

「
木
蘭
花
令
」
「
定
風
波
」
「
明
叔
惠
示
二
頌
」
「
次

韻
楊
明
叔
四
首
」
「
再
次
韻
」 

「
送
曹
黔
南
口
號
」 

 

「
予
既
作
竹
枝
詞
、
夜
宿
歌
羅
駅
、
夢
李
白
相
見
於
山

間
曰
、
予
往
謫
夜
郎
、
於
此
聞
杜
鵑
、
作
竹
枝
詞
三
疊
、

世
伝
之
不
。
子
細
憶
集
中
無
有
、
請
三
誦
乃
得
之
」 

 

「
竹
枝
詞
二
首
」
（
撑
崖
拄
谷
蝮
蛇
愁
）
「
竹
枝
詞
二

首
」
（
三
峽
猿
聲
淚
欲
流
） 
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徽
宗 

  

崇
寧
四 

  

崇
寧
三 

 

崇
寧
二 

 

崇
寧
元 

建
中 

靖
國
元 

元
符
三 

 

一
一
〇
五 

  

一
一
〇
四 

 

一
一
〇
三 

 

一
一
〇
二 

一
一
〇
一 

一
一
〇
〇 

 

六
十
一 

  

六
十 

 

五
十
九 

 

五
十
八 

五
十
七 

五
十
六 

 

九
月
三
十
日
、
宜
州
の
宿
舎
で
病
没
。 

   

五
月
な
い
し
六
月
、
宜
州
に
到
着
。 

   

十
一
月
、
荊
州
で
制
作
し
た
「
承
天
禅
院
塔
記
」

で
国
政
を
そ
し
っ
た
か
ど
で
、
宜
州
（
い
ま
の
広

西
壮
族
自
治
区
河
池
市
宜
州
区
）
流
罪
の
命
を
受

け
た
。 

 

正
月
、
荊
州
を
出
発
、
郷
里
に
向
か
っ
た
。
六
月
、

太
平
州
の
知
事
に
着
任
し
た
が
、
九
日
で
免
職
。 

三
月
朝
議
郎
・
権
知
舒
州
事
に
発
令
。 

吏
部
員
外
郎
に
発
令
。
再
度
に
わ
た
っ
て
辞
退

し
、
太
平
州
（
い
ま
の
安
徽
省
馬
鞍
山
市
当
塗
県
）

の
知
事
を
希
望
。
荊
州
（
い
ま
の
湖
北
省
江
陵
市
）

に
一
時
仮
寓
。 

十
月
、
奉
義
郎
・
簽
書
定
国
軍
節
度
使
判
官
公
事

に
発
令
。
十
二
月
戎
州
を
出
発
。 

「
戯
詠
零
陵
李
宗
古
居
士
家
馴
鷓
鴣
二
首
」
『
宜

州
家
乗
』
「
乞
鍾
乳
於
曽
公
袞
」 

    

「
病
来
十
日
不
挙
酒
二
首
」
「
四
休
居
士
詩
」 

 

「
書
萍
郷
県
庁
記
」
「
題
竹
尊
者
軒
」 

「
与
忠
玉
金
部
簡
」
「
顏
徒
貧
楽
斎
二
首
」
「
次

韻
中
玉
水
仙
花
二
首
」
「
次
韻
向
和
卿
行
松
滋
県

與
鄒
天
錫
夜
語
南
極
亭
二
首
」
「
荊
州
即
事
薬
名

詩
八
首
」
「
戯
詠
暖
足
瓶
二
首
」
「
跋
馬
忠
玉
書

詩
曲
字
」
「
書
薬
説
遺
族
弟
友
諒
」
「
病
起
荊
江

亭
即
事
十
首
」 

「
題
王
居
士
所
蔵
王
友
画
桃
杏
花
二
首
」
「
与
王

観
復
書
」
「
大
雅
堂
記
」 
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【
初
出
一
覧
】 

第
一
章 

黄
庭
堅
詩
に
お
け
る
双
関
語
に
つ
い
て
（
書
き
下
ろ
し
） 

 

第
二
章 

黄
庭
堅
と
竹
枝
詞 

 

初
出
：
「
黄
庭
堅
と
竹
枝
詞
」
（
九
州
大
学
中
国
文
学
会
『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
十
五
号
、
二
〇
一
六
年
） 

 

第
三
章 

黄
庭
堅
の
薬
名
詩
に
つ
い
て 

 

初
出
：
「
黄
庭
堅
の
薬
名
詩
に
つ
い
て
」
（
九
州
中
国
学
会
『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
五
十
四
巻
、
二
〇
一
六
年
） 

 

題
四
章 

黄
庭
堅
と
『
景
徳
伝
灯
録
』
（
書
き
下
ろ
し
） 

 

第
五
章 

黄
庭
堅
に
お
け
る
枯
木
の
詩 

 

初
出
：
「
黄
庭
堅
に
お
け
る
枯
木
の
詩
」
（
九
州
大
学
中
国
文
学
会
『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
十
六
号
、
二
〇
一
七
年
） 

 

第
六
章 

黄
庭
堅
の
墨
竹
詩 

 

初
出
：
「
黄
庭
堅
の
墨
竹
詩
」
（
日
本
中
国
学
会
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
七
十
集
、
二
〇
一
八
年
十
月
掲
載
予
定
） 

 

結
論 

（
書
き
下
ろ
し
） 
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主
要
参
考
文
献 

  

こ
の
一
覧
は
本
書
執
筆
に
あ
っ
た
て
参
考
と
し
た
研
究
文
献
の
目
録
で
あ
る
。
日
本
編
と
中
国
篇
、
単
著
と
論
文
と
分
類
し
、
発
表

年
代
順
に
配
別
す
る
。 

 

【
中
国
篇
】 

【
単
著
】 

銭
鍾
書
『
談
芸
録
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
） 

陳
望
道
『
修
辞
学
発
凡
』
（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
） 

王
水
照
『
王
水
照
自
選
集
』
（
上
海
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
） 

銭
志
煕
『
黄
庭
堅
詩
学
体
系
研
究
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
） 

曽
棗
荘
『
宋
代
文
学
与
宋
代
文
化
』
（
上
海
世
紀
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
） 

莫
礪
鋒
『
唐
宋
詩
歌
論
集
』
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
） 

周
裕
鍇
『
宋
代
詩
学
通
論
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
） 

張
海
鴎
『
北
宋
詩
学
』
（
河
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
） 

祝
尚
書
『
宋
代
科
挙
与
文
学
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
） 

張
剣
、
呂
肖
奐
、
周
揚
波
『
宋
代
家
族
与
文
学
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
） 

王
運
煕
『
楽
府
詩
述
論
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
） 

薛
芳
芸
『
宋
代
文
士
通
医
現
象
研
究
』
（
山
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
） 
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銭
鍾
書
『
宋
詩
選
注
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
） 

周
裕
鍇
『
法
眼
与
詩
心
―
宋
代
仏
禅
語
境
下
的
詩
学
話
語
建
構
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
） 

張
高
評
『
唐
宋
題
画
詩
及
其
流
韻
』
（
万
巻
楼
、
二
〇
一
六
年
） 

葛
兆
光
『
漢
字
的
魔
方
―
中
国
古
典
詩
歌
語
言
学
劄
記
』
（
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
） 

周
裕
鍇
『
文
字
禅
与
宋
代
詩
学
』
（
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
） 

 

【
論
文
】 

銭
志
煕
「
黄
庭
堅
与
禅
宗
」
（
『
文
学
遺
産
』
、
一
九
八
六
年
第
一
期
） 

王
水
照
「
蘇
軾
的
人
生
思
考
和
文
化
性
格
」
（
『
文
学
遺
産
』
、
一
九
八
九
年
第
五
期
） 

莫
礪
鋒
「
論
黄
庭
堅
詩
歌
創
作
的
三
個
階
段
」
（
『
文
学
遺
産
』
、
一
九
九
五
年
第
三
期
） 

祝
尚
書
「
論
宋
人
的
雑
体
詩
」
（
『
四
川
大
学
学
報
』
、
二
〇
〇
一
年
第
五
期
） 

周
裕
鍇
「
法
眼
看
世
界
―
仏
禅
観
照
方
式
対
北
宋
後
期
芸
術
観
念
的
影
響
」
（
『
文
学
遺
産
』
、
二
〇
〇
六
年
第
五
期
） 

孫
海
燕
「
黄
庭
堅
対
伝
統
詩
歌
意
象
的
禅
意
化
演
進
―
以
月
、
松
、
竹
為
例
」
（
『
文
学
遺
産
』
、
二
〇
〇
九
年
第
六
期
） 

孫
海
燕
「
従
黄
庭
堅
看
儒
釈
道
対
宋
代
士
大
夫
人
格
建
構
的
影
影
響
」
（
『
中
国
文
化
研
究
』
、
二
〇
一
一
年
第
二
期
） 

伍
聯
群
「
黄
庭
堅
蜀
中
交
遊
及
其
対
巴
蜀
地
域
文
化
的
推
動
」
（
『
文
芸
評
論
』
、
二
〇
一
一
年
第
四
期
） 

李
慧
国
「
王
維
『
山
水
論
』
仍
疑
僞
託
」
（
『
南
京
芸
術
学
院
学
報
』
、
二
〇
一
二
年
第
六
期
） 

周
裕
鍇
「
試
論
『
石
門
文
字
禅
』
中
景
画
詩
禅
之
交
融
」
（
『
文
学
遺
産
』
、
二
〇
一
六
年
第
三
期
） 

銭
志
煕
「
黄
庭
堅
哲
学
思
想
体
系
述
論
」
（
『
文
学
遺
産
』
、
二
〇
一
七
年
第
四
期
） 
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【
日
本
篇
】 

【
単
著
】 

北
村
沢
吉
『
五
山
文
学
史
稿
』
（
富
山
房
、
一
九
四
一
年
） 

吉
川
幸
次
郎
『
宋
詩
概
説
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
） 

中
村
茂
夫
『
中
国
画
論
の
展
開
』
（
中
山
文
華
堂
、
一
九
六
五
年
） 

吉
岡
義
豊
『
道
教
と
仏
教
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
〇
年
） 

久
須
本
文
雄
『
宋
代
儒
学
の
禅
思
想
研
究
』
（
日
進
堂
書
店
、
一
九
八
〇
年
） 

入
矢
義
高
『
求
道
と
悦
楽
―
中
国
の
禅
と
詩
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
） 

吉
川
幸
次
郎
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
～
一
九
八
七
年
） 

石
井
修
道
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
―
中
国
曹
洞
宗
と
道
元
禅
』
（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
年
） 

小
林
和
美
『
六
朝
仏
教
思
想
の
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
九
三
年
） 

鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
～
一
九
九
五
年
） 

松
浦
友
久
『
『
万
葉
集
』
と
い
う
名
の
双
関
語 

(

か
け
こ
と
ば)

―
日
中
詩
学
ノ
ー
ト
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
五
年
） 

小
川
環
樹
『
小
川
環
樹
著
作
集
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
） 

川
合
康
三
『
終
南
山
の
変
容
―
中
唐
文
学
論
集
』
（
研
文
出
版
、
一
九
九
九
） 

田
中
謙
二
『
田
中
謙
二
著
作
集
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
） 

静
永
健
『
白
居
易
「
諷
諭
詩
」
の
研
究
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
） 

筧
文
生
『
唐
宋
文
学
論
考
』
（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
） 

東
英
寿
『
欧
陽
脩
古
文
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
） 
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村
上
哲
見
『
宋
詞
研
究
』
（
創
文
社
、
二
〇
〇
六
年
） 

松
本
浩
一
『
宋
代
の
道
教
と
民
間
信
仰
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
） 

浅
見
洋
二
『
中
国
の
詩
学
認
識
』
（
創
文
社
、
二
〇
〇
八
年
） 

興
膳
宏
『
中
国
の
文
学
理
論
』
（
清
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
） 

橫
山
伊
勢
雄
『
宋
代
文
人
の
詩
と
詩
論
』
（
創
文
社
、
二
〇
〇
九
年
） 

松
本
肇
『
唐
宋
の
文
学
』
（
創
文
社
、
二
〇
〇
九
年
） 

吾
妻
重
二
『
宋
代
思
想
の
研
究
―
儒
教
・
道
教
・
仏
教
を
め
ぐ
る
考
察
』
（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
） 

岡
西
為
人
『
宋
以
前
医
籍
考
』
（
学
苑
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
） 

内
山
精
也
『
蘇
軾
詩
研
究
―
宋
代
士
大
夫
詩
人
の
構
造
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
〇
年
） 

入
谷
仙
介
『
詩
人
の
視
線
と
聴
覚
―
王
維
と
陸
游
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
一
年
） 

静
永
健
『
唐
詩
推
敲
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
） 

宇
佐
美
文
理
『
中
国
芸
術
理
論
史
研
究
』
（
創
文
社
、
二
〇
一
五
年
） 

甲
斐
雄
一
『
南
宋
の
文
人
と
出
版
文
化
』
（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
） 

 

【
論
文
】 

荒
井
健
「
黄
山
谷
の
「
演
雅
」
の
詩
」
（
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
第
二
輯
、
一
九
六
九
年
九
月
） 

加
藤
国
安
「
杜
甫
と
竹
枝
歌
」
（
『
文
化
』
東
北
大
学
、
四
三
巻
一
・
二
号
（
秋
夏
）
、
一
九
七
九
年
九
月
） 

興
膳
宏
「
枯
れ
木
に
さ
く
詩
―
詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
一
系
譜
」
（
『
中
国
文
学
報
』
第
四
十
一
冊
、
一
九
九
〇
年
四
月
） 

西
口
芳
男
「
『
景
徳
伝
灯
録
』
解
題
」
（
禅
文
化
研
究
所
『
景
徳
伝
灯
録
』
所
収
、
一
九
九
〇
年
） 
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市
川
桃
子
「
中
国
古
典
詩
に
於
け
る
諧
音
双
関
語
―
楽
府
『
江
南
』
古
辞
の
『
魚
』
に
つ
い
て
」
（
『
明
海
大
学
外
国
語
学
部
論
集
』

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
三
号
、
一
九
九
一
年
三
月
） 

川
合
康
三
「
詩
は
世
界
を
創
る
か
―
中
唐
に
お
け
る
詩
と
造
物
」
（
『
中
国
文
学
報
』
第
四
十
四
册
、
一
九
九
二
年
四
月
） 

緑
川
英
樹
「
成
熟
と
老
い
の
詩
学
認
識
―
杜
甫
か
ら
欧
・
梅
ま
で
」
（
『
中
国
文
学
報
』
第
六
十
三
冊
、
二
〇
〇
一
年
） 

内
山
精
也
「
宋
代
士
大
夫
の
詩
歌
観
―
「
蘇
黄
」
か
ら
江
湖
派
へ
」
（
『
橄
欖
』
第
十
三
号
、
二
〇
〇
五
年
） 

吉
田
文
子
「
呉
声
西
曲
に
お
け
る
双
関
語
の
構
造
―
比
喩
表
現
と
の
比
較
に
お
い
て
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
二
十
五
号
、
二
〇
〇
六
年
四
月
） 

内
山
精
也
「
万
里
集
九
と
宋
詩
」
（
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
） 

西
上
勝
「
墨
竹
と
文
学
」
（
『
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
十
四
号
、
二
〇
〇
九
年
） 

岡
本
不
二
明
「
黄
庭
堅
と
南
柯
夢
―
「
蟻
蝶
図
詩
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
中
国
文
史
論
叢
』
第
六
号
、
二
〇
一
〇
年
） 

西
上
勝
「
墨
戯
に
つ
い
て
」
（
『
山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）
』
、
二
〇
一
一
年
二
月
） 

中
尾
彌
繼
『
宋
代
の
水
仙
花
―
詩
詞
に
見
る
黄
庭
堅
の
影
響
に
つ
い
て
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
中
国
言
語
文
化
研
究
』
第
十
二
号
、
二
〇
一
二
年
八
月
） 

加
納
留
美
子
「
神
仙
か
ら
花
へ
―
「
水
仙
」
の
變
遷
と
「
水
仙
花
」
の
受
容
」
（
『
橄
欖
』
第
十
九
号
、
二
〇
一
二
年
九
月
） 

早
川
太
基
「
詩
人
の
嗅
覚
―
黄
庭
堅
作
品
に
お
け
る
「
香
り
」
の
表
現
」
（
『
中
国
文
学
報
』
第
八
十
七
冊
、
二
〇
一
六
年
四
月
） 
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